
安
養
集
巻
第
四

35

　仏
迎
来
不
来

（
253
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、六
七
頁
下
～
六
八
頁
中
）、「
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
の
九

品
往
生
に
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
る
来
迎
が
あ
る
の
に
、
中
品
下
生
に
だ
け
聖
衆
来
迎
が
説
か

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
下
品
人
で
も
来
迎
を
得
る
の
だ
か
ら
、
中
品
人
も
み
な
来
迎
を
得
ら

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
訳
者
が
書
き
落
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
省
略
さ
れ
た
か

で
あ
る
。
た
だ
し
一
説
に
は
、
中
品
人
は
菩
提
心
を
発
さ
な
い
か
ら
、
来
迎
が
得
ら
れ
な
く
て
も
本
願
に

は
相
違
し
な
い
と
言
わ
れ
る
。
本
願
に
は
、
菩
提
心
を
発
し
た
者
を
迎
え
る
と
誓
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。『
薬
師
経
』（
玄
奘
訳
『
薬
師
如
来
本
願
経
』、『
大
正
蔵
』
一
四
、
四
〇
六
頁
中
等
）
に
、
薬
師
仏
が

八
菩
薩
を
遣
わ
し
て
行
者
を
極
楽
へ
と
導
く
と
説
か
れ
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
が
こ
の
中
品
人
に
当
た
る
。
ま
た
『
菩
薩
処
胎
経
』（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
一
〇
二
八
頁 

上
）
に
説
か
れ
る
懈
慢
国
に
生
ま
れ
る
者
も
、
至
心
に
発
願
し
な
い
た
め
に
来
迎
を
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
は
、
み
な
無
上
菩
提
心
を
発
す
の
で
、
す
べ
て
来
迎
を
得
ら
れ
る
の
で

あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
254
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
ま
た
次
に
迎
来
多
少
を

明
か
さ
ば
、
上
品
上
生
は
、
無
量
寿
仏
お
よ
び
二
菩
薩
と
、
無
数
の
化
仏
、
百
千
比
丘
、
声
聞
大
衆
、
無

量
諸
天
等
来
る
。
上
品
中
生
は
、
無
量
寿
仏
お
よ
び
二
菩
薩
と
、
無
量
大
衆
眷
属
お
よ
び
千
化
仏
等
来
る
。

仏
の
中
に
無
数
と
言
は
ず
、
大
衆
の
中
に
称
類
を
別
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
は
こ
れ
上
上
に
及
ば
ざ
る
ゆ
ゑ
ん

な
り
。
上
品
下
生
は
、
無
量
寿
仏
お
よ
び
二
菩
薩
、
諸
眷
属
と
五
百
化
仏
等
な
り
。
化
仏
は
五
百
を
上
中

よ
り
も
減
ず
。
中
品
上
生
は
、
無
量
寿
仏
、
諸
比
丘
と
と
も
に
眷
属
等
来
る
。
化
仏
は
来
た
り
て
衆
生
を

引
か
ず
。
…
…
（
こ
こ
で
文
章
が
途
切
れ
て
い
る
。
詳
細
は
【
現
代
語
訳
】
で
述
べ
る
。
…
…
筆
者
註
）

…
…
真
よ
り
化
を
十
方
世
界
に
起
こ
し
、
如
来
、
三
輩
九
品
を
引
接
す
。
化
す
な
は
ち
真
な
る
を
も
っ
て

不
来
不
去
な
る
も
、
機
に
随
ひ
物
に
応
じ
て
往
あ
り
還
あ
り
。
前
経
は
化
の
体
す
な
は
ち
真
な
る
に
よ
っ

源
隆
国
『
安
養
集
』
の
研
究
（
四
）

梯
　
　
信
　
暁

て
、来
去
な
し
と
説
き
、観
経
は
真
よ
り
化
を
流
す
に
よ
っ
て
、往
還
あ
る
こ
と
を
現
ず
。
人
（
人
＝
又
？
）

西
方
の
あ
る
釈
に
言
ふ
、〈
実
に
仏
あ
り
て
、
彼
の
西
方
よ
り
し
て
こ
こ
に
至
り
、
手
を
授
け
て
迎
接
し
、

ま
た
仏
、
彼
の
衆
生
を
引
い
て
浄
土
に
往
生
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
た
だ
こ
れ
如
来
の
慈
悲
本

願
功
徳
種
子
の
増
上
縁
力
を
も
っ
て
、
諸
の
衆
生
を
し
て
仏
と
縁
あ
ら
し
め
、
仏
を
念
じ
、
福
を
修
し
、

十
六
観
を
作
し
、
諸
功
徳
の
力
を
も
っ
て
因
縁
と
し
て
、
因
（
因
＝
自
？
）
心
に
阿
弥
陀
仏
来
迎
し
、
行

者
、
仏
に
随
っ
て
往
く
こ
と
を
変
現
せ
し
む
〉
と
。
彼
仏
遣
来
す
と
言
ふ
は
、
こ
れ
実
に
は
遣
せ
ず
。
た

だ
こ
れ
功
徳
の
種
子
と
、
所
化
の
生
と
、
時
機
正
し
く
合
し
て
、
仏
の
来
迎
を
見
せ
し
む
。
ゆ
ゑ
に
彼
遣

す
と
言
ふ
も
、
実
に
は
遣
せ
ず
。
阿
弥
陀
仏
の
悲
願
の
功
徳
は
、
湛
然
常
寂
に
し
て
、
無
去
無
来
な
り
。

衆
生
の
識
心
、
諸
仏
の
本
願
功
徳
の
勝
力
に
て
、
自
心
変
化
し
、
去
（
＋
来
？
）
あ
っ
て
行
人
を
迎
摂
す

る
こ
と
を
、
往
生
す
る
こ
と
あ
り
と
見
る
。
こ
れ
自
心
の
相
（
＋
分
？
）
に
し
て
、
化
（
化
＝
他
？
）
に

開
（
開
＝
関
？
）
っ
て
化
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
ゆ
ゑ
に
前
経
に
は
不
来
不
去
と
説
く
は
、
仏
の
功
徳

に
約
し
て
説
く
な
り
。
観
経
の
有
来
有
去
は
、衆
生
の
心
相
に
約
し
て
説
く
な
り
。
ま
た
あ
る
釈
に
言
ふ
、

〈
如
来
は
機
に
応
じ
て
、
ま
た
ま
た
変
現
し
、
諸
の
化
身
を
十
方
に
現
化
し
て
、
往
生
の
衆
生
を
迎
接
す
〉

と
。
彼
の
諸
（
＋
化
仏
？
）
は
鏡
智
の
大
悲
よ
り
流
現
す
。
ゆ
ゑ
に
彼
仏
、化
を
遣
し
て
来
迎
す
と
言
ふ
。

し
か
も
化
を
遣
し
て
迎
ふ
こ
と
、
摩
尼
珠
・
天
鼓
の
思
な
く
し
て
事
を
成
す
が
ご
と
し
。
し
か
も
所
現
の

化
に
往
来
あ
れ
ど
も
、
不
来
と
言
ふ
は
、
こ
れ
或
は
真
に
約
し
て
こ
の
説
を
作
さ
ん
。
前
に
す
で
に
釈
し

を
は
ん
ぬ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
ま
た
次
に
来
迎
の
聖
衆
の
多
少
を
明
か
す
。
上

品
上
生
は
、
無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
、
無
数
の
化
仏
・
百
千
比
丘
・
声
聞
大
衆
・
無
量
諸
天
等
が
来
迎
す
る
。

上
品
中
生
は
、
無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
、
無
量
大
衆
眷
属
・
千
の
化
仏
等
が
来
迎
す
る
。
仏
は
無
数
と
は
言

は
ず
、
大
衆
の
種
類
を
別
け
て
い
な
い
が
、
そ
こ
が
上
品
上
生
に
及
ば
な
い
所
で
あ
る
。
上
品
下
生
は
、

無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
、
諸
眷
属
・
五
百
化
仏
等
が
来
迎
す
る
。
化
仏
の
数
は
上
品
中
生
よ
り
も
五
百
少
な

い
。
中
品
上
生
は
、
無
量
寿
仏
と
諸
比
丘
・
眷
属
等
が
来
迎
す
る
。
化
仏
は
来
迎
し
な
い
。

（
…
…
こ
こ
で
文
章
が
断
絶
し
て
い
る
。
次
の
文
は
、
本
引
文
の
末
尾
ま
で
、
懐
感
『
群
疑
論
』
巻
二
（『
大
正
蔵
』
四
七
、三
七
頁

下
～
三
八
頁
上
）
に
一
致
す
る
。
智
光
が
化
仏
不
来
迎
の
理
由
を
求
め
て
、『
群
疑
論
』
を
引
用
し
た
の
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
い

は
こ
の
部
分
に
欠
落
が
あ
っ
て
、
実
は
『
安
養
集
』
が
『
群
疑
論
』
を
引
用
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。『
群
疑
論
』
は
、『
金
剛
般

若
経
』
や
『
維
摩
経
』
に
は
如
来
は
不
来
不
去
で
あ
る
と
説
く
の
に
、『
観
無
量
寿
経
』
に
仏
の
来
迎
を
説
く
の
は
な
ぜ
か
と
問
い
、

次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
…
…
筆
者
註
）

　
如
来
が
真
如
よ
り
立
ち
上
が
っ
て
、
十
方
世
界
に
向
か
っ
て
化
（
教
化
の
活
動
）
を
起
こ
し
、
三
輩
九

品
人
を
救
わ
れ
る
。
そ
の
化
は
、
真
如
の
立
場
か
ら
見
る
と
不
来
不
去
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
機
根

に
応
じ
て
往
還
を
現
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
金
剛
般
若
経
』
等
は
化
の
体
が
真
で
あ
る
と
い
う
立
場
か

ら
不
来
不
去
と
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
は
真
よ
り
化
を
起
こ
し
て
、
往
還
を
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
西
方
の
論
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
仏
が
西
方
よ
り
娑
婆
に
来
て
手
を
差
し
伸
べ
て
迎
接
す
る

と
説
か
れ
た
り
、
あ
る
い
は
仏
は
衆
生
の
手
を
引
い
て
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

説
か
れ
た
り
す
る
。
そ
れ
は
、
如
来
が
慈
悲
心
よ
り
発
さ
れ
た
本
願
の
功
徳
種
子
の
増
上
縁
の
力
に
よ
っ

て
、
多
く
の
衆
生
に
、
仏
と
縁
を
結
ば
せ
、
仏
を
念
じ
さ
せ
、
福
を
修
め
さ
せ
、
十
六
観
を
行
じ
さ
せ
て
、

そ
れ
ら
の
功
徳
の
力
を
因
縁
と
し
て
、
行
者
の
心
に
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
の
相
や
、
自
身
が
仏
に
随
っ
て
往

生
す
る
姿
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
〉
と
。
阿
弥
陀
仏
が
遣
来
す
る
と
説
か
れ
る
が
、
実
体

と
し
て
遣
来
す
る
の
で
は
な
い
。
本
願
の
功
徳
の
種
子
と
、
そ
れ
を
修
め
た
衆
生
の
心
と
が
ぴ
っ
た
り
と

符
合
し
て
、
仏
の
来
迎
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
遣
来
す
る
と
説
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
実

体
と
し
て
は
遣
来
し
な
い
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
の
誓
願
の
功
徳
は
、
寂
滅
不
動
で
あ
り
、
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
衆
生
の
心
が
仏
の
本
願
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
、
来
迎
や

往
生
の
相
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
衆
生
の
自
分
の
心
の
相
分
（
客
観
的
側
面
）
で
あ
り
、
他
者
に
関

わ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
『
金
剛
般
若
経
』
等
に
不
来
不
去
と
言
う
の
は
、
仏
の
功
徳
の
側
か
ら
説

く
の
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
有
来
有
去
と
言
う
の
は
、
衆
生
の
心
の
相
の
側
か
ら
説
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
説
に
は
、〈
如
来
は
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
変
現
し
、
多
く
の
化
身
を
十
方
世
界
に
現
し
て
、

往
生
の
衆
生
を
迎
接
さ
れ
る
〉
と
言
う
。
そ
の
化
身
は
、大
円
鏡
智
の
大
悲
よ
り
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
阿
弥
陀
仏
が
化
仏
を
遣
し
て
来
迎
す
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
来
迎
は
、
摩
尼
珠

や
天
鼓
と
同
様
、意
図
せ
ず
に
お
の
ず
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
往
来
す
る
の
に
不
来
と
言
う
の
は
、

真
如
の
側
か
ら
説
か
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
」
と
。

（
255
）
群
疑
論
第
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、七
一
頁
上
～
中
）、「
問
う
。『
観
仏
三
昧
海
経
』（
巻
五
、 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
九
頁
上
～
中
）
に
、〈
父
を
殺
し
、
母
を
傷
つ
け
る
な
ど
し
た
罪
人
は
、
臨
終
の 

時
、
地
獄
の
犬
が
変
化
し
た
黄
金
の
車
と
、
地
獄
の
炎
が
変
化
し
た
美
女
と
に
迎
え
ら
れ
る
。
罪
人
は
そ

れ
を
見
て
嬉
し
く
な
り
、
喜
ん
で
乗
り
込
む
と
、
鉄
斧
を
持
っ
た
美
女
に
身
を
切
り
刻
ま
れ
る
〉
と
言
い
、

ま
た
、〈
四
波
羅
夷
罪
を
犯
し
、
仏
法
を
謗
る
な
ど
し
た
者
は
、
死
の
瞬
間
、
痛
み
に
狂
い
、
汚
物
に
ま

み
れ
る
。
す
る
と
地
獄
の
鬼
が
現
れ
て
、
そ
れ
を
極
楽
の
情
景
に
変
化
さ
せ
る
。
地
獄
の
罪
人
の
う
め
き

声
が
讃
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
そ
の
声
に
欺
さ
れ
て
地
獄
か
ら
の
迎
え
の
蓮
台
に
乗
り
込
む
〉
と
言
う
。

今
日
私
を
迎
え
に
来
る
蓮
華
が
、地
獄
の
火
蓮
で
な
い
か
ど
う
か
、ど
う
し
た
ら
分
か
る
の
か
。
答
え
。
行
・

相
・
語
・
仏
の
四
つ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
獄
の
火
車
で
な
い
と
判
断
で
き
る
。
第
一
の
行
、
す
な
わ
ち
生

前
の
行
い
と
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
罪
人
は
、
四
波
羅
夷
罪
を
犯
し
、
懺
悔
す
る
こ
と
な
く
、
善
師

に
も
遇
わ
な
か
っ
た
の
で
、
地
獄
の
火
華
を
見
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
人
も
同
じ
く
罪
人
で
あ
る

が
、
臨
終
に
善
師
に
遇
い
、
至
心
に
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
罪
を
滅
し
、
極
楽
の
蓮
華
に
迎
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
大
い
に
異
な
る
。
第
二
に
相
、す
な
わ
ち
臨
終
の
状
態
と
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
罪
人
は
、

死
の
瞬
間
、
痛
み
に
狂
い
、
汚
物
に
ま
み
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
人
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
身
心

共
に
安
ら
か
で
、
悪
想
は
消
滅
し
、
た
だ
浄
土
の
菩
薩
を
見
て
妙
香
を
聞
く
。
よ
っ
て
違
い
を
見
分
け
ら

れ
よ
う
。
第
三
に
語
、
す
な
わ
ち
呼
び
か
け
ら
れ
る
言
葉
と
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
罪
人
は
、
地
獄

の
罪
人
の
う
め
き
声
を
讃
歌
の
よ
う
に
聞
く
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
人
は
、
称
名
に
よ
っ
て
罪
が
滅

し
た
か
ら
迎
え
に
来
た
と
い
う
声
を
聞
く
。
第
四
に
仏
と
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
罪
人
は
、
地
獄
の

炎
が
変
化
し
た
美
女
に
迎
え
ら
れ
、
黄
金
の
車
に
乗
り
込
む
と
、
鉄
斧
を
持
っ
た
美
女
に
身
を
切
り
刻
ま

れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
人
の
前
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
遣
わ
さ
れ
た
化
仏
・
化
観
世
音
菩
薩
・
化

大
勢
至
菩
薩
が
現
れ
る
。
以
上
四
つ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
楽
か
ら
の
蓮
華
が
来
迎
が
、『
観
仏
三
昧
海 

経
』
に
言
う
地
獄
の
火
車
と
は
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
256
）
浄
土
五
会
讃
法
照
に
云
う
（『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
八
〇
頁 

下
）、「
浄
土
の
池
は
平
ら
か
に
　
瑠
璃
の
地
面
は
輝
い
て
　
弥
陀
は
念
仏
勧
め
ら
る
　
自
ら
必
ず
迎
え
る

と
」（
要
約
）
と
。

（
257
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
六
八
頁
上
～
中
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
人
々
の
中
に
、
菩
提
心
を
発
し
、
諸
の
功

徳
を
修
め
て
、
誠
心
誠
意
、
私
の
世
界
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
者
が
い
て
、
そ
の
者
が
命
終
わ
ろ
う
と
す

る
時
に
、
多
く
の
菩
薩
た
ち
を
従
え
て
彼
の
元
に
現
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏
の

位
に
は
就
か
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
258
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
二
頁
上
）、「
経
の
、〈
設
我
得
仏
〉

よ
り
〈
不
取
正
覚
〉
ま
で
は
、
中
品
人
の
救
い
を
誓
う
。
菩
提
心
を
発
す
者
を
迎
え
る
と
誓
わ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
発
心
し
な
い
者
を
迎
え
な
く
と
も
、
本
願
に
違
う
こ
と
は
な
い
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
『
安
養
集
』
巻
四
の
十
三
論
題
は
、
七
門
の
第
四
「
感
果
」
に
属
し
、
す
べ
て
の
項
目
が
『
観
無
量
寿

経
』
九
品
往
生
段
の
教
説
に
関
連
す
る
。
臨
終
来
迎
か
ら
往
生
極
楽
ま
で
の
過
程
や
、
九
品
往
生
人
の
行

位
な
ど
を
論
ず
る
項
目
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
は
、
十
世
紀
の
貴
族
社
会
に
流
布
し
た
臨
終
来
迎
信
仰
の
拠
り
所
で
あ

り
、
十
世
紀
に
興
起
す
る
比
叡
山
天
台
宗
に
お
け
る
浄
土
教
教
理
研
究
は
、
臨
終
来
迎
信
仰
へ
の
対
応
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
駆
に
位
置
す
る
良
源（
九
一
二
︱
九
八
五
）『
九
品
往
生
義
』は
、『
観

無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
を
註
釈
し
て
、
臨
終
に
聖
衆
来
迎
を
感
得
す
る
た
め
の
方
法
を
示
し
た
書
で
あ

る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
続
く
禅
瑜
（
九
一
三
︱
九
九
〇
）『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
や
千
観
（
九
一
八
︱
九
八
三
） 

『
十
願
発
心
記
』
等
、
十
世
紀
の
著
述
に
も
同
様
の
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、「
臨
終
十
念
の
称
名

念
仏
に
よ
っ
て
無
始
以
来
の
罪
業
が
滅
せ
ら
れ
、
来
迎
を
得
て
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
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源
信
は
、
そ
の
見
解
に
対
す
る
批
判
の
意
を
込
め
て
『
往
生
要
集
』
を
著
し
、
阿
弥
陀
念
仏
を
単
な
る

滅
罪
法
で
は
な
く
、
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
と
し
て
意
味
づ
け
る
た
め
の
教
理
を
組
織
し
た
。『
往
生
要
集
』

に
提
示
さ
れ
た
念
仏
の
中
心
は
、
菩
提
心
を
発
し
て
阿
弥
陀
仏
の
色
身
を
観
想
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
堪
え
ら
れ
な
い
悪
人
に
対
し
て
は
称
名
念
仏
を
勧
め
て
い
る
。
源
信
は
、
往
生
の
た
め
に
は
臨
終
正
念

の
現
前
に
よ
る
臨
終
来
迎
の
感
得
が
必
須
で
あ
る
と
言
い
、
行
者
を
そ
の
境
地
に
導
く
「
臨
終
行
儀
」
の

実
践
と
し
て
、
五
念
門
と
自
往
生
観
か
ら
な
る
「
十
事
勧
念
」
の
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
臨
終
来
迎
信

仰
へ
の
対
応
は
、『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
も
主
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
安
養
集
』
は
当
然
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、『
往
生
要
集
』
が
論
じ
尽
く
し
た
臨
終
行
儀
の
諸
問

題
な
ど
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
巻
に
掲
げ
ら
れ
た
十
三
論
題
の
中
、『
往
生
要
集
』
の
論
述
を
継
承
す

る
と
見
ら
れ
る
の
は
、「
39 

華
開
遅
速
」「
41 

劫
量
」「
43 

往
生
多
少
」「
45 

三
輩
九
品
異
同
」「
46 

九

品
往
生
階
級
」「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
の
六
項
目
で
あ
る
。
加
え
て
本
巻
に
は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』

の
論
述
を
承
け
た
と
思
わ
れ
る
項
目
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
36 

九
品
所
乗
異
」「
40 

得
道
時
異
」「
41 

劫 

量
」「
45 

三
輩
九
品
異
同
」「
46 

九
品
往
生
階
級
」「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
九

品
往
生
段
を
出
拠
と
す
る
本
巻
諸
項
目
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、『
九
品
往
生
義
』
も
参
照
さ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
項
目
で
は
、『
往
生
要
集
』
に
加
え
て
、『
九
品
往
生
義
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
本
項
「
35 

仏
迎
来
不
来
」
に
は
、
臨
終
来
迎
の
有
無
に
関
連
す
る
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
往
生

要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
一
「
臨
終
来
迎
楽
」
の
項
に
は
、
聖
衆
来
迎
の
様
相
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
来
迎
衆
の
九
品
に
よ
る
差
異
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
は

こ
こ
に
六
文
を
挙
げ
て
、『
往
生
要
集
』
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
（
253
）『
群
疑
論
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
中
品
下
生
段
に
臨
終
来
迎
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ

と
の
理
由
を
問
い
、
答
え
て
、
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
本
来
は
あ
る
と
い
う
説
と
、『
観
無
量
寿
経
』
中

品
人
は
菩
提
心
を
発
さ
な
か
っ
た
か
ら
来
迎
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
も
の

で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
懐
感
が
引
用
し
た
『
薬
師
経
』
の

文
は
、
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
四
頁
中
）
に
、
極
楽
へ
の
往
生
を
勧
め
る
経
論
を

列
挙
す
る
中
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
源
信
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対

十
方
」
の
項
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
源
信
は
あ
く
ま
で
も
『
薬
師
経
』
の
文
を
、
往
生
極
楽
を
勧
め
る
教

説
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
得
ら
れ
な
い
中
品
人
を
救
う
教
説
で
あ
る
と
す
る

『
群
疑
論
』
の
見
解
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
の
引
文
を
手
が
か
り
と
し
て
、

源
信
と
は
違
っ
た
観
点
で
『
薬
師
経
』
の
文
を
評
価
す
る
見
解
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
254
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、
九
品
往
生
の
各
段
に
お
け
る
来
迎
衆
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
た

文
で
あ
る
。
や
は
り
『
往
生
要
集
』
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
上
上
品
か
ら
順
に
述
べ
て
、

中
上
品
で
終
わ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
下
に
も
文
章
が
続
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
筆
写
の
段
階

で
脱
落
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
に
続
く
文
は
、『
群
疑
論
』
巻
二
の
文
で
あ
り
、
智
光
が

引
用
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
文
に
続
い
て
、『
安
養
集
』
が
掲
げ
た
要
文

で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
内
容
は
、『
般
若
経
』
の
不
来
不
去
の
立
場
と
、『
観
無
量
寿
経
』
の
来
迎

の
教
説
と
を
会
通
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
『
往
生
要
集
』
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
（
255
）『
群
疑
論
』
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
説
く
火
車
来
迎
と
、『
観
無
量
寿
経
』
の
聖
衆
来
迎
と

を
区
別
す
る
方
法
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
文
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
六
「
別
時
念
仏
」
の
第
二
「
臨

終
行
儀
」
の
末
尾
に
依
用
さ
れ
て
い
る
。
臨
終
行
者
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
源
信
が

自
ら
問
い
を
発
し
、『
群
疑
論
』
を
引
い
て
答
え
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
本
引
文
に
よ
る
と
、
源
信
の
問

い
を
含
む
問
答
の
全
体
が
『
群
疑
論
』
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、『
安

養
集
』
の
編
者
が
、『
往
生
要
集
』
の
隅
々
ま
で
も
精
査
し
て
、
関
連
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
要
文
で
あ
る
。

　
（
256
）『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
臨
終
来
迎
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
文

で
あ
る
。
す
で
に
巻
二
「
18 

念
仏
利
益
」
の
項
に
述
べ
た
が
、『
往
生
要
集
』
に
は
『
浄
土
五
会
念
仏
略

法
事
儀
讃
』
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
源
信
は
「
念
仏
利
益
」
の
中
に
臨
終
来
迎
を
挙
げ
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
指
摘
す
る
意
図
を
も
っ
て
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』

の
文
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
257
）『
無
量
寿
経
』
は
、
臨
終
来
迎
を
誓
っ
た
第
十
九
願
の
文
、（
258
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文

賛
』
は
そ
の
釈
文
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
、『
無
量
寿
経
』
第
十
九
願
へ
の
言
及
が
二
箇
所
に
見
ら

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
二
「
対
兜
率
」
の
項
に
お
い
て
、
兜
率
よ
り
も
極

楽
を
勧
め
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
来
迎
が
誓
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
所
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
大
文
第
六
「
別
時
念
仏
」
の
第
二
「
臨
終
行
儀
」
に
、
臨
終
の
十
事
勧
念
を
説
く
中

に
、
来
迎
を
誓
っ
た
本
願
を
念
ぜ
よ
と
説
く
所
で
あ
る
。（
257
）
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
の
出
拠
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
258
）
に
提
示
さ
れ
た
、
中
品
人
は
発
心
し
な
か
っ
た
か
ら
来
迎
が
説
か

れ
な
い
と
い
う
見
解
は
、（
253
）『
群
疑
論
』
が
挙
げ
た
一
説
に
符
合
す
る
も
の
で
、
第
十
九
願
が
そ
の
根

拠
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
要
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

36

　九
品
所
乗
異

（
259
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、七
一
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
九
品
人
に
は
修
行
の
優
劣
に 

よ
っ
て
、
来
迎
衆
の
数
や
蓮
華
開
敷
ま
で
の
時
間
、
蓮
華
台
の
荘
厳
な
ど
に
差
別
が
あ
る
。
し
か
る
に
上

品
下
生
と
下
品
下
生
の
蓮
台
が
、同
じ
く
〈
金
華
〉
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。
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源
信
は
、
そ
の
見
解
に
対
す
る
批
判
の
意
を
込
め
て
『
往
生
要
集
』
を
著
し
、
阿
弥
陀
念
仏
を
単
な
る

滅
罪
法
で
は
な
く
、
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
と
し
て
意
味
づ
け
る
た
め
の
教
理
を
組
織
し
た
。『
往
生
要
集
』

に
提
示
さ
れ
た
念
仏
の
中
心
は
、
菩
提
心
を
発
し
て
阿
弥
陀
仏
の
色
身
を
観
想
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
堪
え
ら
れ
な
い
悪
人
に
対
し
て
は
称
名
念
仏
を
勧
め
て
い
る
。
源
信
は
、
往
生
の
た
め
に
は
臨
終
正
念

の
現
前
に
よ
る
臨
終
来
迎
の
感
得
が
必
須
で
あ
る
と
言
い
、
行
者
を
そ
の
境
地
に
導
く
「
臨
終
行
儀
」
の

実
践
と
し
て
、
五
念
門
と
自
往
生
観
か
ら
な
る
「
十
事
勧
念
」
の
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
臨
終
来
迎
信

仰
へ
の
対
応
は
、『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
も
主
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
安
養
集
』
は
当
然
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、『
往
生
要
集
』
が
論
じ
尽
く
し
た
臨
終
行
儀
の
諸
問

題
な
ど
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
巻
に
掲
げ
ら
れ
た
十
三
論
題
の
中
、『
往
生
要
集
』
の
論
述
を
継
承
す

る
と
見
ら
れ
る
の
は
、「
39 

華
開
遅
速
」「
41 
劫
量
」「
43 

往
生
多
少
」「
45 

三
輩
九
品
異
同
」「
46 

九

品
往
生
階
級
」「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
の
六
項
目
で
あ
る
。
加
え
て
本
巻
に
は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』

の
論
述
を
承
け
た
と
思
わ
れ
る
項
目
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
36 

九
品
所
乗
異
」「
40 

得
道
時
異
」「
41 

劫 

量
」「
45 

三
輩
九
品
異
同
」「
46 

九
品
往
生
階
級
」「
47 
三
輩
九
品
階
位
」
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
九

品
往
生
段
を
出
拠
と
す
る
本
巻
諸
項
目
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、『
九
品
往
生
義
』
も
参
照
さ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
項
目
で
は
、『
往
生
要
集
』
に
加
え
て
、『
九
品
往
生
義
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
本
項
「
35 

仏
迎
来
不
来
」
に
は
、
臨
終
来
迎
の
有
無
に
関
連
す
る
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
往
生

要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
一
「
臨
終
来
迎
楽
」
の
項
に
は
、
聖
衆
来
迎
の
様
相
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
来
迎
衆
の
九
品
に
よ
る
差
異
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
は

こ
こ
に
六
文
を
挙
げ
て
、『
往
生
要
集
』
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
（
253
）『
群
疑
論
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』
中
品
下
生
段
に
臨
終
来
迎
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ

と
の
理
由
を
問
い
、
答
え
て
、
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
本
来
は
あ
る
と
い
う
説
と
、『
観
無
量
寿
経
』
中

品
人
は
菩
提
心
を
発
さ
な
か
っ
た
か
ら
来
迎
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
も
の

で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
懐
感
が
引
用
し
た
『
薬
師
経
』
の

文
は
、
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
四
頁
中
）
に
、
極
楽
へ
の
往
生
を
勧
め
る
経
論
を

列
挙
す
る
中
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
源
信
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対

十
方
」
の
項
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
源
信
は
あ
く
ま
で
も
『
薬
師
経
』
の
文
を
、
往
生
極
楽
を
勧
め
る
教

説
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
得
ら
れ
な
い
中
品
人
を
救
う
教
説
で
あ
る
と
す
る

『
群
疑
論
』
の
見
解
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
の
引
文
を
手
が
か
り
と
し
て
、

源
信
と
は
違
っ
た
観
点
で
『
薬
師
経
』
の
文
を
評
価
す
る
見
解
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
254
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、
九
品
往
生
の
各
段
に
お
け
る
来
迎
衆
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
た

文
で
あ
る
。
や
は
り
『
往
生
要
集
』
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
上
上
品
か
ら
順
に
述
べ
て
、

中
上
品
で
終
わ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
下
に
も
文
章
が
続
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
筆
写
の
段
階

で
脱
落
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
に
続
く
文
は
、『
群
疑
論
』
巻
二
の
文
で
あ
り
、
智
光
が

引
用
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
文
に
続
い
て
、『
安
養
集
』
が
掲
げ
た
要
文

で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
内
容
は
、『
般
若
経
』
の
不
来
不
去
の
立
場
と
、『
観
無
量
寿
経
』
の
来
迎

の
教
説
と
を
会
通
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
『
往
生
要
集
』
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
（
255
）『
群
疑
論
』
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
説
く
火
車
来
迎
と
、『
観
無
量
寿
経
』
の
聖
衆
来
迎
と

を
区
別
す
る
方
法
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
文
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
六
「
別
時
念
仏
」
の
第
二
「
臨

終
行
儀
」
の
末
尾
に
依
用
さ
れ
て
い
る
。
臨
終
行
者
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
源
信
が

自
ら
問
い
を
発
し
、『
群
疑
論
』
を
引
い
て
答
え
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
本
引
文
に
よ
る
と
、
源
信
の
問

い
を
含
む
問
答
の
全
体
が
『
群
疑
論
』
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、『
安

養
集
』
の
編
者
が
、『
往
生
要
集
』
の
隅
々
ま
で
も
精
査
し
て
、
関
連
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
要
文
で
あ
る
。

　
（
256
）『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
臨
終
来
迎
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
文

で
あ
る
。
す
で
に
巻
二
「
18 

念
仏
利
益
」
の
項
に
述
べ
た
が
、『
往
生
要
集
』
に
は
『
浄
土
五
会
念
仏
略

法
事
儀
讃
』
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
源
信
は
「
念
仏
利
益
」
の
中
に
臨
終
来
迎
を
挙
げ
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
指
摘
す
る
意
図
を
も
っ
て
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』

の
文
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
257
）『
無
量
寿
経
』
は
、
臨
終
来
迎
を
誓
っ
た
第
十
九
願
の
文
、（
258
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文

賛
』
は
そ
の
釈
文
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
、『
無
量
寿
経
』
第
十
九
願
へ
の
言
及
が
二
箇
所
に
見
ら

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
二
「
対
兜
率
」
の
項
に
お
い
て
、
兜
率
よ
り
も
極

楽
を
勧
め
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
来
迎
が
誓
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
所
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
大
文
第
六
「
別
時
念
仏
」
の
第
二
「
臨
終
行
儀
」
に
、
臨
終
の
十
事
勧
念
を
説
く
中

に
、
来
迎
を
誓
っ
た
本
願
を
念
ぜ
よ
と
説
く
所
で
あ
る
。（
257
）
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
の
出
拠
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
258
）
に
提
示
さ
れ
た
、
中
品
人
は
発
心
し
な
か
っ
た
か
ら
来
迎
が
説
か

れ
な
い
と
い
う
見
解
は
、（
253
）『
群
疑
論
』
が
挙
げ
た
一
説
に
符
合
す
る
も
の
で
、
第
十
九
願
が
そ
の
根

拠
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
要
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

36

　九
品
所
乗
異

（
259
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、七
一
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
九
品
人
に
は
修
行
の
優
劣
に 

よ
っ
て
、
来
迎
衆
の
数
や
蓮
華
開
敷
ま
で
の
時
間
、
蓮
華
台
の
荘
厳
な
ど
に
差
別
が
あ
る
。
し
か
る
に
上

品
下
生
と
下
品
下
生
の
蓮
台
が
、同
じ
く
〈
金
華
〉
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。
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第
一
の
説
に
は
、
下
品
下
生
人
が
見
る
の
は
、
自
ら
が
乗
る
花
で
は
な
く
迎
え
の
仏
が
乗
る
花
で
あ
り
、

彼
は
罪
障
の
た
め
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仏
座
も
明
ら
か
に
は
見
え
ず
、
そ
れ
が
日
輪
の
よ
う
に

見
え
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
の
説
に
は
、
下
品
下
生
人
は
罪
障
の
た
め
に
来
迎
を
感
見

で
き
ず
、
た
だ
金
蓮
に
引
か
れ
て
往
生
す
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
第
三
の
説
に
は
、
同
じ
金
華
で
は
あ
る

が
、
大
小
勝
劣
麁
妙
の
違
い
が
あ
る
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
260
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
ま
た
次
に
所
持
の
勝
劣

を
明
か
さ
ば
、
上
品
上
生
は
、
観
音
菩
薩
、
金
剛
台
を
執
る
。
上
品
中
生
は
、
紫
金
台
を
持
つ
。
上
品
下

生
は
、
金
蓮
華
を
持
つ
。
中
品
上
生
は
、
蓮
華
台
に
坐
す
。
中
品
中
生
は
、
七
宝
の
蓮
華
を
持
つ
。
中
品

下
生
は
、
経
中
に
は
了
せ
ず
。
ま
さ
有
に
し
て
脱
す
べ
し
。
下
品
上
生
は
、
命
終
に
宝
蓮
華
に
乗
る
。
下

品
中
生
は
、
諸
天
の
華
に
順
ふ
。
下
品
下
生
は
、
命
終
に
金
華
の
日
輪
の
ご
と
く
な
る
を
見
る
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
次
に
所
持
す
る
蓮
華
の
勝
劣
を
明
か
す
。
上
品

上
生
で
は
、
観
音
菩
薩
が
金
剛
台
を
手
に
持
つ
。
上
品
中
生
で
は
、
紫
金
台
を
持
つ
。
上
品
下
生
は
、
金

蓮
華
を
持
つ
。
中
品
上
生
は
、
蓮
華
台
に
坐
る
。
中
品
中
生
は
、
七
宝
の
蓮
華
を
持
つ
。
中
品
下
生
は
、

経
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
品
上
生
は
、
命
終
に
宝
蓮
華
に
乗
る
。
下
品
中

生
は
、
諸
天
の
華
の
よ
う
で
あ
る
。
下
品
下
生
は
、
命
終
に
金
華
が
日
輪
の
よ
う
に
見
え
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
36 

九
品
所
乗
異
」
に
は
、
来
迎
の
蓮
台
の
九
品
に
よ
る
差
別
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
要

文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
一
方
『
九
品
往
生
義
』
で
は
、
中
品
中
生
の
釈
（『
仏
全
』
二
四
、
二
四
一
頁
下
）
に
、
上
品
と
中
品

の
蓮
台
の
相
違
に
つ
い
て
問
い
、
上
品
人
は
菩
提
心
が
熟
し
た
た
め
に
金
蓮
台
が
迎
え
、
中
品
上
生
人
は

持
戒
の
ゆ
え
に
一
色
の
蓮
台
が
、
中
品
中
生
人
は
修
因
不
定
の
た
め
に
七
宝
の
蓮
台
が
迎
え
る
と
答
え
る

記
述
が
見
え
、
こ
れ
が
「
九
品
所
乗
異
」
と
い
う
論
題
名
の
由
来
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
項
に

は
『
九
品
往
生
義
』
の
論
述
の
出
拠
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
要
文
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
（
259
）『
群
疑
論
』
は
、
上
品
上
生
人
を
迎
え
る
金
蓮
華
と
、
下
品
下
生
人
が
見
る
金
蓮
華
の
違
い
に

つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
文
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
『
往
生
要
集
』
に
も
『
九
品
往
生
義
』
に
も
見
ら

れ
な
い
。（
260
）『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、
九
品
蓮
台
の
相
違
を
挙
げ
た
文
で
、
や
は
り
『
往
生
要
集
』
に

も
『
九
品
往
生
義
』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
項
は
、『
九
品
往
生
義
』
よ
り
抽
出
し
た
問
題
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
、
そ
の
論
義
に
備
え
て
、
良
源

や
源
信
が
言
及
し
な
か
っ
た
要
文
を
集
め
た
項
目
で
あ
る
と
言
え
る
。

37

　中
陰
有
無

（
261
）
群
疑
論
二
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
〇
頁
下
～
四
一
頁
中
）、「
問
う
。
穢
土
に
受
生
す
る
者

に
は
必
ず
中
陰
が
あ
る
。
娑
婆
か
ら
浄
土
へ
の
往
生
に
も
中
陰
が
あ
る
の
か
。
答
え
。
二
説
あ
る
。
一
説

に
は
、
中
陰
は
な
い
と
言
う
。
此
土
で
命
終
し
、
蓮
華
座
の
中
に
生
ま
れ
る
の
で
、
死
と
生
陰
と
が
連
続

す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
説
は
正
し
く
な
い
。
私
見
に
よ
る
と
、
蓮
華
に
坐
す
の
は
娑
婆
で
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
浄
土
の
生
陰
で
は
な
い
。
浄
土
の
生
は
、
彼
の
宝
池
に
至
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
浄
土
は
有
色
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
中
陰
の
伝
識
が
あ
っ
て
後
に
浄
土
の
生
陰
を
得
る
の

で
あ
る
。

　
問
う
。
中
陰
が
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
浄
土
の
宝
池
に
至
っ
て
は
じ
め
て
華
中
に
入
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
娑
婆
で
華
中
に
入
る
の
か
。
答
え
。
往
生
人
は
福
徳
が
勝
れ
て
い
る
の
で
、
娑
婆
で
中

陰
の
華
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
浄
土
に
趣
く
過
程
が
中
陰
、
宝
池
に
至
れ
ば
生
陰
で
あ
る
。

　
問
う
。
浄
土
の
中
陰
は
着
衣
の
状
態
で
あ
る
の
か
。
答
え
。
経
の
文
証
は
な
い
が
、
着
衣
だ
と
思
わ
れ

る
。『
倶
舎
論
』（
巻
九
、『
大
正
蔵
』
二
九
、
四
六
頁
上
）
に
、
欲
界
の
中
陰
は
無
衣
だ
が
色
界
の
中
陰

は
着
衣
で
あ
る
と
言
う
。
浄
土
は
色
界
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
の
で
、
着
衣
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
。
浄
土
の
中
陰
で
は
ど
の
よ
う
な
体
勢
を
と
る
の
か
。
答
え
。
生
天
の
中
陰
は
頭
が
上
で
足
が
下
、

地
獄
は
頭
が
下
で
足
が
上
、
人
間
・
餓
鬼
・
畜
生
は
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
に
水
平
の
体
勢
を
と
る
。
浄
土
の
中

陰
は
頭
が
上
で
足
が
下
で
あ
る
。
蓮
華
の
中
に
坐
る
と
い
う
形
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
生
天
の
際
は
立
ち

姿
で
あ
り
、
浄
土
の
中
陰
は
坐
っ
て
い
る
と
言
う
。

　
問
う
。
浄
土
に
趣
く
中
陰
の
間
、
十
万
億
の
仏
土
に
お
い
て
食
事
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
答
え
。

欲
界
の
中
陰
で
は
香
を
食
す
る
。
浄
土
の
受
生
ま
で
は
あ
っ
と
い
う
間
な
の
で
、
食
事
を
す
る
必
要
も
な

い
が
、
十
万
億
の
仏
土
を
過
ぎ
る
間
、
空
中
で
仏
土
の
香
気
を
食
す
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
262
）
無
量
寿
経
下
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
二
頁
中
～
下
）
に
、
中
輩
の
者
を
説
い
て
云
う
、「
彼
が
命

を
終
え
よ
う
と
す
る
時
、
無
量
寿
仏
が
聖
衆
と
共
に
化
身
を
現
さ
れ
る
。
そ
の
姿
は
真
実
の
仏
そ
の
も
の

で
あ
る
。
彼
は
化
仏
に
随
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
263
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
五
九
頁
中
～
下
）、「
経
の
、〈
其
人
臨 

終
〉よ
り〈
現
其
人
前
〉ま
で
は
、第
二
に
死
有
の
相
が
現
れ
る
こ
と
を
言
う
。経
の
、〈
即
随
化
仏
往
生
其
国
〉

は
、
こ
れ
は
第
三
に
中
有
に
浄
土
に
趣
く
こ
と
を
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
264
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
寂
法
師
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
見
仏
・
来

迎
等
は
何
の
位
に
あ
る
や
。
未
だ
死
せ
ざ
る
時
と
な
す
や
、
す
で
に
死
し
た
る
時
と
な
す
や
。
答
ふ
。
こ

れ
ま
さ
に
終
は
ら
ん
と
し
て
、
未
だ
す
で
に
死
せ
ざ
る
時
に
あ
り
。
命
終
の
位
に
三
種
あ
り
。
一
に
明
了

心
は
、
通
じ
て
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
。
二
に
自
体
愛
は
た
だ
有
覆
無
記
心
を
起
こ
す
。
三
に
は

最
後
不
明
了
心
は
、
た
だ
異
熟
無
記
心
あ
る
の
み
。
こ
の
中
、
見
仏
・
来
迎
等
の
こ
と
は
、
す
な
は
ち
第
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一
明
了
心
の
位
に
あ
り
。
或
は
こ
れ
す
で
に
死
し
て
、
中
有
に
趣
く
時
に
、
欲
色
の
業
を
転
じ
て
、
彼
に

往
生
す
る
者
は
、ま
さ
に
中
有
を
受
け
て
彼
の
処
に
住
す
べ
き
が
ゆ
ゑ
に
。
観
経
に
了
す
る
が
ご
と
き
は
、

〈
自
ら
そ
の
身
を
見
れ
ば
、
金
剛
の
台
に
乗
り
、
仏
の
後
に
随
従
し
て
、
弾
指
の
頃
の
ご
と
く
に
、
彼
国

に
往
生
す
〉
と
。
台
に
乗
り
て
彼
に
往
く
は
中
有
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
何
ぞ
中
有
た
ら
ん
。
行
の
疾
く
通
ず

る
が
ゆ
ゑ
に
。
彼
此
は
十
万
億
を
隔
つ
と
い
へ
ど
も
、弾
指
の
頃
の
ご
と
く
に
、よ
く
彼
に
至
る
な
り
」と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
問
う
。
見
仏
・
来
迎
等
は
何
の
位
で
あ
る 

か
。
死
有
の
前
か
、死
有
の
後
か
。
答
え
。
死
有
の
直
前
で
あ
る
。
命
終
の
位
に
三
種
あ
る
。
一
は
明
了
心
。

こ
れ
は
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
。
二
は
自
体
愛
。
こ
れ
は
有
覆
無
記
心
（
煩
悩
を
伴
う
無
記
の
心
）

を
起
こ
す
。
三
に
は
最
後
不
明
了
心
。
こ
れ
は
異
熟
無
記
心
（
善
悪
の
業
に
報
い
て
起
こ
る
無
記
の
心
）

を
起
こ
す
。
こ
の
中
、
見
仏
来
迎
等
の
こ
と
は
、
第
一
の
明
了
心
の
位
で
感
得
す
る
。
あ
る
い
は
死
有
の

後
、
中
有
に
趣
く
時
に
、
欲
界
・
色
界
の
業
を
転
じ
て
往
生
す
る
者
は
、
中
有
を
受
け
て
そ
こ
に
住
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
自
分
の
身
を
見
れ
ば
、
金
剛
の
台
に
乗
り
、

仏
の
後
に
随
従
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
極
楽
に
往
生
す
る
〉
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
蓮
台
に
乗
っ
て
極

楽
に
往
く
間
は
中
有
で
は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
速
疾
に
往
生
で
き
る
の
だ
か
ら
、中
有
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

娑
婆
と
極
楽
と
は
十
万
億
仏
土
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
265
）
観
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
こ
の
華
台
に
乗
り
て
往
生
す
る 

時
、
こ
れ
中
蘊
た
る
や
、
こ
れ
生
蘊
た
る
や
。
答
ふ
。
こ
れ
生
に
し
て
中
に
あ
ら
ず
。
下
の
中
品
上
生
の

中
に
説
く
、〈
自
ら
己
身
を
見
れ
ば
、
蓮
華
台
に
坐
し
、
仏
の
た
め
に
礼
を
な
す
。
未
だ
頭
を
挙
げ
ざ
る
頃 

に
、
す
な
は
ち
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
〉
と
。
往
生
の
身
を
捨
て
ず
、
す
な
は
ち
浄
土
の
身
な

り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
問
う
。
蓮
華
台
に
乗
っ
て
往
生
す
る
時
は
、
中
有
か
生 

有
か
。
答
え
。
生
有
で
あ
る
。
中
有
で
は
な
い
。
次
の
中
品
上
生
の
文
中
に
、〈
自
分
の
身
を
見
れ
ば
、

蓮
華
台
に
坐
り
、
仏
に
礼
拝
し
て
い
る
。
そ
の
頭
を
挙
げ
る
前
に
、
即
座
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
〉
と
言
う
。
往
生
の
身
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
浄
土
の
身
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
37 

中
陰
有
無
」
に
は
、
娑
婆
か
ら
極
楽
へ
の
往
生
の
過
程
に
中
陰
（
中
有
）
が
あ
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
議
論
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
を
は
じ
め
、
先
行
の
比
叡
山

の
典
籍
中
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
（
261
）『
群
疑
論
』
は
、
中
陰
が
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。（
262
）『
無
量
寿
経
』（
263
）『
無
量
寿
経

連
義
述
文
賛
』
は
、
下
巻
中
輩
の
文
と
そ
の
釈
文
で
あ
る
が
、
憬
興
も
中
有
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
（
264
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
自
ら
罪
業
を
滅
し
て
往
生
す
る
者
に
は
中
有
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
蓮
台
に
乗
っ
て
極
楽
に
趣
く
間
を
中
有
と
す
る
の
で
は
な
い
と
言
う
。

　
（
265
）
道
誾
『
観
経
疏
』
も
、
蓮
台
に
乗
っ
て
い
る
間
は
中
有
で
は
な
く
、
生
有
で
あ
る
と
言
う
。

　
『
安
養
集
』
は
『
往
生
要
集
』
等
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
を
こ
こ
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
所
掲
の
要

文
を
通
観
す
る
と
、
唯
識
教
学
へ
の
言
及
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
項
は
法
相
宗
と
の
対
論

を
意
識
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
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　命
終
心
三
性
五
受
分
別

（
266
）
観
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
九
品
往
生
人
の
命
終
・
受
生 

は
、
こ
れ
何
等
の
心
な
る
や
。
答
ふ
。
九
品
往
生
浄
土
の
人
の
、
受
生
命
終
は
、
み
な
悉
く
こ
れ
そ
れ
方

便
善
心
な
り
。
問
ふ
。
い
か
ん
が
こ
の
命
終
心
は
、
こ
れ
方
便
善
心
な
る
を
知
る
こ
と
を
得
る
。
答
ふ
。

中
・
上
二
輩
は
、
み
な
終
に
臨
む
時
、
仏
を
見
、
僧
を
覩
、
お
よ
び
正
法
を
聞
き
て
命
終
す
。
ゆ
ゑ
に
知

ん
ぬ
、
こ
れ
方
便
善
心
に
し
て
命
終
す
る
人
な
り
。
中
品
上
生
の
人
の
往
生
の
中
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
蓮

華
台
に
坐
し
、長
跪
合
掌
し
、仏
の
た
め
に
礼
を
作
す
〉
と
。
こ
の
心
は
こ
れ
方
便
善
心
な
り
。
類
を
も
っ

て
知
る
、
九
品
受
生
の
心
も
、
ま
た
こ
れ
方
便
善
心
な
る
こ
と
を
。
此
土
の
受
生
命
終
の
異
熟
無
記
心
と

は
同
じ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
問
う
。
九
品
往
生
人
の
命
終
・
受
生
は
、
ど
の
よ
う
な

心
の
状
態
で
あ
る
の
か
。
答
え
。
九
品
往
生
浄
土
人
の
受
生
・
命
終
は
、
み
な
方
便
善
心
で
あ
る
。

　
問
う
。
命
終
心
が
方
便
善
心
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
わ
か
る
の
か
。
答
え
。
中
品
・
上
品
人
は
、

み
な
臨
終
に
仏
や
僧
を
見
、
正
法
を
聞
い
て
命
終
す
る
。
だ
か
ら
方
便
善
心
の
状
態
で
命
終
す
る
と
言
え

る
。
中
品
上
生
の
人
の
往
生
を
説
く
中
に
、〈
蓮
華
台
に
坐
し
、
長
跪
合
掌
し
て
、
仏
に
礼
拝
す
る
〉
と

説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
心
は
方
便
善
心
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
類
推
し
て
、
九
品
往
生
人
の
受
生
の

心
も
、
み
な
方
便
善
心
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
娑
婆
の
受
生
・
命
終
が
、
異
熟
無
記
心
で
あ
る
の
と

は
異
な
る
」
と
。

無
量
寿
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、
中
陰
有
無
の
中
に
こ
れ
を

摂
む
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「 37 

中
陰
有
無
」
の
項
（

 264
）
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。

（
267
）
群
疑
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
七
頁
下
）、「
問
う
。
諸
論
に
、
命
終
・
受
生
は
捨
受 

（
憂
受
・
喜
受
・
苦
受
・
楽
受
・
捨
受
の
五
受
の
中
、
憂
・
喜
・
苦
・
楽
の
い
ず
れ
で
も
な
い
感
受
）
で

あ
る
と
言
う
。
し
か
る
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
歓
喜
踊
躍
等
と
説
か
れ
る
の
は
、
喜
受
が
強
い
と
思
わ

れ
る
が
、
い
か
が
か
。
答
え
。
一
説
に
は
穢
土
の
受
生
に
は
聖
衆
来
迎
が
な
い
の
で
捨
受
で
あ
る
が
、
浄
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一
明
了
心
の
位
に
あ
り
。
或
は
こ
れ
す
で
に
死
し
て
、
中
有
に
趣
く
時
に
、
欲
色
の
業
を
転
じ
て
、
彼
に

往
生
す
る
者
は
、ま
さ
に
中
有
を
受
け
て
彼
の
処
に
住
す
べ
き
が
ゆ
ゑ
に
。
観
経
に
了
す
る
が
ご
と
き
は
、

〈
自
ら
そ
の
身
を
見
れ
ば
、
金
剛
の
台
に
乗
り
、
仏
の
後
に
随
従
し
て
、
弾
指
の
頃
の
ご
と
く
に
、
彼
国

に
往
生
す
〉
と
。
台
に
乗
り
て
彼
に
往
く
は
中
有
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
何
ぞ
中
有
た
ら
ん
。
行
の
疾
く
通
ず

る
が
ゆ
ゑ
に
。
彼
此
は
十
万
億
を
隔
つ
と
い
へ
ど
も
、弾
指
の
頃
の
ご
と
く
に
、よ
く
彼
に
至
る
な
り
」と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
問
う
。
見
仏
・
来
迎
等
は
何
の
位
で
あ
る 

か
。
死
有
の
前
か
、死
有
の
後
か
。
答
え
。
死
有
の
直
前
で
あ
る
。
命
終
の
位
に
三
種
あ
る
。
一
は
明
了
心
。

こ
れ
は
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
起
こ
す
。
二
は
自
体
愛
。
こ
れ
は
有
覆
無
記
心
（
煩
悩
を
伴
う
無
記
の
心
）

を
起
こ
す
。
三
に
は
最
後
不
明
了
心
。
こ
れ
は
異
熟
無
記
心
（
善
悪
の
業
に
報
い
て
起
こ
る
無
記
の
心
）

を
起
こ
す
。
こ
の
中
、
見
仏
来
迎
等
の
こ
と
は
、
第
一
の
明
了
心
の
位
で
感
得
す
る
。
あ
る
い
は
死
有
の

後
、
中
有
に
趣
く
時
に
、
欲
界
・
色
界
の
業
を
転
じ
て
往
生
す
る
者
は
、
中
有
を
受
け
て
そ
こ
に
住
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
自
分
の
身
を
見
れ
ば
、
金
剛
の
台
に
乗
り
、

仏
の
後
に
随
従
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
極
楽
に
往
生
す
る
〉
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
蓮
台
に
乗
っ
て
極

楽
に
往
く
間
は
中
有
で
は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
速
疾
に
往
生
で
き
る
の
だ
か
ら
、中
有
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

娑
婆
と
極
楽
と
は
十
万
億
仏
土
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
265
）
観
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
こ
の
華
台
に
乗
り
て
往
生
す
る 

時
、
こ
れ
中
蘊
た
る
や
、
こ
れ
生
蘊
た
る
や
。
答
ふ
。
こ
れ
生
に
し
て
中
に
あ
ら
ず
。
下
の
中
品
上
生
の

中
に
説
く
、〈
自
ら
己
身
を
見
れ
ば
、
蓮
華
台
に
坐
し
、
仏
の
た
め
に
礼
を
な
す
。
未
だ
頭
を
挙
げ
ざ
る
頃 

に
、
す
な
は
ち
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
〉
と
。
往
生
の
身
を
捨
て
ず
、
す
な
は
ち
浄
土
の
身
な

り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
問
う
。
蓮
華
台
に
乗
っ
て
往
生
す
る
時
は
、
中
有
か
生 

有
か
。
答
え
。
生
有
で
あ
る
。
中
有
で
は
な
い
。
次
の
中
品
上
生
の
文
中
に
、〈
自
分
の
身
を
見
れ
ば
、

蓮
華
台
に
坐
り
、
仏
に
礼
拝
し
て
い
る
。
そ
の
頭
を
挙
げ
る
前
に
、
即
座
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
〉
と
言
う
。
往
生
の
身
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
浄
土
の
身
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
37 

中
陰
有
無
」
に
は
、
娑
婆
か
ら
極
楽
へ
の
往
生
の
過
程
に
中
陰
（
中
有
）
が
あ
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
議
論
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
を
は
じ
め
、
先
行
の
比
叡
山

の
典
籍
中
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
（
261
）『
群
疑
論
』
は
、
中
陰
が
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。（
262
）『
無
量
寿
経
』（
263
）『
無
量
寿
経

連
義
述
文
賛
』
は
、
下
巻
中
輩
の
文
と
そ
の
釈
文
で
あ
る
が
、
憬
興
も
中
有
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
（
264
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
自
ら
罪
業
を
滅
し
て
往
生
す
る
者
に
は
中
有
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
蓮
台
に
乗
っ
て
極
楽
に
趣
く
間
を
中
有
と
す
る
の
で
は
な
い
と
言
う
。

　
（
265
）
道
誾
『
観
経
疏
』
も
、
蓮
台
に
乗
っ
て
い
る
間
は
中
有
で
は
な
く
、
生
有
で
あ
る
と
言
う
。

　
『
安
養
集
』
は
『
往
生
要
集
』
等
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
を
こ
こ
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
所
掲
の
要

文
を
通
観
す
る
と
、
唯
識
教
学
へ
の
言
及
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
項
は
法
相
宗
と
の
対
論

を
意
識
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

38

　命
終
心
三
性
五
受
分
別

（
266
）
観
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
九
品
往
生
人
の
命
終
・
受
生 

は
、
こ
れ
何
等
の
心
な
る
や
。
答
ふ
。
九
品
往
生
浄
土
の
人
の
、
受
生
命
終
は
、
み
な
悉
く
こ
れ
そ
れ
方

便
善
心
な
り
。
問
ふ
。
い
か
ん
が
こ
の
命
終
心
は
、
こ
れ
方
便
善
心
な
る
を
知
る
こ
と
を
得
る
。
答
ふ
。

中
・
上
二
輩
は
、
み
な
終
に
臨
む
時
、
仏
を
見
、
僧
を
覩
、
お
よ
び
正
法
を
聞
き
て
命
終
す
。
ゆ
ゑ
に
知

ん
ぬ
、
こ
れ
方
便
善
心
に
し
て
命
終
す
る
人
な
り
。
中
品
上
生
の
人
の
往
生
の
中
に
説
く
が
ご
と
し
、〈
蓮

華
台
に
坐
し
、長
跪
合
掌
し
、仏
の
た
め
に
礼
を
作
す
〉
と
。
こ
の
心
は
こ
れ
方
便
善
心
な
り
。
類
を
も
っ

て
知
る
、
九
品
受
生
の
心
も
、
ま
た
こ
れ
方
便
善
心
な
る
こ
と
を
。
此
土
の
受
生
命
終
の
異
熟
無
記
心
と

は
同
じ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
問
う
。
九
品
往
生
人
の
命
終
・
受
生
は
、
ど
の
よ
う
な

心
の
状
態
で
あ
る
の
か
。
答
え
。
九
品
往
生
浄
土
人
の
受
生
・
命
終
は
、
み
な
方
便
善
心
で
あ
る
。

　
問
う
。
命
終
心
が
方
便
善
心
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
わ
か
る
の
か
。
答
え
。
中
品
・
上
品
人
は
、

み
な
臨
終
に
仏
や
僧
を
見
、
正
法
を
聞
い
て
命
終
す
る
。
だ
か
ら
方
便
善
心
の
状
態
で
命
終
す
る
と
言
え

る
。
中
品
上
生
の
人
の
往
生
を
説
く
中
に
、〈
蓮
華
台
に
坐
し
、
長
跪
合
掌
し
て
、
仏
に
礼
拝
す
る
〉
と

説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
心
は
方
便
善
心
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
類
推
し
て
、
九
品
往
生
人
の
受
生
の

心
も
、
み
な
方
便
善
心
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
娑
婆
の
受
生
・
命
終
が
、
異
熟
無
記
心
で
あ
る
の
と

は
異
な
る
」
と
。

無
量
寿
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、
中
陰
有
無
の
中
に
こ
れ
を

摂
む
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「 37 

中
陰
有
無
」
の
項
（

 264
）
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。

（
267
）
群
疑
論
五
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
七
頁
下
）、「
問
う
。
諸
論
に
、
命
終
・
受
生
は
捨
受 

（
憂
受
・
喜
受
・
苦
受
・
楽
受
・
捨
受
の
五
受
の
中
、
憂
・
喜
・
苦
・
楽
の
い
ず
れ
で
も
な
い
感
受
）
で

あ
る
と
言
う
。
し
か
る
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
歓
喜
踊
躍
等
と
説
か
れ
る
の
は
、
喜
受
が
強
い
と
思
わ

れ
る
が
、
い
か
が
か
。
答
え
。
一
説
に
は
穢
土
の
受
生
に
は
聖
衆
来
迎
が
な
い
の
で
捨
受
で
あ
る
が
、
浄

−119−108



土
の
受
生
は
来
迎
が
あ
る
の
で
喜
受
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、
往
生
浄
土
の
際
も
捨
受
の
状
態

で
命
終
す
る
と
言
う
。
喜
受
で
は
命
を
捨
て
ら
れ
な
い
。
歓
喜
踊
躍
は
命
終
に
臨
む
心
で
あ
り
、
命
終
の

瞬
間
で
は
な
い
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
268
）
無
量
寿
経
義
疏
法
位
下
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
初
は
本
有
の
修
因
、

二
に
〈
其
人
〉
の
下
は
、
死
有
の
善
相
、
三
に
〈
即
随
〉
の
下
は
、
中
有
の
所
趣
、
四
に
〈
住
不
退
〉
の

下
は
、
生
有
の
獲
益
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
第
一
は
本
有
の
修
因
を
明
か
す
。
第
二
に
〈
其

人
〉
の
下
は
、
死
有
の
善
相
を
明
か
す
。
第
三
に
〈
即
随
〉
の
下
は
、
中
有
の
状
態
で
極
楽
に
趣
く
こ
と

を
明
か
す
。
第
四
に
〈
住
不
退
〉
の
下
は
、
極
楽
で
の
生
有
の
得
益
で
あ
る
」
と
。

（
269
）
観
経
記
下
に
云
ふ
龍
興
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
得
果
を
明
か
す
中
、
命
終
の
後
、

金
蓮
華
を
見
、
乃
至
す
な
は
ち
往
生
す
等
と
は
、
こ
れ
何
時
の
中
に
、
蓮
華
を
見
る
も
の
か
。
も
し
文
相

に
着
さ
ば
、
命
終
す
で
に
を
は
り
、
中
有
生
の
時
、
金
蓮
華
を
見
、
生
有
の
時
浄
に
し
て
、
す
な
は
ち
極

楽
に
生
ま
る
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
云
う
、「
得
果
を
明
か
す
中
、
命
終
の
後
に
金
蓮
華
を
見
て
、
即

座
に
往
生
す
る
と
説
く
が
、
こ
れ
は
い
つ
蓮
華
を
見
る
も
の
か
。
経
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
命
終
の
後
、
中

有
の
時
に
金
蓮
華
を
見
、
生
有
の
時
に
浄
化
さ
れ
て
極
楽
に
生
ま
れ
る
と
言
え
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
38 

命
終
心
三
性
五
受
分
別
」
に
は
、
九
品
往
生
人
の
命
終
心
が
、
三
性
（
善
・
悪
・
無
記
）
五
受 

（
憂
受
・
喜
受
・
苦
受
・
楽
受
・
捨
受
）
の
ど
れ
に
当
た
る
か
を
論
じ
た
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
前

項
同
様
『
往
生
要
集
』
等
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　
（
266
）
道
誾
『
観
経
疏
』
は
、
方
便
善
心
の
状
態
で
命
終
・
受
生
す
る
と
言
う
。

　
そ
の
文
に
続
い
て
『
安
養
集
』
は
、
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
に
触
れ
、
前
項
「
37 

中
陰
有
無
」

所
引
の
文
（
264
）
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
命
終
の
時
に
心
が
明
了
で
あ
れ
ば
善
・
悪
・
無

記
の
心
を
起
こ
す
が
、
自
体
愛
（
有
覆
無
記
心
）
を
起
こ
し
た
り
、
心
が
不
明
了
な
ら
ば
異
熟
無
記
心
を

起
こ
し
た
り
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
267
）『
群
疑
論
』
に
は
、
九
品
往
生
人
の
命
終
・
受
生
の
心
は
捨
受
か
喜
受
か
と
問
い
、
答
え
て
、

一
説
に
は
喜
受
、
一
説
に
は
捨
受
で
あ
る
と
言
う
。

　
（
268
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
、「
死
有
の
善
相
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
、
命
終
の
心
は

善
で
あ
る
と
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
269
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、
命
終
の
後
、
中
有
の
時
に
金
蓮
華
を
見
る
と
言
い
、
ま
た
浄
土
で
の

生
有
の
時
は
浄
心
で
あ
る
と
言
う
の
で
、
死
有
（
命
終
）
の
心
は
無
記
、
生
有
（
受
生
）
の
心
は
善
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
（
268
）（
269
）
の
論
述
は
、
命
終
心
の
分
別
を
問
う
論
題
の
趣
旨
に
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
よ
う
に
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、本
項
が
、前
項
「
37 

中
陰
有
無
」
と
一
連
の
問
題
を
扱
う
項
目
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

理
解
が
可
能
で
あ
る
。『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
源
信
等
が
扱
わ
な
か
っ
た
問
題
と
し
て
、
臨
終
か
ら
往
生

ま
で
の
心
の
状
態
を
論
ず
る
二
つ
の
論
題
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
本
項
所
掲
の
要
文
に
も
唯
識
教
学
へ
の

言
及
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
や
は
り
法
相
宗
と
の
対
論
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

39

　華
開
遅
速

（
270
）
観
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
四
頁
下
～
三
四
六
頁
上
略
抄
）、「
上
品
上
生
人
は
、
往
生

す
る
と
阿
弥
陀
仏
や
諸
菩
薩
の
色
身
の
完
全
な
姿
を
見
、
光
明
宝
林
の
説
法
を
聞
く
。
上
品
中
生
人
の 

乗
っ
た
蓮
華
の
つ
ぼ
み
は
、
一
夜
を
経
て
開
く
。
上
品
下
生
人
の
蓮
華
は
、
一
日
一
夜
を
経
て
開
く
。
中

品
上
生
人
の
蓮
華
は
、
往
生
の
後
す
み
や
か
に
開
く
。
中
品
中
生
人
の
蓮
華
は
、
七
日
を
経
て
開
く
。
中

品
下
生
人
は
、
七
日
を
経
て
観
音
・
勢
至
の
説
法
に
遇
っ
て
喜
ぶ
。
下
品
上
生
人
の
蓮
華
は
、
七
七
日
を

経
て
開
く
。
下
品
中
生
人
の
蓮
華
は
、
六
劫
を
経
て
開
く
。
下
品
下
生
人
は
、
蓮
華
の
中
で
十
二
大
劫
を

過
ご
し
て
、
は
じ
め
て
花
が
開
く
」（
要
約
）
と
。

（
271
）観
経
義
疏
恵
遠
に
云
う（
浄
影『
観
経
義
疏
』末
、『
大
正
蔵
』三
七
、一
八
四
頁
上
）、「
上
輩
の
三
人
は
、

往
生
の
時
が
異
な
る
。
上
上
は
浄
土
に
至
っ
て
日
時
を
経
ず
即
座
に
華
が
開
く
。
上
中
は
一
夜
を
経
て
開

く
。
上
下
は
一
日
一
夜
を
経
て
開
く
。
中
輩
の
三
人
も
異
な
る
。
中
上
は
浄
土
に
至
っ
て
即
座
に
開
く
。

上
上
と
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
中
上
は
小
乗
の
聖
人
で
あ
り
、
無
漏
の
浄
心
を
持
つ
か
ら
で

あ
る
。
中
中
は
七
日
を
経
て
開
く
。
中
下
は
経
文
に
明
記
さ
れ
な
い
が
、
往
生
の
後
七
日
を
経
て
菩
薩
に

遇
い
法
を
聞
く
。
下
輩
の
三
人
も
別
々
で
あ
る
。
下
上
は
七
七
日
を
経
て
開
く
。
下
中
は
罪
業
が
重
い
の

で
、
六
劫
を
経
て
開
く
。
下
下
は
罪
障
極
め
て
重
く
、
十
二
大
劫
を
経
て
開
く
。
蓮
華
の
中
に
居
る
間
に

心
を
鍛
え
清
め
て
、
は
じ
め
て
法
を
聞
く
資
格
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
272
）
観
経
正
宗
分
散
善
義
に
上
品
上
生
を
釈
し
て
云
う
（
善
導
、『
大
正
蔵
』
三
七
、二
七
四
頁
上
）、 

「〈
生
彼
国
〉
以
下
は
、
金
蓮
台
が
浄
土
に
到
着
す
る
と
、
華
中
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と

を
明
か
す
」（
要
約
）
と
。

（
273
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
七
二
頁
上
～
中
）、「
問
う
。
浄
土
に
お
い
て
蓮
華
の
中
に

留
め
ら
れ
る
の
は
、
罪
障
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
勝
れ
た
功
徳
に
よ
っ
て
か
。
答
え
。
下
品
下
生
段
に
は
、

十
二
大
劫
を
経
て
蓮
華
が
開
き
、
観
音
勢
至
が
諸
法
実
相
滅
罪
の
法
を
説
く
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

罪
障
の
た
め
に
華
開
が
遅
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
問
う
。
で
は
な
ぜ
華
中
に
お
い
て
罪
障
に
よ
る
苦
報
を
感
じ
な
い
の
か
。
答
え
。
菩
提
心
を
発
し
念
仏

−120−−121−

し
て
罪
を
滅
し
た
た
め
に
、罪
業
は
微
細
と
な
り
、苦
の
報
を
引
か
な
い
の
で
あ
る
。
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ

て
浄
土
の
身
を
感
得
し
、
苦
果
を
感
ず
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
ま
た
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
苦
果
が
現
れ

な
い
。
た
だ
し
少
し
の
罪
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
華
開
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
仏

の
不
思
議
智
等
を
疑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
胎
宮
に
生
ま
れ
、
苦
は
な
い
け
れ
ど
も
、
五
百
年
の
間
華
中
に

幽
閉
さ
れ
る
と
言
う
。
こ
れ
も
同
様
、
華
開
を
妨
げ
る
だ
け
の
罪
で
あ
り
、
苦
報
を
招
く
ほ
ど
で
は
な
い

の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
274
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
ま
た
次
に
華
開
の
遅
速

を
明
か
さ
ば
、
上
品
上
生
は
、
生
じ
を
は
り
て
す
な
は
ち
開
く
。
上
品
中
生
は
、
宿
を
経
て
す
な
は
ち
開

く
。
上
品
下
生
は
、
一
日
一
夜
。
中
上
は
尋つ
い

で
開
く
。
中
中
は
七
日
、
中
下
も
ま
た
七
日
。
下
上
は
七
七

日
、
下
中
は
六
劫
、
下
下
は
十
二
大
劫
。〈
尋
開
〉
と
は
、
二
日
三
日
尋
ね
を
は
り
て
開
く
を
得
。
何
を
も
っ 

て
し
か
る
を
知
る
と
な
ら
ば
、
上
下
は
日
夜
、
中
中
は
七
日
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
中
上
は
お
の
ず
か
ら
上

下
と
中
中
と
の
間
に
あ
る
こ
と
を
。
ま
た
中
中
と
中
下
と
、
と
も
に
七
日
と
言
ふ
は
、
こ
れ
ま
た
ま
さ
に

遅
速
あ
る
べ
し
。
或
は
第
七
日
の
朝
と
夕
と
の
異
あ
り
、
或
は
八
日
九
日
な
る
も
未
だ
二
七
に
至
ら
ざ
る

が
ゆ
ゑ
に
、
大
数
を
も
っ
て
同
じ
く
七
と
言
ふ
。
大
経
の
中
に
言
ふ
、〈
中
下
の
二
輩
は
並
び
に
疑
心
生

ず
る
に
よ
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
五
百
歳
に
至
る
ま
で
見
仏
聞
法
等
を
せ
ず
〉
と
。
こ
の
経
の
胎
生
と
同
じ
。

観
門
と
は
同
じ
か
ら
ず
。
乃
至
広
説
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
次
に
蓮
華
開
敷
の
遅
速
を
明
か
す
。
上
品
上
生

は
、
往
生
し
て
す
ぐ
に
蓮
華
が
開
く
。
上
品
中
生
は
、
一
夜
を
経
て
開
く
。
上
品
下
生
は
、
一
日
一
夜
で

開
く
。
中
上
は
間
も
な
く
開
く
。
中
中
は
七
日
、
中
下
も
ま
た
七
日
で
開
く
。
下
上
は
七
七
日
、
下
中
は

六
劫
、
下
下
は
十
二
大
劫
で
開
く
。〈
尋
開
〉
と
は
、
二
日
三
日
し
て
か
ら
開
く
こ
と
を
言
う
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
上
下
が
一
日
一
夜
、
中
中
は
七
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
中
上
が
そ
の
中
間
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
中
中
と
中
下
と
、
と
も
に
七
日
と
言
う
が
、
こ
れ
に
も
当
然
遅
速
が
あ
る
。
第
七

日
の
朝
と
夕
の
違
い
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
八
日
・
九
日
か
か
る
け
れ
で
も
二
七
日
は
か
か
ら
な
い
の

で
、
概
略
一
七
日
と
言
っ
た
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
、〈
中
下
二
輩
は
疑
心
を
生
じ

た
こ
と
に
よ
っ
て
五
百
年
の
間
見
仏
聞
法
等
が
で
き
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
胎
生
と
同

じ
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
と
は
異
な
る
。
以
下
略
」
と
。

（
275
）
無
量
寿
経
述
義
記
中
に
云
う
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
中
品
下
生
中
乃
至

華
開
遅
速
と
は
、
生
じ
て
七
日
を
経
、
観
世
音
お
よ
び
大
勢
至
に
遇
ふ
。
文
中
略
す
る
が
ゆ
ゑ
に
華
開
の

言
な
し
。
理
と
し
て
現
に
こ
れ
あ
る
べ
し
。
中
中
品
と
遅
速
同
じ
な
る
は
、
経
時
は
同
じ
と
い
へ
ど
も
、

所
見
は
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
謂
く
、
彼
は
仏
を
見
、
此
は
菩
薩
を
見
る
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
中
品
下
生
…
中
略
…
華
開
の
遅
速
を
論
ず
る
と
、

こ
こ
に
は
往
生
し
て
七
日
を
経
た
後
、
観
世
音
と
大
勢
至
に
遇
う
と
言
う
。
文
に
省
略
が
あ
る
た
め
に
華

開
の
文
言
が
な
い
が
、
理
と
し
て
当
然
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
中
中
品
と
遅
速
が
同
じ
な
の
は
、
時
間
は
同

じ
で
も
、
見
る
も
の
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
中
中
品
は
仏
を
見
、
中
下
品
は
菩
薩
を
見
る
と
説
か
れ
る
」

と
。

（
276
）
浄
土
論
中
に
十
住
毘
婆
沙
を
引
い
て
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁 

下
）、「
善
根
植
え
た
人
で
さ
え
　
疑
心
起
こ
せ
ば
華
は
閉
ず
　
信
心
清
浄
な
る
人
は
　
蓮
華
開
い
て
仏
を

見
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
39 

華
開
遅
速
」
に
は
、
往
生
人
を
乗
せ
た
蓮
華
の
つ
ぼ
み
が
、
極
楽
に
到
着
し
て
か
ら
華
を

開
く
ま
で
の
時
間
に
、
九
品
に
よ
っ
て
長
短
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
二
「
蓮
華
初
開
」
に
、
蓮
華
開
敷
の
時
に
往
生

人
が
歓
喜
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
華
開
ま
で
の
時
間
の
九
品
に
よ
る
差
異
に
つ
い
て

の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
議
論
が
散
見
す
る
。
ま
ず
第
一
「
極

楽
依
正
」
の
第
八
問
答
に
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
人
が
華
中
で
長
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
問

題
視
し
、
は
た
し
て
そ
れ
で
極
楽
と
呼
べ
る
の
か
と
問
う
。
答
え
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
巻
下
所
説
の
疑

城
の
胎
宮
と
同
じ
く
、
そ
の
間
に
苦
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
極
楽
と
言
う
こ
と
に
不
都
合
は
な
い

等
と
言
う
。
次
に
「
問
答
料
簡
」
の
第
五
「
臨
終
念
相
」
の
第
十
一
問
答
に
、
堕
地
獄
の
罪
が
減
ぜ
ら
れ

た
例
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城
の
胎
宮
や
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
段
所
説
の
七
七
日
・
六 

劫
・
十
二
劫
の
胎
生
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
問
答
料
簡
」
の
第
八
「
信
毀
因
縁
」
の
第
四
問
答
に
、

疑
惑
の
者
は
往
生
で
き
な
い
の
か
と
問
い
、
答
え
て
、『
無
量
寿
経
』
よ
り
疑
城
の
胎
宮
を
説
く
文
を
引

用
し
て
、
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
言
う
。

　
本
項
「
華
開
遅
速
」
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城

の
胎
宮
に
つ
い
て
は
、『
安
養
集
』
は
、
別
に
巻
四
に
「
45 

三
輩
九
品
異
同
」、
巻
七
に
「
66 

四
生
分
別
」

の
項
を
設
け
て
、
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
る
た
め
の
要
文
を
列
挙
し
て
い
る
。
本
項
「
華
開
遅
速
」
で 

は
、『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
の
教
説
に
限
定
し
て
、
関
連
の
要
文
七
文
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
（
270
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
本
論
題
の
出
拠
の
経
文
で
、
華
開
ま
で
の
時
間
を
説
く
部
分

だ
け
を
抽
出
し
て
い
る
。

　
（
271
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
そ
の
釈
文
で
、
上
品
下
生
よ
り
も
中
品
上
生
が
速
い
こ
と
、
中
品
下
生

に
時
間
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
下
品
人
が
長
く
華
中
に
留
め
ら
れ
る
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
が

簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
項
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
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し
て
罪
を
滅
し
た
た
め
に
、罪
業
は
微
細
と
な
り
、苦
の
報
を
引
か
な
い
の
で
あ
る
。
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ

て
浄
土
の
身
を
感
得
し
、
苦
果
を
感
ず
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
ま
た
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
苦
果
が
現
れ

な
い
。
た
だ
し
少
し
の
罪
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
華
開
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
仏

の
不
思
議
智
等
を
疑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
胎
宮
に
生
ま
れ
、
苦
は
な
い
け
れ
ど
も
、
五
百
年
の
間
華
中
に

幽
閉
さ
れ
る
と
言
う
。
こ
れ
も
同
様
、
華
開
を
妨
げ
る
だ
け
の
罪
で
あ
り
、
苦
報
を
招
く
ほ
ど
で
は
な
い

の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
274
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
ま
た
次
に
華
開
の
遅
速

を
明
か
さ
ば
、
上
品
上
生
は
、
生
じ
を
は
り
て
す
な
は
ち
開
く
。
上
品
中
生
は
、
宿
を
経
て
す
な
は
ち
開

く
。
上
品
下
生
は
、
一
日
一
夜
。
中
上
は
尋つ
い

で
開
く
。
中
中
は
七
日
、
中
下
も
ま
た
七
日
。
下
上
は
七
七

日
、
下
中
は
六
劫
、
下
下
は
十
二
大
劫
。〈
尋
開
〉
と
は
、
二
日
三
日
尋
ね
を
は
り
て
開
く
を
得
。
何
を
も
っ 

て
し
か
る
を
知
る
と
な
ら
ば
、
上
下
は
日
夜
、
中
中
は
七
日
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
中
上
は
お
の
ず
か
ら
上

下
と
中
中
と
の
間
に
あ
る
こ
と
を
。
ま
た
中
中
と
中
下
と
、
と
も
に
七
日
と
言
ふ
は
、
こ
れ
ま
た
ま
さ
に

遅
速
あ
る
べ
し
。
或
は
第
七
日
の
朝
と
夕
と
の
異
あ
り
、
或
は
八
日
九
日
な
る
も
未
だ
二
七
に
至
ら
ざ
る

が
ゆ
ゑ
に
、
大
数
を
も
っ
て
同
じ
く
七
と
言
ふ
。
大
経
の
中
に
言
ふ
、〈
中
下
の
二
輩
は
並
び
に
疑
心
生

ず
る
に
よ
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
五
百
歳
に
至
る
ま
で
見
仏
聞
法
等
を
せ
ず
〉
と
。
こ
の
経
の
胎
生
と
同
じ
。

観
門
と
は
同
じ
か
ら
ず
。
乃
至
広
説
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
次
に
蓮
華
開
敷
の
遅
速
を
明
か
す
。
上
品
上
生

は
、
往
生
し
て
す
ぐ
に
蓮
華
が
開
く
。
上
品
中
生
は
、
一
夜
を
経
て
開
く
。
上
品
下
生
は
、
一
日
一
夜
で

開
く
。
中
上
は
間
も
な
く
開
く
。
中
中
は
七
日
、
中
下
も
ま
た
七
日
で
開
く
。
下
上
は
七
七
日
、
下
中
は

六
劫
、
下
下
は
十
二
大
劫
で
開
く
。〈
尋
開
〉
と
は
、
二
日
三
日
し
て
か
ら
開
く
こ
と
を
言
う
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
上
下
が
一
日
一
夜
、
中
中
は
七
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
中
上
が
そ
の
中
間
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
中
中
と
中
下
と
、
と
も
に
七
日
と
言
う
が
、
こ
れ
に
も
当
然
遅
速
が
あ
る
。
第
七

日
の
朝
と
夕
の
違
い
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
八
日
・
九
日
か
か
る
け
れ
で
も
二
七
日
は
か
か
ら
な
い
の

で
、
概
略
一
七
日
と
言
っ
た
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
、〈
中
下
二
輩
は
疑
心
を
生
じ

た
こ
と
に
よ
っ
て
五
百
年
の
間
見
仏
聞
法
等
が
で
き
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
胎
生
と
同

じ
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
と
は
異
な
る
。
以
下
略
」
と
。

（
275
）
無
量
寿
経
述
義
記
中
に
云
う
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
中
品
下
生
中
乃
至

華
開
遅
速
と
は
、
生
じ
て
七
日
を
経
、
観
世
音
お
よ
び
大
勢
至
に
遇
ふ
。
文
中
略
す
る
が
ゆ
ゑ
に
華
開
の

言
な
し
。
理
と
し
て
現
に
こ
れ
あ
る
べ
し
。
中
中
品
と
遅
速
同
じ
な
る
は
、
経
時
は
同
じ
と
い
へ
ど
も
、

所
見
は
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
謂
く
、
彼
は
仏
を
見
、
此
は
菩
薩
を
見
る
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
中
品
下
生
…
中
略
…
華
開
の
遅
速
を
論
ず
る
と
、

こ
こ
に
は
往
生
し
て
七
日
を
経
た
後
、
観
世
音
と
大
勢
至
に
遇
う
と
言
う
。
文
に
省
略
が
あ
る
た
め
に
華

開
の
文
言
が
な
い
が
、
理
と
し
て
当
然
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
中
中
品
と
遅
速
が
同
じ
な
の
は
、
時
間
は
同

じ
で
も
、
見
る
も
の
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
中
中
品
は
仏
を
見
、
中
下
品
は
菩
薩
を
見
る
と
説
か
れ
る
」

と
。

（
276
）
浄
土
論
中
に
十
住
毘
婆
沙
を
引
い
て
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』
四
七
、九
五
頁 

下
）、「
善
根
植
え
た
人
で
さ
え
　
疑
心
起
こ
せ
ば
華
は
閉
ず
　
信
心
清
浄
な
る
人
は
　
蓮
華
開
い
て
仏
を

見
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
39 

華
開
遅
速
」
に
は
、
往
生
人
を
乗
せ
た
蓮
華
の
つ
ぼ
み
が
、
極
楽
に
到
着
し
て
か
ら
華
を

開
く
ま
で
の
時
間
に
、
九
品
に
よ
っ
て
長
短
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
二
「
蓮
華
初
開
」
に
、
蓮
華
開
敷
の
時
に
往
生

人
が
歓
喜
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
華
開
ま
で
の
時
間
の
九
品
に
よ
る
差
異
に
つ
い
て

の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
議
論
が
散
見
す
る
。
ま
ず
第
一
「
極

楽
依
正
」
の
第
八
問
答
に
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
人
が
華
中
で
長
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
問

題
視
し
、
は
た
し
て
そ
れ
で
極
楽
と
呼
べ
る
の
か
と
問
う
。
答
え
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
巻
下
所
説
の
疑

城
の
胎
宮
と
同
じ
く
、
そ
の
間
に
苦
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
極
楽
と
言
う
こ
と
に
不
都
合
は
な
い

等
と
言
う
。
次
に
「
問
答
料
簡
」
の
第
五
「
臨
終
念
相
」
の
第
十
一
問
答
に
、
堕
地
獄
の
罪
が
減
ぜ
ら
れ

た
例
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城
の
胎
宮
や
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
段
所
説
の
七
七
日
・
六 

劫
・
十
二
劫
の
胎
生
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
問
答
料
簡
」
の
第
八
「
信
毀
因
縁
」
の
第
四
問
答
に
、

疑
惑
の
者
は
往
生
で
き
な
い
の
か
と
問
い
、
答
え
て
、『
無
量
寿
経
』
よ
り
疑
城
の
胎
宮
を
説
く
文
を
引

用
し
て
、
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
言
う
。

　
本
項
「
華
開
遅
速
」
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城

の
胎
宮
に
つ
い
て
は
、『
安
養
集
』
は
、
別
に
巻
四
に
「
45 

三
輩
九
品
異
同
」、
巻
七
に
「
66 

四
生
分
別
」

の
項
を
設
け
て
、
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
る
た
め
の
要
文
を
列
挙
し
て
い
る
。
本
項
「
華
開
遅
速
」
で 

は
、『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
の
教
説
に
限
定
し
て
、
関
連
の
要
文
七
文
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
（
270
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
本
論
題
の
出
拠
の
経
文
で
、
華
開
ま
で
の
時
間
を
説
く
部
分

だ
け
を
抽
出
し
て
い
る
。

　
（
271
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
そ
の
釈
文
で
、
上
品
下
生
よ
り
も
中
品
上
生
が
速
い
こ
と
、
中
品
下
生

に
時
間
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
下
品
人
が
長
く
華
中
に
留
め
ら
れ
る
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
が

簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
項
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
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（
272
）
善
導
『
観
経
疏
』
散
善
義
は
、
上
品
上
生
人
が
浄
土
に
お
い
て
華
中
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
こ
と
を
言
う
。
上
品
上
生
人
に
は
罪
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
華
中
で
過
ご
す
時
間
の
意
味
を
示
唆
す
る

文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
273
）『
群
疑
論
』
に
は
、
華
中
に
留
め
ら
れ
る
の
は
罪
障
の
た
め
で
あ
る
が
、
発
心
・
念
仏
に
よ
っ

て
大
方
の
罪
は
滅
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
残
存
す
る
罪
は
微
細
で
あ
り
、
苦
報
を
感
ず
る
ほ
ど
で
は
な
い

と
言
う
。
華
開
を
妨
げ
る
だ
け
で
苦
報
を
感
じ
な
い
点
で
は
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城
の
胎
宮
と
同

様
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
は
、『
往
生
要
集
』「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第
八
問

答
に
お
い
て
、
源
信
が
、「
た
と
ひ
恒
沙
劫
を
経
て
蓮
華
開
か
ず
と
も
す
で
に
微
苦
な
し
。
あ
に
極
楽
に

あ
ら
ず
や
」
と
述
べ
た
こ
と
の
拠
り
所
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
274
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
に
は
、
華
開
ま
で
の
時
間
を
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
の
文
を
列
挙
し

て
比
較
検
討
し
、加
え
て
、『
大
阿
弥
陀
経
』や『
無
量
寿
経
』に
は
疑
心
に
よ
る
胎
生
を
説
く
の
で
あ
り
、『
観

無
量
寿
経
』
九
品
段
の
教
説
と
は
意
味
が
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
詳
細
に
議
論
す
る
記
述

は
見
え
な
い
が
、（
273
）『
群
疑
論
』
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
（
275
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
に
は
、
華
開
ま
で
の
時
間
が
、
中
品
中
生
・
中
品
下
生
と
も
に
七

日
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
時
間
は
同
じ
で
あ
る
が
、
見
仏
に
差
異
が
あ
る
と
言
う
。（
271
）
浄
影
『
観

経
義
疏
』
が
指
摘
し
た
問
題
の
一
つ
に
取
り
組
ん
だ
も
の
と
言
え
る
。

　
（
276
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
偈
か
ら
の
引
文
で
、
信
・
疑
に
よ
る
華
の
開
・

不
開
を
説
く
一
節
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
迦
才
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
意

義
を
説
く
文
と
そ
れ
に
続
く
六
十
四
行
百
二
十
八
句
の
偈
文
の
全
て
を
引
用
し
て
い
る
が
、『
安
養
集
』

は
そ
の
中
の
二
行
四
句
の
み
を
抽
出
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
四
句
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣

求
浄
土
」
の
第
二
「
蓮
華
初
開
」
の
末
尾
に
、「
龍
樹
の
偈
に
云
ふ
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
四
句
の
偈
文

に
一
致
す
る
。『
安
養
集
』
は
、
こ
こ
に
源
信
の
論
述
の
拠
り
所
を
示
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
本
項
は
、
あ
く
ま
で
も
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
の
教
説
に
つ
い
て
の
議
論
に
主
眼
を
置
く
も
の

で
あ
る
。
所
々
に
散
見
す
る
疑
惑
往
生
人
の
問
題
を
論
ず
る
要
文
は
主
と
し
て
巻
七
「
66
四
生
分
別
」
に

集
め
ら
れ
、
ま
た
本
巻
の
「
45
三
輩
九
品
異
同
」
に
も
関
連
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

40

　得
道
時
異

（
277
）
観
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
四
頁
下
～
三
四
五
頁
中
略
抄
）、「
上
品
上
生
人
は
、
往
生

し
て
仏
の
色
身
を
見
、
光
明
宝
林
の
説
法
を
聞
い
て
、
即
座
に
無
生
法
忍
（
一
切
法
が
空
無
生
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
）
を
悟
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
諸
仏
の
も
と
を
巡
っ
て
授
記
（
や
が
て
悟
り
を
得
る
こ
と

の
保
証
・
予
言
を
授
け
る
こ
と
）
を
得
、
も
と
の
極
楽
に
還
っ
て
無
数
の
陀
羅
尼
門
（
法
門
を
記
憶
す
る

た
め
の
呪
文
）
を
会
得
す
る
。
上
品
中
生
人
は
、
七
日
を
経
て
即
座
に
無
上
の
悟
り
を
得
、
不
退
転
に
住

し
て
、
一
小
劫
を
経
て
無
生
法
忍
を
得
る
。
上
品
下
生
人
は
、
七
日
の
間
に
仏
を
見
、
そ
れ
が
三
七
日
の

間
に
次
第
に
明
瞭
と
な
り
、
説
法
を
聞
い
て
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
（
あ
ら
ゆ
る
法
を
知
る
智
慧
）

を
得
、
歓
喜
地
（
不
退
転
）
に
至
る
。
中
品
上
生
人
は
、
即
座
に
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
中
品
中
生
人

は
、
以
下
略
」（
要
約
）
と
。（
以
下
の
文
が
欠
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
補
っ
て
お
き
た
い
。
…
…
中
品
中
生
人
は
、

法
を
聞
い
て
須
陀
洹
道
を
得
、
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
と
な
る
。
中
品
下
生
人
は
、
往
生
か
ら
七
日
を
経
て
法
を
聞
き
、
一
小
劫
を
経

て
阿
羅
漢
と
な
る
。
下
品
上
生
人
は
、
十
二
部
経
を
聞
い
て
無
上
道
心
を
発
し
、
十
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
具
し
て
初
地
に
入
る
。

下
品
中
生
人
は
、
大
乗
の
法
を
聞
い
て
無
上
道
心
を
発
す
。
下
品
下
生
人
は
、
諸
法
実
相
・
滅
罪
の
法
を
聞
い
て
菩
提
心
を
発
す
。

…
…
筆
者
註
）

（
278
）
観
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
二
頁
上
～
下
）、「
上

輩
に
三
人
あ
る
。
上
上
・
上
中
・
上
下
で
あ
る
。
上
品
上
生
人
は
大
乗
の
四
地
以
上
の
菩
薩
で
あ
る
。
往

生
し
て
即
座
に
無
生
忍
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
上
品
中
生
人
は
初
・
二
・
三
地
の
信
忍
の
菩
薩
で
あ
る
。

往
生
の
後
一
小
劫
を
経
て
無
性
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』（
巻
九
、『
大
正
蔵
』
三
〇
、
九
四
五
頁
上
）
に
は
、
初
地
か
ら
八
地
に
至
る

の
に
一
大
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
わ
ず
か
一
小
劫
で
無
生
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
三
義
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
世
界
に
よ
っ
て
時
間
の
速
度
が

異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
巻
二
十
九
、『
大
正
蔵
』
九
、五
八
九
頁
下
）
に
は
、
娑
婆

の
一
劫
は
極
楽
の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
言
う
。
よ
っ
て
極
楽
の
一
劫
は
娑
婆
の
無
量
阿
僧
祇
劫
に
当
た

る
。『
菩
薩
地
持
経
』
は
娑
婆
の
時
間
で
言
い
、『
観
無
量
寿
経
』
は
極
楽
の
時
間
で
言
う
の
で
あ
る
。
第

二
に
、
無
生
忍
の
行
位
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
菩
薩
地
持
経
』
が
一
大
阿
僧
祇
劫
の
後
に
八
地
に
至

る
と
説
く
の
は
、
初
地
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
が
一
小
劫
の
後
に
無
生
忍
を
得
る
と

説
く
の
は
、
信
忍
の
最
終
段
階
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。
信
忍
の
最
後
は
第
三
地
に
当
た
る
。
第
三
に
、

到
達
す
る
行
位
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
菩
薩
地
持
経
』は
一
大
阿
僧
祇
劫
の
後
に
八
地
に
至
る
と
説
き
、

『
観
無
量
寿
経
』
は
一
小
劫
の
後
に
得
る
と
説
く
無
生
は
第
七
地
で
あ
る
。

　
次
に
、
上
品
下
生
人
は
種
性
解
行
（
十
住
・
十
行
）
の
菩
薩
で
あ
る
。
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得

て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』
で
は
、
種
性
位
か
ら
初
地
ま
で
一
大
阿
僧
祇
劫
か
か
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿

経
』が
三
小
劫
で
初
地
に
至
る
と
説
く
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
や
は
り
時
間
の
速
度
の
違
い
で
あ
る
。『
菩

薩
地
持
経
』
は
娑
婆
の
時
間
、『
観
無
量
寿
経
』
は
極
楽
の
時
間
で
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』
で
は
種
性
位
か
ら
初
地
ま
で
に
一
大
阿
僧
祇
劫
か
か
り
、
初
地
か
ら
第
八
地

ま
で
も
同
じ
く
一
大
阿
僧
祇
劫
か
か
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
で
は
上
品
中
生
人
が
一
小
劫
で
無
生

を
得
、上
品
下
生
人
は
三
小
劫
で
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る
の
は
矛
盾
で
は
な
い
か
。
答
え
。
道
理
は
通
っ
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て
い
る
。
上
品
中
生
人
は
、信
忍
の
最
終
段
階
か
ら
一
小
劫
を
か
け
て
七
地
の
無
生
忍
を
得
る
の
で
あ
り
、

上
品
下
生
人
は
、
伏
忍
の
初
め
か
ら
三
小
劫
を
か
け
て
初
地
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
中
輩
に
も
三
人
が
あ
る
。
中
上
・
中
中
・
中
下
で
あ
る
。
中
品
上
生
人
は
、
小
乗
の
前
三
果
（
預
流 

果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
阿
羅
漢
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
品

中
生
人
は
、
見
道
以
前
の
内
外
の
凡
夫
で
、
浄
戒
を
保
っ
て
悟
り
を
求
め
る
者
で
あ
る
。
往
生
の
後
七
日

で
須
陀
洹
を
得
、
半
劫
で
阿
羅
漢
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
品
下
生
人
は
、
見
道
以
前
の
世

俗
の
凡
夫
で
、
世
間
の
福
徳
に
よ
っ
て
悟
り
を
求
め
る
者
で
あ
る
。
往
生
の
後
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を

得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
下
輩
の
三
人
は
大
乗
始
学
の
者
の
中
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
品
に
分

か
れ
る
。
行
位
を
当
て
て
階
級
を
論
ず
る
の
は
困
難
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
40 

得
道
時
異
」
に
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
人
が
往
生
し
た
後
、
悟
り
を
得
る
ま
で

の
時
間
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
得
益
の
時
期
に
注
目
し
て
九
品
の
差
異
を
比
較
検
討
す
る
よ
う
な
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見
え

な
い
。
と
こ
ろ
が
良
源
『
九
品
往
生
義
』
の
下
品
中
生
釈
（『
仏
全
』
二
四
、
二
五
五
頁
下
）
に
は
、
こ

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
下
品
上
生
人
は
往
生
の
後
十
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得

て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
、
下
品
中
生
人
は
六
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る
の
は
矛
盾
で
は
な
い

か
と
問
い
が
発
せ
ら
れ
、
答
え
て
、
上
生
人
は
十
小
劫
で
あ
り
、
下
生
人
は
六
大
劫
で
あ
る
か
ら
矛
盾
は

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
得
道
時
異
」
の
項
を
設
け
た
の
は
、『
九
品
往
生
義
』

の
論
述
を
継
承
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
項
に
は
二
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（
277
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
九
品
往
生
人
の
得
益
を
説
く
経
文

を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
り
、（
278
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。
浄
影
は
、
九
品
往
生

人
の
行
位
に
注
目
し
て
、
経
文
の
意
味
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
浄
影
の
論
述
に
よ
り
、
こ
の
問
題
が
、

九
品
往
生
人
の
行
位
に
関
す
る
議
論
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
言
え
る
。『
往
生
要
集
』
で
は
、

こ
の
問
題
は
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生
階
位
」
の
項
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
項
目
の
編
集
は
打
ち
切
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

本
巻
末
尾
に
改
め
て
「
46 

九
品
往
生
階
級
」「
47
三
輩
九
品
階
位
」
の
二
論
題
を
設
け
て
、
九
品
往
生
人

の
行
位
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
本
項
所
掲
の
（
277
）『
観
無
量
寿
経
』
の
文
は
、
末
尾
の
二
論
題
に
は
挙
げ
ら
れ
ず
、（
278
）

浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
文
に
相
当
す
る
箇
所
は
、「
47
三
輩
九
品
階
位
」
の
（
303
）
に
、
要
点
の
み
を
抽

出
す
る
形
で
略
抄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
項
と
本
巻
末
尾
の
二
論
題
と
が
一
連
の
論
題
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
ら
れ
よ
う
。

41

　劫
量

（
279
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
七
一
頁
下
～
七
二
頁
上
）、「
問
う
。
下
品
中
生
は
六
劫
で

花
が
開
き
、
下
品
下
生
は
十
二
劫
か
か
る
と
言
う
。
そ
の
劫
は
、
娑
婆
の
時
間
か
、
浄
土
の
時
間
か
。
答

え
。
一
説
に
は
、
釈
尊
は
娑
婆
の
衆
生
の
た
め
に
説
法
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
娑
婆
の
時
間
が
示
さ
れ
て
い

る
と
言
う
。
私
見
は
異
な
る
。
浄
土
の
時
間
で
あ
る
。
例
・
教
・
理
の
三
義
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。
一

に
例
と
は
、
六
欲
天
の
寿
命
は
、
天
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
。
四
天
王
天
の
寿
命
が
五
百
年
で
あ
る
と

説
か
れ
る
の
は
、天
の
時
間
で
あ
る
。
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
何
百
万
年
に
も
な
る
。
二
に
教
と
は
、

上
品
中
生
に
は
、
一
夜
に
し
て
華
が
開
く
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
浄
土
の
一
夜
で
あ
る
。
浄
土
に
お
い
て

夜
は
華
を
閉
じ
、
昼
に
華
が
開
く
。
そ
れ
を
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
昼
・
夜
各
半
劫
に
当
た
る
。
三

に
理
と
は
、
日
月
の
み
が
浄
土
の
時
間
で
示
さ
れ
、
劫
量
は
娑
婆
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
中
品
中
生
の
七
日
の
華
開
は
娑
婆
の
七
劫
に
当
た
り
、
下
品
中
生
の
六
劫
は
浄
土
の
六
日
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
、
矛
盾
を
生
ず
る
。
下
品
上
生
の
七
七
日
は
娑
婆
の
四
十
九
劫
に
当
た
り
、
下
品
中
生
の
六

劫
よ
り
も
四
十
三
劫
も
長
く
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
劫
量
も
浄
土
の
時
間

で
示
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

観
無
量
寿
経
義
疏
に
云
ふ
恵
遠
（
書
名
の
み
で
引
文
が
な
い
。
お
そ
ら
く
前
項
所
掲
の
（

 278
）
の
参
照
を
求
め
る
註
記
が
脱

落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
筆
者
註
）

（
280
）
法
聴マ

マ

記
に
云
う
（
法
聡
『
釈
観
経
記
』、『
浄
土
宗
全
書
』
五
、二
三
六
頁
上
）、「
浄
土
で
は
華
の
開

閉
に
よ
っ
て
昼
夜
を
分
け
て
い
る
。
そ
の
一
日
一
夜
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
に
は
、
娑
婆
の
一
劫
が
極
楽

の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
281
）
観
経
に
上
品
中
生
を
説
く
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
五
頁
上
）、「
七
日
を
経
て
即
座
に

不
退
転
を
得
る
」（
要
約
）
と
。

（
282
）
観
経
正
宗
分
散
善
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、二
七
四
頁
中
～
下
）、「
七
日
で
無
生
を
得

る
と
言
う
の
は
、娑
婆
の
七
日
で
あ
ろ
う
。
娑
婆
の
七
日
は
、浄
土
で
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。

（
283
）
九
品
往
生
経マ

マ

に
云
う
大
僧
正
（
良
源
『
九
品
往
生
義
』、『
仏
全
』
二
四
、
二
五
七
頁
下
）、「
問
う
。

蓮
華
中
で
過
ご
す
劫
量
は
、
浄
土
の
時
間
か
娑
婆
の
時
間
か
。
答
え
。
諸
師
の
説
に
よ
る
と
浄
土
の
時
間

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。
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て
い
る
。
上
品
中
生
人
は
、信
忍
の
最
終
段
階
か
ら
一
小
劫
を
か
け
て
七
地
の
無
生
忍
を
得
る
の
で
あ
り
、

上
品
下
生
人
は
、
伏
忍
の
初
め
か
ら
三
小
劫
を
か
け
て
初
地
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
中
輩
に
も
三
人
が
あ
る
。
中
上
・
中
中
・
中
下
で
あ
る
。
中
品
上
生
人
は
、
小
乗
の
前
三
果
（
預
流 

果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
阿
羅
漢
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
品

中
生
人
は
、
見
道
以
前
の
内
外
の
凡
夫
で
、
浄
戒
を
保
っ
て
悟
り
を
求
め
る
者
で
あ
る
。
往
生
の
後
七
日

で
須
陀
洹
を
得
、
半
劫
で
阿
羅
漢
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
品
下
生
人
は
、
見
道
以
前
の
世

俗
の
凡
夫
で
、
世
間
の
福
徳
に
よ
っ
て
悟
り
を
求
め
る
者
で
あ
る
。
往
生
の
後
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を

得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
下
輩
の
三
人
は
大
乗
始
学
の
者
の
中
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
品
に
分

か
れ
る
。
行
位
を
当
て
て
階
級
を
論
ず
る
の
は
困
難
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
40 

得
道
時
異
」
に
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
人
が
往
生
し
た
後
、
悟
り
を
得
る
ま
で

の
時
間
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
得
益
の
時
期
に
注
目
し
て
九
品
の
差
異
を
比
較
検
討
す
る
よ
う
な
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見
え

な
い
。
と
こ
ろ
が
良
源
『
九
品
往
生
義
』
の
下
品
中
生
釈
（『
仏
全
』
二
四
、
二
五
五
頁
下
）
に
は
、
こ

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
下
品
上
生
人
は
往
生
の
後
十
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得

て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
、
下
品
中
生
人
は
六
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る
の
は
矛
盾
で
は
な
い

か
と
問
い
が
発
せ
ら
れ
、
答
え
て
、
上
生
人
は
十
小
劫
で
あ
り
、
下
生
人
は
六
大
劫
で
あ
る
か
ら
矛
盾
は

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
得
道
時
異
」
の
項
を
設
け
た
の
は
、『
九
品
往
生
義
』

の
論
述
を
継
承
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
項
に
は
二
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。（
277
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
九
品
往
生
人
の
得
益
を
説
く
経
文

を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
り
、（
278
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。
浄
影
は
、
九
品
往
生

人
の
行
位
に
注
目
し
て
、
経
文
の
意
味
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
浄
影
の
論
述
に
よ
り
、
こ
の
問
題
が
、

九
品
往
生
人
の
行
位
に
関
す
る
議
論
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
言
え
る
。『
往
生
要
集
』
で
は
、

こ
の
問
題
は
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生
階
位
」
の
項
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
項
目
の
編
集
は
打
ち
切
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

本
巻
末
尾
に
改
め
て
「
46 

九
品
往
生
階
級
」「
47
三
輩
九
品
階
位
」
の
二
論
題
を
設
け
て
、
九
品
往
生
人

の
行
位
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
本
項
所
掲
の
（
277
）『
観
無
量
寿
経
』
の
文
は
、
末
尾
の
二
論
題
に
は
挙
げ
ら
れ
ず
、（
278
）

浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
文
に
相
当
す
る
箇
所
は
、「
47
三
輩
九
品
階
位
」
の
（
303
）
に
、
要
点
の
み
を
抽

出
す
る
形
で
略
抄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
項
と
本
巻
末
尾
の
二
論
題
と
が
一
連
の
論
題
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
ら
れ
よ
う
。

41

　劫
量

（
279
）
群
疑
論
七
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
七
一
頁
下
～
七
二
頁
上
）、「
問
う
。
下
品
中
生
は
六
劫
で

花
が
開
き
、
下
品
下
生
は
十
二
劫
か
か
る
と
言
う
。
そ
の
劫
は
、
娑
婆
の
時
間
か
、
浄
土
の
時
間
か
。
答

え
。
一
説
に
は
、
釈
尊
は
娑
婆
の
衆
生
の
た
め
に
説
法
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
娑
婆
の
時
間
が
示
さ
れ
て
い

る
と
言
う
。
私
見
は
異
な
る
。
浄
土
の
時
間
で
あ
る
。
例
・
教
・
理
の
三
義
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。
一

に
例
と
は
、
六
欲
天
の
寿
命
は
、
天
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
。
四
天
王
天
の
寿
命
が
五
百
年
で
あ
る
と

説
か
れ
る
の
は
、天
の
時
間
で
あ
る
。
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
何
百
万
年
に
も
な
る
。
二
に
教
と
は
、

上
品
中
生
に
は
、
一
夜
に
し
て
華
が
開
く
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
浄
土
の
一
夜
で
あ
る
。
浄
土
に
お
い
て

夜
は
華
を
閉
じ
、
昼
に
華
が
開
く
。
そ
れ
を
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
昼
・
夜
各
半
劫
に
当
た
る
。
三

に
理
と
は
、
日
月
の
み
が
浄
土
の
時
間
で
示
さ
れ
、
劫
量
は
娑
婆
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
中
品
中
生
の
七
日
の
華
開
は
娑
婆
の
七
劫
に
当
た
り
、
下
品
中
生
の
六
劫
は
浄
土
の
六
日
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
、
矛
盾
を
生
ず
る
。
下
品
上
生
の
七
七
日
は
娑
婆
の
四
十
九
劫
に
当
た
り
、
下
品
中
生
の
六

劫
よ
り
も
四
十
三
劫
も
長
く
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
劫
量
も
浄
土
の
時
間

で
示
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

観
無
量
寿
経
義
疏
に
云
ふ
恵
遠
（
書
名
の
み
で
引
文
が
な
い
。
お
そ
ら
く
前
項
所
掲
の
（

 278
）
の
参
照
を
求
め
る
註
記
が
脱

落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
筆
者
註
）

（
280
）
法
聴マ

マ

記
に
云
う
（
法
聡
『
釈
観
経
記
』、『
浄
土
宗
全
書
』
五
、二
三
六
頁
上
）、「
浄
土
で
は
華
の
開

閉
に
よ
っ
て
昼
夜
を
分
け
て
い
る
。
そ
の
一
日
一
夜
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
に
は
、
娑
婆
の
一
劫
が
極
楽

の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
281
）
観
経
に
上
品
中
生
を
説
く
中
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
五
頁
上
）、「
七
日
を
経
て
即
座
に

不
退
転
を
得
る
」（
要
約
）
と
。

（
282
）
観
経
正
宗
分
散
善
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、二
七
四
頁
中
～
下
）、「
七
日
で
無
生
を
得

る
と
言
う
の
は
、娑
婆
の
七
日
で
あ
ろ
う
。
娑
婆
の
七
日
は
、浄
土
で
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。

（
283
）
九
品
往
生
経マ

マ

に
云
う
大
僧
正
（
良
源
『
九
品
往
生
義
』、『
仏
全
』
二
四
、
二
五
七
頁
下
）、「
問
う
。

蓮
華
中
で
過
ご
す
劫
量
は
、
浄
土
の
時
間
か
娑
婆
の
時
間
か
。
答
え
。
諸
師
の
説
に
よ
る
と
浄
土
の
時
間

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

−123−104



【
考
察
】

　
本
項
「
41 

劫
量
」
に
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
く
「
劫
」
が
、
浄
土
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
娑
婆
の
時
間
か
と
い
う
こ
と
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第
八
問
答
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
源
信
は
ま
ず
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
の
、
往
生
人
が
蓮
華
内
に
留

め
置
か
れ
る
云
々
の
教
説
を
挙
げ
て
発
問
し
、
そ
れ
と
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
疑
城
の
胎
宮
と
を
対
比
し

て
、
共
に
苦
を
受
け
な
い
の
で
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
た
と
見
て
よ
い
と
言
う
。
続
い
て
、
経
に
説

か
れ
る
日
時
・
劫
数
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
。
源
信
は
、
経
に
は
浄
土
に
お
け
る
時
間
が
説
か
れ
て

い
る
と
い
う
説
を
批
判
す
る
。
そ
れ
は
懐
感
・
智
憬
の
説
で
あ
る
と
言
う
。
智
憬
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ

る
が
、
懐
感
『
群
疑
論
』
巻
七
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
七
一
頁
下
～
七
二
頁
上
）
に
は
、
娑
婆
の
衆
生
に

説
く
の
だ
か
ら
娑
婆
の
時
間
で
劫
量
を
示
し
て
い
る
と
い
う
説
を
否
定
し
、
浄
土
の
劫
量
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
源
信
は
、
そ
の
懐
感
が
否
定
し
た
説
が
逆
に
正
し
い
と
言
い
、
四
つ
の
証
拠

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
く
阿
弥
陀
仏
の
身
長
、
六
十
万
億
恒
河
沙
由
旬 

は
、
娑
婆
の
長
さ
の
単
位
で
示
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
矛
盾
を
生
ず
る
と
言
う
。
第
二
に
、『
尊
勝
陀

羅
尼
経
』
に
説
く
、
釈
尊
が
忉
利
天
善
住
天
子
の
寿
命
を
延
ば
し
た
話
の
中
に
、
七
日
間
の
修
行
を
さ
せ

た
と
言
う
、そ
の
七
日
は
娑
婆
の
七
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
も
し
忉
利
天
の
七
日
で
あ
れ
ば
、

娑
婆
の
七
百
年
に
当
た
り
、
釈
尊
の
八
十
年
の
寿
命
を
越
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、『
無
量

寿
経
』
所
説
の
疑
城
の
胎
宮
に
留
め
置
か
れ
る
五
百
年
は
、
娑
婆
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
と
言
う
。
第
四
に
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
・
下
生
に
示
さ
れ
た
華
開
ま
で
に
要
す
る
一 

夜
・
一
日
一
夜
が
、
も
し
浄
土
の
時
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
娑
婆
の
半
劫
・
一
劫
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
、

上
品
人
の
華
開
ま
で
の
時
間
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
言
う
。

　
そ
の
論
述
を
受
け
て
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
41 

劫
量
」
と
い
う
論
題
を
設
け
、五
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
（
279
）『
群
疑
論
』
は
、
源
信
が
指
摘
の
み
し
た
文
の
全
容
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
例
・
教
・
理
の

三
義
を
挙
げ
て
、経
説
の
劫
が
浄
土
の
時
間
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
き
『
安
養
集
』
は
、 

「
観
無
量
寿
経
義
疏
に
云
ふ
恵
遠
」
と
、
書
名
だ
け
を
掲
げ
て
、
引
用
文
を
挙
げ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

前
項
「
40 

得
道
時
異
」
に
挙
げ
た
（
278
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
の
文
の
参
照
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

書
名
に
続
い
て
、「
得
道
時
異
の
中
に
こ
れ
を
摂
む
る
が
ご
と
し
」
と
い
う
よ
う
な
註
記
が
脱
落
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
前
項
に
掲
げ
た
通
り
、
浄
影
は
『
観
無
量
寿
経
』
は
極
楽
の
時
間
に
よ
っ
て
説
か
れ
て

い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
懐
感
の
立
場
と
同
じ
で
あ
る
。

　
（
280
）
法
聡
『
釈
観
経
記
』
に
も
、
極
楽
の
時
間
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
（
281
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
上
品
中
生
の
文
で
、
往
生
の
後
七
日
を
経
て
不
退
転
を
得
る
と
説
か
れ

た
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、（
278
）
の
浄
影
の
見
解
に
順
う
な
ら
ば
、
浄
土
の
時
間
で
示
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
（
282
）
善
導
「
散
善
義
」
は
、
そ
の
七
日
は
娑
婆
の
時
間
で
あ
る
と
言
う
。
極
め
て
簡
略
な

記
述
で
あ
る
が
、
善
導
は
浄
影
以
来
の
定
説
を
否
定
し
た
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
『
安
養
集
』
は
、
本
項
末
尾
に
（
283
）
良
源
『
九
品
往
生
義
』
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
良
源
は

通
説
に
順
っ
て
、
経
所
説
の
時
間
は
極
楽
の
時
間
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。（
282
）（
283
）
に
よ
る
と
、
源

信
が
、
師
の
良
源
が
支
持
し
た
隋
唐
以
来
の
定
説
を
否
定
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
見
解
が
善
導
の
説
に

符
合
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
安
養
集
』全
巻
を
通
し
て『
九
品
往
生
義
』の
引
用
は
こ
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
経
所
説
の「
劫
量
」

に
つ
い
て
、
良
源
と
源
信
と
が
立
場
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
論
義
の
場
で
問
題
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
劫
量
」
と
い
う
論
題
を
設
け
、

関
連
の
要
文
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

42

　往
生
相
貌

（
284
）
群
疑
論
二
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
二
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
往
生
行
を
修
す
る
者
に
、
ど

の
よ
う
な
相
貌
が
現
れ
た
な
ら
ば
、
往
生
が
定
ま
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
聖
教
の
文
証

を
示
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
三
つ
の
聖
教
に
次
の
よ
う
な
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
一
に
、『
称
讃
浄
土 

経
』
に
、
娑
婆
五
濁
の
中
で
世
間
難
信
の
法
を
聞
い
て
信
解
し
、
教
え
の
通
り
に
修
行
す
る
者
は
、
か
つ

て
無
数
の
仏
の
も
と
で
善
根
を
植
え
た
、
希
有
の
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
者
は
命
終
わ
っ
て
必
ず
極
楽

に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
る
。
第
二
に
、『
平
等
覚
経
』
に
、
浄
土
の
教
え
を
聞
い
て
、
身
の
毛

が
抜
け
る
ほ
ど
に
弥
立
つ
者
は
、
必
ず
解
脱
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
る
。
第
三
に
、『
大
集
賢
護
経
』

第
一
（『
大
正
蔵
』
一
三
、八
六
七
頁
上
～
中
）
に
、〈
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
を
聞
い
て
一
心
に
阿
弥
陀
仏

を
観
じ
、
明
瞭
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
諸
仏
現
前
三
昧
（
般
舟
三
昧
）
の
成
就
と
言
う
。

そ
こ
で
仏
に
、
ど
う
す
れ
ば
仏
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
問
う
と
、
阿
弥
陀
仏
は
、
発
心
し

て
往
生
を
願
い
、
心
を
込
め
て
仏
を
正
し
く
念
じ
続
け
る
な
ら
ば
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
と
答
え
ら
れ
た
〉
と
言
う
。
以
上
三
つ
の
中
の
一
つ
で
も
現
れ
た
な
ら
ば
、
往
生
で
き
る
と
考
え
よ
」 

（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
42 
往
生
相
貌
」
に
は
、（
284
）『
群
疑
論
』
一
文
の
み
を
掲
げ
る
。
修
行
者
の
相
貌
か
ら
往
生

の
可
非
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
標
を
、
聖
教
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
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平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
は
、
死
者
が
往
生
で
き
た
か
否
か
を
、
後
に
の
こ
さ
れ
た
者
が
知
り
た
い
と

い
う
願
望
が
存
在
し
て
い
た
。
十
世
紀
末
、
慶
滋
保
胤
が
著
し
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
往
生
の
奇

瑞
を
収
集
列
挙
し
た
文
学
作
品
で
あ
る
。
命
終
の
前
後
に
現
れ
た
不
可
思
議
な
現
象
を
書
き
綴
っ
て
、
そ

れ
が
死
者
の
往
生
を
示
す
証
拠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
臨
終
に
際
し
て
紫 

雲
・
光
明
・
音
楽
・
芳
香
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
聖
衆
来
迎
が
お
と

ず
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
情
景
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
死
後
に
親
し
い
人
の
夢
に
現
れ
て

往
生
で
き
た
こ
と
を
告
げ
た
と
か
、
命
終
の
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
認
識
し
て
修
行
に
邁
進
し
た
な
ど
と
い

う
記
述
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
往
生
の
奇
瑞
と
す
る
こ
と
は
、
中
国
唐
代
以
来
の
定
説
で
あ
り
、
迦
才
『
浄

土
論
』
や
文
諗
・
少
康
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
刪
伝
』
に
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
保
胤
も
そ
の
見
解

を
継
承
し
た
こ
と
を
、
自
ら
序
文
に
明
言
し
て
い
る
。
以
来
日
本
で
も
承
認
さ
れ
、
十
二
世
紀
に
盛
ん
に

著
さ
れ
る
「
往
生
伝
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
文
学
作
品
は
、
そ
の
合
意
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
ど
の
奇
瑞
に
も
聖
教
の
文
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
往
生
の
奇
瑞
を
聖
教
の
文
に
よ
っ
て
立
証
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
意
識
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見

ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
十
一
世
紀
後
期
の
論
義
の
場
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』

は
、
い
ち
早
く
そ
れ
を
取
り
上
げ
、『
群
疑
論
』
の
中
か
ら
関
連
の
文
を
見
出
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
（
284
）『
群
疑
論
』
の
文
は
、
死
者
の
往
生
の
可
非
を
後
に
の
こ
さ
れ
た
第
三
者
が
判
断
す
る

た
め
の
指
標
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
聞
信
修
行
を
説
く
『
称
讃
浄
土
経
』、
聞
法
歓
喜
を
説
く
『
平

等
覚
経
』、
般
舟
三
昧
に
よ
る
願
生
念
仏
を
説
く
『
大
集
賢
護
経
』
の
文
は
、
い
ず
れ
も
臨
終
の
行
者
が
、

あ
ら
か
じ
め
自
ら
感
得
す
る
境
地
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
往
生
の
可
非
は
第
三
者
が
判
断

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
本
項
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
論
題
で

あ
る
と
言
え
る
。

43

　往
生
多
少

（
285
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
八
頁
中
～
下
）、「
弥
勒
菩
薩
が
仏
に
、
こ
の
娑
婆

世
界
か
ら
極
楽
に
往
生
す
る
不
退
転
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は
お
答
え
に

な
っ
た
。〈
娑
婆
世
界
か
ら
は
六
十
七
億
の
不
退
転
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う

に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
、
ほ
ん
の
少
し
の
功
徳
を
修
め
た
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な
い
。
ま

た
娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に
遠
照
仏

の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
宝
蔵
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
無
量
音
仏
の

国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
甘
露
味
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
龍
勝
仏
の
国
か
ら
は

十
四
億
、
第
六
に
勝
力
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
師
子
仏
の
国
か
ら
は
五
百
億
、
第
八
に
離

垢
光
仏
の
国
か
ら
は
八
十
億
、
第
九
に
徳
首
仏
の
国
か
ら
は
六
十
億
、
第
十
に
妙
徳
山
仏
の
国
か
ら
は

六
十
億
、
第
十
一
に
人
王
仏
の
国
か
ら
は
十
億
、
第
十
二
に
無
上
華
仏
の
国
か
ら
は
無
数
の
菩
薩
が
往
生

す
る
だ
ろ
う
。
第
十
三
に
無
畏
仏
の
国
か
ら
は
七
百
九
十
億
の
大
菩
薩
に
加
え
て
、
小
菩
薩
や
修
行
僧
も

往
生
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
四
の
仏
の
国
の
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
十
方
の
数
限
り
な
い
仏
の
国
か
ら

も
無
数
の
菩
薩
が
極
楽
に
往
生
す
る
。
そ
の
仏
の
名
や
、
往
生
す
る
菩
薩
や
比
丘
の
数
を
挙
げ
よ
う
と
す

る
と
、
一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
。
今
は
あ
な
た
の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
説
き
示
し
た
だ
け
で

あ
る
〉」（
要
約
）
と
。

（
286
）
平
等
覚
経
下
に
云
う
（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
上
～
中
）、「
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
、
娑

婆
か
ら
無
量
清
浄
仏
の
国
に
往
生
す
る
阿
惟
越
致
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は

お
答
え
に
な
っ
た
。〈
娑
婆
に
は
七
百
二
十
億
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
が
い
て
、
み
な
無
量
清
浄
仏
の
国
に

往
生
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な

い
。
ま
た
娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に

光
遠
炤
仏
の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
宝
積
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
儒

無
垢
仏
の
国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
無
極
光
明
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
於
世
無
上

仏
の
国
か
ら
は
六
百
億
、
第
六
に
勇
光
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
具
足
交
絡
仏
の
国
か
ら
は

十
四
億
、
第
八
に
雄
恵
王
仏
の
国
か
ら
は
八
、
第
九
に
多
力
無
過
者
仏
の
国
か
ら
は
八
百
一
十
億
、
第
十

に
吉
良
仏
の
国
か
ら
は
万
億
、
第
十
一
に
恵
辯
仏
の
国
か
ら
は
一
万
二
千
、
第
十
二
に
無
上
華
仏
の
国
か

ら
は
無
数
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
第
十
三
に
楽
大
妙
音
仏
の
国
か
ら
は
七
百
九
十
億
の
菩
薩
が
往

生
す
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
み
な
阿
惟
越
致
の
菩
薩
で
あ
り
、
無
数
の
比
丘
僧
や
小
菩
薩
も
み
な
往
生
す
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
四
の
仏
の
国
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
八
方
上
下
の
数
限
り
な
い
仏
の
国
か
ら
も
無
数

の
菩
薩
が
無
量
清
浄
仏
の
国
に
往
生
す
る
。
そ
の
仏
の
名
や
往
生
す
る
人
の
数
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
と
、

昼
夜
一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
。
今
は
あ
な
た
の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
説
き
示
し
た
だ
け
で
あ

る
〉」（
要
約
）
と
。

（
287
）
大
阿
弥
陀
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
一
七
頁
上
～
中
）、「
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
、
娑
婆
か

ら
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
す
る
阿
惟
越
致
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は
お
答
え

に
な
っ
た
。〈
娑
婆
に
は
七
百
二
十
億
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
が
い
て
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
す
る

だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な
い
。
ま
た

娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に
頭
楼
和
斯

仏
の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
羅
隣
那
阿
竭
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
朱

蹄
彼
会
蔡
仏
の
国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
阿
蜜
蔡
羅
薩
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
樓

波
黎
波
蔡
踏蔡
仏
の
国
か
ら
は
六
百
億
、
第
六
に
那
惟
于
蔡
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
維
黎
波

羅
潘
蔡
踏蔡
仏
の
国
か
ら
は
十
五
、
第
八
に
和
阿
蔡
仏
の
国
か
ら
は
八
、
第
九
に
尸
利
群
蔡
仏
の
国
か
ら
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平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
は
、
死
者
が
往
生
で
き
た
か
否
か
を
、
後
に
の
こ
さ
れ
た
者
が
知
り
た
い
と

い
う
願
望
が
存
在
し
て
い
た
。
十
世
紀
末
、
慶
滋
保
胤
が
著
し
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
往
生
の
奇

瑞
を
収
集
列
挙
し
た
文
学
作
品
で
あ
る
。
命
終
の
前
後
に
現
れ
た
不
可
思
議
な
現
象
を
書
き
綴
っ
て
、
そ

れ
が
死
者
の
往
生
を
示
す
証
拠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
臨
終
に
際
し
て
紫 

雲
・
光
明
・
音
楽
・
芳
香
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
聖
衆
来
迎
が
お
と

ず
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
情
景
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
死
後
に
親
し
い
人
の
夢
に
現
れ
て

往
生
で
き
た
こ
と
を
告
げ
た
と
か
、
命
終
の
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
認
識
し
て
修
行
に
邁
進
し
た
な
ど
と
い

う
記
述
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
往
生
の
奇
瑞
と
す
る
こ
と
は
、
中
国
唐
代
以
来
の
定
説
で
あ
り
、
迦
才
『
浄

土
論
』
や
文
諗
・
少
康
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
刪
伝
』
に
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
保
胤
も
そ
の
見
解

を
継
承
し
た
こ
と
を
、
自
ら
序
文
に
明
言
し
て
い
る
。
以
来
日
本
で
も
承
認
さ
れ
、
十
二
世
紀
に
盛
ん
に

著
さ
れ
る
「
往
生
伝
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
文
学
作
品
は
、
そ
の
合
意
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
ど
の
奇
瑞
に
も
聖
教
の
文
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
往
生
の
奇
瑞
を
聖
教
の
文
に
よ
っ
て
立
証
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
意
識
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見

ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
十
一
世
紀
後
期
の
論
義
の
場
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』

は
、
い
ち
早
く
そ
れ
を
取
り
上
げ
、『
群
疑
論
』
の
中
か
ら
関
連
の
文
を
見
出
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
（
284
）『
群
疑
論
』
の
文
は
、
死
者
の
往
生
の
可
非
を
後
に
の
こ
さ
れ
た
第
三
者
が
判
断
す
る

た
め
の
指
標
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
聞
信
修
行
を
説
く
『
称
讃
浄
土
経
』、
聞
法
歓
喜
を
説
く
『
平

等
覚
経
』、
般
舟
三
昧
に
よ
る
願
生
念
仏
を
説
く
『
大
集
賢
護
経
』
の
文
は
、
い
ず
れ
も
臨
終
の
行
者
が
、

あ
ら
か
じ
め
自
ら
感
得
す
る
境
地
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
往
生
の
可
非
は
第
三
者
が
判
断

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
本
項
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
論
題
で

あ
る
と
言
え
る
。

43

　往
生
多
少

（
285
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
八
頁
中
～
下
）、「
弥
勒
菩
薩
が
仏
に
、
こ
の
娑
婆

世
界
か
ら
極
楽
に
往
生
す
る
不
退
転
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は
お
答
え
に

な
っ
た
。〈
娑
婆
世
界
か
ら
は
六
十
七
億
の
不
退
転
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う

に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
、
ほ
ん
の
少
し
の
功
徳
を
修
め
た
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な
い
。
ま

た
娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に
遠
照
仏

の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
宝
蔵
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
無
量
音
仏
の

国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
甘
露
味
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
龍
勝
仏
の
国
か
ら
は

十
四
億
、
第
六
に
勝
力
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
師
子
仏
の
国
か
ら
は
五
百
億
、
第
八
に
離

垢
光
仏
の
国
か
ら
は
八
十
億
、
第
九
に
徳
首
仏
の
国
か
ら
は
六
十
億
、
第
十
に
妙
徳
山
仏
の
国
か
ら
は

六
十
億
、
第
十
一
に
人
王
仏
の
国
か
ら
は
十
億
、
第
十
二
に
無
上
華
仏
の
国
か
ら
は
無
数
の
菩
薩
が
往
生

す
る
だ
ろ
う
。
第
十
三
に
無
畏
仏
の
国
か
ら
は
七
百
九
十
億
の
大
菩
薩
に
加
え
て
、
小
菩
薩
や
修
行
僧
も

往
生
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
四
の
仏
の
国
の
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
十
方
の
数
限
り
な
い
仏
の
国
か
ら

も
無
数
の
菩
薩
が
極
楽
に
往
生
す
る
。
そ
の
仏
の
名
や
、
往
生
す
る
菩
薩
や
比
丘
の
数
を
挙
げ
よ
う
と
す

る
と
、
一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
。
今
は
あ
な
た
の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
説
き
示
し
た
だ
け
で

あ
る
〉」（
要
約
）
と
。

（
286
）
平
等
覚
経
下
に
云
う
（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
九
九
頁
上
～
中
）、「
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
、
娑

婆
か
ら
無
量
清
浄
仏
の
国
に
往
生
す
る
阿
惟
越
致
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は

お
答
え
に
な
っ
た
。〈
娑
婆
に
は
七
百
二
十
億
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
が
い
て
、
み
な
無
量
清
浄
仏
の
国
に

往
生
す
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な

い
。
ま
た
娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に

光
遠
炤
仏
の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
宝
積
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
儒

無
垢
仏
の
国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
無
極
光
明
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
於
世
無
上

仏
の
国
か
ら
は
六
百
億
、
第
六
に
勇
光
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
具
足
交
絡
仏
の
国
か
ら
は

十
四
億
、
第
八
に
雄
恵
王
仏
の
国
か
ら
は
八
、
第
九
に
多
力
無
過
者
仏
の
国
か
ら
は
八
百
一
十
億
、
第
十

に
吉
良
仏
の
国
か
ら
は
万
億
、
第
十
一
に
恵
辯
仏
の
国
か
ら
は
一
万
二
千
、
第
十
二
に
無
上
華
仏
の
国
か

ら
は
無
数
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
第
十
三
に
楽
大
妙
音
仏
の
国
か
ら
は
七
百
九
十
億
の
菩
薩
が
往

生
す
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
み
な
阿
惟
越
致
の
菩
薩
で
あ
り
、
無
数
の
比
丘
僧
や
小
菩
薩
も
み
な
往
生
す
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
四
の
仏
の
国
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
八
方
上
下
の
数
限
り
な
い
仏
の
国
か
ら
も
無
数

の
菩
薩
が
無
量
清
浄
仏
の
国
に
往
生
す
る
。
そ
の
仏
の
名
や
往
生
す
る
人
の
数
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
と
、

昼
夜
一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
。
今
は
あ
な
た
の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
説
き
示
し
た
だ
け
で
あ

る
〉」（
要
約
）
と
。

（
287
）
大
阿
弥
陀
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
一
七
頁
上
～
中
）、「
阿
逸
菩
薩
が
仏
に
、
娑
婆
か

ら
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
す
る
阿
惟
越
致
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
仏
は
お
答
え

に
な
っ
た
。〈
娑
婆
に
は
七
百
二
十
億
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
が
い
て
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
す
る

だ
ろ
う
。
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
者
か
ら
小
菩
薩
ま
で
、
数
え
き
れ
な
い
。
ま
た

娑
婆
世
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
仏
の
国
か
ら
も
数
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
第
一
に
頭
楼
和
斯

仏
の
国
か
ら
は
百
八
十
億
の
菩
薩
が
往
生
し
、
第
二
に
羅
隣
那
阿
竭
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
、
第
三
に
朱

蹄
彼
会
蔡
仏
の
国
か
ら
は
二
百
二
十
億
、
第
四
に
阿
蜜
蔡
羅
薩
仏
の
国
か
ら
は
二
百
五
十
億
、
第
五
に
樓

波
黎
波
蔡
踏蔡
仏
の
国
か
ら
は
六
百
億
、
第
六
に
那
惟
于
蔡
仏
の
国
か
ら
は
一
万
四
千
、
第
七
に
維
黎
波

羅
潘
蔡
踏蔡
仏
の
国
か
ら
は
十
五
、
第
八
に
和
阿
蔡
仏
の
国
か
ら
は
八
、
第
九
に
尸
利
群
蔡
仏
の
国
か
ら
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は
八
百
一
十
億
、
第
十
に
那
他
蔡
仏
の
国
か
ら
は
万
億
、
第
十
一
に
和
羅
那
惟
于
蔡
踏蔡
仏
の
国
か
ら
は

一
万
二
千
、
第
十
二
に
沸
覇
図
耶
蔡
仏
の
国
か
ら
は
無
数
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
第
十
三
に
隨
呵

閲
祇
波
多
蔡
仏
の
国
か
ら
は
七
百
九
十
億
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
み
な
阿
惟
越
致
の
菩
薩

で
あ
り
、
無
数
の
比
丘
僧
や
小
菩
薩
も
み
な
往
生
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
十
四
の
仏
の
国
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
八
方
上
下
の
数
限
り
な
い
仏
の
国
か
ら
も
無
数
の
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
す
る
。
そ
の
仏

の
名
や
往
生
す
る
人
の
数
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
と
、
昼
夜
一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
。
今
は
あ

な
た
の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
説
き
示
し
た
だ
け
で
あ
る
〉」（
要
約
）
と
。

（
288
）
無
量
寿
経
述
義
記
下
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
弥
勒
菩
薩

白
仏
言
〉
よ
り
〈
我
今
為
汝
略
説
之
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、こ
れ
す
な
は
ち
諸
方
の
往
生
を
顕
示
す
。

中
に
お
い
て
先
づ
此
方
の
往
生
を
明
か
す
。
六
十
億
の
不
退
の
菩
薩
と
は
、
こ
れ
は
こ
れ
厭マ

響マ

の
ゆ
ゑ
に

往
く
。
未
だ
必
ず
し
も
三
輩
九
品
に
入
ら
ず
。
称
計
す
べ
か
ら
ざ
る
小
行
の
菩
薩
お
よ
び
小
功
徳
を
修
す

る
者
は
、
彼
に
生
ま
れ
ん
と
欲
せ
ん
が
た
め
に
勝
行
を
進
む
。
ゆ
ゑ
に
ま
さ
に
こ
れ
三
輩
九
品
生
な
り
。

小
行
の
菩
薩
は
、
す
で
に
十
信
に
入
る
、
煕
連
以
上
に
し
て
、
上
輩
生
に
あ
り
。
小
功
徳
を
修
す
る
者
は
、

未
だ
煕
連
を
満
た
さ
ざ
る
以
下
に
し
て
、
中
下
輩
に
あ
り
。
余
方
の
往
生
は
、
文
の
ご
と
く
知
る
べ
し
」 

と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
に
云
う
、「
経
の
、〈
弥
勒
菩
薩
白
仏
言
〉
よ
り
〈
我
今

為
汝
略
説
之
〉
ま
で
は
、
諸
方
仏
国
か
ら
の
往
生
人
を
明
か
す
。
そ
の
中
、
ま
ず
此
方
娑
婆
世
界
か
ら
の

往
生
人
を
明
か
す
。
六
十
億
の
不
退
の
菩
薩
と
は
、
穢
土
を
厭
っ
て
往
生
す
る
者
を
言
う
。
彼
ら
は
必
ず

し
も
三
輩
九
品
に
は
含
ま
れ
な
い
。
無
数
の
小
行
の
菩
薩
や
小
功
徳
を
修
す
る
者
と
は
、
極
楽
に
生
ま
れ

た
い
と
思
っ
て
修
行
に
励
む
者
を
言
う
。
よ
っ
て
彼
ら
こ
そ
が
三
輩
九
品
の
往
生
人
で
あ
る
。
小
行
の
菩

薩
と
は
、
十
信
に
入
っ
た
菩
薩
で
あ
り
、
す
で
に
煕
連
河
沙
ほ
ど
の
無
数
の
仏
を
供
養
し
た
上
輩
人
で
あ

る
。
小
功
徳
を
修
す
る
者
と
は
、
未
だ
煕
連
河
沙
ほ
ど
の
仏
へ
の
供
養
を
達
成
し
て
い
な
い
中
・
下
輩
人

で
あ
る
。
そ
の
他
の
国
か
ら
の
往
生
人
に
つ
い
て
は
、
経
文
の
通
り
で
あ
る
」
と
。

（
289
）
安
楽
集
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
中
～
下
）、「
第
八
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
凡
夫

も
聖
者
も
共
に
往
生
で
き
る
こ
と
を
明
か
す
。
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
で
あ
り
、仏
願
に
よ
っ
て
上
根
・

下
根
を
共
に
救
う
。
凡
夫
の
善
で
み
な
往
生
さ
せ
、
ま
た
天
親
・
龍
樹
等
の
地
上
の
菩
薩
も
往
生
す
る
。

『
無
量
寿
経
』
に
、
仏
は
弥
勒
菩
薩
の
問
い
に
答
え
て
、〈
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
は
、
六
十
七
億
の
不
退
の

菩
薩
が
往
生
す
る
〉
と
説
か
れ
る
。
そ
の
他
の
国
々
か
ら
も
同
様
に
、
多
く
の
菩
薩
が
往
生
す
る
の
で
あ

る
」（
要
約
）
と
。

（
290
）
大
宝
積
経
十
八
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、
一
〇
〇
頁
中
～
下
）、「
弥
勒
菩
薩

が
仏
に
、
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
極
楽
に
往
生
す
る
不
退
転
の
菩
薩
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
尋
ね
る

と
、
仏
は
お
答
え
に
な
っ
た
。〈
娑
婆
世
界
か
ら
は
七
十
二
億
の
不
退
転
の
菩
薩
が
往
生
す
る
だ
ろ
う
。

ほ
ん
の
少
し
の
功
徳
を
修
め
て
往
生
す
る
者
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い
る
。
ま
た
難
忍
如
来
の
国
か
ら
は

十
八
億
の
不
退
の
菩
薩
が
往
生
し
、
東
北
の
宝
蔵
仏
の
国
か
ら
は
九
十
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、
無
量
声
如

来
の
国
か
ら
は
二
十
二
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、
光
明
如
来
の
国
か
ら
は
三
十
二
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、
龍

天
如
来
の
国
か
ら
は
十
四
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、
勝
天
力
如
来
の
国
か
ら
は
十
二
千
の
不
退
の
菩
薩
が
、

師
子
如
来
の
国
か
ら
は
五
百
の
不
退
の
菩
薩
が
、
離
塵
如
来
の
国
か
ら
は
八
十
一
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、

世
天
如
来
の
国
か
ら
は
六
十
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、
勝
積
如
来
の
国
か
ら
は
六
十
億
の
不
退
の
菩
薩
が
、

人
王
如
来
の
国
か
ら
は
十
倶
胝
の
不
退
の
菩
薩
が
往
生
す
る
。
勝
華
如
来
の
国
か
ら
は
五
百
の
菩
薩
が
、

大
い
に
精
進
し
て
一
乗
の
修
行
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
七
日
間
に
百
千
億
那
由
他
の
衆
生
を
救
っ
て
、
共
に
往

生
す
る
。
発
起
精
進
如
来
の
国
か
ら
は
、
六
十
九
億
の
不
退
の
菩
薩
が
往
生
し
、
無
量
寿
如
来
や
菩
薩
衆

に
供
養
礼
拝
を
捧
げ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
説
こ
う
と
す
る
と
、一
劫
を
か
け
て
も
説
き
尽
く
せ
な
い
〉」（
要

約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
43 

往
生
多
少
」
に
は
、
娑
婆
を
は
じ
め
と
す
る
諸
仏
国
か
ら
極
楽
に
往
生
す
る
人
の
数
を
示

し
た
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
教
説
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問

答
料
簡
」
の
第
三
「
往
生
多
少
」
の
論
述
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
往
生
要
集
』「
往
生
多
少
」
に
お
い
て
、
源
信
は
上
掲
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
文
に
よ
っ
て
、
娑
婆

の
衆
生
が
少
善
往
生
の
縁
を
得
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
行
者
を
勧
励
す
る
。
加
え
て
『
阿
弥
陀
経
』

に
見
え
る
、
少
善
根
で
は
往
生
で
き
な
い
と
い
う
教
説
と
の
会
通
を
行
い
、
多
・
少
は
相
対
的
な
言
葉
な

の
で
矛
盾
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』「
43 

往
生
多
少
」
で
は
、冒
頭
に
（
285
）『
無
量
寿
経
』
の
文
を
掲
げ
る
が
、

そ
れ
は
『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
の
と
全
く
同
一
の
文
で
あ
る
。
ま
た
（
286
）『
平
等
覚
経
』（
287
）『
大

阿
弥
陀
経
』（
290
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
の
文
は
、
異
訳
の
同
一
箇
所
で
あ
る
。
諸
本
を
比
較
す

る
と
、
訳
語
や
数
字
に
少
し
の
差
異
が
あ
る
が
、『
安
養
集
』
に
は
、
そ
の
こ
と
を
問
題
に
し
た
釈
文
な

ど
は
見
ら
れ
な
い
。

　
本
項
に
は
、（
288
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
よ
り
、「
不
退
の
菩
薩
・
小
行
の
菩
薩
・
小
功
徳
の
者
」

と
い
う
三
者
の
行
位
を
論
じ
た
文
、
お
よ
び
（
289
）『
安
楽
集
』
よ
り
、
極
楽
は
凡
・
聖
共
に
往
生
す
る

世
界
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
往
生
人
の
行
位
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　
『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
に
扱
わ
れ
た
経
文
に
つ
い
て
、
源
信
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
論
ず
る

た
め
の
要
文
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

−126−−127−

44

　往
生
難
易

（
291
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
四
頁
中
）、「
仏
は
弥
勒
菩
薩
と
神
々
や
人
々
に 

お
っ
し
ゃ
っ
た
。〈
無
量
寿
仏
国
の
声
聞
・
菩
薩
の
功
徳
や
智
慧
が
す
ぐ
れ
、
国
土
が
清
ら
か
な
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
人
々
は
、
善
を
行
い
悟
り
を
得
よ
う
と
し
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
ど
う
か
努
め
求
め
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
、
生
死
を
超
え
、
極
楽
に
往
生
し
て
、
悪
道
の

縁
を
断
ち
切
り
、
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
極
楽
へ
の
往
生
は
容
易
な
の
に
、
往
生
で
き
る

者
は
少
な
い
。
極
楽
は
間
違
い
な
く
仏
力
に
引
か
れ
て
、
み
な
往
生
で
き
る
所
で
あ
る
。
ど
う
し
て
世
俗

を
捨
て
て
、悟
り
を
求
め
な
い
の
か
。
求
め
れ
ば
必
ず
、無
量
の
寿
命
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
292
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
六
三
頁
中
～
下
）、「
経
の
、〈
仏
告
弥

勒
〉
よ
り
〈
不
可
称
説
〉
ま
で
は
、
第
二
に
人
に
往
生
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。
二
節
よ
り
な
る
。
初
め

に
浄
土
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
後
に
往
生
を
勧
め
る
。
初
節
は
ま
た
二
段
よ
り
な
り
、
初
段
に
は

声
聞
菩
薩
の
徳
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
経
の
、〈
又
其
国
土
〉
よ
り
〈
清
浄
若
此
〉
ま
で
は
、

後
段
で
あ
り
、
国
土
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
経
の
、〈
何
不
力
為
〉
よ
り
〈
昇
道
無
窮
極
〉

ま
で
は
、
第
二
節
の
、
往
生
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。
ま
た
二
段
よ
り
な
る
。
初
段
に
は
直
接
的
に
往
生

を
勧
め
て
い
る
。〈
な
ぜ
つ
と
め
て
善
を
な
さ
な
い
の
か
〉
と
は
、
往
生
の
因
行
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。

力
を
尽
く
し
て
善
を
為
せ
と
言
う
の
で
あ
る
。〈
道
の
自
然
〉
と
は
、
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
ず

か
ら
得
ら
れ
る
果
徳
を
言
う
。
貴
賤
の
隔
て
な
く
往
生
で
き
る
の
で
、〈
着
す
る
こ
と
上
下
な
し
〉
と
言

う
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、〈
洞
達
無
辺
際
〉
と
は
実
相
を
領
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
実
相
は
浄

土
の
本
で
あ
り
、
往
生
者
は
必
ず
そ
れ
を
窮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
間
違

い
で
あ
る
。
実
相
を
窮
め
る
こ
と
は
凡
夫
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
仏
の
教
え
に
応
え
れ
ば
、
往
生
す

る
こ
と
が
で
き
、
智
慧
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。〈
去
る
〉
と
は
穢
土
を
捨
て
去
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

一
説
に
は
、〈
五
悪
道
〉
と
は
三
途
・
非
天
・
女
人
を
指
す
。
女
人
は
悪
趣
の
本
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た

五
悪
と
は
五
道
で
あ
る
と
言
う
が
、
い
ず
れ
の
説
も
誤
り
で
あ
る
。
女
人
趣
な
ど
と
い
う
処
は
な
い
。
五

悪
は
悪
道
の
因
を
言
う
の
で
あ
り
、
悪
趣
そ
の
も
の
を
言
う
の
で
は
な
い
。
人
道
・
天
道
は
善
趣
で
は
あ

る
が
、
浄
土
に
対
し
て
は
悪
道
で
あ
る
の
で
五
悪
道
と
言
う
。
こ
の
穢
土
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
見
道
の
惑

を
断
じ
て
三
途
の
因
果
を
離
れ
、
後
に
修
道
の
惑
を
断
じ
て
人
天
の
果
を
断
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
浄

土
に
生
ま
れ
る
と
、
即
座
に
五
道
の
果
が
遮
断
さ
れ
る
の
で
、「
横
よ
こ
さ
まに

截き

る
」
と
言
い
、
お
の
ず
か
ら
そ

の
因
を
閉
じ
て
悟
り
を
得
る
の
で
、「
窮
極
な
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
経
の
、〈
易
往
而
無
人
〉
よ
り

〈
寿
楽
無
窮
極
〉
ま
で
は
、
重
ね
て
悲
嘆
を
述
べ
る
。
因
を
修
せ
ば
容
易
に
往
生
で
き
る
の
に
、
修
す
る

者
が
な
い
か
ら
往
生
人
は
少
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
因
を
修
し
て
生
を
求
め
れ
ば
、
往
生
は
間
違
い
な

い
の
で
、「
国
は
違
逆
せ
ず
」
と
言
う
。
だ
か
ら
「
易
往
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
衆
生
が
妄
執
の
た

め
に
往
生
で
き
な
い
の
で
、「
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
」
に
よ
っ
て
「
人
な
し
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

一
説
に
は
、
因
を
満
た
せ
ば
必
ず
果
が
成
就
す
る
こ
と
を
、「
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
」
と
説
く
と
も
言
う
。

こ
れ
も
正
し
い
。
道
徳
は
因
、
寿
楽
は
果
で
あ
る
。
寿
と
は
受
の
意
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
293
）
同
経
述
義
記
下
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
何
不
力
為
善
〉

よ
り
〈
寿
楽
無
有
極
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
の
下
、
勧
め
て
回
向
を
修
せ
し
む
。
論
に
云
ふ
、〈
何

者
か
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
。
礼
拝
等
の
集
む
る
所
の
一
切
の
功
徳
善
根
を
も
っ
て
、
自
身
住
持
の
楽
を
求

め
ず
、
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
切
衆
生
を
摂
取
し
て
共
に
同
じ
く
彼
の
安
楽

仏
国
に
生
ぜ
ん
と
作
願
す
。
こ
れ
を
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
成
就
す
と
名
づ
く
。
か
く
の
ご
と
く
善
く
回
向

成
就
を
知
り
て
、
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
。
な
ん
ら
か
三
種
。
一
に
は
智
恵
に
よ
り
て
楽
を

求
め
ず
。
我
心
に
自
身
に
貪
着
す
る
こ
と
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
慈
悲
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生

の
苦
を
抜
く
。
無
安
衆
生
心
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
方
便
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
。

自
身
を
供
養
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
菩
薩
は
、
か
く
の
如
き
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を

遠
離
し
て
、
三
種
の
随
順
菩
提
門
の
法
を
満
足
す
る
こ
と
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
な
ん
ら
か
三
種
。
一
に
は

無
染
清
浄
心
。
自
身
の
た
め
に
諸
の
楽
を
求
め
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
安
清
浄
心
。
一
切
衆

生
の
苦
を
抜
く
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
楽
清
浄
心
。
一
切
衆
生
を
し
て
大
菩
提
を
得
し
む
る
を

も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
衆
生
を
摂
取
し
て
彼
の
国
に
生
ぜ
し
む
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
今
こ
の
文
中

に
、
先
づ
回
向
を
勧
め
て
、
穢
を
棄
て
浄
を
取
ら
し
め
、
後
に
違
を
顕
は
し
て
、
回
向
に
順
ず
る
を
得
し

む
。
中
に
十
八
句
あ
り
。
二
・
二
対
を
な
す
。〈
何
ぞ
力つ
と

め
て
善
を
な
し
道
の
自
然
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
〉
と

は
、
謂
く
、
何
ぞ
勤
め
力
め
て
善
を
な
し
、
そ
の
道
の
自
然
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
と
。
善
を
な
し
て
楽
を
得
る

は
、
道
の
自
然
な
り
。
別
の
主
あ
り
て
こ
れ
を
然し
か

ら
し
む
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
因
果
の
法
爾
道

理
を
顕
は
す
。
外
道
の
計
る
と
こ
ろ
の
自
然
の
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
彼
は
無
因
の
自
然
の
有
を
説
く
が

ゆ
ゑ
に
。
ま
た
道
の
自
然
を
念
ず
べ
し
と
は
、
謂
く
、
彼
の
国
の
道
の
自
然
た
る
を
念
ず
と
。
ゆ
ゑ
に
下

の
文
に
云
ふ
、〈
彼
の
仏
の
国
土
は
無
為
自
然
に
し
て
、み
な
衆
善
を
積
ん
で
毛
髪
の
悪
も
な
し
〉
と
。〈
上

下
な
く
洞
達
し
て
辺
際
な
き
こ
と
を
着
す
〉
と
は
、
謂
く
、
自
然
の
道
は
、
そ
の
理
顕
着
に
し
て
、
上
下

あ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
得
れ
ば
洞
達
し
て
辺
際
あ
る
こ
と
な
し
と
。
よ
ろ
し
く
お
の
お
の
勤
め
て
精
進

し
、
努
め
て
自
ら
こ
れ
を
求
む
べ
し
。
道
を
求
む
る
は
己
に
あ
り
、
進
む
る
に
は
あ
ら
ず
。
五
善
を
持
て

ば
、す
な
は
ち
よ
く
必
ず
五
悪
を
超
え
、五
痛
・
五
焼
を
絶
ち
て
、安
身
養
神
の
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。

〈
横
に
五
趣
を
截
り
自
然
に
閉
づ
〉
と
は
、も
し
穢
土
に
就
か
ば
、下
三
を
悪
と
な
し
、人
を
善
と
な
す
も
、

今
浄
土
に
対
す
れ
ば
、
五
み
な
悪
と
名
づ
く
。
ひ
と
た
び
往
を
得
れ
ば
、
五
道
頓
に
去
る
が
ゆ
ゑ
に
横
截

な
り
。
往
生
は
斯
れ
去
ら
ず
、
悪
を
去
り
て
生
ま
る
れ
ば
、
悪
自
然
に
杜と

づ
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
悪
自
然
に

閉
ぢ
、道
を
昇
る
こ
と
窮
極
な
し
〉と
言
ふ
。十
念
志
を
専
ら
に
す
れ
ば
、必
ず
往
生
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
易

往
〉
な
り
。
百
千
人
の
中
、
そ
れ
一
も
な
き
ゆ
ゑ
に
、〈
無
人
〉
な
り
。〈
そ
の
国
は
逆
違
せ
ず
自
然
の
牽
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　往
生
難
易

（
291
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、二
七
四
頁
中
）、「
仏
は
弥
勒
菩
薩
と
神
々
や
人
々
に 

お
っ
し
ゃ
っ
た
。〈
無
量
寿
仏
国
の
声
聞
・
菩
薩
の
功
徳
や
智
慧
が
す
ぐ
れ
、
国
土
が
清
ら
か
な
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
人
々
は
、
善
を
行
い
悟
り
を
得
よ
う
と
し
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
ど
う
か
努
め
求
め
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
、
生
死
を
超
え
、
極
楽
に
往
生
し
て
、
悪
道
の

縁
を
断
ち
切
り
、
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
極
楽
へ
の
往
生
は
容
易
な
の
に
、
往
生
で
き
る

者
は
少
な
い
。
極
楽
は
間
違
い
な
く
仏
力
に
引
か
れ
て
、
み
な
往
生
で
き
る
所
で
あ
る
。
ど
う
し
て
世
俗

を
捨
て
て
、悟
り
を
求
め
な
い
の
か
。
求
め
れ
ば
必
ず
、無
量
の
寿
命
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
292
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
六
三
頁
中
～
下
）、「
経
の
、〈
仏
告
弥

勒
〉
よ
り
〈
不
可
称
説
〉
ま
で
は
、
第
二
に
人
に
往
生
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。
二
節
よ
り
な
る
。
初
め

に
浄
土
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
後
に
往
生
を
勧
め
る
。
初
節
は
ま
た
二
段
よ
り
な
り
、
初
段
に
は

声
聞
菩
薩
の
徳
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
経
の
、〈
又
其
国
土
〉
よ
り
〈
清
浄
若
此
〉
ま
で
は
、

後
段
で
あ
り
、
国
土
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
経
の
、〈
何
不
力
為
〉
よ
り
〈
昇
道
無
窮
極
〉

ま
で
は
、
第
二
節
の
、
往
生
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。
ま
た
二
段
よ
り
な
る
。
初
段
に
は
直
接
的
に
往
生

を
勧
め
て
い
る
。〈
な
ぜ
つ
と
め
て
善
を
な
さ
な
い
の
か
〉
と
は
、
往
生
の
因
行
を
勧
め
る
教
説
で
あ
る
。

力
を
尽
く
し
て
善
を
為
せ
と
言
う
の
で
あ
る
。〈
道
の
自
然
〉
と
は
、
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
ず

か
ら
得
ら
れ
る
果
徳
を
言
う
。
貴
賤
の
隔
て
な
く
往
生
で
き
る
の
で
、〈
着
す
る
こ
と
上
下
な
し
〉
と
言

う
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、〈
洞
達
無
辺
際
〉
と
は
実
相
を
領
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
実
相
は
浄

土
の
本
で
あ
り
、
往
生
者
は
必
ず
そ
れ
を
窮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
間
違

い
で
あ
る
。
実
相
を
窮
め
る
こ
と
は
凡
夫
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
仏
の
教
え
に
応
え
れ
ば
、
往
生
す

る
こ
と
が
で
き
、
智
慧
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。〈
去
る
〉
と
は
穢
土
を
捨
て
去
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

一
説
に
は
、〈
五
悪
道
〉
と
は
三
途
・
非
天
・
女
人
を
指
す
。
女
人
は
悪
趣
の
本
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た

五
悪
と
は
五
道
で
あ
る
と
言
う
が
、
い
ず
れ
の
説
も
誤
り
で
あ
る
。
女
人
趣
な
ど
と
い
う
処
は
な
い
。
五

悪
は
悪
道
の
因
を
言
う
の
で
あ
り
、
悪
趣
そ
の
も
の
を
言
う
の
で
は
な
い
。
人
道
・
天
道
は
善
趣
で
は
あ

る
が
、
浄
土
に
対
し
て
は
悪
道
で
あ
る
の
で
五
悪
道
と
言
う
。
こ
の
穢
土
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
見
道
の
惑

を
断
じ
て
三
途
の
因
果
を
離
れ
、
後
に
修
道
の
惑
を
断
じ
て
人
天
の
果
を
断
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
浄

土
に
生
ま
れ
る
と
、
即
座
に
五
道
の
果
が
遮
断
さ
れ
る
の
で
、「
横
よ
こ
さ
まに

截き

る
」
と
言
い
、
お
の
ず
か
ら
そ

の
因
を
閉
じ
て
悟
り
を
得
る
の
で
、「
窮
極
な
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
経
の
、〈
易
往
而
無
人
〉
よ
り

〈
寿
楽
無
窮
極
〉
ま
で
は
、
重
ね
て
悲
嘆
を
述
べ
る
。
因
を
修
せ
ば
容
易
に
往
生
で
き
る
の
に
、
修
す
る

者
が
な
い
か
ら
往
生
人
は
少
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
因
を
修
し
て
生
を
求
め
れ
ば
、
往
生
は
間
違
い
な

い
の
で
、「
国
は
違
逆
せ
ず
」
と
言
う
。
だ
か
ら
「
易
往
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
衆
生
が
妄
執
の
た

め
に
往
生
で
き
な
い
の
で
、「
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
」
に
よ
っ
て
「
人
な
し
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

一
説
に
は
、
因
を
満
た
せ
ば
必
ず
果
が
成
就
す
る
こ
と
を
、「
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
」
と
説
く
と
も
言
う
。

こ
れ
も
正
し
い
。
道
徳
は
因
、
寿
楽
は
果
で
あ
る
。
寿
と
は
受
の
意
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
293
）
同
経
述
義
記
下
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
何
不
力
為
善
〉

よ
り
〈
寿
楽
無
有
極
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
の
下
、
勧
め
て
回
向
を
修
せ
し
む
。
論
に
云
ふ
、〈
何

者
か
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
。
礼
拝
等
の
集
む
る
所
の
一
切
の
功
徳
善
根
を
も
っ
て
、
自
身
住
持
の
楽
を
求

め
ず
、
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
切
衆
生
を
摂
取
し
て
共
に
同
じ
く
彼
の
安
楽

仏
国
に
生
ぜ
ん
と
作
願
す
。
こ
れ
を
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
成
就
す
と
名
づ
く
。
か
く
の
ご
と
く
善
く
回
向

成
就
を
知
り
て
、
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
。
な
ん
ら
か
三
種
。
一
に
は
智
恵
に
よ
り
て
楽
を

求
め
ず
。
我
心
に
自
身
に
貪
着
す
る
こ
と
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
慈
悲
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生

の
苦
を
抜
く
。
無
安
衆
生
心
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
方
便
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
。

自
身
を
供
養
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
菩
薩
は
、
か
く
の
如
き
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を

遠
離
し
て
、
三
種
の
随
順
菩
提
門
の
法
を
満
足
す
る
こ
と
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
な
ん
ら
か
三
種
。
一
に
は

無
染
清
浄
心
。
自
身
の
た
め
に
諸
の
楽
を
求
め
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
安
清
浄
心
。
一
切
衆

生
の
苦
を
抜
く
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
楽
清
浄
心
。
一
切
衆
生
を
し
て
大
菩
提
を
得
し
む
る
を

も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
衆
生
を
摂
取
し
て
彼
の
国
に
生
ぜ
し
む
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
今
こ
の
文
中

に
、
先
づ
回
向
を
勧
め
て
、
穢
を
棄
て
浄
を
取
ら
し
め
、
後
に
違
を
顕
は
し
て
、
回
向
に
順
ず
る
を
得
し

む
。
中
に
十
八
句
あ
り
。
二
・
二
対
を
な
す
。〈
何
ぞ
力つ
と

め
て
善
を
な
し
道
の
自
然
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
〉
と

は
、
謂
く
、
何
ぞ
勤
め
力
め
て
善
を
な
し
、
そ
の
道
の
自
然
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
と
。
善
を
な
し
て
楽
を
得
る

は
、
道
の
自
然
な
り
。
別
の
主
あ
り
て
こ
れ
を
然し
か

ら
し
む
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
因
果
の
法
爾
道

理
を
顕
は
す
。
外
道
の
計
る
と
こ
ろ
の
自
然
の
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
彼
は
無
因
の
自
然
の
有
を
説
く
が

ゆ
ゑ
に
。
ま
た
道
の
自
然
を
念
ず
べ
し
と
は
、
謂
く
、
彼
の
国
の
道
の
自
然
た
る
を
念
ず
と
。
ゆ
ゑ
に
下

の
文
に
云
ふ
、〈
彼
の
仏
の
国
土
は
無
為
自
然
に
し
て
、み
な
衆
善
を
積
ん
で
毛
髪
の
悪
も
な
し
〉
と
。〈
上

下
な
く
洞
達
し
て
辺
際
な
き
こ
と
を
着
す
〉
と
は
、
謂
く
、
自
然
の
道
は
、
そ
の
理
顕
着
に
し
て
、
上
下

あ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
得
れ
ば
洞
達
し
て
辺
際
あ
る
こ
と
な
し
と
。
よ
ろ
し
く
お
の
お
の
勤
め
て
精
進

し
、
努
め
て
自
ら
こ
れ
を
求
む
べ
し
。
道
を
求
む
る
は
己
に
あ
り
、
進
む
る
に
は
あ
ら
ず
。
五
善
を
持
て

ば
、す
な
は
ち
よ
く
必
ず
五
悪
を
超
え
、五
痛
・
五
焼
を
絶
ち
て
、安
身
養
神
の
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。

〈
横
に
五
趣
を
截
り
自
然
に
閉
づ
〉
と
は
、も
し
穢
土
に
就
か
ば
、下
三
を
悪
と
な
し
、人
を
善
と
な
す
も
、

今
浄
土
に
対
す
れ
ば
、
五
み
な
悪
と
名
づ
く
。
ひ
と
た
び
往
を
得
れ
ば
、
五
道
頓
に
去
る
が
ゆ
ゑ
に
横
截

な
り
。
往
生
は
斯
れ
去
ら
ず
、
悪
を
去
り
て
生
ま
る
れ
ば
、
悪
自
然
に
杜と

づ
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
悪
自
然
に

閉
ぢ
、道
を
昇
る
こ
と
窮
極
な
し
〉と
言
ふ
。十
念
志
を
専
ら
に
す
れ
ば
、必
ず
往
生
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
易

往
〉
な
り
。
百
千
人
の
中
、
そ
れ
一
も
な
き
ゆ
ゑ
に
、〈
無
人
〉
な
り
。〈
そ
の
国
は
逆
違
せ
ず
自
然
の
牽
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く
と
こ
ろ
な
り
〉
と
は
、
そ
の
国
逆
違
し
て
人
を
し
て
往
か
ざ
ら
し
む
る
に
は
あ
ら
ず
、
た
だ
自
然
の
業

牽
き
て
往
く
こ
と
を
得
ざ
る
の
み
。〈
何
不
〉
已
下
は
、重
ね
て
事
を
棄
て
、回
向
求
道
す
る
こ
と
を
勧
む
。

文
の
ご
と
く
知
る
べ
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
に
云
う
、「
経
の
、〈
何
不
力
為
善
〉
よ
り
〈
寿
楽
無

有
極
〉
ま
で
は
、
以
下
に
勧
め
て
回
向
を
修
さ
せ
る
こ
と
を
説
く
。
世
親
『
浄
土
論
』（『
大
正
蔵
』

二
六
、二
三
二
頁
下
）
に
云
う
、〈
巧
方
便
回
向
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
礼
拝
等
の
修
行
に
よ
っ
て
積
ん
だ

す
べ
て
の
善
根
功
徳
を
も
っ
て
、
自
分
の
楽
し
み
を
求
め
ず
、
一
切
衆
生
の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
を
求
め

て
、
一
切
衆
生
と
共
に
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
成
就

と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
完
全
に
回
向
が
成
就
す
れ
ば
、
悟
り
を
妨
げ
る
三
つ
の
こ
と
を
捨
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
三
つ
の
こ
と
と
は
、
第
一
に
、
智
恵
に
よ
っ
て
自
分
の
楽
し
み
を
求
め
な
い
。
自
分
の

都
合
に
固
執
す
る
心
を
捨
て
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、慈
悲
の
教
え
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
の
苦
を
除
く
。

他
人
を
不
安
に
陥
れ
る
よ
う
な
心
を
捨
て
る
か
ら
で
る
。
第
三
に
、
方
便
の
教
え
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
を

あ
わ
れ
む
。
自
分
を
尊
ぶ
よ
う
な
心
を
捨
て
る
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
、
悟
り
を
妨
げ
る
三

つ
の
こ
と
を
捨
て
て
、
悟
り
に
向
か
う
三
つ
の
こ
と
を
成
就
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
の
こ
と
と

は
、
第
一
に
、
染
れ
な
き
清
浄
心
。
自
分
の
楽
し
み
を
求
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
人
を
安
ら
か

に
す
る
清
浄
心
。
一
切
衆
生
の
苦
を
除
く
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
人
に
楽
し
み
を
与
え
る
清
浄
心
。
一

切
衆
生
に
悟
り
を
得
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
衆
生
を
救
っ
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
〉と
。

本
文
中
で
は
、
ま
ず
回
向
を
勧
め
て
、
穢
土
を
捨
て
て
浄
土
に
向
か
わ
せ
、
後
に
悟
り
に
背
く
事
項
を
提

示
し
て
、
正
し
い
回
向
の
修
行
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
文
中
に
十
八
句
あ
り
、
二
句
ず
つ
の
対
句
に

な
っ
て
い
る
。〈
何
ぞ
力つ
と

め
て
善
を
な
し
道
の
自
然
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
〉
と
は
、
な
ぜ
努
力
し
て
善
を
行
い
、

悟
り
に
向
か
う
自
然
の
道
理
に
心
を
傾
け
よ
う
と
し
な
い
の
か
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
善
を
行
っ
て
楽
を

得
る
の
は
自
然
の
道
理
で
あ
る
。
誰
か
が
そ
う
し
向
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
因
果
の
道
理
を
明
か

す
の
で
あ
る
。
外
道
の
言
う
自
然
と
は
異
な
る
。
外
道
は
無
因
つ
ま
り
偶
然
の
自
然
を
実
体
的
に
説
く
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
悟
り
に
向
か
う
自
然
の
道
理
に
心
を
傾
け
よ
と
は
、
極
楽
世
界
が
持
つ
自
然
の
道
理
に

心
を
傾
け
よ
よ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
次
下
の
文
に
、〈
彼
の
仏
の
国
土
は
無
為
自
然
に
し
て
、

み
な
衆
善
を
積
ん
で
毛
髪
の
悪
も
な
し
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。〈
上
下
な
く
洞
達
し
て
辺
際
な
き
こ
と
を

着
す
〉
と
は
、
自
然
の
道
理
は
明
ら
か
で
あ
り
、
機
根
の
区
別
な
く
、
み
な
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
各
自
精
進
し
て
、
悟
り
を
求
め
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。
悟
り
を
求
め
る
の

は
自
分
自
身
で
あ
り
、
だ
れ
か
の
す
す
め
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
五
善
を
行
え
ば
必
ず
五
悪
道
を
超
え
、

五
痛
・
五
焼
を
絶
っ
て
、
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〈
横
に
五
趣
を
截
り
自
然
に
閉 

づ
〉
の
〈
五
趣
〉
と
は
五
道
の
意
で
あ
る
。
穢
土
で
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
を
悪
道
と
し
、
人
を
善
道
と

言
う
け
れ
ど
も
、
浄
土
に
対
比
す
れ
ば
、
五
道
の
す
べ
て
が
悪
道
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
往
生
す
れ
ば
、
五

道
に
趣
く
可
能
性
が
即
座
に
な
く
な
る
の
で
、
横
に
截
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
往
生
と
は
こ
こ
か
ら
立
ち

去
る
こ
と
で
は
な
く
、
悪
を
捨
て
て
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
悪
趣
へ
の
道
が
自
然
に
閉
鎖
さ
れ
る
の 

で
、〈
悪
自
然
に
閉
ぢ
、道
を
昇
る
こ
と
窮
極
な
し
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
十
念
の
間
ひ
た
す
ら
念
ず
れ
ば
、

必
ず
往
生
で
き
る
の
で
〈
易
往
〉
と
言
い
、
実
際
は
百
千
人
に
一
人
も
往
生
で
き
な
い
の
で
〈
無
人
〉
と

言
う
。〈
そ
の
国
は
逆
違
せ
ず
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
な
り
〉
と
は
、
浄
土
が
道
理
に
背
い
て
人
々
の
往
生

を
妨
げ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
罪
業
の
た
め
に
往
生
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。〈
何
不
〉
以
下
は
、

重
ね
て
世
事
を
棄
て
回
向
求
道
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
経
文
の
通
り
に
理
解
せ
よ
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
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往
生
難
易
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
に
見
え
る
「
易
往
而
無
人
」
の
教
説
に
関
連
す
る

要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
二
「
対
兜
率
」
の
項
に
、
兜
率
・
極
楽
の
往
生

難
易
を
比
較
す
る
『
群
疑
論
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
五
四
頁
上
～
下
）
の
文
が
引
用
さ
れ
、
そ
の

中
に
当
該
『
無
量
寿
経
』
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
を
承
け
て
、『
安
養
集
』
が
本
項
を
設

け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、『
往
生
要
集
』
所
引
の
『
群
疑
論
』
で
は
、
兜
率
よ
り
も
極
楽
の
ほ
う
が 

「
易
往
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
八
つ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
当
該
『
無
量
寿
経
』
の
文
に
言
及
さ
れ

る
の
み
で
あ
り
、「
無
人
」
の
語
に
つ
い
て
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
『
安
養
集
』「
往
生
難
易
」
に
は
、
ま
ず
出
拠
の
経
文
と
し
て
（
291
）『
無
量
寿
経
』
の

文
を
掲
げ
、
次
い
で
そ
れ
に
対
す
る
二
つ
の
釈
文
を
列
挙
す
る
。（
292
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』

に
は
、
極
楽
は
修
行
す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
「
易
往
」
の
世
界
で
あ
る
の
に
、
妄
執
の
た
め
に
修
行
を

怠
る
者
が
多
い
か
ら
「
無
人
」
で
あ
る
と
言
い
、（
293
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
に
は
、
十
念
専
志

す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
「
易
往
」
の
処
で
あ
る
の
に
、
罪
業
の
た
め
に
往
生
で
き
な
い
者
が
多
い
か
ら

「
無
人
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
本
項
で
も
『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
に
扱
わ
れ
た
経
文
に
つ
い
て
、
源
信
と
は
異
な
っ
た
観
点

か
ら
議
論
を
深
め
る
た
め
の
要
文
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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　三
輩
九
品
異
同

（
294
）
双
観マ

マ

経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』

三
七
、
一
五
八
頁
中
～
下
）、「
一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
は
み
な
他
受
用
土
に
生
ま
れ
る
の
で
、

変
化
土
に
生
ま
れ
る
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
と
は
異
な
る
。『
無
量
寿
経
』
下
輩
の
、〈
た
と
ひ
諸
功
徳

を
な
す
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ど
も
〉
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
下
輩
人
が
発
す
十
念
は
、『
弥
勒
問
経
』
に
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説
く
慈
等
の
十
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
説
は
間
違
い
で
あ
る
。〈
た
と
ひ
〉

と
い
う
言
葉
は
、
他
の
功
徳
が
な
く
て
も
せ
め
て
菩
提
心
だ
け
は
発
せ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
凡
夫

の
念
と
は
言
え
な
い
十
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
上
・
中
輩
に
は
説
か
れ
ず
、
た
だ
下
輩
に
の
み
説
か
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
と
『
無
量
寿
経
』
三
輩
は
異
な
る
こ
と
が
な
い
。『
観

無
量
寿
経
』
の
中
上
・
中
中
二
品
が
出
家
し
て
、
真
仏
を
見
、
菩
提
心
を
発
さ
ず
、
中
下
品
は
出
家
せ 

ず
、
仏
を
見
ら
れ
ず
、
菩
提
心
を
発
さ
な
い
の
に
対
し
、『
無
量
寿
経
』
の
中
輩
は
、
出
家
せ
ず
、
化
仏
を 

見
、
菩
提
心
を
発
す
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
種
々
の
機
類
の
一
端
を
説
き
示
し
た
た
め
に
生
じ
た
相
違
に

す
ぎ
な
い
。〈
ま
さ
に
菩
提
心
を
発
す
べ
し
〉
と
説
く
の
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
者
は
必
ず
菩
提
心
を
発

す
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
定
性
二
乗
が
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
言
わ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な 

い
。
そ
の
他
の
相
違
も
み
な
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
295
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
或
は
云
ふ
、
三
輩
は
す

な
は
ち
こ
れ
九
品
な
り
、
此
の
三
輩
を
開
い
て
、
九
品
と
成
す
が
ゆ
ゑ
に
と
。
今
両
経
に
准
ず
る
に
、
義

す
な
は
ち
し
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
文
義
に
違
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
此
の
中
の
上
輩
（
＋
下 

輩
？
）
は
、
彼
の
上
下
各
三
品
人
を
摂
す
と
は
、
義
し
ば
ら
く
し
か
る
べ
し
。
此
の
中
輩
を
も
っ
て
、
彼

の
中
三
を
摂
す
と
は
、
理
定
め
て
し
か
ら
ず
。
此
経
の
中
輩
を
説
い
て
、
菩
提
心
を
発
し
、
彼
国
に
生
ず

る
時
、
す
な
は
ち
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
。
彼
経
の
中
輩
の
三
は
、
菩
提
心
を
発
す
と
云
は
ず
、
彼
国
に

生
ず
る
時
、
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
。
此
に
も
っ
て
す
で
に
発
心
し
、
彼
に
生
じ
て
小
を
証
せ
ん
。
い

ず
く
ん
ぞ
不
退
の
大
心
に
住
し
て
、
ま
た
小
果
を
証
す
と
説
く
べ
き
こ
と
を
得
ん
や
。
こ
れ
理
な
き
が
ゆ

ゑ
に
。
今
存
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
義
い
か
ん
。
法
中
、
ま
づ
彼
経
の
九
品
を
叙
し
、
し
か
る
の
ち
に
此

の
三
輩
と
相
摂
せ
ん 

乃
至 

此
中
の
三
輩
は
、
正
に
九
品
の
上
輩
三
品
を
摂
し
、
兼
ね
て
ま
た
彼
の
下
輩

三
品
を
摂
す
。
中
輩
三
品
は
一
向
に
摂
せ
ず
。
所
修
の
行
業
、大
小
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
上
輩
は
、

九
品
の
中
、
初
の
二
品
の
全
と
、
第
三
品
の
一
分
と
を
摂
す
。
謂
く
一
恒
に
発
心
し
て
、
す
で
に
よ
く
大

乗
経
典
を
愛
楽
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
智
等
に
疑
惑
を
生
ぜ
ず
。
此
経
の
中
輩
は
、
疑
惑
を
生
ず
る
こ
と
あ

る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
中
輩
は
、
九
品
の
第
三
品
の
一
分
を
摂
す
。
煕
連
に
発
心
し
、
誹
謗
を
生
ぜ
ず
と

い
へ
ど
も
、
未
だ
よ
く
愛
楽
せ
ず
、
仏
智
等
に
疑
あ
る
を
容
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
下
輩
は
、
九
品
の

中
、
下
品
の
三
生
を
摂
す
。
し
か
る
に
此
経
の
中
に
は
、
た
だ
発
心
し
て
悪
を
作
ら
ざ
る
者
を
説
く
。
彼

経
に
は
だ
た
悪
業
を
作
る
者
を
説
く
。
互
に
一
辺
を
挙
ぐ
る
も
、
理
と
し
て
互
に
根
位
分
同
じ
な
る
べ
き

が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
此
経
の
中
に
、
発
心
し
て
不
退
な
る
者
を
説
き
、
彼
経
の
中
に
、
曽
て
発
し
て
退
転
す

る
者
を
説
く
。
退
・
不
退
の
異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
位
分
同
じ
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
相
摂
な
る
こ
と
を

得
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
と
『
観

無
量
寿
経
』
の
九
品
と
は
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
三
輩
を
開
い
て
九
品
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
し

か
る
に
今
、
両
経
を
見
比
べ
る
と
、
こ
の
説
は
間
違
い
だ
と
言
え
る
。
経
文
の
意
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

『
無
量
寿
経
』
の
上
輩
と
下
輩
と
が
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
と
下
品
と
に
相
当
す
る
と
す
る
と
い
う
点 

は
、
一
往
妥
当
で
あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
中
輩
が
『
観
無
量
寿
経
』
中
品
に
相
当
す
る
と
い
う
点
は
、

道
理
に
反
す
る
。『
無
量
寿
経
』
中
輩
に
は
、
菩
提
心
を
発
し
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
時
に
、
た
だ
ち
に
不

退
転
に
住
す
と
説
く
。『
観
無
量
寿
経
』
の
中
品
三
人
は
、
菩
提
心
を
発
す
と
は
説
か
れ
な
い
。
極
楽
に

生
ま
れ
る
時
に
は
、
た
だ
小
乗
の
果
を
得
る
だ
け
で
あ
る
。
此
土
で
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
が
、
極

楽
に
生
ま
れ
て
小
乗
の
果
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
不
退
転
の
菩
提
心
を
発
し
て
、
小
乗
の
果
を
得
る
こ

と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
道
理
に
背
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
私
見
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
『
観

無
量
寿
経
』
九
品
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
『
無
量
寿
経
』
三
輩
と
の
関
係
を
述
べ
よ
う
。
…
中
略
… 『
無

量
寿
経
』
の
三
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
三
生
を
摂
め
、
ま
た
下
品
三
生
を
摂
め
る
。『
無
量
寿
経
』

中
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
修
め
る
行
に
、
大
乗
と
小
乗
の
違
い
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
上
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
・
中
生
と
、
下
品
の
一
部
を
摂

め
る
。
一
恒
河
沙
仏
の
も
と
で
発
心
し
、
す
で
に
大
乗
経
典
を
受
容
し
、
よ
っ
て
仏
智
を
疑
う
こ
と
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
中
輩
は
、
疑
惑
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』

の
中
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
の
一
部
を
摂
め
る
。
煕
連
河
沙
仏
の
も
と
で
発
心
し
、
仏
法
を
誹
謗

す
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
分
に
は
受
容
で
き
ず
、
仏
智
等
を
疑
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
無

量
寿
経
』
の
下
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
三
生
を
摂
め
る
。
た
だ
し
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
発
心

し
て
悪
を
作
ら
な
い
者
が
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
悪
業
を
作
る
者
だ
け
が
説
か
れ
る
。
し
か

し
各
々
一
端
を
挙
げ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
道
理
と
し
て
同
等
の
機
根
の
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
に
は
発
心
し
て
不
退
転
を
得
た
者
を
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
に

は
過
去
に
発
心
し
な
が
ら
退
転
し
た
者
を
説
く
。
退
と
不
退
の
相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
機
根
は
同

等
な
の
で
、
相
当
す
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
296
）
同
経
義
疏
法
位
下
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「〈
仏
号
阿
難
十
方
世
界
〉

の
下
は
、
第
二
に
、
十
方
の
三
輩
往
生
の
相
を
明
か
す
。
乃
至 

も
し
観
経
上
輩
生
に
依
ら
ば
、
そ
れ
三
品

あ
り
。
謂
は
く
上
中
下
な
り
。
そ
の
行
相
は
各
各
同
じ
か
ら
ず 

乃
至 

此
の
中
、
三
品
を
一
品
と
な
す
も
、

そ
の
行
相
を
論
ず
れ
ば
、
大
相
大
同
な
り
。
乃
至 

も
し
観
経
に
依
ら
ば
、
中
品
を
分
か
ち
て
三
品
と
な
す 

乃
至 

観
経
下
輩
の
中
を
安
（
＝
案
？
）
ず
る
に
、
三
品
を
分
か
つ
。
謂
は
く
上
中
下
な
り
云
々
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
に
云
う
、「〈
仏
号
阿
難
十
方
世
界
〉
の
下
は
、
第
二
に
、

十
方
世
界
の
三
輩
往
生
人
の
相
を
明
か
す
。
…
中
略
… 『
観
無
量
寿
経
』
の
上
輩
生
に
は
上
・
中
・
下
の
三

品
が
あ
り
、
そ
の
修
行
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
…
中
略
… 

『
無
量
寿
経
』
は
三
品
を
一
品
に
摂
め

る
が
、
修
行
の
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
…
中
略
… 

『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
中
品
を
三
品
に
分
け
る
。 

…
中
略
… 『
観
無
量
寿
経
』
の
下
輩
生
は
、
上
中
下
の
三
品
に
分
け
ら
れ
る
云
々
」
と
。
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説
く
慈
等
の
十
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
説
は
間
違
い
で
あ
る
。〈
た
と
ひ
〉

と
い
う
言
葉
は
、
他
の
功
徳
が
な
く
て
も
せ
め
て
菩
提
心
だ
け
は
発
せ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
凡
夫

の
念
と
は
言
え
な
い
十
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
上
・
中
輩
に
は
説
か
れ
ず
、
た
だ
下
輩
に
の
み
説
か
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
と
『
無
量
寿
経
』
三
輩
は
異
な
る
こ
と
が
な
い
。『
観

無
量
寿
経
』
の
中
上
・
中
中
二
品
が
出
家
し
て
、
真
仏
を
見
、
菩
提
心
を
発
さ
ず
、
中
下
品
は
出
家
せ 

ず
、
仏
を
見
ら
れ
ず
、
菩
提
心
を
発
さ
な
い
の
に
対
し
、『
無
量
寿
経
』
の
中
輩
は
、
出
家
せ
ず
、
化
仏
を 

見
、
菩
提
心
を
発
す
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
種
々
の
機
類
の
一
端
を
説
き
示
し
た
た
め
に
生
じ
た
相
違
に

す
ぎ
な
い
。〈
ま
さ
に
菩
提
心
を
発
す
べ
し
〉
と
説
く
の
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
者
は
必
ず
菩
提
心
を
発

す
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
定
性
二
乗
が
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
言
わ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な 

い
。
そ
の
他
の
相
違
も
み
な
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
295
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
或
は
云
ふ
、
三
輩
は
す

な
は
ち
こ
れ
九
品
な
り
、
此
の
三
輩
を
開
い
て
、
九
品
と
成
す
が
ゆ
ゑ
に
と
。
今
両
経
に
准
ず
る
に
、
義

す
な
は
ち
し
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
文
義
に
違
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
此
の
中
の
上
輩
（
＋
下 

輩
？
）
は
、
彼
の
上
下
各
三
品
人
を
摂
す
と
は
、
義
し
ば
ら
く
し
か
る
べ
し
。
此
の
中
輩
を
も
っ
て
、
彼

の
中
三
を
摂
す
と
は
、
理
定
め
て
し
か
ら
ず
。
此
経
の
中
輩
を
説
い
て
、
菩
提
心
を
発
し
、
彼
国
に
生
ず

る
時
、
す
な
は
ち
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
。
彼
経
の
中
輩
の
三
は
、
菩
提
心
を
発
す
と
云
は
ず
、
彼
国
に

生
ず
る
時
、
た
だ
小
果
を
証
す
る
の
み
。
此
に
も
っ
て
す
で
に
発
心
し
、
彼
に
生
じ
て
小
を
証
せ
ん
。
い

ず
く
ん
ぞ
不
退
の
大
心
に
住
し
て
、
ま
た
小
果
を
証
す
と
説
く
べ
き
こ
と
を
得
ん
や
。
こ
れ
理
な
き
が
ゆ

ゑ
に
。
今
存
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
義
い
か
ん
。
法
中
、
ま
づ
彼
経
の
九
品
を
叙
し
、
し
か
る
の
ち
に
此

の
三
輩
と
相
摂
せ
ん 

乃
至 

此
中
の
三
輩
は
、
正
に
九
品
の
上
輩
三
品
を
摂
し
、
兼
ね
て
ま
た
彼
の
下
輩

三
品
を
摂
す
。
中
輩
三
品
は
一
向
に
摂
せ
ず
。
所
修
の
行
業
、大
小
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
上
輩
は
、

九
品
の
中
、
初
の
二
品
の
全
と
、
第
三
品
の
一
分
と
を
摂
す
。
謂
く
一
恒
に
発
心
し
て
、
す
で
に
よ
く
大

乗
経
典
を
愛
楽
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
智
等
に
疑
惑
を
生
ぜ
ず
。
此
経
の
中
輩
は
、
疑
惑
を
生
ず
る
こ
と
あ

る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
中
輩
は
、
九
品
の
第
三
品
の
一
分
を
摂
す
。
煕
連
に
発
心
し
、
誹
謗
を
生
ぜ
ず
と

い
へ
ど
も
、
未
だ
よ
く
愛
楽
せ
ず
、
仏
智
等
に
疑
あ
る
を
容
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
此
経
の
下
輩
は
、
九
品
の

中
、
下
品
の
三
生
を
摂
す
。
し
か
る
に
此
経
の
中
に
は
、
た
だ
発
心
し
て
悪
を
作
ら
ざ
る
者
を
説
く
。
彼

経
に
は
だ
た
悪
業
を
作
る
者
を
説
く
。
互
に
一
辺
を
挙
ぐ
る
も
、
理
と
し
て
互
に
根
位
分
同
じ
な
る
べ
き

が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
此
経
の
中
に
、
発
心
し
て
不
退
な
る
者
を
説
き
、
彼
経
の
中
に
、
曽
て
発
し
て
退
転
す

る
者
を
説
く
。
退
・
不
退
の
異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
位
分
同
じ
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
相
摂
な
る
こ
と
を

得
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
一
説
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
と
『
観

無
量
寿
経
』
の
九
品
と
は
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
三
輩
を
開
い
て
九
品
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
し

か
る
に
今
、
両
経
を
見
比
べ
る
と
、
こ
の
説
は
間
違
い
だ
と
言
え
る
。
経
文
の
意
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

『
無
量
寿
経
』
の
上
輩
と
下
輩
と
が
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
と
下
品
と
に
相
当
す
る
と
す
る
と
い
う
点 

は
、
一
往
妥
当
で
あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
中
輩
が
『
観
無
量
寿
経
』
中
品
に
相
当
す
る
と
い
う
点
は
、

道
理
に
反
す
る
。『
無
量
寿
経
』
中
輩
に
は
、
菩
提
心
を
発
し
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
時
に
、
た
だ
ち
に
不

退
転
に
住
す
と
説
く
。『
観
無
量
寿
経
』
の
中
品
三
人
は
、
菩
提
心
を
発
す
と
は
説
か
れ
な
い
。
極
楽
に

生
ま
れ
る
時
に
は
、
た
だ
小
乗
の
果
を
得
る
だ
け
で
あ
る
。
此
土
で
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
た
者
が
、
極

楽
に
生
ま
れ
て
小
乗
の
果
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
不
退
転
の
菩
提
心
を
発
し
て
、
小
乗
の
果
を
得
る
こ

と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
道
理
に
背
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
私
見
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
『
観

無
量
寿
経
』
九
品
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
『
無
量
寿
経
』
三
輩
と
の
関
係
を
述
べ
よ
う
。
…
中
略
… 『
無

量
寿
経
』
の
三
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
三
生
を
摂
め
、
ま
た
下
品
三
生
を
摂
め
る
。『
無
量
寿
経
』

中
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
修
め
る
行
に
、
大
乗
と
小
乗
の
違
い
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
上
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
・
中
生
と
、
下
品
の
一
部
を
摂

め
る
。
一
恒
河
沙
仏
の
も
と
で
発
心
し
、
す
で
に
大
乗
経
典
を
受
容
し
、
よ
っ
て
仏
智
を
疑
う
こ
と
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
中
輩
は
、
疑
惑
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』

の
中
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
の
一
部
を
摂
め
る
。
煕
連
河
沙
仏
の
も
と
で
発
心
し
、
仏
法
を
誹
謗

す
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
分
に
は
受
容
で
き
ず
、
仏
智
等
を
疑
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
無

量
寿
経
』
の
下
輩
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
三
生
を
摂
め
る
。
た
だ
し
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
発
心

し
て
悪
を
作
ら
な
い
者
が
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
悪
業
を
作
る
者
だ
け
が
説
か
れ
る
。
し
か

し
各
々
一
端
を
挙
げ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
道
理
と
し
て
同
等
の
機
根
の
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
に
は
発
心
し
て
不
退
転
を
得
た
者
を
説
き
、『
観
無
量
寿
経
』
に

は
過
去
に
発
心
し
な
が
ら
退
転
し
た
者
を
説
く
。
退
と
不
退
の
相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
機
根
は
同

等
な
の
で
、
相
当
す
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
296
）
同
経
義
疏
法
位
下
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「〈
仏
号
阿
難
十
方
世
界
〉

の
下
は
、
第
二
に
、
十
方
の
三
輩
往
生
の
相
を
明
か
す
。
乃
至 

も
し
観
経
上
輩
生
に
依
ら
ば
、
そ
れ
三
品

あ
り
。
謂
は
く
上
中
下
な
り
。
そ
の
行
相
は
各
各
同
じ
か
ら
ず 

乃
至 

此
の
中
、
三
品
を
一
品
と
な
す
も
、

そ
の
行
相
を
論
ず
れ
ば
、
大
相
大
同
な
り
。
乃
至 

も
し
観
経
に
依
ら
ば
、
中
品
を
分
か
ち
て
三
品
と
な
す 

乃
至 
観
経
下
輩
の
中
を
安
（
＝
案
？
）
ず
る
に
、
三
品
を
分
か
つ
。
謂
は
く
上
中
下
な
り
云
々
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
に
云
う
、「〈
仏
号
阿
難
十
方
世
界
〉
の
下
は
、
第
二
に
、

十
方
世
界
の
三
輩
往
生
人
の
相
を
明
か
す
。
…
中
略
… 『
観
無
量
寿
経
』
の
上
輩
生
に
は
上
・
中
・
下
の
三

品
が
あ
り
、
そ
の
修
行
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
…
中
略
… 

『
無
量
寿
経
』
は
三
品
を
一
品
に
摂
め

る
が
、
修
行
の
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
…
中
略
… 

『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
中
品
を
三
品
に
分
け
る
。 

…
中
略
… 『
観
無
量
寿
経
』
の
下
輩
生
は
、
上
中
下
の
三
品
に
分
け
ら
れ
る
云
々
」
と
。
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（
297
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
も
し
両
巻
に
依
ら
ば
、
略
惣
し
て
三
と 

な
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
云
う
、「『
無
量
寿
経
』
で
は
、
省
略
総
括
し
て
三
輩
と
す
る
」 

と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
45 

三
輩
九
品
異
同
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
と
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
の
相
摂
関
係
に
つ

い
て
論
じ
た
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
大
文
第
九
「
往
生
諸
行
」
に
扱
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
「
別
明
諸
経
文
」

の
項
に
は
、
念
仏
以
外
の
往
生
行
を
説
く
経
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
源
信
は
そ
の
中
に
、『
観
無
量
寿 

経
』
九
品
往
生
段
の
文
を
略
抄
し
、
続
い
て
『
無
量
寿
経
』
に
言
及
し
て
、「『
双
巻
経
』
の
三
輩
の
業
も

ま
た
こ
れ
を
出
で
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
た
だ
し
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』
二
四
、
二
二
五
頁
下
～
二
二
六
頁
上
） 

に
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
良
源
は
『
九
品
往
生
義
』
の
末
尾
近
く
、
下
品
下
生
段
の
註
釈
を

終
え
た
後
に
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
段
の
文
を
引
用
し
、
次
い
で
三
輩
・
九
品
の
相
摂
関
係
は
如
何
か
と

問
い
を
発
し
、
答
え
て
、
ま
ず
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
の
説
を
挙
げ
て
そ
の
見
解
を
否
定
し
、
次
い

で
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
説
を
掲
げ
て
そ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。
そ
の
義
寂
の
文
は
、『
安

養
集
』
が
本
項
に
挙
げ
た
（
295
）
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
憬
興
の
文
は
（
294
）
の
略
抄
で
あ
る
。
良
源
は
、
三

輩
と
九
品
と
は
異
な
る
と
す
る
義
寂
の
説
を
否
定
し
、
三
輩
・
九
品
は
と
も
に
全
て
の
往
生
人
を
摂
め
る

と
す
る
憬
興
の
説
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
。
源
信
も
そ
れ
と
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
『
安
養
集
』
は
、
そ
れ
ら
の
論
述
を
継
承
し
て
こ
こ
に
「
三
輩
九
品
異
同
」
と
い
う
論
題
を
設
け
、
良

源
が
挙
げ
た
義
寂
・
憬
興
の
説
に
加
え
て
、
憬
興
の
説
に
近
い
（
296
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
と
、

（
297
）
龍
興
『
観
経
記
』
の
文
と
を
挙
げ
て
、
こ
の
問
題
の
議
論
に
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
298
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
然
る
に
九
品
生
は
、
こ

の
教
の
宗
な
り
。
直
に
須
く
委
し
く
釈
す
べ
し
。
先
づ
異
計
を
叙
べ
、
後
に
正
義
を
示
さ
ん
。
異
計
を
叙

ぶ
と
は
、
ま
た
三
あ
り
。
一
に
云
ふ
、
上
品
の
中
に
就
い
て
、
上
生
人
は
謂
く
三
・
四
地
の
菩
薩
、
転
じ

て
七
地
無
生
を
得
。
中
生
人
は
謂
く
三
十
心
の
菩
薩
、
転
じ
て
初
地
無
生
を
得
。
下
生
人
は
謂
く
十
信
位

の
菩
薩
、
転
じ
て
初
地
無
生
を
得
。
中
品
に
就
い
て
、
上
生
人
は
初
果
以
上
、
中
生
人
は
煖
頂
二
位
、
下

生
人
は
念
処
以
下
。
下
品
の
中
に
就
い
て
、
た
だ
そ
れ
罪
の
軽
重
を
も
っ
て
自
ず
か
ら
分
別
し
て
三
人
と

な
す
。
罪
の
薄
少
な
る
者
は
上
生
等
を
得
、
中
下
は
こ
れ
に
准
ず
。
前
三
果
の
人
、
回
心
向
大
す
る
が
ゆ

ゑ
に
彼
に
生
ず
る
を
得
、
四
住
の
惑
を
断
じ
を
は
る
も
、
し
か
も
な
ほ
前
三
果
の
次
第
を
も
っ
て
名
を
な

す
が
ゆ
ゑ
に
、
阿
羅
漢
を
得
と
言
ふ
。
彼
土
に
生
じ
を
は
っ
て
、
さ
ら
に
二
乗
の
聖
果
を
取
る
と
謂
ふ
に

あ
ら
ず
。
ま
た
羅
漢
を
得
を
は
っ
て
彼
土
に
生
ず
る
に
は
あ
ら
ず
。
彼
土
の
如
来
は
小
乗
を
説
か
ず
。
最 

（
＋
後
？
）
音
声
に
四
諦
法
を
讃
ふ
る
を
聞
き
、
宿
習
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
失
念
に
よ
り
、
解
の
劣
な
る

に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
小
果
を
得
と
謂
ふ
も
、
必
ず
大
心
を
発
し
、
不
退
転
を
得
。
上
生
す
で
に
し
か
り
。

中
下
も
ま
た
同
じ
。
二
に
云
ふ
、
上
品
の
三
人
は
謂
く
三
十
心
お
よ
び
十
信
中
の
第
七
心
以
上
の
菩
薩
な

り
。
中
品
の
三
人
は
謂
く
十
信
の
第
六
心
よ
り
以
下
乃
至
初
心
な
り
。
下
品
の
三
人
は
謂
く
十
信
前
の
具

縛
の
凡
夫
な
り
。
乃
至
三
に
云
ふ
、
上
品
の
中
に
就
い
て
、
上
生
人
は
、
三
種
の
心
を
発
し
て
す
な
は
ち

往
生
を
得
。
馬
鳴
の
説
に
依
る
に
、
こ
の
三
心
は
十
解
の
初
心
に
あ
り
。
彼
に
直
心
と
言
ふ
は
、
す
な
は

ち
今
の
至
誠
心
こ
れ
な
り
。
深
心
は
こ
れ
と
同
じ
。
彼
に
大
悲
心
と
言
ふ
は
、
す
な
は
ち
今
の
回
向
発
願

心
こ
れ
な
り
。
そ
の
三
心
の
ご
と
き
は
、
す
で
に
十
信
の
終
に
あ
っ
て
発
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
上
生

は
す
な
は
ち
十
解
の
初
心
に
あ
り
。
彼
に
至
り
て
無
生
忍
を
得
る
は
、
こ
れ
は
こ
れ
観
を
縁
じ
て
無
生
忍

を
得
。
法
忍
に
お
よ
そ
四
種
あ
り
。
一
に
は
教
を
縁
じ
て
無
生
忍
を
得
。
謂
く
凡
夫
お
よ
び
十
信
位
に
し

て
、
大
乗
経
論
を
受
持
・
読
誦
し
て
無
生
の
解
を
作
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
聞
恵
な
り
。
二
に
は
観
を
縁
じ

て
無
生
忍
を
得
。
謂
く
十
解
以
上
乃
至
十
回
向
に
し
て
、
三
無
性
観
を
作
し
、
万
法
の
無
生
を
解
す
。
す

な
は
ち
こ
れ
思
恵
な
り
。
三
に
は
理
を
証
し
て
無
生
忍
を
得
。
謂
く
初
地
以
上
に
し
て
、
遍
満
法
界
・
二

空
真
如
を
証
す
る
に
よ
る
。
す
な
は
ち
こ
れ
修
恵
な
り
。
四
に
は
位
に
就
い
て
無
生
忍
を
得
。
謂
く
八
地

以
上
に
し
て
、
真
俗
双
行
・
無
功
用
智
を
得
る
に
よ
る
。
ま
た
こ
れ
修
恵
な
り
。
中
生
人
は
謂
く
十
信
の

初
心
に
あ
り
。
深
く
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
謗
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
も
し
未
だ
十
信
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
邪

定
聚
の
中
に
あ
り
。
信
決
定
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
或
は
大
乗
を
謗
る
が
ゆ
ゑ
に
。
彼
土
の
中
に
生
じ
て
一

小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
こ
れ
は
こ
れ
理
を
証
し
て
無
生
忍
を
得
。
彼
の
日
月
、
長
き
に
よ
る

が
ゆ
ゑ
に
。
極
楽
世
界
の
一
日
一
夜
は
、
娑
婆
国
の
一
劫
な
り
と
説
く
が
ご
と
し
。
下
生
人
は
謂
く
總
じ

て
こ
れ
十
信
前
の
一
切
の
善
に
趣
く
凡
夫
な
り
。
た
だ
よ
く
三
宝
に
帰
依
し
て
菩
薩
戒
を
受
け
を
は
る
が

ゆ
ゑ
に
、
ま
た
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
謗
ら
ず
、
た
だ
無
上
道
心
を
発
す
と
言
ふ
。
謂
く
十
信
の
初
の
菩

提
心
を
発
し
、
不
定
位
に
入
る
。
生
じ
て
彼
土
に
到
り
、
三
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
を
得
る
と
は
、
謂

く
彼
処
の
劫
を
数
ふ
。
此
間
の
劫
を
数
へ
ず
。
中
品
の
中
に
就
い
て
、
上
生
人
は
謂
く
小
乗
人
の
四
善
根

位
な
り
。
五
戒
を
受
持
し
乃
至
諸
の
過
悪
な
し
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
こ
の
人
、
四
善
根
を
得
、
お
よ
び
未

だ
定
に
至
ら
ざ
る
も
、
欲
界
の
惑
を
伏
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
破
戒
の
煩
悩
お
よ
び
悪
業
を
起
こ
さ
ず
。
生
じ

て
彼
土
に
到
り
、
す
な
は
ち
羅
漢
を
得
る
は
、
一
身
に
四
沙
門
果
を
獲
得
す
。
中
生
人
は
謂
く
五
停
心
観

以
上
、
三
方
便
の
中
に
あ
り
。
一
日
一
夜
、
八
戒
斎
を
持
ち
、
乃
至
威
儀
に
缺
な
し
と
言
ふ
が
ご
と
し
。

こ
の
人
、
散
心
の
位
に
あ
り
、
未
だ
定
を
得
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
長
時
に
持
戒
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
缺
な
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き
こ
と
極
小
に
し
て
、
す
べ
か
ら
く
一
日
一
夜
を
経
る
べ
く
ん
ば
、
後
の
時
に
た
と
ひ
犯
す
る
も
、
ま
た

往
生
を
得
。
彼
土
に
到
り
、
半
劫
を
経
て
羅
漢
を
得
。
こ
れ
ま
た
一
身
に
四
道
の
果
を
得
。
彼
の
寿
命
長

き
に
ゆ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
下
生
人
は
謂
く
七
方
便
前
の
五
戒
を
受
く
る
以
去
の
一
切
の
善
に
趣
く
凡
夫
な 

り
。
父
母
に
孝
養
し
、
世
の
仁
慈
を
行
ず
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
未
だ
入
道
・
観
行
す
る
こ
と
あ
ら
ず
、
正

に
世
の
仁
慈
を
行
す
べ
し
。
下
品
の
中
に
就
い
て
、
上
生
人
は
謂
く
十
信
の
第
七
心
以
上
な
り
。
す
で
に

十
小
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
を
得
と
言
ふ
。
彼
の
国
中
の
劫
数
長
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
中
生
人
は
謂
く

十
信
の
六
心
よ
り
以
下
、
第
二
心
に
至
る
。
下
生
人
は
謂
く
十
信
の
初
心
お
よ
び
前
の
凡
夫
こ
れ
な
り
。

正
義
を
示
す
に
就
い
て
、
階
位
差
別
を
明
か
さ
ば
、
上
は
回
向
を
願
ひ
、
下
は
罪
人
を
總
ず
。
上
品
上
生

は
謂
く
十
回
向
な
り
。
生
じ
を
は
り
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
悟
る
は
、
す
な
は
ち
謂
く
初
地
の
始
め
に
し

て
、
遍
満
法
界
を
証
す
。
真
如
は
遍
満
し
て
、
法
と
し
て
通
ぜ
ざ
る
は
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
遍
満
と
言
ふ
。

こ
の
遍
満
は
、
本
よ
り
自
ら
生
ぜ
ず
、
今
ま
た
滅
す
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
無
生
と
言
ふ
。
如
実
の
義
は
、

ま
た
遅
疾
あ
り
。
今
は
勝
者
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
即
悟
と
言
ふ
。
問
ふ
て
曰
く
、
前
の
所
説
の
ご
と
き
は
、

四
地
の
菩
薩
、
こ
れ
上
上
人
に
し
て
、
無
生
法
忍
は
七
地
に
あ
り
と
。
今
す
は
な
ち
何
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ

回
向
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
上
品
下
人
は
、
三
小
劫
に
し
て
百
法
明
門
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
上
品
上

生
は
理
と
し
て
こ
れ
回
向
な
り
。
無
生
法
忍
は
正
し
く
初
地
に
あ
り
。
も
し
無
生
を
し
て
七
地
に
あ
ら
し

む
れ
ば
、
何
ぞ
上
品
中
人
、
一
劫
を
も
っ
て
七
地
に
至
り
、
上
品
下
人
、
三
劫
を
も
っ
て
初
地
に
登
ら
ん
。

す
な
は
ち
知
ん
ぬ
、
中
人
の
一
劫
、
上
人
の
即
悟
は
、
み
な
こ
れ
初
地
所
見
の
遍
満
法
界
な
り
。
問
ふ
て

曰
く
、
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、
彼
の
国
土
に
生
ず
る
、
そ
の
鈍
根
の
者
は
、
二
忍
を
成
就
す
。
謂
く
信
と
順

と
な
り
。
そ
の
利
根
の
者
は
、
不
可
計
の
無
生
法
忍
を
得
と
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
理
と
し
て
七
地
に
あ
り
。

今
何
ぞ
初
地
に
あ
り
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
も
し
彼
の
文
を
将
ひ
、
来
た
り
て
こ
の
事
を
難
ず
れ
ば
、

た
と
ひ
七
地
と
い
へ
ど
も
ま
た
難
あ
り
。
詳
し
く
は
彼
の
経
に
言
ふ
が
ご
と
し
。
行
は
弥
勒
の
ご
と
き
諸

大
菩
薩
、
彼
国
に
往
生
す
と
。
も
し
し
か
ら
ば
、
行
、
弥
勒
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
一
生
補

処
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
ん
ば
、
何
ぞ
彼
国
に
生
ず
る
を
得
を
は
り
て
、
は
じ
め
て
無
生
を
悟
る
や
。
ま

た
解
す
、
十
回
向
の
中
、
第
四
の
至
一
切
処
回
向
は
、
義
に
云
ふ
、
大
願
力
を
も
っ
て
神
通
自
在
に
し
て
、

遍
く
他
土
に
到
り
、
諸
仏
を
供
養
す
と
。
こ
の
中
の
上
品
上
生
は
、
彼
に
生
ず
る
利
益
と
し
て
、
よ
く
諸

仏
に
歴
事
し
て
次
第
に
授
記
せ
ら
る
こ
と
を
論
ず
。
も
し
四
地
な
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
幾
ば
く
か
久
し

く
し
て
得
ん
。
あ
に
彼
に
生
ず
る
の
利
と
な
す
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
。
上
品
中
生
は
謂
く
十
解
十
行
な
り
。

一
小
劫
を
も
っ
て
無
生
忍
を
悟
る
は
、
謂
く
十
行
終
は
り
て
初
地
に
入
る
な
り
。
如
実
の
義
は
、
ま
た
二

の
劫
あ
り
。
今
は
最
軽
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
一
劫
と
言
ふ
。
こ
れ
は
西
方
の
劫
な
り
。
彼
の
一
小
劫
は
、
こ

の
国
土
の
一
僧
祇
劫
に
当
た
る
。
上
品
下
生
は
謂
く
十
信
の
菩
薩
な
り
。
三
小
劫
は
、
地
前
の
三
劫
に
し

て
、
初
地
に
至
る
。
地
前
の
三
僧
祇
と
は
謂
く
信
行
・
精
進
行
・
趣
向
行
の
建
立
に
就
い
て
、
一
に
は
不

定
僧
祇
に
し
て
、
黒
白
あ
ひ
雑
す
る
を
も
っ
て
、
凡
夫
と
異
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
定
僧
祇
に
し

て
、
す
で
に
無
漏
法
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
定
な
る
も
な
ほ
あ
ひ
雑
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
未
だ
授
記
せ
ら
る
べ

か
ら
ず
。
三
に
は
授
記
僧
祇
に
し
て
、
た
だ
無
漏
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
定
に
し
て
余
法
を
雑
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ 

に
、
授
記
せ
ら
る
べ
し
。
問
ふ
て
曰
く
、
前
の
所
説
の
ご
と
き
は
、
十
信
の
菩
薩
は
下
品
に
あ
り
と
。
何

ぞ
上
品
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
経
の
中
に
言
ふ
が
ご
と
し
。
深
く
諸
仏
お
よ
び
正
法
を
信
じ
、
ま
た

菩
薩
所
行
の
道
を
信
ず
と
。
こ
れ
は
有
信
を
明
か
す
。
も
し
信
じ
て
一
切
仏
を
恭
敬
す
れ
ば
、
す
は
な
ち

浄
戒
を
持
ち
正
教
に
順
ず
と
。
こ
れ
は
有
戒
を
明
か
す
。
も
し
よ
く
方
便
を
具
足
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ

く
無
上
道
に
安
住
す
と
。
こ
れ
は
有
恵
を
明
か
す
。
仏
法
の
滅
せ
ん
と
す
る
に
よ
く
護
持
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
勝
光
明
の
成
ず
る
を
得
と
。
こ
れ
は
護
法
を
明
か
す
。
乃
至
広
説
す
。
善
趣
の
徳
行
は
す
で
に
そ

れ
か
く
の
ご
と
し
。
何
ぞ
こ
れ
を
抑
へ
て
判
じ
て
下
品
と
な
す
こ
と
を
得
ん
。
下
品
の
三
人
は
本
善
あ
る

こ
と
な
く
、
た
だ
現
縁
に
よ
っ
て
、
彼
に
生
ず
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
十
信
は
こ
れ
下
品
に
あ
ら
ず
。
中
品

上
生
は
謂
く
前
三
果
な
り
。
経
の
ご
と
き
に
は
聖
果
の
言
な
し
と
い
へ
ど
も
、
彼
に
生
じ
て
羅
漢
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
中
品
中
生
は
謂
く
七
方
便
人
な
り
。
彼
に
生
じ
を
は
っ
て
、
は
じ
め
て
初
果
を
得
る
を
も
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
。
中
品
下
生
は
謂
く
凡
夫
中
の
世
間
の
善
あ
る
も
の
な
り
。
問
ふ
て
曰
く
、
中
品
三
人
は
、

い
く
ば
く
の
劫
量
に
し
て
初
地
に
至
る
を
得
る
や
。
答
へ
て
曰
く
、
文
に
は
言
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
或
は

四
五
六
乃
至
七
八
九
劫
に
し
て
、
初
地
に
至
る
を
得
。
下
品
生
人
、
十
小
劫
を
経
て
初
地
を
得
る
を
も
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
。
例
に
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
し
か
る
に
人
、
迷
謬
し
て
、
小
乗
三
果
お
よ
び
七
方
便

人
を
も
っ
て
十
信
の
上
に
あ
り
と
す
。
如
実
の
義
は
、
十
信
の
下
に
あ
り
。
二
乗
の
聖
人
は
、
八
万
劫
等

に
し
て
発
心
の
処
に
到
る
。
こ
の
義
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
漸
悟
の
菩
薩
は
ま
づ
直
ち
に
は
往
か
ず
。
ま
た

十
信
の
人
は
三
小
劫
を
も
っ
て
初
地
に
至
る
を
得
。
三
果
の
聖
人
お
よ
び
七
方
便
は
か
く
の
ご
と
く
な
る

こ
と
を
得
ず
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
漸
悟
の
菩
薩
は
、
十
信
の
上
な
る
こ
と
を
得
ず
。
十
信
よ
り
前
の
凡
夫

人
の
中
、
純
ら
諸
過
あ
り
、
善
法
な
き
中
、
過
の
軽
重
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
下
品
三
生
の
人
と
な
す
。

か
く
の
ご
と
き
等
の
人
、
本
善
な
し
と
い
へ
ど
も
、
善
友
に
よ
っ
て
、
命
終
に
発
心
す
。
こ
れ
を
因
と
し

て
、
無
量
寿
仏
の
本
願
を
縁
と
な
し
、
ま
た
安
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
し
か
し
九
品
往
生
の
教
説
は
浄
土
教
の
宗
要
で

あ
る
。
詳
細
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
じ
め
に
異
説
を
述
べ
、
後
に
正
し
い
見
解
を
示
そ
う
。

　
異
説
と
し
て
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。
第
一
に
、
上
品
上
生
人
は
三
・
四
地
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
七
地

無
生
を
悟
る
。
中
生
人
は
地
前
三
十
心
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
初
地
の
無
生
を
悟
る
。
下
生
人
は
十
信
位

の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
初
地
の
無
生
を
悟
る
。
中
品
上
生
人
は
初
果
以
上
、
中
生
人
は
煖
・
頂
二
位
、
下

生
人
は
念
処
以
下
で
あ
る
。
下
品
人
は
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
人
に
分
か
れ
る
。
罪
の
少
な
い
者
が
上

生
で
、
中
下
は
次
第
に
罪
が
重
く
な
る
。
小
乗
の
前
三
果
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
の
人
は
、
心

を
翻
し
て
大
乗
に
趣
く
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
、
四
住
地
の
惑
を
断
じ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
が
、
昔
の
小
乗
の
行
位
の
名
目
を
用
い
て
、
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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き
こ
と
極
小
に
し
て
、
す
べ
か
ら
く
一
日
一
夜
を
経
る
べ
く
ん
ば
、
後
の
時
に
た
と
ひ
犯
す
る
も
、
ま
た

往
生
を
得
。
彼
土
に
到
り
、
半
劫
を
経
て
羅
漢
を
得
。
こ
れ
ま
た
一
身
に
四
道
の
果
を
得
。
彼
の
寿
命
長

き
に
ゆ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
下
生
人
は
謂
く
七
方
便
前
の
五
戒
を
受
く
る
以
去
の
一
切
の
善
に
趣
く
凡
夫
な 

り
。
父
母
に
孝
養
し
、
世
の
仁
慈
を
行
ず
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
未
だ
入
道
・
観
行
す
る
こ
と
あ
ら
ず
、
正

に
世
の
仁
慈
を
行
す
べ
し
。
下
品
の
中
に
就
い
て
、
上
生
人
は
謂
く
十
信
の
第
七
心
以
上
な
り
。
す
で
に

十
小
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
を
得
と
言
ふ
。
彼
の
国
中
の
劫
数
長
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
中
生
人
は
謂
く

十
信
の
六
心
よ
り
以
下
、
第
二
心
に
至
る
。
下
生
人
は
謂
く
十
信
の
初
心
お
よ
び
前
の
凡
夫
こ
れ
な
り
。

正
義
を
示
す
に
就
い
て
、
階
位
差
別
を
明
か
さ
ば
、
上
は
回
向
を
願
ひ
、
下
は
罪
人
を
總
ず
。
上
品
上
生

は
謂
く
十
回
向
な
り
。
生
じ
を
は
り
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
悟
る
は
、
す
な
は
ち
謂
く
初
地
の
始
め
に
し

て
、
遍
満
法
界
を
証
す
。
真
如
は
遍
満
し
て
、
法
と
し
て
通
ぜ
ざ
る
は
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
遍
満
と
言
ふ
。

こ
の
遍
満
は
、
本
よ
り
自
ら
生
ぜ
ず
、
今
ま
た
滅
す
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
無
生
と
言
ふ
。
如
実
の
義
は
、

ま
た
遅
疾
あ
り
。
今
は
勝
者
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
即
悟
と
言
ふ
。
問
ふ
て
曰
く
、
前
の
所
説
の
ご
と
き
は
、

四
地
の
菩
薩
、
こ
れ
上
上
人
に
し
て
、
無
生
法
忍
は
七
地
に
あ
り
と
。
今
す
は
な
ち
何
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ

回
向
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
上
品
下
人
は
、
三
小
劫
に
し
て
百
法
明
門
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
上
品
上

生
は
理
と
し
て
こ
れ
回
向
な
り
。
無
生
法
忍
は
正
し
く
初
地
に
あ
り
。
も
し
無
生
を
し
て
七
地
に
あ
ら
し

む
れ
ば
、
何
ぞ
上
品
中
人
、
一
劫
を
も
っ
て
七
地
に
至
り
、
上
品
下
人
、
三
劫
を
も
っ
て
初
地
に
登
ら
ん
。

す
な
は
ち
知
ん
ぬ
、
中
人
の
一
劫
、
上
人
の
即
悟
は
、
み
な
こ
れ
初
地
所
見
の
遍
満
法
界
な
り
。
問
ふ
て

曰
く
、
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、
彼
の
国
土
に
生
ず
る
、
そ
の
鈍
根
の
者
は
、
二
忍
を
成
就
す
。
謂
く
信
と
順

と
な
り
。
そ
の
利
根
の
者
は
、
不
可
計
の
無
生
法
忍
を
得
と
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
理
と
し
て
七
地
に
あ
り
。

今
何
ぞ
初
地
に
あ
り
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
も
し
彼
の
文
を
将
ひ
、
来
た
り
て
こ
の
事
を
難
ず
れ
ば
、

た
と
ひ
七
地
と
い
へ
ど
も
ま
た
難
あ
り
。
詳
し
く
は
彼
の
経
に
言
ふ
が
ご
と
し
。
行
は
弥
勒
の
ご
と
き
諸

大
菩
薩
、
彼
国
に
往
生
す
と
。
も
し
し
か
ら
ば
、
行
、
弥
勒
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
一
生
補

処
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
ん
ば
、
何
ぞ
彼
国
に
生
ず
る
を
得
を
は
り
て
、
は
じ
め
て
無
生
を
悟
る
や
。
ま

た
解
す
、
十
回
向
の
中
、
第
四
の
至
一
切
処
回
向
は
、
義
に
云
ふ
、
大
願
力
を
も
っ
て
神
通
自
在
に
し
て
、

遍
く
他
土
に
到
り
、
諸
仏
を
供
養
す
と
。
こ
の
中
の
上
品
上
生
は
、
彼
に
生
ず
る
利
益
と
し
て
、
よ
く
諸

仏
に
歴
事
し
て
次
第
に
授
記
せ
ら
る
こ
と
を
論
ず
。
も
し
四
地
な
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
幾
ば
く
か
久
し

く
し
て
得
ん
。
あ
に
彼
に
生
ず
る
の
利
と
な
す
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
。
上
品
中
生
は
謂
く
十
解
十
行
な
り
。

一
小
劫
を
も
っ
て
無
生
忍
を
悟
る
は
、
謂
く
十
行
終
は
り
て
初
地
に
入
る
な
り
。
如
実
の
義
は
、
ま
た
二

の
劫
あ
り
。
今
は
最
軽
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
一
劫
と
言
ふ
。
こ
れ
は
西
方
の
劫
な
り
。
彼
の
一
小
劫
は
、
こ

の
国
土
の
一
僧
祇
劫
に
当
た
る
。
上
品
下
生
は
謂
く
十
信
の
菩
薩
な
り
。
三
小
劫
は
、
地
前
の
三
劫
に
し

て
、
初
地
に
至
る
。
地
前
の
三
僧
祇
と
は
謂
く
信
行
・
精
進
行
・
趣
向
行
の
建
立
に
就
い
て
、
一
に
は
不

定
僧
祇
に
し
て
、
黒
白
あ
ひ
雑
す
る
を
も
っ
て
、
凡
夫
と
異
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
定
僧
祇
に
し

て
、
す
で
に
無
漏
法
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
、
定
な
る
も
な
ほ
あ
ひ
雑
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
未
だ
授
記
せ
ら
る
べ

か
ら
ず
。
三
に
は
授
記
僧
祇
に
し
て
、
た
だ
無
漏
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
定
に
し
て
余
法
を
雑
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ 

に
、
授
記
せ
ら
る
べ
し
。
問
ふ
て
曰
く
、
前
の
所
説
の
ご
と
き
は
、
十
信
の
菩
薩
は
下
品
に
あ
り
と
。
何

ぞ
上
品
と
言
ふ
や
。
答
へ
て
曰
く
、
経
の
中
に
言
ふ
が
ご
と
し
。
深
く
諸
仏
お
よ
び
正
法
を
信
じ
、
ま
た

菩
薩
所
行
の
道
を
信
ず
と
。
こ
れ
は
有
信
を
明
か
す
。
も
し
信
じ
て
一
切
仏
を
恭
敬
す
れ
ば
、
す
は
な
ち

浄
戒
を
持
ち
正
教
に
順
ず
と
。
こ
れ
は
有
戒
を
明
か
す
。
も
し
よ
く
方
便
を
具
足
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ

く
無
上
道
に
安
住
す
と
。
こ
れ
は
有
恵
を
明
か
す
。
仏
法
の
滅
せ
ん
と
す
る
に
よ
く
護
持
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
勝
光
明
の
成
ず
る
を
得
と
。
こ
れ
は
護
法
を
明
か
す
。
乃
至
広
説
す
。
善
趣
の
徳
行
は
す
で
に
そ

れ
か
く
の
ご
と
し
。
何
ぞ
こ
れ
を
抑
へ
て
判
じ
て
下
品
と
な
す
こ
と
を
得
ん
。
下
品
の
三
人
は
本
善
あ
る

こ
と
な
く
、
た
だ
現
縁
に
よ
っ
て
、
彼
に
生
ず
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
十
信
は
こ
れ
下
品
に
あ
ら
ず
。
中
品

上
生
は
謂
く
前
三
果
な
り
。
経
の
ご
と
き
に
は
聖
果
の
言
な
し
と
い
へ
ど
も
、
彼
に
生
じ
て
羅
漢
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
中
品
中
生
は
謂
く
七
方
便
人
な
り
。
彼
に
生
じ
を
は
っ
て
、
は
じ
め
て
初
果
を
得
る
を
も
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
。
中
品
下
生
は
謂
く
凡
夫
中
の
世
間
の
善
あ
る
も
の
な
り
。
問
ふ
て
曰
く
、
中
品
三
人
は
、

い
く
ば
く
の
劫
量
に
し
て
初
地
に
至
る
を
得
る
や
。
答
へ
て
曰
く
、
文
に
は
言
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
或
は

四
五
六
乃
至
七
八
九
劫
に
し
て
、
初
地
に
至
る
を
得
。
下
品
生
人
、
十
小
劫
を
経
て
初
地
を
得
る
を
も
っ

て
の
ゆ
ゑ
に
。
例
に
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
し
か
る
に
人
、
迷
謬
し
て
、
小
乗
三
果
お
よ
び
七
方
便

人
を
も
っ
て
十
信
の
上
に
あ
り
と
す
。
如
実
の
義
は
、
十
信
の
下
に
あ
り
。
二
乗
の
聖
人
は
、
八
万
劫
等

に
し
て
発
心
の
処
に
到
る
。
こ
の
義
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
漸
悟
の
菩
薩
は
ま
づ
直
ち
に
は
往
か
ず
。
ま
た

十
信
の
人
は
三
小
劫
を
も
っ
て
初
地
に
至
る
を
得
。
三
果
の
聖
人
お
よ
び
七
方
便
は
か
く
の
ご
と
く
な
る

こ
と
を
得
ず
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
漸
悟
の
菩
薩
は
、
十
信
の
上
な
る
こ
と
を
得
ず
。
十
信
よ
り
前
の
凡
夫

人
の
中
、
純
ら
諸
過
あ
り
、
善
法
な
き
中
、
過
の
軽
重
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
下
品
三
生
の
人
と
な
す
。

か
く
の
ご
と
き
等
の
人
、
本
善
な
し
と
い
へ
ど
も
、
善
友
に
よ
っ
て
、
命
終
に
発
心
す
。
こ
れ
を
因
と
し

て
、
無
量
寿
仏
の
本
願
を
縁
と
な
し
、
ま
た
安
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
し
か
し
九
品
往
生
の
教
説
は
浄
土
教
の
宗
要
で

あ
る
。
詳
細
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
じ
め
に
異
説
を
述
べ
、
後
に
正
し
い
見
解
を
示
そ
う
。

　
異
説
と
し
て
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。
第
一
に
、
上
品
上
生
人
は
三
・
四
地
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
七
地

無
生
を
悟
る
。
中
生
人
は
地
前
三
十
心
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
初
地
の
無
生
を
悟
る
。
下
生
人
は
十
信
位

の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
初
地
の
無
生
を
悟
る
。
中
品
上
生
人
は
初
果
以
上
、
中
生
人
は
煖
・
頂
二
位
、
下

生
人
は
念
処
以
下
で
あ
る
。
下
品
人
は
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
人
に
分
か
れ
る
。
罪
の
少
な
い
者
が
上

生
で
、
中
下
は
次
第
に
罪
が
重
く
な
る
。
小
乗
の
前
三
果
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
の
人
は
、
心

を
翻
し
て
大
乗
に
趣
く
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
、
四
住
地
の
惑
を
断
じ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
が
、
昔
の
小
乗
の
行
位
の
名
目
を
用
い
て
、
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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極
楽
に
生
ま
れ
て
か
ら
小
乗
の
聖
果
を
得
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
て
か
ら
極
楽
に

生
ま
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
極
楽
の
如
来
は
小
乗
を
説
か
れ
な
い
。
小
乗
の
修
行
を
し
て
い
た
頃
、
最
後

に
聞
い
た
四
諦
の
教
え
を
讃
え
る
説
法
が
耳
に
残
り
、
あ
る
い
は
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

理
解
力
が
及
ば
な
か
っ
た
り
し
て
、
小
乗
の
悟
り
を
得
る
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
必
ず
大
乗
の

心
を
発
し
て
、
不
退
転
の
菩
薩
と
な
る
の
で
あ
る
。
中
品
上
生
人
は
、
そ
の
よ
う
な
人
で
あ
る
。
中
生
・

下
生
も
同
様
で
あ
る
、
と
言
う
。

　
第
二
の
異
説
に
は
、
上
品
の
三
人
は
地
前
三
十
心
と
十
信
の
第
七
心
以
上
の
菩
薩
、
中
品
の
三
人
は
十

信
の
第
六
心
以
下
初
心
ま
で
、
下
品
の
三
人
は
十
信
以
前
の
具
縛
の
凡
夫
で
あ
る
と
言
う
。
…
中
略
… 

　
第
三
の
異
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
上
品
上
生
人
は
、
三
種
の
心
（
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
）

を
発
し
て
即
座
に
往
生
す
る
。
馬
鳴
の
『
起
信
論
』
に
よ
る
と
、
こ
の
三
種
心
は
十
住
の
初
心
で
発
す
も

の
で
あ
る
。『
起
信
論
』
の
直
心
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
至
誠
心
に
当
た
る
。
深
心
は
共
通
で
あ
る
。『
起

信
論
』の
大
悲
心
は『
観
無
量
寿
経
』の
回
向
発
願
心
で
あ
る
。
三
心
は
十
信
の
終
わ
り
に
発
す
。
よ
っ
て
、

上
品
上
生
は
十
住
の
初
心
に
当
た
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
無
生
忍
を
得
る
と
言
う
が
、
こ
れ
は
観
に
よ
っ

て
得
る
無
生
忍
で
あ
る
。
法
忍
に
四
種
あ
る
。
第
一
は
教
に
よ
っ
て
得
る
無
生
忍
で
、
十
信
以
前
お
よ
び

十
信
位
に
お
い
て
、
大
乗
経
論
を
受
持
・
読
誦
し
て
無
自
性
・
空
を
理
解
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
三

恵
の
中
の
聞
恵
で
あ
る
。
第
二
に
は
観
に
よ
っ
て
得
る
無
生
忍
で
、
十
住
か
ら
十
回
向
位
に
お
い
て
、
三

無
性
観
を
修
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
自
性
・
空
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
思

恵
で
あ
る
。
第
三
に
は
真
理
を
悟
っ
て
得
る
無
生
忍
で
、
初
地
以
上
の
菩
薩
が
、
遍
満
法
界
・
二
空
真
如

を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
。
こ
れ
は
修
恵
で
あ
る
。
第
四
は
行
位
に
就
い
て
得
る
無
生
忍
で
、
八
地
以

上
の
菩
薩
が
、
真
俗
双
行
・
無
功
用
智
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
。
こ
れ
も
修
恵
で
あ
る
。
上
品
中
生

人
は
、
十
信
の
初
心
に
当
た
る
。
深
く
因
果
の
道
理
を
信
じ
て
、
大
乗
を
謗
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
信

に
入
る
以
前
の
者
は
、
邪
定
聚
す
な
わ
ち
外
道
で
あ
る
。
信
心
が
定
ま
ら
ず
、
大
乗
仏
教
を
謗
る
よ
う
な

者
だ
か
ら
で
あ
る
。極
楽
に
生
ま
れ
て
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
言
う
の
は
、こ
れ
は
真
理
を
悟
っ

て
得
る
無
生
忍
で
あ
る
。
極
楽
に
お
け
る
時
間
は
、
極
め
て
大
き
な
数
字
で
表
さ
れ
る
。
極
楽
の
一
昼
夜

は
娑
婆
の
一
劫
に
当
た
る
と
説
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
上
品
下
生
人
は
、
十
信
に
入
る
以
前
の
善

を
目
指
す
凡
夫
で
あ
る
。
た
だ
三
宝
に
帰
依
し
て
菩
薩
戒
を
受
け
、ま
た
因
果
を
信
じ
て
大
乗
を
謗
ら
ず
、

た
だ
無
上
の
菩
提
心
を
発
す
と
説
か
れ
る
。
こ
の
菩
提
心
は
、
十
信
の
初
位
で
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不

定
聚
の
位
に
入
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
、
三
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
極
楽
で
の
劫
数
で
示
さ
れ
て
い
る
。
娑
婆
の
劫
数
で
は
な
い
。
中
品
上
生
人
は
、
小
乗
人
の

四
善
根
位
に
当
た
る
。
五
戒
を
受
持
し
て
悪
事
を
作
ら
な
い
と
説
か
れ
る
。
こ
の
人
は
、
四
善
根
（
煖
・ 

頂
・
忍
・
世
第
一
法
）
を
修
め
て
、
未
だ
聖
位
に
至
ら
な
い
段
階
で
あ
る
が
、
欲
界
の
惑
を
伏
し
て
い
る 

の
で
、
破
戒
の
煩
悩
や
悪
業
は
起
こ
さ
な
い
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
即
座
に
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
四
沙
門
果
（
預
流
・
一
来
・
不
還
・
阿
羅
漢
の
四
果
）
を
す
べ
て
獲
得
す
る
こ
と
を
言
う
。

中
品
中
生
人
は
五
停
心
観
（
不
浄
観
・
慈
悲
観
・
因
縁
観
・
界
分
別
観
・
数
息
観
）
を
修
め
た
三
賢
位
の

行
者
で
あ
る
。
一
昼
夜
八
戒
斎
を
守
っ
て
威
儀
を
正
し
く
保
っ
て
い
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
人
は
散
心
の

位
に
あ
り
、
未
だ
定
心
を
得
て
い
な
い
の
で
、
長
時
間
持
戒
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
威
儀
を
保
つ
こ
と

も
最
少
時
間
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
昼
夜
持
戒
す
れ
ば
、
後
に
違
犯
し
て
も
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

極
楽
に
生
ま
れ
て
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
。
こ
れ
も
ま
た
四
沙
門
果
を
す
べ
て
獲
得
す
る
こ
と
を

言
う
。
極
楽
の
寿
命
は
長
久
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
品
下
生
人
は
、
七
方
便
位
（
三
賢
＝
五
停
心
観
・
別
相

念
住
・
総
相
念
住
、
四
善
根
＝
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）
以
前
の
五
戒
を
受
け
た
後
の
善
を
目
指
す
凡

夫
に
当
た
る
。
父
母
に
孝
養
し
、
世
間
の
仁
慈
を
行
う
と
説
か
れ
る
。
未
だ
出
家
す
る
こ
と
な
く
、
修
行

す
る
こ
と
も
な
く
、
世
間
の
仁
慈
を
行
う
の
み
で
あ
る
。
下
品
上
生
人
は
、
十
信
の
第
七
心
以
上
の
菩
薩

で
あ
る
。
十
小
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
と
説
か
れ
る
。
極
楽
の
劫
数
は
長
久
の
数
字
で
表
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
下
品
中
生
人
は
、
十
信
の
第
六
心
以
下
第
二
心
ま
で
に
当
た
る
。
下
品
下
生
人
は
、
十
信
の
初
心

お
よ
び
そ
れ
以
前
の
凡
夫
に
当
た
る
、
と
言
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
九
品
往
生
人
の
階
位
差
別
に
つ
い
て
、
正
し
い
見
解
を
示
そ
う
。
上
位
は
十
回
向
位

か
ら
、
下
位
は
罪
人
ま
で
を
包
括
す
る
。
上
品
上
生
人
は
、
十
回
向
に
当
た
る
。
往
生
し
て
即
座
に
得
る

無
生
忍
は
、
初
地
の
始
め
に
お
い
て
遍
満
法
界
を
悟
る
こ
と
を
言
う
。
真
如
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
偏
在
す

る
の
で
遍
満
と
言
う
の
で
あ
る
。こ
の
遍
満
は
、生
ず
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、無
生
と
言
う
。

正
義
を
示
す
な
ら
ば
、
こ
れ
に
ま
た
遅
速
が
あ
る
。
今
は
勝
れ
た
者
に
つ
い
て
即
悟
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
異
説
の
第
一
に
よ
る
と
、
四
地
の
菩
薩
が
上
品
上
生
人
で
あ
り
、
往
生
の
後
に
七
地
無
生
法
忍

を
得
る
と
言
う
。
今
、
十
回
向
位
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
上
品
下
生
人
は
、
三
小
劫
を
経
て
百
法

明
門
す
な
わ
ち
初
地
に
至
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
品
上
生
人
は
道
理
と
し
て
十
回
向
位
で
あ

る
。
そ
の
無
生
法
忍
は
初
地
の
位
で
あ
る
。
も
し
そ
の
無
生
法
忍
が
七
地
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
上
品

中
生
人
が
一
劫
を
経
て
七
地
に
至
り
、
上
品
下
生
人
が
三
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
が
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
よ
っ
て
、
上
品
中
生
人
が
一
劫
を
経
て
至
る
、
ま
た
上
品
上
生
人
が

往
生
の
後
に
即
座
に
悟
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
初
地
で
得
ら
れ
る
遍
満
法
界
の
境
地
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
問
う
。
仏
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
た
所
に
よ
る
と
、
極
楽
往
生
人
の
中
、
鈍
根
の
者
は
、
二
忍
す
な
わ
ち

信
忍
と
順
忍
と
を
成
就
し
、
ま
た
利
根
の
者
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
高
度
な
無
生
法
忍
を
悟
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
無
生
法
忍
は
道
理
と
し
て
七
地
の
無
生
忍
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な

ぜ
初
地
だ
と
言
う
の
か
。
答
え
。
も
し
そ
の
『
無
量
寿
経
』
の
文
を
挙
げ
て
論
難
す
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、

七
地
で
も
ま
だ
理
解
し
が
た
い
点
が
あ
る
。
詳
細
は
経
文
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
弥
勒
と
同
等
の

修
行
を
す
る
大
菩
薩
が
極
楽
に
往
生
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
弥
勒
と
同
等
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
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れ
は
等
覚
す
な
わ
ち
一
生
補
処
の
菩
薩
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
極
楽
に
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
無
生
を
悟
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
十
回
向
の
第
四
、
至
一
切
処
回
向
と
は
、
経
の

義
に
よ
れ
ば
、
大
願
力
に
よ
っ
て
神
通
自
在
に
あ
ら
ゆ
る
他
方
仏
国
に
到
り
、
諸
仏
を
供
養
す
る
位
で
あ

る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
利
益
と
し
て
、
諸
仏
に
奉
仕
し
て
や
が
て

成
仏
の
印
可
を
受
け
る
と
説
か
れ
る
。
四
地
の
境
地
を
得
る
ま
で
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
こ

と
だ
ろ
う
か
。
と
て
も
往
生
の
利
益
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
上
品
中
生
人
は
、
十
解
（
十
住
）・
十
行
の
菩
薩
で
あ
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
十

行
が
終
わ
り
初
地
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
義
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
の
劫
に
は
ま
た
二
種
あ
る
。

今
は
最
短
を
説
い
て
一
劫
と
言
う
が
、
こ
れ
は
極
楽
の
一
劫
で
あ
る
。
極
楽
の
一
小
劫
は
娑
婆
の
一
僧
祇

劫
に
当
た
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
十
信
の
菩
薩
で
あ
る
。
三
小
劫
と
は
、
地
前
の
三
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
こ
と
を
言

う
。
地
前
の
三
僧
祇
と
は
、
信
行
・
精
進
行
・
趣
向
行
の
建
立
の
過
程
を
言
う
。
第
一
は
不
定
僧
祇
と
言

う
。
善
悪
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
て
凡
夫
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
定
僧
祇
と
言
う
。
無
漏
の

法
を
得
て
い
る
か
ら
定
と
言
う
が
、
な
お
有
漏
の
法
が
ま
じ
わ
っ
て
い
る
の
で
、
未
だ
成
仏
の
印
可
は
得

ら
れ
な
い
。
第
三
は
授
記
僧
祇
と
言
う
。
も
っ
ぱ
ら
無
漏
法
を
得
て
、
有
漏
法
が
全
く
ま
じ
わ
ら
な
い
の

で
、
成
仏
の
印
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
前
の
異
説
に
よ
る
と
、
十
信
の
菩
薩
は
下
品
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
今
な
ぜ
上
品
だ
と
言

う
の
か
。
答
え
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
下
生
段
に
、
深
く
諸
仏
お
よ
び
正
法
を
信
じ
、
ま
た
菩
薩
の
行

ず
る
道
を
信
じ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
信
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
を
も
っ
て
一
切
仏

を
恭
敬
す
れ
ば
、
浄
戒
を
保
ち
正
教
に
順
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
戒
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
方
便
を
成
就
す
れ
ば
、
無
上
の
悟
り
に
安
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
智
慧
を
得
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
法
が
滅
び
よ
う
と
す
る
時
に
こ
れ
を
護
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
勝
れ
た

光
明
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
護
法
を
示
し
て
い
る
。
以
下
詳
説
さ
れ
る
。
善
に
趣
く
徳
行
は
こ
れ

ほ
ど
の
功
徳
が
あ
る
。
ど
う
し
て
下
品
と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
下
品
の
三
人
は
も
と
よ
り
善
な
く
、

た
ま
た
ま
善
師
の
縁
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
る
者
を
言
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
信
は
下

品
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
中
品
上
生
人
は
、
前
三
果
す
な
わ
ち
預
流
・
一
来
・
不
還
の
聖
果
を
得
た
行
者
で
あ
る
。『
観
無
量
寿 

経
』
に
は
聖
果
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
極
楽
に
生
れ
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

　
中
品
中
生
人
は
七
方
便
人
の
行
者
で
あ
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
預
流
果
を
得
る
か
ら
で
あ 

る
。
中
品
下
生
人
は
凡
夫
の
中
の
世
間
の
善
を
行
う
者
で
あ
る
。

　
問
う
。
中
品
三
人
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
の
か
。
答
え
。
経
文
に
は
見
え
な
い
が
、

四
五
六
か
ら
七
八
九
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
品
生
人
が
十
小
劫
を
経
て
初
地
を
得
る
と
説
か
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
准
じ
て
知
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
真
理
に
迷
う
者
は
、
小
乗
の
前
三
果
や
七
方
便
の

人
は
、
十
信
よ
り
も
上
位
で
あ
る
と
言
う
。
正
義
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
十
信
の
下
位
に
当
た
る
。
小

乗
の
聖
者
は
、
八
万
劫
等
を
経
て
菩
提
心
を
発
す
と
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
漸
悟
の
菩
薩
は
、
ま

ず
も
っ
て
即
座
に
往
生
す
る
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
十
信
の
菩
薩
は
、
三
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
三
果
の
聖
者
や
七
方
便
の
行
者
は
そ
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
よ
っ
て
漸
悟
の

菩
薩
が
十
信
の
菩
薩
よ
り
も
上
位
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

　
十
信
に
入
る
以
前
の
凡
夫
人
の
中
、
た
だ
罪
ば
か
り
を
作
っ
て
善
を
行
う
こ
と
が
な
い
者
を
、
罪
の
軽

重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
て
、
下
品
三
生
人
と
す
る
。
彼
ら
は
本
よ
り
善
の
な
い
者
で
あ
る
が
、
善
師
の

お
か
げ
で
命
終
の
時
に
菩
提
心
を
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
無
量
寿
仏
の
本
願
を
縁
と
し
て
、
安
楽
浄
土
に

往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
299
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
七
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
九
品
往
生
人
の
地
位
は
、何
に 

よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
答
え
。
九
品
人
を
大
ま
か
に
分
け
る
見
解
と
し
て
二
説
、
詳
細
に
分
け

る
見
解
は
多
数
あ
る
。
大
ま
か
に
分
け
る
二
説
の
第
一
は
、
九
品
人
は
み
な
十
信
の
菩
薩
で
、
善
悪
に 

よ
っ
て
九
品
に
分
か
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
上
品
人
は
十
信
を
退
く
こ
と
は
な
い
。
中
品
人
は
大
乗

か
ら
退
い
て
小
乗
の
修
行
を
す
る
。
下
品
人
は
大
乗
を
退
い
て
罪
を
造
る
と
言
う
。
第
二
説
に
は
、
大
菩

提
心
を
発
し
て
菩
薩
の
修
行
を
す
る
者
が
上
品
、
小
菩
提
心
を
発
し
て
声
聞
の
修
行
を
す
る
者
が
中
品
、

大
乗
・
小
乗
の
修
行
を
せ
ず
、
生
死
の
罪
を
造
る
者
が
下
品
で
あ
る
と
言
う
。

　
詳
細
に
分
け
る
見
解
と
し
て
は
、
ま
ず
上
品
人
の
行
位
に
つ
い
て
多
く
の
説
が
あ
る
。
第
一
に
、
上
品

上
生
は
四
・
五
・
六
地
の
菩
薩
、
上
品
中
生
は
初
・
二
・
三
地
、
上
品
下
生
は
地
前
三
十
心
（
十
住
・
十

行
・
十
回
向
）
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
に
、
上
品
上
生
は
十
回
向
、
上
品
中
生
は
十
行
、
上
品
下

生
は
十
住
で
あ
る
と
言
う
。
第
三
に
、
上
品
上
生
は
地
前
三
十
心
、
上
品
中
生
は
十
住
の
末
心
、
上
品
下

生
は
十
信
の
初
心
で
あ
る
と
言
う
。
第
四
に
、
上
品
上
生
は
十
行
・
十
回
向
、
上
品
中
生
は
十
住
、
上
品

下
生
は
十
信
で
あ
る
と
言
う
。
第
五
に
、
上
品
上
生
は
十
住
の
初
心
、
上
品
中
生
は
十
信
の
後
位
、
上
品

下
生
は
十
信
の
初
位
で
あ
る
と
言
う
。
第
六
に
、
上
品
上
生
は
十
信
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
三
心
を
発
し
て

三
行
を
修
め
る
者
、
上
品
中
生
・
下
生
は
十
信
以
前
に
菩
提
心
を
発
し
て
善
を
修
め
る
凡
夫
で
あ
る
と
言

う
。
こ
れ
ら
諸
説
の
相
違
は
、
経
説
の
無
生
法
忍
の
行
位
に
上
下
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。『
仁
王
般
若
経
』
に
は
無
生
法
忍
は
七
・
八
・
九
地
で
あ
る
と
説
か
れ
、
ま
た
初
地
で
あ
る

と
か
忍
位
（
四
善
根
の
第
三
位
）
で
あ
る
な
ど
と
説
く
論
も
あ
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
は
十
住
で

あ
る
と
説
き
、『
華
厳
経
』
に
は
十
信
、『
占
察
経
』
で
は
十
信
以
前
の
凡
夫
位
で
あ
る
と
言
う
。

　
次
に
中
品
人
の
行
位
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
中
品
上
生
は
前
三
果
、
中
品
中
生
は
七
方
便
（
三
賢
＝
五

停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
、
四
善
根
＝
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）、
中
品
下
生
は
解
脱
分
（
三
賢 
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れ
は
等
覚
す
な
わ
ち
一
生
補
処
の
菩
薩
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
極
楽
に
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
無
生
を
悟
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
十
回
向
の
第
四
、
至
一
切
処
回
向
と
は
、
経
の

義
に
よ
れ
ば
、
大
願
力
に
よ
っ
て
神
通
自
在
に
あ
ら
ゆ
る
他
方
仏
国
に
到
り
、
諸
仏
を
供
養
す
る
位
で
あ

る
。『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
人
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
た
利
益
と
し
て
、
諸
仏
に
奉
仕
し
て
や
が
て

成
仏
の
印
可
を
受
け
る
と
説
か
れ
る
。
四
地
の
境
地
を
得
る
ま
で
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
こ

と
だ
ろ
う
か
。
と
て
も
往
生
の
利
益
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
上
品
中
生
人
は
、
十
解
（
十
住
）・
十
行
の
菩
薩
で
あ
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
十

行
が
終
わ
り
初
地
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
義
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
の
劫
に
は
ま
た
二
種
あ
る
。

今
は
最
短
を
説
い
て
一
劫
と
言
う
が
、
こ
れ
は
極
楽
の
一
劫
で
あ
る
。
極
楽
の
一
小
劫
は
娑
婆
の
一
僧
祇

劫
に
当
た
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
十
信
の
菩
薩
で
あ
る
。
三
小
劫
と
は
、
地
前
の
三
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
こ
と
を
言

う
。
地
前
の
三
僧
祇
と
は
、
信
行
・
精
進
行
・
趣
向
行
の
建
立
の
過
程
を
言
う
。
第
一
は
不
定
僧
祇
と
言

う
。
善
悪
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
て
凡
夫
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
定
僧
祇
と
言
う
。
無
漏
の

法
を
得
て
い
る
か
ら
定
と
言
う
が
、
な
お
有
漏
の
法
が
ま
じ
わ
っ
て
い
る
の
で
、
未
だ
成
仏
の
印
可
は
得

ら
れ
な
い
。
第
三
は
授
記
僧
祇
と
言
う
。
も
っ
ぱ
ら
無
漏
法
を
得
て
、
有
漏
法
が
全
く
ま
じ
わ
ら
な
い
の

で
、
成
仏
の
印
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
前
の
異
説
に
よ
る
と
、
十
信
の
菩
薩
は
下
品
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
今
な
ぜ
上
品
だ
と
言

う
の
か
。
答
え
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
下
生
段
に
、
深
く
諸
仏
お
よ
び
正
法
を
信
じ
、
ま
た
菩
薩
の
行

ず
る
道
を
信
じ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
信
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
を
も
っ
て
一
切
仏

を
恭
敬
す
れ
ば
、
浄
戒
を
保
ち
正
教
に
順
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
戒
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
方
便
を
成
就
す
れ
ば
、
無
上
の
悟
り
に
安
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
智
慧
を
得
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
法
が
滅
び
よ
う
と
す
る
時
に
こ
れ
を
護
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
勝
れ
た

光
明
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
護
法
を
示
し
て
い
る
。
以
下
詳
説
さ
れ
る
。
善
に
趣
く
徳
行
は
こ
れ

ほ
ど
の
功
徳
が
あ
る
。
ど
う
し
て
下
品
と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
下
品
の
三
人
は
も
と
よ
り
善
な
く
、

た
ま
た
ま
善
師
の
縁
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
に
生
ま
れ
る
者
を
言
う
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
信
は
下

品
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
中
品
上
生
人
は
、
前
三
果
す
な
わ
ち
預
流
・
一
来
・
不
還
の
聖
果
を
得
た
行
者
で
あ
る
。『
観
無
量
寿 

経
』
に
は
聖
果
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
極
楽
に
生
れ
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

　
中
品
中
生
人
は
七
方
便
人
の
行
者
で
あ
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
預
流
果
を
得
る
か
ら
で
あ 

る
。
中
品
下
生
人
は
凡
夫
の
中
の
世
間
の
善
を
行
う
者
で
あ
る
。

　
問
う
。
中
品
三
人
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
の
か
。
答
え
。
経
文
に
は
見
え
な
い
が
、

四
五
六
か
ら
七
八
九
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
品
生
人
が
十
小
劫
を
経
て
初
地
を
得
る
と
説
か
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
准
じ
て
知
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
真
理
に
迷
う
者
は
、
小
乗
の
前
三
果
や
七
方
便
の

人
は
、
十
信
よ
り
も
上
位
で
あ
る
と
言
う
。
正
義
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
十
信
の
下
位
に
当
た
る
。
小

乗
の
聖
者
は
、
八
万
劫
等
を
経
て
菩
提
心
を
発
す
と
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
漸
悟
の
菩
薩
は
、
ま

ず
も
っ
て
即
座
に
往
生
す
る
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
十
信
の
菩
薩
は
、
三
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
三
果
の
聖
者
や
七
方
便
の
行
者
は
そ
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
よ
っ
て
漸
悟
の

菩
薩
が
十
信
の
菩
薩
よ
り
も
上
位
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

　
十
信
に
入
る
以
前
の
凡
夫
人
の
中
、
た
だ
罪
ば
か
り
を
作
っ
て
善
を
行
う
こ
と
が
な
い
者
を
、
罪
の
軽

重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
て
、
下
品
三
生
人
と
す
る
。
彼
ら
は
本
よ
り
善
の
な
い
者
で
あ
る
が
、
善
師
の

お
か
げ
で
命
終
の
時
に
菩
提
心
を
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
無
量
寿
仏
の
本
願
を
縁
と
し
て
、
安
楽
浄
土
に

往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
299
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
七
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
九
品
往
生
人
の
地
位
は
、何
に 

よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
答
え
。
九
品
人
を
大
ま
か
に
分
け
る
見
解
と
し
て
二
説
、
詳
細
に
分
け

る
見
解
は
多
数
あ
る
。
大
ま
か
に
分
け
る
二
説
の
第
一
は
、
九
品
人
は
み
な
十
信
の
菩
薩
で
、
善
悪
に 

よ
っ
て
九
品
に
分
か
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
上
品
人
は
十
信
を
退
く
こ
と
は
な
い
。
中
品
人
は
大
乗

か
ら
退
い
て
小
乗
の
修
行
を
す
る
。
下
品
人
は
大
乗
を
退
い
て
罪
を
造
る
と
言
う
。
第
二
説
に
は
、
大
菩

提
心
を
発
し
て
菩
薩
の
修
行
を
す
る
者
が
上
品
、
小
菩
提
心
を
発
し
て
声
聞
の
修
行
を
す
る
者
が
中
品
、

大
乗
・
小
乗
の
修
行
を
せ
ず
、
生
死
の
罪
を
造
る
者
が
下
品
で
あ
る
と
言
う
。

　
詳
細
に
分
け
る
見
解
と
し
て
は
、
ま
ず
上
品
人
の
行
位
に
つ
い
て
多
く
の
説
が
あ
る
。
第
一
に
、
上
品

上
生
は
四
・
五
・
六
地
の
菩
薩
、
上
品
中
生
は
初
・
二
・
三
地
、
上
品
下
生
は
地
前
三
十
心
（
十
住
・
十

行
・
十
回
向
）
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
に
、
上
品
上
生
は
十
回
向
、
上
品
中
生
は
十
行
、
上
品
下

生
は
十
住
で
あ
る
と
言
う
。
第
三
に
、
上
品
上
生
は
地
前
三
十
心
、
上
品
中
生
は
十
住
の
末
心
、
上
品
下

生
は
十
信
の
初
心
で
あ
る
と
言
う
。
第
四
に
、
上
品
上
生
は
十
行
・
十
回
向
、
上
品
中
生
は
十
住
、
上
品

下
生
は
十
信
で
あ
る
と
言
う
。
第
五
に
、
上
品
上
生
は
十
住
の
初
心
、
上
品
中
生
は
十
信
の
後
位
、
上
品

下
生
は
十
信
の
初
位
で
あ
る
と
言
う
。
第
六
に
、
上
品
上
生
は
十
信
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
三
心
を
発
し
て

三
行
を
修
め
る
者
、
上
品
中
生
・
下
生
は
十
信
以
前
に
菩
提
心
を
発
し
て
善
を
修
め
る
凡
夫
で
あ
る
と
言

う
。
こ
れ
ら
諸
説
の
相
違
は
、
経
説
の
無
生
法
忍
の
行
位
に
上
下
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。『
仁
王
般
若
経
』
に
は
無
生
法
忍
は
七
・
八
・
九
地
で
あ
る
と
説
か
れ
、
ま
た
初
地
で
あ
る

と
か
忍
位
（
四
善
根
の
第
三
位
）
で
あ
る
な
ど
と
説
く
論
も
あ
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
は
十
住
で

あ
る
と
説
き
、『
華
厳
経
』
に
は
十
信
、『
占
察
経
』
で
は
十
信
以
前
の
凡
夫
位
で
あ
る
と
言
う
。

　
次
に
中
品
人
の
行
位
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
中
品
上
生
は
前
三
果
、
中
品
中
生
は
七
方
便
（
三
賢
＝
五

停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
、
四
善
根
＝
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）、
中
品
下
生
は
解
脱
分
（
三
賢 
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位
）
の
善
根
を
植
え
た
人
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
に
、
中
品
上
生
は
忍
位
、
中
品
中
生
は
頂
位
、
中
品
下

生
は
煖
位
で
あ
る
と
い
う
。
第
三
に
、
中
品
上
生
は
煖
・
頂
・
忍
位
、
中
品
中
生
は
前
三
の
解
脱
分
の
善

根
の
人
、
中
品
下
生
は
過
去
に
解
脱
分
の
善
根
を
植
え
た
人
で
あ
る
と
言
う
。
持
戒
の
浅
深
、
あ
る
い
は

世
善
の
み
の
人
に
つ
い
て
三
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
下
品
人
は
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
る
。
行
位
を
論
ず
る
こ
と
は
な
い
。

　
無
生
法
忍
に
は
六
つ
の
地
位
が
あ
る
。
第
一
に
聞
恵
で
、
こ
れ
は
十
信
の
前
に
位
置
す
る
。
第
二
は
勝

解
を
生
ず
る
、
十
信
の
後
で
あ
る
。
第
三
は
思
恵
で
、
十
住
の
後
で
あ
る
。
第
四
は
修
恵
で
、
煖
の
後
に

位
置
す
る
。
第
五
は
証
得
で
、
初
地
で
あ
る
。
第
六
は
相
続
で
、
八
地
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
は
因
位
に

お
け
る
差
別
で
あ
り
、
仏
果
を
得
れ
ば
す
べ
て
を
成
就
す
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
46 

九
品
往
生
階
級
」
に
は
、
往
生
人
の
行
位
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

次
項
「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
と
同
一
の
議
論
で
あ
り
、
な
ぜ
二
項
に
分
け
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。

『
安
養
集
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が
複
数
あ
る
。
そ
の
因
由
に
つ
い
て
は
、「
５
兜
率
極
楽
相
対
」
の

項
に
私
見
を
述
べ
た
。
本
項
の
引
文
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
ま
と
め
て
論
じ
た
い
。

47

　三
輩
九
品
階
位

（
300
）
浄
土
論
上
加マ

才マ

に
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
七
頁
上
～
下
）、「
問
う
。 

『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
上
品
上
生
人
は
極
楽
に
往
生
し
て
即
座
に
無
生
法
忍
を
悟
る
。
そ
の
行
位

は
八
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
よ
っ
て
下
品
（
品
︱
？
）
生
人
は
十
住
以
上
で
あ
り
、
十
住
以
前
で
も
聖

教
の
教
え
に
は
違
わ
な
い
と
言
う
。
そ
れ
で
は
行
位
が
あ
ま
り
に
懸
け
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
い

か
が
か
。
答
え
。
そ
う
で
は
な
い
。
無
生
法
忍
に
は
四
種
あ
る
。
第
一
は
、
教
を
縁
と
し
て
得
る
無
生
法

忍
で
、
こ
れ
は
凡
夫
あ
る
い
は
十
信
の
菩
薩
が
大
乗
経
論
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
。

こ
れ
は
三
恵
の
中
の
聞
恵
に
当
た
る
。
第
二
は
、
観
を
縁
と
し
て
得
る
無
生
法
忍
で
、
十
住
以
上
十
回
向

ま
で
の
菩
薩
が
三
無
性
観
に
よ
っ
て
万
法
の
無
生
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
こ
れ
は
思
恵
に

当
た
る
。
第
三
は
真
理
を
悟
っ
て
得
る
無
生
法
忍
で
、
初
地
以
上
の
菩
薩
が
遍
満
法
界
・
二
空
真
如
を
証

し
て
生
ず
る
。
こ
れ
は
修
恵
に
当
た
る
。
第
四
は
行
位
を
極
め
て
得
る
無
生
法
忍
で
、
八
地
以
上
の
菩
薩

が
真
俗
双
行
を
成
就
し
て
生
ず
る
。
こ
れ
は
無
功
用
智
で
あ
り
、
修
恵
に
当
た
る
。
一
つ
に
執
着
し
て
は

な
ら
な
い
。
浄
影
寺
慧
遠
は
、
上
品
上
生
を
四
地
か
ら
八
地
に
至
る
と
判
ず
る
。
し
か
し
『
摂
大
乗
論
』

に
よ
る
と
、
四
地
の
菩
薩
は
変
易
生
死
の
境
地
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
楽
は
分
段
生
死
の

世
界
な
の
で
道
理
に
合
わ
な
い
。『
観
音
授
記
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
は
寿
命
長
久
で
あ
る
が
、
般
涅
槃

す
る
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
往
生
人
に
も
死
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
人
の

行
位
に
関
し
て
、
慧
遠
等
の
判
定
は
高
す
ぎ
る
。
そ
れ
は
往
生
の
果
か
ら
見
て
行
位
を
判
じ
た
た
め
で
あ

る
。
因
に
着
眼
し
て
、
行
位
を
見
れ
ば
、
も
う
少
し
低
く
判
定
で
き
よ
う
。

　
上
品
上
生
人
は
、
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
の
三
種
心
を
発
し
て
即
座
に
往
生
す
る
。
こ
の
三
心

は
『
起
信
論
』
に
よ
れ
ば
、十
住
の
初
心
で
発
す
も
の
で
あ
る
。『
起
信
論
』
に
、信
成
就
発
心
を
説
い
て
、

十
信
の
終
わ
り
に
三
種
心
を
発
し
て
十
住
に
入
る
と
言
う
。
三
心
の
第
一
は
直
心
す
な
わ
ち
真
如
を
念
ず

る
心
で
あ
る
。
こ
れ
は『
観
無
量
寿
経
』の
至
誠
心
と
同
じ
で
あ
る
。『
維
摩
経
』の
直
心
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
万
行
の
始
め
に
発
す
心
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
八
地
に
到
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。『
起
信
論
』
三
心
の
第
二
は
深
心
で
あ
り
、『
観
無
量
寿
経
』
と
同
じ
で
あ
る
。
第
三
は
大
悲
心
で
、

こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
回
向
発
願
心
と
同
じ
で
あ
る
。『
起
信
論
』
の
三
心
は
十
信
の
終
わ
り
に
発

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
上
生
人
は
十
住
の
初
心
に
当
た
り
、
し
た
が
っ
て
往
生
し

て
得
る
無
生
法
忍
は
、
観
を
縁
と
し
て
得
る
無
生
法
忍
で
あ
る
。
慧
遠
の
説
に
よ
る
と
、
四
地
の
菩
薩
が

往
生
し
て
即
座
に
八
地
に
至
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
四
地
か
ら
八
地
ま
で
は
半
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る

の
で
、
道
理
に
合
わ
な
い
。

　
上
品
中
生
人
は
、
十
信
の
初
心
に
当
た
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
深
く
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
謗
ら

ず
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
信
に
至
る
ま
で
は
邪
定
聚
で
あ
り
、
因
果
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、

大
乗
を
謗
る
こ
と
も
あ
る
。
往
生
の
後
一
小
劫
を
経
て
無
生
法
忍
を
得
る
と
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
真
理

を
縁
と
し
て
得
る
初
地
の
無
生
法
忍
で
あ
る
。
極
楽
の
一
日
は
娑
婆
の
一
劫
に
当
た
る
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
極
楽
で
は
時
間
が
速
く
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
慧
遠
の
説
に
よ
る
と
、
上
品
中
生
人
は
初
地
に
当
た

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
初
地
か
ら
八
地
は
一
大
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る
の
で
、
道
理
に
合
わ
な
い
。

　
上
品
下
生
人
は
、
十
信
に
至
る
以
前
の
善
に
趣
く
凡
夫
で
あ
る
。
不
定
聚
の
者
が
、
極
楽
に
生
ま
れ
て

三
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
楽
で
の
劫
量
で
あ
る
。
慧
遠
の
説
に
よ
る
と
、
上
品

下
生
人
は
十
住
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
十
住
か
ら
初
地
は
一
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る
の
で
道
理
に
合

わ
な
い
。
以
上
、
上
品
三
生
人
は
み
な
大
乗
人
で
あ
る
。

　
中
輩
の
多
く
は
小
乗
人
で
あ
る
。
中
品
上
生
は
小
乗
の
七
方
便
の
中
、
後
の
四
方
便
す
な
わ
ち
煖
・
頂
・

忍
・
世
第
一
法
に
当
た
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
五
戒
を
受
け
て
悪
を
つ
く
ら
な
い
と
説
か
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
人
は
欲
界
の
惑
を
伏
し
て
破
戒
・
煩
悩
・
悪
業
を
起
こ
さ
ず
、（
…
…
こ
こ
で
文
章
が
断
絶
し
て

い
る
。
下
輩
人
ま
で
の
文
を
掲
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
理
由
で
欠
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
小
字
で
簡
単
に
補
っ
て

お
き
た
い
。
…
…
筆
者
註
）
往
生
し
て
阿
羅
漢
と
な
る
者
で
あ
る
。
中
品
中
生
は
、
五
停
心
観
等
の
七
方
便
の
中
の
前
の
三
方
便
に

当
た
る
。
煩
悩
の
た
め
に
長
時
の
持
戒
が
で
き
ず
、
一
昼
夜
だ
け
威
儀
を
全
う
し
、
後
に
小
戒
を
犯
す
け
れ
ど
も
、
往
生
を
得
て
、

半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
と
な
る
者
で
あ
る
。
中
品
下
生
は
、
五
停
心
観
以
前
の
五
戒
を
受
け
た
善
に
趣
く
凡
夫
で
あ
る
。
世
間
の
善
を

修
め
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
下
輩
の
三
人
は
、
悪
を
起
こ
す
凡
夫
で
あ
る
。
臨
終
に
善
師
に
遇
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
往
生
で
き
る
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が
、
遇
え
な
け
れ
ば
地
獄
に
堕
ち
る
」（
要
約
）
と
。

（
301
）
観
経
玄
義
に
云
う
善マ

道マ

、（
善
導
『
観
経
疏
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
四
七
頁
下
～
二
四
九
頁 

中
）、「
第
一
に
、
諸
師
の
見
解
を
挙
げ
る
。
上
品
上
生
は
四
・
五
・
六
地
の
菩
薩
で
あ
り
、
往
生
し
て
す

ぐ
に
七
地
無
生
忍
を
得
る
。
上
品
中
生
は
初
・
二
・
三
地
に
菩
薩
で
あ
り
、
往
生
し
て
一
小
劫
を
経
て
無

生
忍
を
得
る
。
上
品
下
生
は
種
性
以
上
初
地
未
満
（
十
住
・
十
行
・
十
回
向
）
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
三

小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
大
乗
の
聖
者
で
あ
る
。
中
品
上
生
は
小
乗
の
前
三
果
（
須
陀

洹
果
＝
預
流
果
・
斯
陀
含
果
＝
一
来
果
・
阿
那
含
果
＝
不
還
果
）
で
、
往
生
し
て
す
ぐ
に
阿
羅
漢
を
得
る
。

中
品
中
生
は
内
凡
の
位
で
、
往
生
し
て
須
陀
洹
を
得
る
。
中
品
下
生
は
世
間
の
善
を
修
め
る
凡
夫
で
、
苦

を
厭
い
往
生
を
願
い
、
往
生
し
て
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
得
る
。
こ
れ
ら
は
小
乗
の
聖
者
で
あ
る
。
下

品
の
三
人
は
、
は
じ
め
て
大
乗
を
学
ぶ
凡
夫
で
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
る
と
言
う
。
以
上
の

よ
う
な
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
正
し
い
見
地
か
ら
諸
師
の
説
を
論
破
す
る
。
十
地
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
『
華
厳
経
』
に
説
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
初
地
か
ら
七
地
の
菩
薩
は
、
法
性
生
身
・
変
易
生
死
の
境
地
を
得
て
い
る

の
で
、
分
段
生
死
の
苦
を
離
れ
て
い
る
。
す
で
に
二
大
阿
僧
祇
劫
の
修
行
を
終
え
、
自
利
利
他
の
行
を
修

め
て
空
の
悟
り
を
得
て
い
る
。
神
通
力
を
得
て
報
土
に
身
を
置
き
、
報
身
仏
の
説
法
を
聞
い
て
、
十
方
世

界
を
教
化
す
る
ほ
ど
の
菩
薩
で
あ
る
。
す
で
に
何
の
憂
い
も
な
い
菩
薩
の
た
め
に
、
韋
提
希
が
仏
に
請
う

て
往
生
極
楽
の
教
え
を
求
め
る
は
す
が
な
か
ろ
う
。
よ
っ
て
上
品
上
生
・
上
品
中
生
の
行
位
に
関
す
る
諸

師
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。

　
上
品
下
生
は
十
住
・
十
行
・
十
回
向
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
誤
り
で
あ
る
。
経
に
は
、
こ
の
位
の
菩
薩

は
、
生
死
の
世
界
に
い
て
も
生
死
の
た
め
に
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。『
大
品
般
若
経
』（
巻

二
十
七
、『
大
正
蔵
』
八
、四
一
八
頁
中
）
に
は
、〈
こ
の
位
の
菩
薩
は
、
諸
仏
・
諸
菩
薩
に
守
護
さ
れ
て

い
る
の
で
、
不
退
の
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
。
八
相
成
道
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
で
に
一

大
阿
僧
祇
劫
を
か
け
て
智
慧
・
慈
悲
の
修
行
を
し
て
き
た
菩
薩
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
す
で
に
何
の
憂

い
も
な
い
菩
薩
で
あ
る
。
韋
提
希
の
請
い
に
よ
っ
て
往
生
を
求
め
る
必
要
な
ど
な
か
ろ
う
。
以
上
上
輩
に

つ
い
て
論
じ
終
わ
っ
た
。

　
中
品
上
生
は
、
諸
師
に
よ
る
と
前
三
果
の
人
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
は
三
途
・
四
悪
趣
の
縁
を
断

ち
切
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
が
往
生
を
求
め
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
仏
の
大
悲
は
苦
に
沈
む
者
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
溺
れ
る
者
は
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
岸
上
の
者
は
救
う
必
要
が
な
い
。
よ
っ
て
上
輩

と
同
じ
く
諸
師
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。
中
品
中
生
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
重
ね
て
九
品
の
教
説
を
挙
げ
て
諸
師
の
説
を
論
破
す
る
。
諸
師
は
、
上
品
上
生
人
を
四
地
か

ら
七
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
第
一
に
戒
を
守
り
慈
悲
を

修
め
る
者
、
第
二
に
大
乗
の
経
典
を
読
む
者
、
第
三
に
仏
法
僧
の
三
宝
を
念
ず
る
者
が
、
一
日
乃
至
七
日

の
間
精
進
し
て
往
生
を
願
え
ば
、
命
終
の
時
、
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
光
明
を
放
ち
、
手
を
差
し
伸
べ

て
、
即
座
に
往
生
を
得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
経
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
大
乗
を
修
め
る
極

善
の
凡
夫
で
あ
る
。
地
上
聖
者
で
は
な
い
。

　
上
品
中
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
初
地
か
ら
四
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量

寿
経
』
に
、〈
必
ず
し
も
大
乗
を
受
持
し
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
ま
た
、〈
深
く
因
果
を
信
じ
て
大
乗

を
謗
ら
ず
、
往
生
を
願
う
者
は
、
命
終
に
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
、
即
座
に
往
生
を
得

る
〉
と
い
う
教
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
大
乗
心
を
発
す
衆
生
で
、
そ
の
行
業
が
上

品
上
人
よ
り
も
少
し
弱
い
者
だ
と
言
え
る
。

　
上
品
下
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
十
住
・
十
行
・
十
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ 

『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
ま
た
因
果
を
信
ず
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。〈
ま
た
〉
と
言
う
の
は
、
信
じ
た
り

信
じ
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、〈
大
乗
を
謗
ら
ず
、
た
だ
無
上
菩
提
心
を
発
す
だ
け
で

他
の
善
は
な
い
が
、
そ
の
一
行
に
よ
っ
て
往
生
を
願
い
、
命
終
に
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
手
を
差
し
伸

べ
、
即
座
に
往
生
を
得
る
〉
と
い
う
教
説
に
よ
る
と
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
大
乗
心
を
発
す
衆
生
で
、

行
業
の
弱
い
者
で
あ
る
。

　
上
輩
の
三
人
は
往
生
の
様
相
が
異
な
る
。
上
品
上
生
人
が
往
生
す
る
時
に
は
、
仏
が
無
数
の
化
仏
と
共

に
手
を
差
し
伸
べ
、
上
品
中
生
人
に
は
、
仏
が
千
の
化
仏
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
、
上
品
下
生
人
に
は
、

仏
が
五
百
の
化
仏
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
こ
れ
は
行
業
に
強
弱
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
中
輩
の
三
人
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
中
品
上
生
は
小
乗
の
前
三
果
人
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
五
戒
・
八
戒
等
の
戒
を
守
り
、
五
逆
等
の
罪
を
造
ら
な
い
者
に
は
、
命
終
に

阿
弥
陀
仏
が
諸
比
丘
と
共
に
現
れ
る
の
を
見
て
往
生
を
得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら

ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
小
乗
の
戒
を
守
る
凡
夫
で
あ
る
。
小
乗
の
聖
者
で
は
な
い
。

　
中
品
中
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
見
道
以
前
の
内
凡
（
四
善
根
位
）
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
な
ぜ

『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
一
日
一
夜
の
間
戒
を
守
っ
て
往
生
を
願
う
者
が
、
命
終
の
時
に
仏
を
見
て
往
生
を

得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
善
根
の
な
い
凡
夫
で
あ

り
、
寿
命
が
あ
っ
た
た
め
に
一
昼
夜
だ
け
小
乗
の
縁
に
遇
っ
て
戒
を
授
か
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
往
生
を
願

い
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
往
生
を
得
た
の
で
あ
る
。
小
乗
の
聖
者
も
往
生
で
き
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
『
観
無

量
寿
経
』
は
、
仏
が
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
で
あ
り
、
聖
者
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
中
品
下
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
小
乗
の
内
凡
以
前
の
世
俗
の
凡
夫
で
、
た
だ
世
間
の
善
根
を
修
め
て

出
離
を
求
め
る
者
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
父
母
に
孝
養
し
、
世
間

の
慈
を
行
う
者
が
、
命
終
の
時
に
浄
土
や
四
十
八
願
の
教
え
に
遇
い
、
そ
れ
を
聞
い
て
往
生
す
る
〉
と
説

か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
ま
だ
仏
法
に
遇
わ
ず
、
父
母
に
孝
養
す
る
け
れ
ど

も
、
悟
り
を
求
め
た
こ
と
の
な
い
者
で
、
臨
終
に
初
め
て
善
師
の
教
え
に
遇
っ
て
浄
土
を
願
う
こ
と
が
で
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が
、
遇
え
な
け
れ
ば
地
獄
に
堕
ち
る
」（
要
約
）
と
。

（
301
）
観
経
玄
義
に
云
う
善マ

道マ

、（
善
導
『
観
経
疏
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
四
七
頁
下
～
二
四
九
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中
）、「
第
一
に
、
諸
師
の
見
解
を
挙
げ
る
。
上
品
上
生
は
四
・
五
・
六
地
の
菩
薩
で
あ
り
、
往
生
し
て
す

ぐ
に
七
地
無
生
忍
を
得
る
。
上
品
中
生
は
初
・
二
・
三
地
に
菩
薩
で
あ
り
、
往
生
し
て
一
小
劫
を
経
て
無

生
忍
を
得
る
。
上
品
下
生
は
種
性
以
上
初
地
未
満
（
十
住
・
十
行
・
十
回
向
）
の
菩
薩
で
、
往
生
し
て
三

小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
大
乗
の
聖
者
で
あ
る
。
中
品
上
生
は
小
乗
の
前
三
果
（
須
陀

洹
果
＝
預
流
果
・
斯
陀
含
果
＝
一
来
果
・
阿
那
含
果
＝
不
還
果
）
で
、
往
生
し
て
す
ぐ
に
阿
羅
漢
を
得
る
。

中
品
中
生
は
内
凡
の
位
で
、
往
生
し
て
須
陀
洹
を
得
る
。
中
品
下
生
は
世
間
の
善
を
修
め
る
凡
夫
で
、
苦

を
厭
い
往
生
を
願
い
、
往
生
し
て
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
得
る
。
こ
れ
ら
は
小
乗
の
聖
者
で
あ
る
。
下

品
の
三
人
は
、
は
じ
め
て
大
乗
を
学
ぶ
凡
夫
で
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
る
と
言
う
。
以
上
の

よ
う
な
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
正
し
い
見
地
か
ら
諸
師
の
説
を
論
破
す
る
。
十
地
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
『
華
厳
経
』
に
説
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
初
地
か
ら
七
地
の
菩
薩
は
、
法
性
生
身
・
変
易
生
死
の
境
地
を
得
て
い
る

の
で
、
分
段
生
死
の
苦
を
離
れ
て
い
る
。
す
で
に
二
大
阿
僧
祇
劫
の
修
行
を
終
え
、
自
利
利
他
の
行
を
修

め
て
空
の
悟
り
を
得
て
い
る
。
神
通
力
を
得
て
報
土
に
身
を
置
き
、
報
身
仏
の
説
法
を
聞
い
て
、
十
方
世

界
を
教
化
す
る
ほ
ど
の
菩
薩
で
あ
る
。
す
で
に
何
の
憂
い
も
な
い
菩
薩
の
た
め
に
、
韋
提
希
が
仏
に
請
う

て
往
生
極
楽
の
教
え
を
求
め
る
は
す
が
な
か
ろ
う
。
よ
っ
て
上
品
上
生
・
上
品
中
生
の
行
位
に
関
す
る
諸

師
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。

　
上
品
下
生
は
十
住
・
十
行
・
十
回
向
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
誤
り
で
あ
る
。
経
に
は
、
こ
の
位
の
菩
薩

は
、
生
死
の
世
界
に
い
て
も
生
死
の
た
め
に
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。『
大
品
般
若
経
』（
巻

二
十
七
、『
大
正
蔵
』
八
、四
一
八
頁
中
）
に
は
、〈
こ
の
位
の
菩
薩
は
、
諸
仏
・
諸
菩
薩
に
守
護
さ
れ
て

い
る
の
で
、
不
退
の
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
。
八
相
成
道
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
で
に
一

大
阿
僧
祇
劫
を
か
け
て
智
慧
・
慈
悲
の
修
行
を
し
て
き
た
菩
薩
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
す
で
に
何
の
憂

い
も
な
い
菩
薩
で
あ
る
。
韋
提
希
の
請
い
に
よ
っ
て
往
生
を
求
め
る
必
要
な
ど
な
か
ろ
う
。
以
上
上
輩
に

つ
い
て
論
じ
終
わ
っ
た
。

　
中
品
上
生
は
、
諸
師
に
よ
る
と
前
三
果
の
人
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
は
三
途
・
四
悪
趣
の
縁
を
断

ち
切
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
が
往
生
を
求
め
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
仏
の
大
悲
は
苦
に
沈
む
者
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
溺
れ
る
者
は
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
岸
上
の
者
は
救
う
必
要
が
な
い
。
よ
っ
て
上
輩

と
同
じ
く
諸
師
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。
中
品
中
生
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
重
ね
て
九
品
の
教
説
を
挙
げ
て
諸
師
の
説
を
論
破
す
る
。
諸
師
は
、
上
品
上
生
人
を
四
地
か

ら
七
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
第
一
に
戒
を
守
り
慈
悲
を

修
め
る
者
、
第
二
に
大
乗
の
経
典
を
読
む
者
、
第
三
に
仏
法
僧
の
三
宝
を
念
ず
る
者
が
、
一
日
乃
至
七
日

の
間
精
進
し
て
往
生
を
願
え
ば
、
命
終
の
時
、
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
光
明
を
放
ち
、
手
を
差
し
伸
べ

て
、
即
座
に
往
生
を
得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
経
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
大
乗
を
修
め
る
極

善
の
凡
夫
で
あ
る
。
地
上
聖
者
で
は
な
い
。

　
上
品
中
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
初
地
か
ら
四
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量

寿
経
』
に
、〈
必
ず
し
も
大
乗
を
受
持
し
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
ま
た
、〈
深
く
因
果
を
信
じ
て
大
乗

を
謗
ら
ず
、
往
生
を
願
う
者
は
、
命
終
に
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
、
即
座
に
往
生
を
得

る
〉
と
い
う
教
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
大
乗
心
を
発
す
衆
生
で
、
そ
の
行
業
が
上

品
上
人
よ
り
も
少
し
弱
い
者
だ
と
言
え
る
。

　
上
品
下
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
十
住
・
十
行
・
十
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ 

『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
ま
た
因
果
を
信
ず
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。〈
ま
た
〉
と
言
う
の
は
、
信
じ
た
り

信
じ
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、〈
大
乗
を
謗
ら
ず
、
た
だ
無
上
菩
提
心
を
発
す
だ
け
で

他
の
善
は
な
い
が
、
そ
の
一
行
に
よ
っ
て
往
生
を
願
い
、
命
終
に
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に
手
を
差
し
伸

べ
、
即
座
に
往
生
を
得
る
〉
と
い
う
教
説
に
よ
る
と
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
大
乗
心
を
発
す
衆
生
で
、

行
業
の
弱
い
者
で
あ
る
。

　
上
輩
の
三
人
は
往
生
の
様
相
が
異
な
る
。
上
品
上
生
人
が
往
生
す
る
時
に
は
、
仏
が
無
数
の
化
仏
と
共

に
手
を
差
し
伸
べ
、
上
品
中
生
人
に
は
、
仏
が
千
の
化
仏
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
、
上
品
下
生
人
に
は
、

仏
が
五
百
の
化
仏
と
共
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
こ
れ
は
行
業
に
強
弱
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
中
輩
の
三
人
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
中
品
上
生
は
小
乗
の
前
三
果
人
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
五
戒
・
八
戒
等
の
戒
を
守
り
、
五
逆
等
の
罪
を
造
ら
な
い
者
に
は
、
命
終
に

阿
弥
陀
仏
が
諸
比
丘
と
共
に
現
れ
る
の
を
見
て
往
生
を
得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら

ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
小
乗
の
戒
を
守
る
凡
夫
で
あ
る
。
小
乗
の
聖
者
で
は
な
い
。

　
中
品
中
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
見
道
以
前
の
内
凡
（
四
善
根
位
）
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
な
ぜ

『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
一
日
一
夜
の
間
戒
を
守
っ
て
往
生
を
願
う
者
が
、
命
終
の
時
に
仏
を
見
て
往
生
を

得
る
〉
と
説
か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
釈
尊
滅
後
の
善
根
の
な
い
凡
夫
で
あ

り
、
寿
命
が
あ
っ
た
た
め
に
一
昼
夜
だ
け
小
乗
の
縁
に
遇
っ
て
戒
を
授
か
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
往
生
を
願

い
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
往
生
を
得
た
の
で
あ
る
。
小
乗
の
聖
者
も
往
生
で
き
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
『
観
無

量
寿
経
』
は
、
仏
が
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
経
で
あ
り
、
聖
者
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
中
品
下
生
に
つ
い
て
、
諸
師
は
、
小
乗
の
内
凡
以
前
の
世
俗
の
凡
夫
で
、
た
だ
世
間
の
善
根
を
修
め
て

出
離
を
求
め
る
者
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
父
母
に
孝
養
し
、
世
間

の
慈
を
行
う
者
が
、
命
終
の
時
に
浄
土
や
四
十
八
願
の
教
え
に
遇
い
、
そ
れ
を
聞
い
て
往
生
す
る
〉
と
説

か
れ
る
の
か
。
こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
、
ま
だ
仏
法
に
遇
わ
ず
、
父
母
に
孝
養
す
る
け
れ
ど

も
、
悟
り
を
求
め
た
こ
と
の
な
い
者
で
、
臨
終
に
初
め
て
善
師
の
教
え
に
遇
っ
て
浄
土
を
願
う
こ
と
が
で
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き
た
た
め
に
往
生
を
得
た
の
で
あ
る
。
悟
り
の
た
め
に
孝
養
し
た
の
で
は
な
い
。

　
下
輩
の
三
人
に
つ
い
て
、諸
師
は
、大
乗
を
は
じ
め
て
学
ぶ
十
信
位
の
凡
夫
で
あ
り
、罪
の
軽
重
に
よ
っ

て
三
品
に
分
け
る
が
、
行
位
を
判
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
下
輩
人
に
は

全
く
善
根
は
な
く
、
た
だ
悪
を
作
る
だ
け
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
下
品
上
生
の
文
に
、〈
た
だ
五
逆
と

謗
法
の
罪
を
作
ら
な
い
だ
け
で
、
そ
の
他
の
悪
は
全
て
造
り
、
慚
愧
の
心
が
少
し
も
な
い
。
そ
ん
な
者
が

命
終
の
時
、
善
師
に
遇
っ
て
大
乗
を
聞
き
、
一
声
だ
け
仏
を
称
す
る
。
す
る
と
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
共
に

来
迎
し
往
生
を
得
る
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
善
師
に
遇
え
ば
往
生
で
き
る
が
、
遇
え
な
け
れ
ば
必

ず
悪
道
に
堕
ち
る
者
で
あ
る
。

　
下
品
中
生
の
文
に
は
、〈
戒
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
破
り
、
僧
物
を
盗
み
、
不
浄
説
法
し
て
、
慚
愧
の
心

が
少
し
も
な
い
。
命
終
に
は
地
獄
の
猛
火
が
現
れ
る
。
そ
の
時
善
師
に
遇
っ
て
教
え
を
聞
き
、
仏
を
見
、

化
仏
に
随
っ
て
往
生
す
る
〉
と
説
か
れ
る
。
善
師
に
遇
わ
な
け
れ
ば
地
獄
の
火
が
迎
え
、
善
師
に
遇
え
ば

化
仏
が
迎
え
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
よ
る
救
い
で
あ
る
。

　
下
品
下
生
の
文
に
は
、〈
五
逆
・
十
悪
を
造
り
、
あ
ら
ゆ
る
悪
を
犯
し
て
、
必
ず
地
獄
に
堕
ち
て
多
劫

の
苦
を
受
け
る
者
で
あ
る
が
、
命
終
に
善
知
識
に
遇
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
往

生
を
勧
め
ら
れ
る
。
そ
の
教
に
し
た
が
っ
て
仏
を
称
し
、
念
に
乗
じ
て
往
生
す
る
〉
と
説
か
れ
る
。
や
は

り
善
師
に
遇
わ
な
け
れ
ば
地
獄
に
堕
ち
る
と
こ
ろ
を
、
臨
終
に
善
師
に
遇
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
蓮
台
に
迎

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
観
無
量
寿
経
』
定
善
・
九
品
の
文
意
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
え
の
対
象
は
釈
尊
滅
後
の
五

濁
の
凡
夫
で
あ
る
。
縁
に
遇
う
こ
と
の
違
い
に
よ
っ
て
九
品
の
別
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
上
品
人
は
大
乗

の
縁
に
遇
っ
た
凡
夫
、
中
品
人
は
小
乗
の
縁
に
遇
っ
た
凡
夫
、
下
品
人
は
悪
縁
に
遇
っ
た
凡
夫
で
あ
る
。

悪
業
の
た
め
に
臨
終
に
善
を
借
り
、
仏
の
願
力
に
救
わ
れ
て
往
生
し
、
極
楽
に
至
っ
て
は
じ
め
て
菩
提
心

を
発
す
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
者
を
、
大
乗
を
は
じ
め
て
学
ぶ
凡
夫
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
見

解
は
自
身
を
迷
わ
せ
、
他
者
を
害
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
以
上
、
九
品
の
一
々
の
経
文
を
文
証
と
し
て
、

現
在
の
す
べ
て
の
善
悪
の
凡
夫
を
九
品
に
配
当
し
た
。
信
じ
て
疑
わ
な
け
れ
ば
、
み
な
必
ず
仏
願
力
に
乗

じ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
要
約
）
と
。

（
302
）
観
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、一
九
三
頁
中
～
下
）、「
三
輩
を
九
品
に
開
く
。
そ
の
上

品
は
習
種
か
ら
解
行
（
十
住
・
十
行
）
の
菩
薩
、
中
品
は
十
信
以
下
、
下
品
は
末
世
の
凡
夫
で
あ
る
。
上

品
は
見
仏
聞
法
し
て
即
座
に
無
生
を
悟
る
。
そ
れ
は
道
種
位
（
十
回
向
）
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
下
品

は
四
重
の
罪
を
造
り
な
が
ら
も
往
生
を
得
る
。
あ
る
い
は
上
品
は
道
種
位（
十
回
向
）、中
品
は
性
種
位（
十

行
）、
下
品
は
習
種
位
（
十
住
）
で
あ
る
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
303
）
観
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
二
頁
上
～
下
）、「
は
じ
め
に
往
生
人
に
つ
い 

て
、
三
分
あ
る
い
は
九
分
す
る
。
三
分
す
る
と
、
大
乗
人
の
種
性
（
十
住
）
以
上
が
上
品
、
小
乗
人
の
凡

夫
位
か
ら
聖
位
に
至
る
持
戒
の
者
が
中
品
、
大
乗
人
の
外
凡
の
罪
人
が
下
品
で
あ
る
。
九
分
の
場
合
は
、

三
輩
を
そ
れ
ぞ
れ
上
・
中
・
下
の
三
つ
に
開
く
。
大
乗
人
の
四
地
以
上
が
上
品
上
生
で
あ
る
。
往
生
し
て

即
座
に
無
生
忍
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
初
・
二
・
三
地
の
信
忍
の
菩
薩
が
上
品
中
生
で
あ
る
。
往
生
し
て

一
小
劫
を
経
て
無
生
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
…
中
略
…
（
以
下
の
文
は
略
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小

字
で
書
き
加
え
て
お
く
。
…
…
筆
者
註
）
種
性
解
行
（
十
住
・
十
行
）
が
上
品
下
生
で
あ
る
。
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
る

か
ら
で
あ
る
。
小
乗
人
の
前
三
果
が
中
品
上
生
で
あ
る
。
往
生
し
て
即
座
に
阿
羅
漢
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。 

…
中
略
… 

見
道
以
前
の
内
外
二
凡
で
、
持
戒
の
者
が
中
品
中
生
で
あ
る
。
往
生
の
後
七
日
間
聞
法
し
て
須

陀
洹
（
預
流
）
を
得
、
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
見
道
以
前
の
世
俗
の
凡
夫
が
中
品
下

生
で
あ
る
。
往
生
の
後
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
下
輩
は
は
じ
め
て
大
乗
を
学
ぶ
人

で
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
品
に
分
か
れ
る
。
行
位
を
論
ず
る
所
に
ま
で
至
ら
な
い
者
で
あ
る
」（
要
約
） 

と
。

（
304
）
観
経
疏
正
宗
分
散
善
義
に
（
善
導
『
観
経
疏
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
三
七
、二
七
〇
頁
下
）、
上
品
上

生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
大
乗
を
学
ぶ
上
善
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
上
品
中
生
位
を
明
か
し
て

云
う
、「
こ
れ
は
大
乗
の
次
善
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
上
品
下
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
大
乗
の

下
善
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
中
品
上
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
小
乗
の
上
善
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。

中
品
中
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
小
乗
の
下
善
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
中
品
下
生
位
を
明
か
し

て
云
う
、「
こ
れ
は
世
間
の
善
を
行
う
上
福
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
下
品
上
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ

れ
は
十
悪
を
作
る
罪
の
軽
い
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
下
品
中
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
破
戒
の
罪

を
造
る
次
に
罪
の
重
い
凡
夫
で
あ
る
」
と
。
下
品
下
生
位
を
明
か
し
て
云
う
、「
こ
れ
は
五
逆
等
の
あ
ら

ゆ
る
罪
を
作
る
重
罪
の
凡
夫
で
あ
る
」
と
。

（
305
）
観
経
疏
同マ

マ

下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
ま
さ
に
文
を
釈
さ
ん
と
す
る
に
、
先

づ
文
首
に
略
し
て
四
門
の
分
別
を
作
す
。
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
弁
じ
、
二
に
往
生
人
を
明
か
し
、
三

に
分
位
差
別
し
、
四
に
問
答
分
別
す
。
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
弁
ず
と
は
、
上
品
上
生
人
は
、
本
識
の

内
に
過
去
に
久
し
く
修
せ
る
十
解
・
十
行
・
十
回
向
お
よ
び
煖
等
の
三
心
、
こ
の
三
十
三
心
の
中
に
修
す

る
と
こ
ろ
の
六
度
、
お
よ
び
大
乗
の
多
聞
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
こ
の
臨
終
の
世
第
一
念

の
意
識
を
も
っ
て
次
第
縁
と
な
す
。
現
在
所
願
の
誠
心
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
臨
終
所
現
の
阿
弥
陀

仏
お
よ
び
二
菩
薩
・
金
剛
台
等
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
こ
れ
託
生
の
境
界
な
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。

上
品
中
生
人
は
、
本
識
の
内
の
過
去
の
十
解
・
十
行
・
十
回
向
の
三
十
心
の
中
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
六
度
、

多
聞
薫
習
の
種
子
等
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
所
起
の
信
楽
因
果
、
発
願

回
向
等
の
心
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
紫
金
台
等
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
上
品
下
生
人
は
、
本
識
の

内
の
過
去
の
十
解
・
十
行
の
心
の
中
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
六
度
、
多
聞
薫
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。

次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
所
発
の
無
上
道
心
所マ
マ

（
所
︱
？
）
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
臨
終
所
見
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の
金
蓮
花
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
中
品
上
生
人
は
、
本
識
の
内
の
煖
法
・
頂
法
、
過
去
に
修
す
る
と
こ

ろ
の
有
漏
の
戒
・
定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
無
漏
を
取
ら
ず
。
も
し
忍
位
に
至
ら
ば
、

小
乗
の
根
性
す
で
に
定
ま
り
、
お
よ
び
悪
道
を
得
、
数
滅
に
あ
ら
ず
、
さ
ら
に
大
乗
を
求
め
ず
。
今
求
む

る
と
こ
ろ
は
み
な
こ
れ
分
段
生
な
り
。
次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵

所
お
よ
び
回
願
求
心
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
臨
終
所
見
の
金
色
光
蓮
花
台
等
を
縁
縁
と
な
す
。
中

品
中
生
人
は
、
本
識
の
内
の
過
去
の
惣
別
念
処
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ

て
因
縁
と
な
す
。
次
第
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
起
の
回
向
願
求
心
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
宝
蓮
華

等
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
中
品
下
生
人
は
、
本
識
の
内
の
過
去
の
五
停
心
位
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・

定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
所
起
の
遇
善
知
識
聞
法

願
求
心
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
ま
た
蓮
華
相
来
迎
あ
る
を
縁
縁
と
な
す
。
文
中
に
略
天マ
マ

（
天
―
？
）

せ
る
も
、
惣
じ
て
西
方
所
求
の
境
界
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
下
品
上
生
人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
位
中

の
十
千
劫
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵
、
多
聞
薫
習
の
種
子
の
ま
さ
に
満
て
ん
と
す
る
を
も
っ
て
因

縁
と
な
す
。次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。命
終
に
臨
ん
で
遇
ふ
と
こ
ろ
の
善
知
識
お
よ
び
念
仏
願
求
心
を
も
っ

て
増
上
縁
と
な
す
。
仏
光
明
七
宝
蓮
華
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
下
品
中
生
人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
中

品マ
マ

（
品
︱
？
）
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
施
・
戒
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
次
第
縁
は
前
の
ご

と
し
。
臨
終
所
遇
の
善
知
識
お
よ
び
聞
法
仏
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
蓮
華
仏
等
を
も
っ
て
縁
縁
と

な
し
て
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
阿
毘
跋
位
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
下
品
下
生

人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
初
心
お
よ
び
十
信
外
の
軽
毛
の
凡
夫
の
修
す
る
と
こ
ろ
の
施
・
戒
・
恵
等
薫
習

の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
こ
の
臨
終
の
意
識
を
も
っ
て
次
第
縁
と
な
す
。
臨
終
所
遇
の
善
知
識
お

よ
び
仏
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
金
蓮
華
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
惣
じ
て
こ
の
四
縁
を
往
生
の
因

と
な
し
て
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
乃
至 

も
し
華
厳
経
に
よ
ら
ば
、
定
を
も
っ
て
因
と
な
す
。
彼
の
経
に

説
く
が
ご
と
し
、〈
こ
の
仏
国
土
の
体
性
三
昧
〉
と
。
も
し
維
摩
経
の
説
に
よ
ら
ば
、
布
施
・
重
心
・
深 

心
・
菩
提
心
・
十
善
道
は
な
ら
び
に
こ
れ
浄
土
の
因
な
り
。
涅
槃
経
に
よ
ら
ば
十
六
種
あ
り
。〈
像
お
よ

び
仏
塔
を
造
る
こ
と

　な
ほ
し
大
母
指
の
ご
と
く
し

　常
に
歓
喜
心
を
生
ず
れ
ば

　す
な
は
ち
不
動
国
に

生
ま
れ
ん
〉、〈
も
し
仏
法
僧
に
お
い
て

　一
香
灯
を
供
養
し

　乃
至
一
偈マ
マ

（
偈
＝
華
？
）
ま
で

　す
な
は

ち
不
動
国
に
生
ま
れ
ん
〉
と
。
広
く
は
彼
の
説
の
ご
と
し
。
も
し
弥
勒
問
経
に
よ
ら
ば
、
お
ほ
よ
そ
十
念

あ
り
て
彼
国
に
生
ず
る
を
得
。
二
に
往
生
人
を
弁
ず
と
は
、
は
じ
め
十
解
よ
り
、
世
第
一
法
・
三
賢
・
四

心
の
菩
薩
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
上
輩
生
の
三
人
な
り
。
こ
れ
九
品
往
生
人
を
処
す
る
に
初
地
已
上
の
菩
薩

を
も
っ
て
す
る
に
あ
ら
ず
。
も
し
初
地
已
上
の
菩
薩
な
ら
ば
、
正
体
智
に
拠
っ
て
、
す
な
は
ち
一
味
真
如

法
性
の
土
を
証
せ
ん
。
謂
く
加
行
後
得
智
を
も
っ
て
、す
な
は
ち
恒
に
七
宝
荘
厳
の
事
浄
土
を
見
る
な
り
。

ゆ
ゑ
に
九
品
往
生
人
を
処
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
五
停
心
位
よ
り
頂
法
已
還
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
中
輩

生
の
三
人
な
り
。
小
乗
の
根
性
、
未
だ
決
定
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
忽
ち
善
知
識
に
遇
ひ
て
発
心
回
向
し
、

浄
土
に
生
ず
る
を
得
。
も
し
忍
位
に
至
れ
ば
、
小
乗
の
根
性
決
定
し
、
転
じ
て
大
乗
を
求
む
る
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
三
の
分
位
差
別
は
、
文
中
に
至
っ
て
解
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
経
文
を
釈
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
じ
め
に
お
お
よ
そ

四
門
に
分
け
る
。
第
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
論
じ
、
第
二
に
往
生
人
を
明
か
し
、
第
三
に
行
位
の
差
別

を
述
べ
、
第
四
に
問
答
を
設
け
て
検
討
す
る
。

　
第
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
論
ず
る
。
上
品
上
生
人
は
、
十
解
（
十
住
）・
十
行
・
十
回
向
お
よ
び
煖
・

頂
・
忍
の
三
十
三
心
の
中
で
、
長
ら
く
修
し
て
き
た
六
波
羅
蜜
や
、
大
乗
の
聞
法
に
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識

に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
臨
終
に
発
す
る
世
第
一
法
の
意
識
を
次
第
縁
と
す
る
。
現
在
往
生

を
願
っ
て
い
る
誠
の
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
臨
終
に
現
れ
る
阿
弥
陀
仏
・
二
菩
薩
と
金
剛
の
蓮
台
等
を
縁

縁
と
す
る
。
こ
れ
は
自
身
が
往
生
し
て
ゆ
く
情
景
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
上
品
中
生
人
は
、
十
解
・
十
行
・
十
回
向
の
三
十
心
の
中
で
、
修
し
て
き
た
六
波
羅
蜜
や
聞
法
に
よ
っ

て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
起
こ
っ
て
い
る

信
楽
や
発
願
、
回
向
の
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
紫
金
台
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
十
解
・
十
行
の
心
の
中
で
修
し
た
六
波
羅
蜜
や
聞
法
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら

れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
発
し
た
無
上
菩
提
心
を
増
上
縁
と
す
る
。

臨
終
に
現
れ
る
金
蓮
花
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
上
生
人
は
、
煖
法
・
頂
法
の
中
で
修
し
た
有
漏
の
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら

れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
無
漏
の
行
は
な
い
。
ま
た
忍
法
の
位
に
到
達
す
る
と
、
小
乗
の
根
性
が
決
定

し
て
、
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
も
あ
る
。
択
滅
無
為
に
至
る
こ
と
も
、
大
乗
に
回
入
す
る
こ
と
も
な
い
。
た

だ
分
段
生
死
の
世
界
を
求
め
る
の
み
で
あ
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
修
す
る
戒
・
定
・
恵

と
回
向
・
願
生
の
心
等
を
増
上
縁
と
す
る
。
臨
終
に
現
れ
る
金
色
光
の
蓮
花
台
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
中
生
人
は
、
総
相
念
住
・
別
相
念
住
の
中
で
修
し
た
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ

ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
起
こ
っ
て
く
る
回
向
・
願
生
の
心
を

増
上
縁
と
す
る
。
宝
蓮
華
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
下
生
人
は
、
五
停
心
位
の
中
で
修
し
た
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子

を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
、
善
師
に
出
遇
っ
て
教
え
を
聞
い
て
起
こ
し
た
願

生
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
蓮
華
が
来
迎
す
る
情
景
を
縁
縁
と
す
る
。
経
文
で
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
極
楽

を
願
う
心
の
情
景
が
縁
縁
で
あ
る
。

　
下
品
上
生
人
は
、
十
信
位
の
十
千
劫
の
間
に
修
し
た
戒
・
定
・
恵
や
聞
法
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ

ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
臨
終
に
出
遇
う
善
師
お
よ
び
念
仏
・
願
生

心
と
を
増
上
縁
と
す
る
。
仏
の
光
明
や
七
宝
の
蓮
華
を
縁
縁
と
す
る
。

　
下
品
中
生
人
は
、
十
信
位
で
修
し
た
施
・
戒
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
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の
金
蓮
花
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
中
品
上
生
人
は
、
本
識
の
内
の
煖
法
・
頂
法
、
過
去
に
修
す
る
と
こ

ろ
の
有
漏
の
戒
・
定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
無
漏
を
取
ら
ず
。
も
し
忍
位
に
至
ら
ば
、

小
乗
の
根
性
す
で
に
定
ま
り
、
お
よ
び
悪
道
を
得
、
数
滅
に
あ
ら
ず
、
さ
ら
に
大
乗
を
求
め
ず
。
今
求
む

る
と
こ
ろ
は
み
な
こ
れ
分
段
生
な
り
。
次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵

所
お
よ
び
回
願
求
心
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
臨
終
所
見
の
金
色
光
蓮
花
台
等
を
縁
縁
と
な
す
。
中

品
中
生
人
は
、
本
識
の
内
の
過
去
の
惣
別
念
処
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ

て
因
縁
と
な
す
。
次
第
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
起
の
回
向
願
求
心
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
宝
蓮
華

等
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
中
品
下
生
人
は
、
本
識
の
内
の
過
去
の
五
停
心
位
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・

定
・
恵
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。
現
在
所
起
の
遇
善
知
識
聞
法

願
求
心
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
ま
た
蓮
華
相
来
迎
あ
る
を
縁
縁
と
な
す
。
文
中
に
略
天マ
マ

（
天
―
？
）

せ
る
も
、
惣
じ
て
西
方
所
求
の
境
界
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
下
品
上
生
人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
位
中

の
十
千
劫
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
戒
・
定
・
恵
、
多
聞
薫
習
の
種
子
の
ま
さ
に
満
て
ん
と
す
る
を
も
っ
て
因

縁
と
な
す
。次
第
縁
は
前
の
ご
と
し
。命
終
に
臨
ん
で
遇
ふ
と
こ
ろ
の
善
知
識
お
よ
び
念
仏
願
求
心
を
も
っ

て
増
上
縁
と
な
す
。
仏
光
明
七
宝
蓮
華
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
下
品
中
生
人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
中

品マ
マ

（
品
︱
？
）
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
施
・
戒
等
薫
習
の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
次
第
縁
は
前
の
ご

と
し
。
臨
終
所
遇
の
善
知
識
お
よ
び
聞
法
仏
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
蓮
華
仏
等
を
も
っ
て
縁
縁
と

な
し
て
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
阿
毘
跋
位
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
下
品
下
生

人
は
、
本
識
の
内
の
十
信
初
心
お
よ
び
十
信
外
の
軽
毛
の
凡
夫
の
修
す
る
と
こ
ろ
の
施
・
戒
・
恵
等
薫
習

の
種
子
を
も
っ
て
因
縁
と
な
す
。
こ
の
臨
終
の
意
識
を
も
っ
て
次
第
縁
と
な
す
。
臨
終
所
遇
の
善
知
識
お

よ
び
仏
等
を
も
っ
て
増
上
縁
と
な
す
。
金
蓮
華
を
も
っ
て
縁
縁
と
な
す
。
惣
じ
て
こ
の
四
縁
を
往
生
の
因

と
な
し
て
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。
乃
至 

も
し
華
厳
経
に
よ
ら
ば
、
定
を
も
っ
て
因
と
な
す
。
彼
の
経
に

説
く
が
ご
と
し
、〈
こ
の
仏
国
土
の
体
性
三
昧
〉
と
。
も
し
維
摩
経
の
説
に
よ
ら
ば
、
布
施
・
重
心
・
深 

心
・
菩
提
心
・
十
善
道
は
な
ら
び
に
こ
れ
浄
土
の
因
な
り
。
涅
槃
経
に
よ
ら
ば
十
六
種
あ
り
。〈
像
お
よ

び
仏
塔
を
造
る
こ
と

　な
ほ
し
大
母
指
の
ご
と
く
し

　常
に
歓
喜
心
を
生
ず
れ
ば

　す
な
は
ち
不
動
国
に

生
ま
れ
ん
〉、〈
も
し
仏
法
僧
に
お
い
て

　一
香
灯
を
供
養
し

　乃
至
一
偈マ
マ

（
偈
＝
華
？
）
ま
で

　す
な
は

ち
不
動
国
に
生
ま
れ
ん
〉
と
。
広
く
は
彼
の
説
の
ご
と
し
。
も
し
弥
勒
問
経
に
よ
ら
ば
、
お
ほ
よ
そ
十
念

あ
り
て
彼
国
に
生
ず
る
を
得
。
二
に
往
生
人
を
弁
ず
と
は
、
は
じ
め
十
解
よ
り
、
世
第
一
法
・
三
賢
・
四

心
の
菩
薩
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
上
輩
生
の
三
人
な
り
。
こ
れ
九
品
往
生
人
を
処
す
る
に
初
地
已
上
の
菩
薩

を
も
っ
て
す
る
に
あ
ら
ず
。
も
し
初
地
已
上
の
菩
薩
な
ら
ば
、
正
体
智
に
拠
っ
て
、
す
な
は
ち
一
味
真
如

法
性
の
土
を
証
せ
ん
。
謂
く
加
行
後
得
智
を
も
っ
て
、す
な
は
ち
恒
に
七
宝
荘
厳
の
事
浄
土
を
見
る
な
り
。

ゆ
ゑ
に
九
品
往
生
人
を
処
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
五
停
心
位
よ
り
頂
法
已
還
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
中
輩

生
の
三
人
な
り
。
小
乗
の
根
性
、
未
だ
決
定
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
忽
ち
善
知
識
に
遇
ひ
て
発
心
回
向
し
、

浄
土
に
生
ず
る
を
得
。
も
し
忍
位
に
至
れ
ば
、
小
乗
の
根
性
決
定
し
、
転
じ
て
大
乗
を
求
む
る
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
三
の
分
位
差
別
は
、
文
中
に
至
っ
て
解
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
経
文
を
釈
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
じ
め
に
お
お
よ
そ

四
門
に
分
け
る
。
第
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
論
じ
、
第
二
に
往
生
人
を
明
か
し
、
第
三
に
行
位
の
差
別

を
述
べ
、
第
四
に
問
答
を
設
け
て
検
討
す
る
。

　
第
一
に
往
生
因
縁
の
同
異
を
論
ず
る
。
上
品
上
生
人
は
、
十
解
（
十
住
）・
十
行
・
十
回
向
お
よ
び
煖
・

頂
・
忍
の
三
十
三
心
の
中
で
、
長
ら
く
修
し
て
き
た
六
波
羅
蜜
や
、
大
乗
の
聞
法
に
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識

に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
臨
終
に
発
す
る
世
第
一
法
の
意
識
を
次
第
縁
と
す
る
。
現
在
往
生

を
願
っ
て
い
る
誠
の
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
臨
終
に
現
れ
る
阿
弥
陀
仏
・
二
菩
薩
と
金
剛
の
蓮
台
等
を
縁

縁
と
す
る
。
こ
れ
は
自
身
が
往
生
し
て
ゆ
く
情
景
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
上
品
中
生
人
は
、
十
解
・
十
行
・
十
回
向
の
三
十
心
の
中
で
、
修
し
て
き
た
六
波
羅
蜜
や
聞
法
に
よ
っ

て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
起
こ
っ
て
い
る

信
楽
や
発
願
、
回
向
の
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
紫
金
台
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
十
解
・
十
行
の
心
の
中
で
修
し
た
六
波
羅
蜜
や
聞
法
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら

れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
発
し
た
無
上
菩
提
心
を
増
上
縁
と
す
る
。

臨
終
に
現
れ
る
金
蓮
花
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
上
生
人
は
、
煖
法
・
頂
法
の
中
で
修
し
た
有
漏
の
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら

れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
無
漏
の
行
は
な
い
。
ま
た
忍
法
の
位
に
到
達
す
る
と
、
小
乗
の
根
性
が
決
定

し
て
、
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
も
あ
る
。
択
滅
無
為
に
至
る
こ
と
も
、
大
乗
に
回
入
す
る
こ
と
も
な
い
。
た

だ
分
段
生
死
の
世
界
を
求
め
る
の
み
で
あ
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
修
す
る
戒
・
定
・
恵

と
回
向
・
願
生
の
心
等
を
増
上
縁
と
す
る
。
臨
終
に
現
れ
る
金
色
光
の
蓮
花
台
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
中
生
人
は
、
総
相
念
住
・
別
相
念
住
の
中
で
修
し
た
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ

ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
起
こ
っ
て
く
る
回
向
・
願
生
の
心
を

増
上
縁
と
す
る
。
宝
蓮
華
等
を
縁
縁
と
す
る
。

　
中
品
下
生
人
は
、
五
停
心
位
の
中
で
修
し
た
戒
・
定
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子

を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
、
善
師
に
出
遇
っ
て
教
え
を
聞
い
て
起
こ
し
た
願

生
心
を
増
上
縁
と
す
る
。
蓮
華
が
来
迎
す
る
情
景
を
縁
縁
と
す
る
。
経
文
で
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
極
楽

を
願
う
心
の
情
景
が
縁
縁
で
あ
る
。

　
下
品
上
生
人
は
、
十
信
位
の
十
千
劫
の
間
に
修
し
た
戒
・
定
・
恵
や
聞
法
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ

ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
臨
終
に
出
遇
う
善
師
お
よ
び
念
仏
・
願
生

心
と
を
増
上
縁
と
す
る
。
仏
の
光
明
や
七
宝
の
蓮
華
を
縁
縁
と
す
る
。

　
下
品
中
生
人
は
、
十
信
位
で
修
し
た
施
・
戒
等
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
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る
。
次
第
縁
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
臨
終
に
出
遇
う
善
師
お
よ
び
聞
法
・
仏
等
を
増
上
縁
と
す
る
。
蓮 

華
・
仏
等
を
も
っ
て
縁
縁
と
し
て
、
即
座
に
往
生
を
得
る
。
不
退
転
位
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。

　
下
品
下
生
人
は
、
十
信
の
初
心
と
十
信
未
満
の
愚
か
な
凡
夫
が
修
し
た
施
・
戒
・
恵
等
に
よ
っ
て
阿
頼

耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
種
子
を
因
縁
と
す
る
。
臨
終
の
意
識
を
次
第
縁
と
す
る
。
臨
終
に
出
遇
う
善
師
お
よ

び
仏
等
を
増
上
縁
と
す
る
。
金
蓮
華
を
縁
縁
と
す
る
。
す
べ
て
因
縁
・
次
第
縁
・
増
上
縁
・
縁
縁
の
四
縁

を
往
生
の
因
と
し
て
、
往
生
を
得
る
の
で
あ
る
。
…
中
略
…

　
『
華
厳
経
』
で
は
三
昧
が
浄
土
の
因
で
あ
る
と
言
う
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
巻
二
十
七
、『
大
正

蔵
』
九
、
五
七
四
頁
上
）
に
、〈
こ
の
仏
国
土
の
体
性
三
昧
〉
と
あ
る
。『
維
摩
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』

十
四
、
五
三
八
頁
中
）
に
は
、
布
施
・
重
心
・
深
心
・
菩
提
心
・
十
善
道
は
み
な
浄
土
の
因
で
あ
る
と
言 

う
。『
涅
槃
経
』
に
は
十
六
種
の
因
を
説
く
（
北
本
巻
二
十
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
四
九
一
頁
中
・
上
）。 

〈
仏
像
・
仏
塔
つ
く
る
人
　
ほ
ん
の
親
指
程
度
で
も
　
常
に
歓
喜
を
生
ず
れ
ば
　
不
動
国
に
往
生
す
〉、 

〈
仏
・
法
・
僧
を
敬
っ
て
　
香
・
花
を
供
養
す
る
人
は
　
花
一
輪
に
至
る
ま
で
　
不
動
国
に
往
生
す
〉
等
と
、

経
に
は
詳
説
さ
れ
て
い
る
。『
弥
勒
問
経
』
に
は
、
十
種
の
念
に
よ
っ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説

か
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
往
生
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。
十
解
（
十
住
）
か
ら
世
第
一
法
・
三
賢
・
四
心
の
菩
薩
ま
で
が
上

輩
生
の
三
人
で
あ
る
。
九
品
往
生
人
を
初
地
以
上
の
菩
薩
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
初
地
以
上
の
菩
薩
な

ら
ば
、
正
体
智
（
根
本
無
分
別
智
）
に
よ
っ
て
一
味
真
如
法
性
の
土
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
加
行
後
得
智
に
よ
っ
て
、
即
座
に
常
に
七
宝
荘
厳
の
事
浄
土
を
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
九
品

往
生
人
の
境
地
で
は
な
い
。
五
停
心
位
か
ら
頂
法
ま
で
が
中
輩
生
の
三
人
で
あ
る
。
小
乗
の
根
性
が
ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
か
ら
、善
知
識
に
遇
え
ば
発
心
回
向
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

も
し
忍
位
に
到
達
す
れ
ば
、
小
乗
の
根
性
が
決
定
し
、
大
乗
に
回
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
第
三
の
行
位
の
差
別
は
、
本
文
中
に
解
説
す
る
」
と
。

（
306
）
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
下
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
五
九
頁
中
）、「
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』

の
三
輩
は
、
上
か
ら
順
に
、『
観
無
量
寿
経
』
九
品
の
上
品
中
生
・
中
品
上
生
・
下
品
下
生
に
当
た
る
と

言
う
。
だ
か
ら
『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
に
、
七
日
を
経
て
不
退
転
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の

説
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
一
説
に
、『
無
量
寿
経
』
に
言
う
不
退
転
は
初
地
で
あ
り
、『
観
無
量
寿
経
』
の

無
生
忍
・
得
百
法
明
門
も
初
地
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
説
も
誤
り
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
往

生
し
て
不
退
を
得
、
そ
の
後
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
不
退
転
は
初
地
で

は
な
い
。
正
し
く
は
、
上
品
三
生
は
、
得
果
ま
で
の
遅
速
は
あ
る
が
、
み
な
十
信
に
入
っ
て
、
無
生
忍
を

得
、
百
法
明
門
を
悟
る
か
ら
、
住
不
退
と
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
307
）
無
量
寿
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、古
逸
）、「
経
の
〈
仏
告
阿
難
十
方
世 

界
〉
よ
り
〈
凡
有
三
輩
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
の
下
は
第
二
に
、
別
し
て
三
輩
を
開
く
。
中
に
於

い
て
先
づ
開
き
、
後
に
釈
す
。
こ
れ
は
す
な
は
ち
開
く
な
り
。
謂
く
至
心
願
生
の
者
、
行
業
の
優
劣
の
位

分
、
上マ
マ

（
上
＝
亦
？
）
一
に
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
三
輩
あ
る
な
り
。
こ
の
中
、
先
づ
ま
さ
に
三
輩
の
相
を
弁

ず
べ
し
。
略
し
て
三
門
あ
り
。
一
に
三
輩
の
位
分
を
定
め
、
二
に
九
品
の
相
と
与く
み

し
、
三
に
受
用
胎
生
は

何
品
の
中
に
あ
る
か
を
顕
す
。
初
め
に
位
を
定
む
と
は
、
こ
の
中
、
上
輩
は
位
に
約
さ
ば
十
解
已
上
に
あ

り
、行
に
約
さ
ば
ま
た
十
信
位
中
の
信
成
就
の
者
を
取
る
。
未
だ
信
成
就
位
に
入
る
を
得
ず
と
い
へ
ど
も
、

そ
の
中
に
お
い
て
ま
た
定
信
あ
り
、
仏
智
等
に
疑
惑
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
す
な
は
ち
熙
連
河
の
仏
の
所
に

お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
等
し
く
大
乗
の
法
を
聞
き
、
よ
く
謗
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
中
輩
人
は
、
す
な
は

ち
十
信
の
中
、
信
未
だ
成
就
せ
ず
、
未
だ
熙
連
を
満
て
ざ
る
已
前
の
人
な
り
。
下
輩
人
は
、
十
信
位
の
中
、

最
初
発
心
な
り
。
菩
提
心
を
発
す
る
を
得
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
よ
く
施
等
の
功
徳
を
せ
ず
、
た
だ
し
か
れ

ど
も
十
念
念
仏
乃
至
一
念
を
成
就
す
。
旧
本
の
中
、
後
の
二
輩
人
は
、
み
な
疑
心
あ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ

に
知
ん
ぬ
、
彼
は
こ
れ
未
だ
熙
連
を
満
て
ず
、
信
決
定
せ
ざ
る
こ
と
を
。
経
文
に
よ
っ
て
位
分
す
る
こ
と

ほ
ぼ
し
か
り
。
論
に
は
決
判
な
け
れ
ば
、敢
へ
て
す
な
は
ち
定
め
ず
。（
＋
二
に
九
品
の
相
と
与く
み

す
と
は
？
）

ま
た
云
ふ
、
上
品
の
三
の
位
分
は
云
何
と
。
あ
る
が
云
ふ
、〈
四
地
已
去
を
上
上
品
と
名
づ
く
。
彼
に
生

じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
初
二
三
地
を
上
中
品
と
名
づ
く
。
生
彼
已マ

国マ

（
已
国
＝
国 

已
？
…
彼
国
に
生
じ
を
は
り
て
）、
一
小
劫
に
し
て
無
生
忍
を
得
。
生マ

マ

（
生
︱
？
）
彼
国
の
日
、
長
け
れ

ば
な
り
。
信
忍
よ
り
無
生
忍
に
至
る
ま
で
、
た
だ
所マ
マ

（
所
＝
一
小
？
）
劫
を
経
る
の
み
。
も
し
此
方
の
時

に
約
さ
ば
、
実
に
無
量
劫
を
経
。
種
性
解
行
を
上
下
品
と
名
づ
く
。
彼
国
に
生
じ
を
は
り
て
三
小
劫
を
過

ぎ
て
百
法
明
門
を
得
、歓
喜
地
に
住
す
。
ま
た
彼
国
の
劫
、長
け
れ
ば
な
り
。
種
性
よ
り
初
地
に
至
る
ま
で
、

た
だ
三
小
劫
を
住
す
る
の
み
。
も
し
此
方
の
時
に
約
さ
ば
、
ま
た
無
量
劫
を
経
。
信
忍
よ
り
無
生
忍
に
至

る
ま
で
、
第
二
の
阿
僧
祇
を
経
、
種
性
よ
り
初
地
に
至
る
ま
で
、
第
一
の
阿
僧
祇
を
経
。
何
の
ゆ
ゑ
に
上

中
品
、
た
だ
一
小
劫
等
を
経
る
の
み
か
と
な
れ
ば
、
彼
の
劫
量
に
約
せ
ば
な
り
。
下
品
生
の
中
の
十
小
劫

等
も
、
例
し
て
ま
た
ま
さ
に
し
か
る
べ
し
〉
と
。
も
し
し
か
ら
ば
、
穢
土
に
て
十
信
を
経
る
こ
と
た
だ
万

劫
を
経
る
の
み
に
し
て
、
如
何
が
彼
に
生
じ
て
、
そ
れ
大
い
に
稽
遅
な
ら
ん
。
彼
の
十
小
劫
は
、
此
の
無

量
大
劫
に
当
た
る
。
た
と
へ
ば
六
十
大
劫
を
経
と
説
く
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
説
は
理
と
し
て
お
そ
ら

く
然
ら
ず
。
あ
る
が
い
ふ
、〈
上
品
上
生
は
十
回
向
に
あ
り
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る
と

は
、
謂
く
初
地
中
の
無
生
忍
な
り
。
初
地
位
の
中
に
、
始
め
て
大
乗
の
正
性
離
生
に
入
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

得
無
生
忍
と
名
づ
く
。
上
品
中
生
は
十
解
行
に
あ
り
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
を
得
る
と
は
、
謂
く
地
前
三

祇
中
に
第
三
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
な
り
。
上
品
下
生
は
十
信
位
に
あ
り
。
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を

得
る
と
は
、
謂
く
地
前
三
阿
僧
祇
を
経
て
、
初
地
中
に
百
法
明
門
を
得
。
一
・
三
小
劫
の
差
降
し
か
る
べ 

し
〉
と
。
十マ

マ

（
十
＝
一
？
）
小
劫
等
は
、
前
と
同
じ
く
ま
た
難
ず
。
も
し
此
方
の
劫
に
約
さ
ば
、
一
・
三

は
は
な
は
だ
短
し
。
も
し
彼
土
の
劫
に
就
か
ば
、
十マ

六マ

ま
た
大
長
な
る
と
こ
ろ
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
ま

た
釈
義
ま
た
未
だ
顕
か
な
ら
ず
。
あ
る
義
に
、〈
上
輩
三
品
生
の
者
は
み
な
こ
れ
信
位
初
業
の
菩
薩
に
就
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き
、
彼
の
根
行
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
三
品
と
な
す
〉
と
。
涅
槃
経
に
依
ら
ば
、
五
恒
已
前
に
六
品
人
あ

り
。
一
に
熙
連
河
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
よ
く
悪
世
に
お
い
て
こ
の
経
を
受
持
し
、
誹
謗

を
生
ぜ
ず
。
二
に
一
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
謗
せ
ず
愛
楽
す
る
も
、
人
の
た
め
に

分
別
広
説
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
三
に
二
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
す
な
は
ち
よ
く

誹
謗
せ
ず
、
正
解
信
楽
し
、
受
持
読
誦
す
る
も
、
ま
た
ま
た
人
の
た
め
に
広
説
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
四

に
三
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
発
心
し
、
す
な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
、
経
巻
を
書
写
し
、

他
の
た
め
に
説
く
も
、
未
だ
深
義
を
解
せ
ず
。
五
に
四
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
す

な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
て
、
経
巻
を
書
写
し
、
他
の
た
め
に
広
く
十
六
分
の
中
一
分
の
義
を

説
く
。
ま
た
演
説
す
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
具
足
せ
ず
。
六
に
五
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発

し
、
す
な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
て
経
巻
を
書
写
し
、
広
く
人
の
た
め
に
十
六
分
の
中
八
分
の

義
を
説
く
。
諸
師
は
多
く
、
前
の
五
は
十
信
位
の
中
に
あ
り
と
判
じ
、
第
六
は
十
解
以
上
、
自
余
の
六
・

七
・
八
恒
は
、
そ
の
住
、
地
上
に
属
す
と
判
ず
。
今
こ
の
上
輩
の
三
品
人
は
、
熙
連
河
よ
り
五
恒
に
至

る
。
そ
の
中
の
六
人
を
摂
し
て
三
品
と
な
す
。
上
上
品
の
中
に
、
三
種
の
心
を
発
し
、
乃
至
大
乗
を
読
誦

し
、
六
念
を
修
行
す
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
彼
の
第
五
・
第
六
を
摂
す
と
。
上
中
品
の
中
、
必
ず
し
も
方
等

を
受
持
・
読
誦
せ
ず
、
乃
至
深
く
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
謗
せ
ず
。（
こ
こ
に
脱
文
あ
り
。
意
を
汲
ん
で
小
字
で
補 

う
。
…
…
筆
者
註
）
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
彼
の
第
三
・
第
四
を
摂
す
と
。
上
下
品
の
中
、
ま
た
因
果
を
信
じ
大
乗
を
謗
せ
ず
、
た
だ

無
上
道
心
を
発
す
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、彼
の
第
一
・
第
二
を
摂
す
。
十
住
以
上
は
す
で
に
位
退
す
る
を
免
れ
、

十
方
国
に
お
い
て
分
に
随
っ
て
成
仏
す
。
此
に
あ
り
て
行
に
お
い
て
退
転
す
る
こ
と
を
懼
れ
ず
。
こ
の
ゆ

ゑ
に
必
ず
し
も
浄
土
に
生
ず
る
を
求
め
ず
。
彼
の
観
経
に
よ
れ
ば
、
十
六
観
を
説
く
。
初
業
の
ま
さ
に
退

転
す
べ
き
者
を
摂
し
て
、
彼
国
に
生
じ
て
退
転
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
し
か
る
に
十
住
の
中
、
前
の
六

心
は
、
二
乗
等
の
地
に
退
堕
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
十
不
退
転
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

ま
た
彼
国
に
生
ず
る
を
求
む
る
こ
と
あ
り
。
無
生
歓マ
マ

（
歓
＝
観
？
）
速
や
か
に
現
前
す
る
こ
と
得
し
め
ん

と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
す
な
は
ち
上
輩
の
中
、
上
品
生
は
こ
れ
十
住
の
中
の
前
六
住
の
人
な
り
。
彼
に
生

じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
謂
く
す
な
は
ち
七
住
の
無
上マ
マ

（
上
＝
生
）
忍
な
り
。
第
七
住
に 

は
、
多
分
に
彼
の
第
七
地
所
修
の
法
門
を
習
ふ
に
よ
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
住
は
ま
た
相
似
の
無
生
法
忍

を
得
。
ゆ
ゑ
に
華
厳
経
第
六
住
の
中
に
十
法
を
学
ぶ
に
、
云
は
く
、〈
一
切
法
無
相
乃
至
無
虚
を
学
ぶ
。

何
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
不
退
転
無
生
法
忍
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
謂
く
六
住
に
あ
り

て
十
種
の
法
を
学
ぶ
は
、
第
七
住
の
不
退
転
無
生
忍
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
上
中
品
生
は
、
七
日

を
経
を
は
り
て
、
阿
耨
菩
提
に
お
い
て
不
退
転
を
（
＋
得
？
）
と
は
、
十
信
に
あ
る
を
得
。
す
で
に
二 

恒
・
三
恒
（
＋
仏
？
）
を
経
れ
ば
、
彼
国
に
生
じ
て
十
住
に
入
り
、
初
め
て
位
不
退
を
得
る
に
よ
る
。
彼

土
の
七
日
は
此
の
七
劫
に
当
た
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
謂
く
受マ
マ

（
＝
更
？
）
進
修
し

て
第
七
住
に
入
る
な
り
。
上
下
生
の
中
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
、
歓
喜
地
に
住
す
と
は
、
謂
く

十
信
に
あ
り
。
す
で
に
熙
連
或
は
一
恒
の
仏
を
経
て
、
彼
の
浄
土
に
生
ま
れ
、
更
に
進
修
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。

初
住
位
の
中
に
、
百
法
明
門
を
得
る
は
、
初
住
に
多
く
初
地
の
行
法
を
習
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
住
に
百

法
明
門
を
得
。
本
業
経
の
中
に
、
ま
た
こ
の
説
を
な
す
。〈
十
住
位
の
中
に
百
法
門
を
得
。
謂
く
信
等
の

十
法
の
一
一
に
各
十
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
住
歓
喜
と
言
ふ
は
、
謂
く
歓
喜
地
の
行
に
住
す
る
を
得
。
す

な
は
ち
こ
の
中
に
歓
喜
地
を
証
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
す
な
は
ち
因
中
に
果
の
名
を
説
く
な
り
。
上
輩

三
品
の
位
類
し
か
り
。
論
の
文
を
更マ
マ

（
更
＝
見
？
）
る
も
未
だ
専
定
を
取
ら
ず
。
ま
た
云
ふ
、
こ
の
中
輩

の
三
の
判
位
は
い
か
ん
。
謂
く
、
前
三
果
を
中
上
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
阿
羅
漢
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
順
決
択
分
を
中
中
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
法
を
聞
き
、
預
流
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
解
脱

分
を
中
下
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
小
劫
を
経
て
は
じ
め
て
応
果
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
云
ふ
、
こ

の
下
三
品
は
、
或
は
あ
る
も
の
昔
時
に
菩
提
心
を
発
す
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
熙
連
河
を
満
て
る
こ
と
あ
た

は
ざ
る
に
、
中
間
に
退
心
し
、
諸
悪
業
を
作
る
。
所
作
の
悪
業
の
軽
重
に
随
っ
て
三
を
分
か
つ
。
こ
の
人

す
で
に
退
し
て
諸
悪
を
作
る
が
ゆ
ゑ
に
、
位
分
の
上
下
を
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
未
だ
熙
連
を
満
て

ざ
る
も
、
退
し
て
悪
を
作
ら
ざ
れ
ば
、
何
品
の
摂
に
あ
る
や
。
答
ふ
。
こ
の
三
に
あ
ひ
従
ひ
て
、
下
品
の

中
に
入
る
。
今
退
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
位
分
は
同
じ
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
退
し
て
大
乗
を
謗
す
る
を
起
こ
す

こ
と
あ
る
を
容
る
る
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か
れ
ど
も
彼
に
生
ず
る
時
、
未
だ
必
ず
し
も
十
小
劫
等
を
経
ず
。
こ

の
人
、
重
悪
業
を
作
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
仏
告
阿
難
十
方
世
界
〉
よ
り
〈
凡

有
三
輩
〉ま
で
。
こ
れ
以
降
は
、第
二
に
往
生
人
を
三
輩
に
開
き
分
け
る
。
ま
ず
三
輩
に
開
く
こ
と
を
言
い
、

後
に
三
輩
の
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
三
輩
に
開
く
。
誠
の
心
を
傾
け
て
往
生
を
願
う
者

も
、
修
行
の
優
劣
に
よ
っ
て
行
位
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
だ
か
ら
三
輩
に
分
か
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
三
輩
の
様
相
を
述
べ
よ
う
。
お
よ
そ
三
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
て
ゆ
く
。
第
一
に
三
輩
人
の

行
位
を
定
め
、
第
二
に
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
人
と
の
対
比
、
第
三
に
胎
生
の
者
は
ど
こ
に
位
置
付
け
ら

れ
る
か
を
解
明
す
る
。

　
第
一
に
三
輩
人
の
行
位
を
定
め
る
。
上
輩
人
は
、
階
位
か
ら
見
る
と
十
解
（
十
住
）
以
上
で
あ
る
。
修

行
の
階
梯
か
ら
見
る
と
、
十
信
位
の
中
で
信
心
を
成
就
す
る
た
め
の
修
行
を
す
る
者
を
含
む
。
信
成
就
位

に
は
至
ら
な
い
が
、
一
定
の
信
心
が
あ
り
、
仏
智
等
を
疑
惑
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
熙
連
河
沙
ほ

ど
の
数
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
大
乗
の
法
を
聞
き
、
誹
謗
し
な
い
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
中
輩
人
の
位
は
十
信
の
中
で
、
信
心
が
成
就
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
熙
連
河
沙
ほ
ど
の
数
の
仏
に

出
遇
う
以
前
の
者
で
あ
る
。

　
下
輩
人
の
位
は
十
信
の
中
で
、
初
め
て
発
心
し
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が

で
き
た
と
は
言
っ
て
も
、
未
だ
布
施
等
の
功
徳
は
な
い
。
た
だ
し
十
念
乃
至
一
念
の
念
仏
を
成
就
し
て
い

る
。
旧
訳
で
は
、
中
・
下
二
輩
の
人
は
疑
心
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
彼
ら
は
、
熙
連
河
沙
ほ
ど
の
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き
、
彼
の
根
行
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
三
品
と
な
す
〉
と
。
涅
槃
経
に
依
ら
ば
、
五
恒
已
前
に
六
品
人
あ

り
。
一
に
熙
連
河
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
よ
く
悪
世
に
お
い
て
こ
の
経
を
受
持
し
、
誹
謗

を
生
ぜ
ず
。
二
に
一
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
謗
せ
ず
愛
楽
す
る
も
、
人
の
た
め
に

分
別
広
説
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
三
に
二
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
す
な
は
ち
よ
く

誹
謗
せ
ず
、
正
解
信
楽
し
、
受
持
読
誦
す
る
も
、
ま
た
ま
た
人
の
た
め
に
広
説
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
四

に
三
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
発
心
し
、
す
な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
、
経
巻
を
書
写
し
、

他
の
た
め
に
説
く
も
、
未
だ
深
義
を
解
せ
ず
。
五
に
四
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
し
、
す

な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
て
、
経
巻
を
書
写
し
、
他
の
た
め
に
広
く
十
六
分
の
中
一
分
の
義
を

説
く
。
ま
た
演
説
す
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
具
足
せ
ず
。
六
に
五
恒
河
沙
の
仏
の
所
に
お
い
て
菩
提
心
を
発

し
、
す
な
は
ち
よ
く
謗
せ
ず
、
受
持
読
誦
し
て
経
巻
を
書
写
し
、
広
く
人
の
た
め
に
十
六
分
の
中
八
分
の

義
を
説
く
。
諸
師
は
多
く
、
前
の
五
は
十
信
位
の
中
に
あ
り
と
判
じ
、
第
六
は
十
解
以
上
、
自
余
の
六
・

七
・
八
恒
は
、
そ
の
住
、
地
上
に
属
す
と
判
ず
。
今
こ
の
上
輩
の
三
品
人
は
、
熙
連
河
よ
り
五
恒
に
至

る
。
そ
の
中
の
六
人
を
摂
し
て
三
品
と
な
す
。
上
上
品
の
中
に
、
三
種
の
心
を
発
し
、
乃
至
大
乗
を
読
誦

し
、
六
念
を
修
行
す
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
彼
の
第
五
・
第
六
を
摂
す
と
。
上
中
品
の
中
、
必
ず
し
も
方
等

を
受
持
・
読
誦
せ
ず
、
乃
至
深
く
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
謗
せ
ず
。（
こ
こ
に
脱
文
あ
り
。
意
を
汲
ん
で
小
字
で
補 

う
。
…
…
筆
者
註
）
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
彼
の
第
三
・
第
四
を
摂
す
と
。
上
下
品
の
中
、
ま
た
因
果
を
信
じ
大
乗
を
謗
せ
ず
、
た
だ

無
上
道
心
を
発
す
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、彼
の
第
一
・
第
二
を
摂
す
。
十
住
以
上
は
す
で
に
位
退
す
る
を
免
れ
、

十
方
国
に
お
い
て
分
に
随
っ
て
成
仏
す
。
此
に
あ
り
て
行
に
お
い
て
退
転
す
る
こ
と
を
懼
れ
ず
。
こ
の
ゆ

ゑ
に
必
ず
し
も
浄
土
に
生
ず
る
を
求
め
ず
。
彼
の
観
経
に
よ
れ
ば
、
十
六
観
を
説
く
。
初
業
の
ま
さ
に
退

転
す
べ
き
者
を
摂
し
て
、
彼
国
に
生
じ
て
退
転
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
し
か
る
に
十
住
の
中
、
前
の
六

心
は
、
二
乗
等
の
地
に
退
堕
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
十
不
退
転
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

ま
た
彼
国
に
生
ず
る
を
求
む
る
こ
と
あ
り
。
無
生
歓マ
マ

（
歓
＝
観
？
）
速
や
か
に
現
前
す
る
こ
と
得
し
め
ん

と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
す
な
は
ち
上
輩
の
中
、
上
品
生
は
こ
れ
十
住
の
中
の
前
六
住
の
人
な
り
。
彼
に
生

じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
謂
く
す
な
は
ち
七
住
の
無
上マ
マ

（
上
＝
生
）
忍
な
り
。
第
七
住
に 

は
、
多
分
に
彼
の
第
七
地
所
修
の
法
門
を
習
ふ
に
よ
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
住
は
ま
た
相
似
の
無
生
法
忍

を
得
。
ゆ
ゑ
に
華
厳
経
第
六
住
の
中
に
十
法
を
学
ぶ
に
、
云
は
く
、〈
一
切
法
無
相
乃
至
無
虚
を
学
ぶ
。

何
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
不
退
転
無
生
法
忍
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
謂
く
六
住
に
あ
り

て
十
種
の
法
を
学
ぶ
は
、
第
七
住
の
不
退
転
無
生
忍
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
上
中
品
生
は
、
七
日

を
経
を
は
り
て
、
阿
耨
菩
提
に
お
い
て
不
退
転
を
（
＋
得
？
）
と
は
、
十
信
に
あ
る
を
得
。
す
で
に
二 

恒
・
三
恒
（
＋
仏
？
）
を
経
れ
ば
、
彼
国
に
生
じ
て
十
住
に
入
り
、
初
め
て
位
不
退
を
得
る
に
よ
る
。
彼

土
の
七
日
は
此
の
七
劫
に
当
た
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る
と
は
、
謂
く
受マ
マ

（
＝
更
？
）
進
修
し

て
第
七
住
に
入
る
な
り
。
上
下
生
の
中
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
、
歓
喜
地
に
住
す
と
は
、
謂
く

十
信
に
あ
り
。
す
で
に
熙
連
或
は
一
恒
の
仏
を
経
て
、
彼
の
浄
土
に
生
ま
れ
、
更
に
進
修
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。

初
住
位
の
中
に
、
百
法
明
門
を
得
る
は
、
初
住
に
多
く
初
地
の
行
法
を
習
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
住
に
百

法
明
門
を
得
。
本
業
経
の
中
に
、
ま
た
こ
の
説
を
な
す
。〈
十
住
位
の
中
に
百
法
門
を
得
。
謂
く
信
等
の

十
法
の
一
一
に
各
十
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
住
歓
喜
と
言
ふ
は
、
謂
く
歓
喜
地
の
行
に
住
す
る
を
得
。
す

な
は
ち
こ
の
中
に
歓
喜
地
を
証
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
す
な
は
ち
因
中
に
果
の
名
を
説
く
な
り
。
上
輩

三
品
の
位
類
し
か
り
。
論
の
文
を
更マ
マ

（
更
＝
見
？
）
る
も
未
だ
専
定
を
取
ら
ず
。
ま
た
云
ふ
、
こ
の
中
輩

の
三
の
判
位
は
い
か
ん
。
謂
く
、
前
三
果
を
中
上
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
阿
羅
漢
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
順
決
択
分
を
中
中
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
法
を
聞
き
、
預
流
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
解
脱

分
を
中
下
生
と
名
づ
く
。
彼
に
生
じ
て
小
劫
を
経
て
は
じ
め
て
応
果
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
云
ふ
、
こ

の
下
三
品
は
、
或
は
あ
る
も
の
昔
時
に
菩
提
心
を
発
す
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
熙
連
河
を
満
て
る
こ
と
あ
た

は
ざ
る
に
、
中
間
に
退
心
し
、
諸
悪
業
を
作
る
。
所
作
の
悪
業
の
軽
重
に
随
っ
て
三
を
分
か
つ
。
こ
の
人

す
で
に
退
し
て
諸
悪
を
作
る
が
ゆ
ゑ
に
、
位
分
の
上
下
を
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
未
だ
熙
連
を
満
て

ざ
る
も
、
退
し
て
悪
を
作
ら
ざ
れ
ば
、
何
品
の
摂
に
あ
る
や
。
答
ふ
。
こ
の
三
に
あ
ひ
従
ひ
て
、
下
品
の

中
に
入
る
。
今
退
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
位
分
は
同
じ
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
退
し
て
大
乗
を
謗
す
る
を
起
こ
す

こ
と
あ
る
を
容
る
る
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か
れ
ど
も
彼
に
生
ず
る
時
、
未
だ
必
ず
し
も
十
小
劫
等
を
経
ず
。
こ

の
人
、
重
悪
業
を
作
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
仏
告
阿
難
十
方
世
界
〉
よ
り
〈
凡

有
三
輩
〉ま
で
。
こ
れ
以
降
は
、第
二
に
往
生
人
を
三
輩
に
開
き
分
け
る
。
ま
ず
三
輩
に
開
く
こ
と
を
言
い
、

後
に
三
輩
の
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
三
輩
に
開
く
。
誠
の
心
を
傾
け
て
往
生
を
願
う
者

も
、
修
行
の
優
劣
に
よ
っ
て
行
位
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
だ
か
ら
三
輩
に
分
か
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
三
輩
の
様
相
を
述
べ
よ
う
。
お
よ
そ
三
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
て
ゆ
く
。
第
一
に
三
輩
人
の

行
位
を
定
め
、
第
二
に
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
人
と
の
対
比
、
第
三
に
胎
生
の
者
は
ど
こ
に
位
置
付
け
ら

れ
る
か
を
解
明
す
る
。

　
第
一
に
三
輩
人
の
行
位
を
定
め
る
。
上
輩
人
は
、
階
位
か
ら
見
る
と
十
解
（
十
住
）
以
上
で
あ
る
。
修

行
の
階
梯
か
ら
見
る
と
、
十
信
位
の
中
で
信
心
を
成
就
す
る
た
め
の
修
行
を
す
る
者
を
含
む
。
信
成
就
位

に
は
至
ら
な
い
が
、
一
定
の
信
心
が
あ
り
、
仏
智
等
を
疑
惑
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
熙
連
河
沙
ほ

ど
の
数
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
大
乗
の
法
を
聞
き
、
誹
謗
し
な
い
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
中
輩
人
の
位
は
十
信
の
中
で
、
信
心
が
成
就
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
熙
連
河
沙
ほ
ど
の
数
の
仏
に

出
遇
う
以
前
の
者
で
あ
る
。

　
下
輩
人
の
位
は
十
信
の
中
で
、
初
め
て
発
心
し
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が

で
き
た
と
は
言
っ
て
も
、
未
だ
布
施
等
の
功
徳
は
な
い
。
た
だ
し
十
念
乃
至
一
念
の
念
仏
を
成
就
し
て
い

る
。
旧
訳
で
は
、
中
・
下
二
輩
の
人
は
疑
心
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
彼
ら
は
、
熙
連
河
沙
ほ
ど
の
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数
の
仏
に
出
遇
う
以
前
の
者
で
あ
り
、
信
心
が
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
経
文
に
よ
っ
て
行
位

を
分
け
る
と
、
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
に
な
る
。
論
の
文
に
は
決
判
が
な
い
の
で
、
敢
え
て
言
及
し
な
い
。

　
第
二
に
、『
観
無
量
寿
経
』
九
品
と
の
対
比
に
つ
い
て
論
ず
る
。
ま
ず
上
品
の
三
人
の
行
位
に
つ
い
て

諸
説
を
挙
げ
る
。

　
そ
の
第
一
の
説
に
は
、〈
四
地
以
上
を
上
品
上
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
す
ぐ
に
無
生
忍
を
得
る

か
ら
で
あ
る
。
初
・
二
・
三
地
を
上
品
中
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
得
る

か
ら
で
あ
る
。
極
楽
の
時
間
は
速
く
過
ぎ
る
の
で
、
信
忍
か
ら
無
生
忍
ま
で
一
小
劫
を
要
す
る
の
み
で
あ

る
。
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
無
量
劫
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
種
性
解
行
（
十
住
・
十
行
）
を
上
品

下
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
三
小
劫
を
過
ぎ
て
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
（
初
地
）
に
住
す
る
。
こ

れ
も
極
楽
の
時
間
が
速
く
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
種
性
（
十
住
）
か
ら
初
地
に
至
る
ま
で
三
小
劫

を
要
す
る
の
み
で
あ
る
。
娑
婆
の
時
間
に
換
算
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
無
量
劫
を
要
す
る
。
穢
土
で
は
、
信

忍
か
ら
無
生
忍
に
至
る
ま
で
に
第
二
の
阿
僧
祇
劫
を
要
し
、
種
性
か
ら
初
地
に
至
る
ま
で
に
第
一
の
阿
僧

祇
劫
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
上
品
中
生
人
が
一
小
劫
等
を
要
す
る
だ
け
な
の
か
と
言
う
と
、
経
に
は

極
楽
に
お
け
る
劫
量
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
下
品
に
説
か
れ
る
十
小
劫
等
も
同
様
で
あ
る
〉
と

言
う
。

　
だ
と
す
る
と
、
穢
土
に
お
い
て
さ
え
十
信
を
成
就
す
る
の
に
一
万
劫
を
要
す
る
だ
け
な
の
に
、
ど
う
し

て
極
楽
に
生
ま
れ
て
そ
れ
ほ
ど
の
長
い
時
間
を
要
す
る
と
言
う
の
か
。
極
楽
の
十
小
劫
は
娑
婆
の
無
量
大

劫
に
当
た
る
。
六
十
大
劫
を
要
す
る
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
こ
の
説
は
道
理
と
し

て
成
り
立
た
な
い
。

　
第
二
の
説
に
は
、〈
上
品
上
生
人
は
十
回
向
位
で
あ
る
。
極
楽
に
生
じ
て
す
ぐ
に
無
生
忍
を
得
る
と
言

う
の
は
、
こ
れ
は
初
地
の
無
生
忍
で
あ
る
。
初
地
の
位
で
初
め
て
大
乗
の
正
性
離
生
（
凡
夫
の
生
を
離
れ

て
無
漏
の
聖
道
す
な
わ
ち
見
道
に
入
る
こ
と
）
に
至
る
の
で
、
無
生
忍
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
上
品

中
生
人
は
十
解
行
位
（
十
住
・
十
行
位
）
で
あ
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
を
得
る
と
は
、
地
前
の
第
三
阿

僧
祇
劫
を
経
て
初
地
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
品
下
生
人
は
十
信
位
で
あ
る
。
三
小
劫
を
経
て
百

法
明
門
を
得
る
と
は
、
地
前
の
三
大
阿
僧
祇
劫
を
経
て
、
初
地
に
至
っ
て
百
法
明
門
を
得
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
一
小
劫
・
三
小
劫
の
違
い
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
〉
と
言
う
。

　
一
小
劫
等
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
説
と
同
じ
く
難
点
が
あ
る
。
も
し
娑
婆
の
劫
が
示
さ
れ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、
一
小
劫
・
三
小
劫
で
は
短
か
ず
ぎ
る
。
も
し
浄
土
の
劫
だ
と
す
る
と
、
長
す
ぎ
る
の
で
、

や
は
り
こ
の
説
は
明
解
で
は
な
い
。

　
第
三
の
説
に
は
、〈
上
品
の
三
人
は
み
な
十
信
位
の
初
め
の
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
機
根
と
修
行
の
優
劣

に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
〉
と
言
う
。

　
『
涅
槃
経
』（
北
本
巻
六
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
九
八
頁
下
～
三
九
九
頁
上
）
に
よ
る
と
、
五
恒
河
沙

ほ
ど
の
仏
の
所
で
発
心
修
行
す
る
に
至
る
ま
で
の
菩
薩
の
階
位
に
六
段
階
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
第
一 

は
、
熙
連
河
沙
ほ
ど
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
悪
世
で
こ
の
経
を
受
持
（
心
に
保
つ
こ
と
）
し
、
誹

謗
を
生
じ
な
い
者
。
第
二
は
、
一
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
愛
楽
す

る
け
れ
ど
も
、
人
に
対
し
て
正
し
く
説
法
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
者
。
第
三
は
、
二
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
の

所
で
菩
提
心
を
発
し
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
、
正
し
く
理
解
し
て
信
じ
、
受
持
し
読
誦
す
る
け
れ
ど
も
、
や

は
り
人
に
対
し
て
説
法
で
き
な
い
者
。
第
四
は
、
三
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
の
所
で
発
心
し
、
正
法
を
誹
謗
せ

ず
、
受
持
・
読
誦
し
、
経
巻
を
書
写
し
、
人
に
説
法
す
る
け
れ
ど
も
、
深
い
と
こ
ろ
の
意
義
を
理
解
で
き

な
い
者
。
第
五
は
、
四
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
、
受
持
・
読
誦
し
、

経
巻
を
書
写
し
、
多
く
の
人
に
向
か
っ
て
十
六
分
の
一
ほ
ど
の
真
実
を
説
く
け
れ
ど
も
、
ま
た
不
十
分
な

者
。
第
六
は
、
五
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
の
所
で
菩
提
心
を
発
し
、
正
法
を
誹
謗
せ
ず
、
受
持
・
読
誦
し
、
経

巻
を
書
写
し
、
多
く
の
人
に
向
か
っ
て
十
六
分
の
八
ほ
ど
の
真
実
の
義
を
説
く
者
で
あ
る
。
諸
師
の
多
く

は
、
前
の
五
段
階
は
十
信
位
の
中
に
あ
る
と
判
じ
、
第
六
は
十
解
（
十
住
）
以
上
、
そ
れ
以
降
の
六
恒
河

沙
・
七
恒
河
沙
・
八
恒
河
沙
は
地
上
の
菩
薩
で
あ
る
と
判
定
す
る
。

　
『
涅
槃
経
』
の
説
に
よ
る
と
、
上
品
の
三
人
は
、
熙
連
河
沙
か
ら
五
恒
河
沙
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
六
段
階
を
上
品
三
生
人
に
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
品
上
生
人
は
、
三
種
の
心
を
発
し
、
大
乗

経
典
を
読
誦
し
、
六
念
を
修
行
す
る
。
よ
っ
て
第
五
の
四
恒
河
沙
と
第
六
の
五
恒
河
沙
と
に
当
た
る
。
上

品
中
生
人
は
、
必
ず
し
も
方
等
経
典
を
受
持
・
読
誦
し
な
い
け
れ
ど
も
、
深
く
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
誹

謗
し
な
い
。
よ
っ
て
第
三
の
二
恒
河
沙
と
第
四
の
三
恒
河
沙
と
に
当
た
る
。
上
品
下
生
人
は
、
因
果
を
信

じ
て
大
乗
を
誹
謗
せ
ず
、
た
だ
無
上
道
心
を
発
す
。
よ
っ
て
第
一
の
熙
連
河
沙
と
第
二
の
一
恒
河
沙
と
に

当
た
る
。
十
住
以
上
の
菩
薩
は
行
位
を
退
く
こ
と
が
な
く
、
十
方
諸
仏
の
国
に
お
い
て
力
量
に
応
じ
て
成

仏
す
る
。
娑
婆
に
居
て
も
行
位
を
退
く
心
配
が
な
い
菩
薩
が
、
わ
ざ
わ
ざ
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う

必
要
は
な
か
ろ
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
十
六
観
の
法
が
説
か
れ
る
。
そ
の
最
初
の
修
行
さ
え
も
退
転

し
て
し
ま
い
そ
う
な
者
を
救
っ
て
、
極
楽
に
生
れ
さ
せ
、
退
転
し
な
い
よ
う
に
し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
、 

こ
の
経
の
本
意
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
十
住
の
初
め
の
六
心
は
、
小
乗
の
位
に
退
堕
す
る
こ
と
は
な
い

け
れ
ど
も
、
十
不
退
転
（
第
七
不
退
転
住
で
得
る
十
種
法
。
六
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
八
、『
大
正
蔵
』 

九
、
四
四
五
頁
下
）
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
者
に
、
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と

を
願
わ
せ
、
無
生
忍
の
悟
り
を
早
く
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
よ
っ
て
私
見
に
よ
る
と
、
上
品
上
生
人
は
十
住
の
前
六
住
の
人
で
あ
る
。
極
楽
に
生
じ
て
す
ぐ
に
無

生
忍
を
得
る
と
は
、
七
住
の
無
生
忍
を
言
う
。
第
七
住
で
は
、
第
七
地
の
法
門
を
多
く
修
習
す
る
か
ら
、

無
生
法
忍
に
似
た
境
地
を
得
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
華
厳
経
』
第
六
住
（
正
心
住
、
六
十
巻
本
巻
八
、 

『
大
正
蔵
』
九
、
四
四
五
頁
下
）
に
、
十
法
を
学
ぶ
こ
と
を
説
く
中
に
、〈
一
切
法
無
相
よ
り
無
虚
に
至
る

十
法
を
学
ば
せ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
不
退
転
の
無
生
法
忍
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
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る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
第
六
住
で
十
種
の
法
を
学
ぶ
の
は
、
第
七
住
の
不
退
転
の
無
生
忍
を
得
さ
せ
よ

う
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
上
品
中
生
人
は
、七
日
を
経
て
悟
り
に
向
か
っ
て
不
退
転
を
得
る
。
そ
れ
は
十
信
位
に
あ
る
と
言
え
る
。

す
で
に
二
恒
河
沙
・
三
恒
河
沙
の
仏
に
出
遇
っ
て
い
る
の
で
、
極
楽
に
生
じ
て
十
住
位
に
入
り
、
初
め
て

行
位
の
不
退
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
極
楽
の
七
日
は
娑
婆
の
七
劫
に
当
た
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を

得
る
と
は
、
修
行
を
進
め
て
第
七
住
に
入
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
と
言
う
。
そ
れ
は
十
信
位
に
あ

る
と
言
え
る
。
す
で
に
熙
連
河
沙
あ
る
い
は
一
恒
河
沙
の
仏
に
出
遇
い
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
、
さ
ら
に
修

行
を
進
め
る
か
ら
で
あ
る
。
初
住
位
で
百
法
明
門
を
得
る
と
い
う
の
は
、
初
住
で
は
初
地
の
修
行
の
多
く

を
修
習
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
百
法
明
門
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（
巻
上
、『
大
正 

蔵
』二
四
、
一
〇
一
一
頁
下
）に
も
そ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〈
十
住
位
の
中
で
百
法
門
を
得
る
と
は
、

信
等
の
十
法
の
一
つ
ひ
と
つ
に
各
々
十
法
が
備
わ
る
か
ら
で
あ
る
〉
と
。
住
歓
喜
と
は
、
歓
喜
地
の
行
に

住
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
歓
喜
地
を
証
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
因
の
中

に
、
果
の
名
を
用
い
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
品
三
生
人
の
行
位
は
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、
論
の
文

か
ら
は
確
定
が
得
ら
れ
な
い
。

　
次
に
中
品
の
三
人
を
行
位
を
論
ず
る
。
前
三
果
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
を
中
品
上
生
人
と
す

る
。
極
楽
に
生
じ
て
す
ぐ
に
阿
羅
漢
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
順
決
択
分
（
四
善
根
位
）
を
中
品
中
生
人

と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
法
を
聞
き
、
預
流
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
順
解
脱
分
（
三
賢
位
）
を
中
品
下

生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
一
小
劫
を
経
て
は
じ
め
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
下
品
の
三
人
の
行
位
を
論
ず
る
。
下
品
の
三
人
は
、
昔
、
菩
提
心
を
発
し
な
が
ら
、
熙
連
河
沙
の

仏
に
出
遇
う
前
に
退
転
し
、
多
く
の
悪
業
を
作
っ
た
者
で
あ
る
。
そ
の
悪
業
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
こ
の
人
は
す
で
に
退
転
し
て
諸
悪
を
作
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩
の
行
位
を
も
っ
て
そ
の

位
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
問
う
。
熙
連
河
沙
の
仏
に
出
遇
う
こ
と
が
な
く
て
も
、
退
転
し
て
悪
を
作
る
と
こ
と
が
な
か
っ
た
者 

は
、
ど
の
品
位
に
配
当
さ
れ
る
の
か
。
答
え
。
や
は
り
下
品
で
あ
る
。
此
度
は
退
転
し
て
悪
を
作
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
下
品
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
退
転
し
て
大
乗
を
誹
謗
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
極
楽
に
生
ま
れ
る
ま
で
に
十
小
劫
等
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
は
な
い
。
そ
れ
は
重
悪
業
を
作
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
308
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
し
か
る
に
今
、
文
に
当
た
っ
て
次
第

に
分
別
せ
ん
。
麁
に
分
か
ち
て
三
と
な
す
。
謂
く
三
輩
観
な
り
。
細
に
分
別
し
て
九
と
な
す
。
三
三
に
開

く
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か
る
に
こ
の
位
を
判
ず
る
に
、
略
し
て
八
説
を
出
す
。
初
め
に
遠
法
師
説
く
、〈
上
輩

三
品
は
、
四
地
已
上
の
順
忍
の
三
地
を
名
づ
け
て
上
上
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
時
に
得
る
者
あ
る
も
、
経
に
即
得
と
言
ふ
は
、
勝
に
就
い
て
論
を

な
せ
ば
な
り
。
初
・
二
・
三
地
の
信
忍
の
三
地
を
説
い
て
上
中
と
な
す
。
経
に
、
彼
に
生
じ
て
一
小
劫
を

過
ぎ
て
無
生
を
得
と
言
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
二
・
三
劫
に
し
て
得
る
も
、
経
に
一
劫
と
言
ふ 

は
、
近
に
就
い
て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
問
ふ
。
地
持
諸マ
マ

（
諸
︱
？
）
に
説
く
、
初
地
已
上
に
、
か
な
ら
ず

一
大
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
て
は
じ
め
て
八
地
に
至
る
と
。こ
の
経
は
何
の
ゆ
ゑ
に
一
小
劫
を
過
ぐ
と
す
る
や
。

答
ふ
。
そ
れ
三
義
あ
り
。
一
に
は
時
劫
同
じ
か
ら
ず
。
華
厳
に
説
く
が
ご
と
き
は
、
娑
婆
の
一
劫
は
無
量

寿
の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
。
地
持
は
此
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
、
一
大
阿
僧
祇
と
説
く
。
こ
の
経
は
彼
に
就

く
が
ゆ
ゑ
に
、
一
小
劫
と
説
く
。
二
に
は
去
処
の
異
な
り
。
地
持
は
信
忍
の
初
よ
り
去
る
に
就
き
、
こ
の

経
は
信
忍
の
終
、
第
三
地
よ
り
去
る
に
就
く
。
三
に
は
所
到
の
処
の
異
な
り
。
地
持
に
言
ふ
と
こ
ろ
は
八

地
の
無
生
、こ
の
経
に
言
ふ
と
こ
ろ
は
七
地
の
無
生
な
り
。
種
性
解
行
を
名
づ
け
て
上
下
と
な
す
。
経
に
、

こ
の
人
、
三
小
劫
を
過
ぎ
て
百
法
明
を
得
、
初
地
に
到
る
と
説
く
が
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
地
持
論
に
説
く
、

種
性
よ
り
一
大
阿
僧
祇
を
過
ぎ
て
は
じ
め
て
初
地
に
到
る
と
。
こ
の
経
は
何
の
ゆ
ゑ
に
三
小
劫
と
説
く 

や
。
答
ふ
。
時
、
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
上
に
説
く
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
問
ふ
。
地
持
に
す
で
に
種

性
よ
り
去
る
に
、
一
大
劫
を
過
ぐ
と
説
く
。
地
よ
り
去
る
に
一
大
劫
を
過
ぐ
。
こ
の
経
は
、
何
の
ゆ
ゑ

に
、
上
中
は
一
を
過
ぎ
、
上
下
は
三
を
過
ぐ
と
す
る
や
。
答
ふ
。
理
と
し
て
実
に
は
斉
し
き
も
、
左
右
を

挙
ぐ
る
の
み
。
前
の
上
中
の
中
に
は
信
忍
の
終
に
就
き
、
後
の
上
下
の
中
に
は
伏
忍
の
始
に
就
く
。
か
く

の
ご
と
き
等
の
異
な
り
。
前
の
分
別
の
ご
と
し
。
中
輩
に
ま
た
三
あ
り
。
小
乗
人
の
中
、
下
の
三
果
の
人

を
説
い
て
中
上
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
阿
羅
漢
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多

時
に
得
る
者
あ
る
も
、
経
に
即
得
と
言
ふ
は
、
勝
に
就
い
て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
乃
至 

見
道
已
前
の
内
外

二
凡
の
、
精つ
と

め
て
浄
戒
を
持
ち
、
出
離
を
求
む
る
者
を
説
い
て
中
中
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
七
日
に
し
て

須
陀
洹
を
得
、
半
劫
を
過
ぎ
を
は
り
て
羅
漢
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
時
に
得
る
者

あ
る
も
、
七
日
・
半
劫
と
は
、
勝
に
就
い
て
論
を
な
せ
ば
な
り
。
見
道
已
前
の
世
俗
の
凡
夫
の
、
余
の
世

福
を
修
し
、
出
離
を
求
む
る
者
を
説
い
て
中
下
と
な
す
。
経
に
、
彼
に
生
じ
て
一
小
劫
を
過
ぎ
て
羅
漢
を

得
と
説
く
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
劫
に
得
る
者
あ
る
も
、
一
小
劫
と
説
く
は
、
勝
に
就
い

て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
下
輩
に
ま
た
三
あ
り
。
大
乗
人
の
中
、
過
の
軽
重
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
三
品
と

な
す
。
未
だ
道
位
あ
ら
ざ
れ
ば
、
階
降
を
弁
じ
が
た
し
。
そ
の
過
の
軽
重
は
、
文
の
ご
と
く
知
る
べ
し
〉 

と
。
力
法
師
云
ふ
、〈
上
輩
三
品
は
、
位
地
前
に
あ
り
。
地
上
に
通
ぜ
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、

す
で
に
三
界
を
出
で
、
随
意
自
在
に
見
仏
・
聞
法
す
る
も
の
、
な
ん
ぞ
す
べ
か
ら
く
因
を
修
し
て
は
じ
め

て
浄
土
に
生
ず
べ
け
ん
。
た
だ
十
行
・
十
回
向
を
も
っ
て
上
上
と
し
、
十
解
を
上
中
と
し
、
十
信
を
上
下

と
す
。
中
下
二
輩
は
大お
ほ
よそ

遠
光
と
同
じ
〉
と
。
こ
の
後
の
諸
法
師
は
、
多
く
地
前
と
云
ふ
も
、
そ
の
間
の

取
捨
、
少
し
く
不
同
あ
り
。
基
法
師
云
ふ
、〈
十
回
を
上
上
と
し
、
行
解
を
上
中
と
し
、
十
信
を
上
下
と

す
。
中
輩
の
三
人
は
、
位
小
乗
の
見
道
已
前
に
あ
り
。
謂
く
四
善
根
を
中
上
品
と
な
し
、
五
停
心
観
・
惣
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る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
第
六
住
で
十
種
の
法
を
学
ぶ
の
は
、
第
七
住
の
不
退
転
の
無
生
忍
を
得
さ
せ
よ

う
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
上
品
中
生
人
は
、七
日
を
経
て
悟
り
に
向
か
っ
て
不
退
転
を
得
る
。
そ
れ
は
十
信
位
に
あ
る
と
言
え
る
。

す
で
に
二
恒
河
沙
・
三
恒
河
沙
の
仏
に
出
遇
っ
て
い
る
の
で
、
極
楽
に
生
じ
て
十
住
位
に
入
り
、
初
め
て

行
位
の
不
退
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
極
楽
の
七
日
は
娑
婆
の
七
劫
に
当
た
る
。
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を

得
る
と
は
、
修
行
を
進
め
て
第
七
住
に
入
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
上
品
下
生
人
は
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
と
言
う
。
そ
れ
は
十
信
位
に
あ

る
と
言
え
る
。
す
で
に
熙
連
河
沙
あ
る
い
は
一
恒
河
沙
の
仏
に
出
遇
い
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
、
さ
ら
に
修

行
を
進
め
る
か
ら
で
あ
る
。
初
住
位
で
百
法
明
門
を
得
る
と
い
う
の
は
、
初
住
で
は
初
地
の
修
行
の
多
く

を
修
習
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
百
法
明
門
を
得
る
と
言
う
の
で
あ
る
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（
巻
上
、『
大
正 

蔵
』二
四
、
一
〇
一
一
頁
下
）に
も
そ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。〈
十
住
位
の
中
で
百
法
門
を
得
る
と
は
、

信
等
の
十
法
の
一
つ
ひ
と
つ
に
各
々
十
法
が
備
わ
る
か
ら
で
あ
る
〉
と
。
住
歓
喜
と
は
、
歓
喜
地
の
行
に

住
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
歓
喜
地
を
証
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
因
の
中

に
、
果
の
名
を
用
い
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
品
三
生
人
の
行
位
は
以
上
で
あ
る
。
ま
た
、
論
の
文

か
ら
は
確
定
が
得
ら
れ
な
い
。

　
次
に
中
品
の
三
人
を
行
位
を
論
ず
る
。
前
三
果
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
を
中
品
上
生
人
と
す

る
。
極
楽
に
生
じ
て
す
ぐ
に
阿
羅
漢
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
順
決
択
分
（
四
善
根
位
）
を
中
品
中
生
人

と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
法
を
聞
き
、
預
流
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
順
解
脱
分
（
三
賢
位
）
を
中
品
下

生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
じ
て
一
小
劫
を
経
て
は
じ
め
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
下
品
の
三
人
の
行
位
を
論
ず
る
。
下
品
の
三
人
は
、
昔
、
菩
提
心
を
発
し
な
が
ら
、
熙
連
河
沙
の

仏
に
出
遇
う
前
に
退
転
し
、
多
く
の
悪
業
を
作
っ
た
者
で
あ
る
。
そ
の
悪
業
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
こ
の
人
は
す
で
に
退
転
し
て
諸
悪
を
作
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩
の
行
位
を
も
っ
て
そ
の

位
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
問
う
。
熙
連
河
沙
の
仏
に
出
遇
う
こ
と
が
な
く
て
も
、
退
転
し
て
悪
を
作
る
と
こ
と
が
な
か
っ
た
者 

は
、
ど
の
品
位
に
配
当
さ
れ
る
の
か
。
答
え
。
や
は
り
下
品
で
あ
る
。
此
度
は
退
転
し
て
悪
を
作
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
下
品
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
退
転
し
て
大
乗
を
誹
謗
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
極
楽
に
生
ま
れ
る
ま
で
に
十
小
劫
等
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
は
な
い
。
そ
れ
は
重
悪
業
を
作
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
308
）
観
経
記
興
下
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
し
か
る
に
今
、
文
に
当
た
っ
て
次
第

に
分
別
せ
ん
。
麁
に
分
か
ち
て
三
と
な
す
。
謂
く
三
輩
観
な
り
。
細
に
分
別
し
て
九
と
な
す
。
三
三
に
開

く
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か
る
に
こ
の
位
を
判
ず
る
に
、
略
し
て
八
説
を
出
す
。
初
め
に
遠
法
師
説
く
、〈
上
輩

三
品
は
、
四
地
已
上
の
順
忍
の
三
地
を
名
づ
け
て
上
上
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
る

が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
時
に
得
る
者
あ
る
も
、
経
に
即
得
と
言
ふ
は
、
勝
に
就
い
て
論
を

な
せ
ば
な
り
。
初
・
二
・
三
地
の
信
忍
の
三
地
を
説
い
て
上
中
と
な
す
。
経
に
、
彼
に
生
じ
て
一
小
劫
を

過
ぎ
て
無
生
を
得
と
言
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
二
・
三
劫
に
し
て
得
る
も
、
経
に
一
劫
と
言
ふ 

は
、
近
に
就
い
て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
問
ふ
。
地
持
諸マ

マ

（
諸
︱
？
）
に
説
く
、
初
地
已
上
に
、
か
な
ら
ず

一
大
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
て
は
じ
め
て
八
地
に
至
る
と
。こ
の
経
は
何
の
ゆ
ゑ
に
一
小
劫
を
過
ぐ
と
す
る
や
。

答
ふ
。
そ
れ
三
義
あ
り
。
一
に
は
時
劫
同
じ
か
ら
ず
。
華
厳
に
説
く
が
ご
と
き
は
、
娑
婆
の
一
劫
は
無
量

寿
の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
。
地
持
は
此
に
就
く
が
ゆ
ゑ
に
、
一
大
阿
僧
祇
と
説
く
。
こ
の
経
は
彼
に
就

く
が
ゆ
ゑ
に
、
一
小
劫
と
説
く
。
二
に
は
去
処
の
異
な
り
。
地
持
は
信
忍
の
初
よ
り
去
る
に
就
き
、
こ
の

経
は
信
忍
の
終
、
第
三
地
よ
り
去
る
に
就
く
。
三
に
は
所
到
の
処
の
異
な
り
。
地
持
に
言
ふ
と
こ
ろ
は
八

地
の
無
生
、こ
の
経
に
言
ふ
と
こ
ろ
は
七
地
の
無
生
な
り
。
種
性
解
行
を
名
づ
け
て
上
下
と
な
す
。
経
に
、

こ
の
人
、
三
小
劫
を
過
ぎ
て
百
法
明
を
得
、
初
地
に
到
る
と
説
く
が
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
地
持
論
に
説
く
、

種
性
よ
り
一
大
阿
僧
祇
を
過
ぎ
て
は
じ
め
て
初
地
に
到
る
と
。
こ
の
経
は
何
の
ゆ
ゑ
に
三
小
劫
と
説
く 

や
。
答
ふ
。
時
、
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
上
に
説
く
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
問
ふ
。
地
持
に
す
で
に
種

性
よ
り
去
る
に
、
一
大
劫
を
過
ぐ
と
説
く
。
地
よ
り
去
る
に
一
大
劫
を
過
ぐ
。
こ
の
経
は
、
何
の
ゆ
ゑ

に
、
上
中
は
一
を
過
ぎ
、
上
下
は
三
を
過
ぐ
と
す
る
や
。
答
ふ
。
理
と
し
て
実
に
は
斉
し
き
も
、
左
右
を

挙
ぐ
る
の
み
。
前
の
上
中
の
中
に
は
信
忍
の
終
に
就
き
、
後
の
上
下
の
中
に
は
伏
忍
の
始
に
就
く
。
か
く

の
ご
と
き
等
の
異
な
り
。
前
の
分
別
の
ご
と
し
。
中
輩
に
ま
た
三
あ
り
。
小
乗
人
の
中
、
下
の
三
果
の
人

を
説
い
て
中
上
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
す
な
は
ち
阿
羅
漢
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多

時
に
得
る
者
あ
る
も
、
経
に
即
得
と
言
ふ
は
、
勝
に
就
い
て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
乃
至 

見
道
已
前
の
内
外

二
凡
の
、
精つ
と

め
て
浄
戒
を
持
ち
、
出
離
を
求
む
る
者
を
説
い
て
中
中
と
な
す
。
彼
に
生
じ
て
七
日
に
し
て

須
陀
洹
を
得
、
半
劫
を
過
ぎ
を
は
り
て
羅
漢
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
時
に
得
る
者

あ
る
も
、
七
日
・
半
劫
と
は
、
勝
に
就
い
て
論
を
な
せ
ば
な
り
。
見
道
已
前
の
世
俗
の
凡
夫
の
、
余
の
世

福
を
修
し
、
出
離
を
求
む
る
者
を
説
い
て
中
下
と
な
す
。
経
に
、
彼
に
生
じ
て
一
小
劫
を
過
ぎ
て
羅
漢
を

得
と
説
く
が
ゆ
ゑ
に
。
理
と
し
て
実
に
は
ま
た
多
劫
に
得
る
者
あ
る
も
、
一
小
劫
と
説
く
は
、
勝
に
就
い

て
語
を
な
せ
ば
な
り
。
下
輩
に
ま
た
三
あ
り
。
大
乗
人
の
中
、
過
の
軽
重
に
随
っ
て
、
分
か
ち
て
三
品
と

な
す
。
未
だ
道
位
あ
ら
ざ
れ
ば
、
階
降
を
弁
じ
が
た
し
。
そ
の
過
の
軽
重
は
、
文
の
ご
と
く
知
る
べ
し
〉 

と
。
力
法
師
云
ふ
、〈
上
輩
三
品
は
、
位
地
前
に
あ
り
。
地
上
に
通
ぜ
ず
。
ゆ
ゑ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、

す
で
に
三
界
を
出
で
、
随
意
自
在
に
見
仏
・
聞
法
す
る
も
の
、
な
ん
ぞ
す
べ
か
ら
く
因
を
修
し
て
は
じ
め

て
浄
土
に
生
ず
べ
け
ん
。
た
だ
十
行
・
十
回
向
を
も
っ
て
上
上
と
し
、
十
解
を
上
中
と
し
、
十
信
を
上
下

と
す
。
中
下
二
輩
は
大お
ほ
よそ

遠
光
と
同
じ
〉
と
。
こ
の
後
の
諸
法
師
は
、
多
く
地
前
と
云
ふ
も
、
そ
の
間
の

取
捨
、
少
し
く
不
同
あ
り
。
基
法
師
云
ふ
、〈
十
回
を
上
上
と
し
、
行
解
を
上
中
と
し
、
十
信
を
上
下
と

す
。
中
輩
の
三
人
は
、
位
小
乗
の
見
道
已
前
に
あ
り
。
謂
く
四
善
根
を
中
上
品
と
な
し
、
五
停
心
観
・
惣
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別
念
処
を
中
中
品
と
な
し
、
七
方
便
の
前
の
正
法
の
外
の
人
を
中
下
品
と
な
す
。
下
輩
の
三
人
は
、
こ
れ

大
乗
の
中
の
十
信
已
前
の
正
法
の
外
の
人
に
し
て
、
業
の
優
劣
を
詳
ら
か
に
し
、
過
の
軽
重
を
観
じ
て
、

分
か
ち
て
三
品
と
な
す
。
経
文
に
説
く
が
ご
と
し
〉
と
。
あ
る
も
の
言
ふ
、〈
十
回
を
上
上
、
十
行
を
上 

中
、
十
解
を
上
下
と
す
〉
と
。
あ
る
も
の
言
ふ
、〈
地
前
の
三
十
心
を
上
上
、
十
信
の
末
心
を
上
中
、
十

信
の
初
心
を
上
下
と
す
〉
と
。
あ
る
も
の
言
ふ
、〈
十
解
の
初
心
を
上
上
、
十
信
の
後
心
を
上
中
、
十
信

の
初
心
を
上
下
と
す
〉
と
。
こ
の
上
の
三
師
、
中
下
二
輩
は
大
そ
基
師
と
同
じ
。
あ
る
も
の
言
ふ
、〈
十

信
お
よ
び
信
前
に
し
て
、
よ
く
三
種
の
心
を
発
し
、
三
種
の
行
を
修
す
る
者
を
上
上
品
と
な
す
。
す
な
は

ち
こ
れ
起
信
論
の
三
心
こ
れ
な
り
。
上
中
・
上
下
の
二
品
は
、
た
だ
十
信
已
前
に
し
て
、
菩
提
心
を
発 

し
、
善
を
修
す
る
凡
夫
を
取
り
、
起
行
の
深
浅
を
も
っ
て
二
品
に
分
か
つ
。
何
を
も
っ
て
か
知
る
と
な
れ

ば
、
こ
の
経
の
文
に
、
未
来
世
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
煩
悩
の
賊
に
苦
し
め
ら
る
る
者
の
た
め
に
、
諸

の
浄
業
を
説
く
と
云
へ
ば
な
り
。
問
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
経
の
文
に
、
彼
に
生
じ
て

す
な
は
ち
無
生
法
忍
を
得
、
お
よ
び
三
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
と
云
ふ
や
。
答
ふ
。
瓔
珞
経
の
ご
と
き

は
、
十
解
の
初
発
心
住
の
中
に
、
す
で
に
無
生
忍
を
得
と
。
ま
た
云
ふ
、
十
信
に
十
心
あ
り
。
い
は
ゆ
る

十
信
・
十
精
進
・
十
念
・
十
定
・
十
恵
・
十
願
・
十
戒
・
十
護
法
・
十
不
退
・
十
回
向
な
り
。
こ
の
十
十

の
百
法
明
門
を
得
る
な
り
と
。
ま
た
大
集
経
に
云
ふ
、
そ
の
時
衆
の
中
の
諸
の
十
住
に
住
す
る
菩
薩
等
、

か
く
の
ご
と
き
言
を
な
す
、
世
尊
よ
、
我
ら
す
で
に
無
生
法
忍
を
得
を
は
り
て
、
よ
く
如
来
の
十
八
不
共

の
法
を
行
ず
と
。
問
ふ
。
な
ん
ぞ
彼
に
生
じ
て
七
日
に
し
て
不
退
を
得
る
や
。
答
ふ
。
不
退
に
多
種
あ
り
。

謂
く
念
・
行
・
位
・
根
・
地
等
の
十
種
な
り
。
ゆ
ゑ
に
一
准
す
べ
か
ら
ず
。
煖
・
頂
・
忍
の
三
を
中
上
品

と
な
す
。
七
方
便
を
も
っ
て
中
中
品
と
な
す
。
七
方
便
の
前
を
中
下
品
と
な
す
〉と
。
あ
る
も
の
説
く
、〈
十

信
の
末
心
を
上
上
品
と
な
し
、
十
信
の
初
・
中
を
上
中
品
と
な
し
、
十
信
の
前
の
凡
夫
の
、
た
だ
菩
提
心

を
発
し
、
深
く
因
果
を
信
ず
る
等
を
も
っ
て
上
下
品
と
な
す
。
何
を
も
っ
て
か
知
る
を
得
る
、
十
信
の
末

心
を
上
上
と
な
す
こ
と
を
。
瓔
珞
に
す
で
に
云
ふ
、
十
住
の
初
心
に
無
生
忍
を
得
と
。
こ
の
経
に
は
、
彼

に
生
じ
て
す
な
は
ち
無
生
を
得
と
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
十
信
の
末
心
な
る
こ
と
を
。
何
を

も
っ
て
か
知
る
を
得
る
、
初
・
中
の
二
位
は
こ
れ
上
中
な
る
こ
と
を
。
こ
の
経
の
文
に
説
く
、
第
一
義
に

お
い
て
心
驚
動
せ
ず
と
。
十
信
の
前
の
凡
夫
は
、
よ
く
か
く
の
ご
と
く
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
経
に
、
七

日
を
経
て
不
退
を
得
と
言
ふ
は
、
多
種
の
不
退
あ
れ
ば
な
り
。
前
師
の
説
の
ご
と
し
。
十
信
已
前
を
上
下

と
な
す
は
、
そ
の
義
、
解
す
べ
し
。
も
し
す
な
は
ち
十
信
已
前
の
、
菩
提
心
を
発
し
、
諸
悪
を
造
ら
ざ
る

凡
夫
人
を
取
ら
ざ
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
き
凡
夫
人
は
、
九
品
の
中
、
何
品
の
摂
な
る
や
。
も
し
中
三
品
の

摂
な
ら
ば
、
こ
の
人
す
で
に
大
心
を
発
せ
ば
、
な
ん
ぞ
中
品
の
中
の
摂
な
ら
ん
や
。
も
し
下
三
品
の
摂
な

ら
ば
、
彼
は
す
で
に
大
乗
心
を
発
し
て
、
戒
を
持
ち
諸
悪
を
造
ら
ざ
れ
ば
、
な
ん
ぞ
下
品
の
中
の
摂
な
ら

ん
や
。
も
し
九
品
に
摂
せ
ざ
れ
ば
、な
ん
の
義
あ
り
て
か
摂
せ
ざ
る
。
か
く
の
ご
と
き
が
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、

上
下
の
中
の
摂
な
る
こ
と
を
。
こ
の
義
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
諸
徳
み
な
、
十
行
已
上
を
分
か
ち
て
三
品

と
な
す
と
言
ふ
は
、
依
用
す
べ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
経
の
文
に
、
百

法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
と
説
く
や
。
答
ふ
。
こ
れ
は
十
住
の
初
心
に
百
法
門
を
得
る
時
に
、
不
退

位
に
入
り
、
人
空
観
を
作
し
、
心
に
歓
喜
を
生
ず
る
も
の
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
ま
さ
に
歓
喜
位
に
住
す

と
言
ふ
べ
し
。
し
か
る
に
地
と
言
ふ
は
、
位
と
地
と
、
義
通
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
。
余
処
の
中
に
み
な
通
じ
て

用
ゐ
る
な
り
。中
輩
の
三
人
は
、み
な
種
解
脱
分
の
善
根
の
人
な
り
。位
を
も
っ
て
そ
の
上
下
を
分
か
た
ず
。

た
だ
持
戒
の
日
に
長
短
あ
り
、
も
し
戒
な
く
ば
、
た
だ
世
の
善
を
修
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
も
っ
て
三

品
を
分
か
つ
。
彼
に
至
っ
て
果
を
得
る
に
、
遅
疾
同
じ
か
ら
ず
〉
と
。
上
の
二
師
は
、
下
輩
同
じ
。
経
文

に
説
く
が
ご
と
し
。
こ
れ
後
の
二
師
の
義
を
案
ず
る
に
、
ま
さ
に
末
世
の
至
あ
る
べ
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
云
う
、「
以
下
、
経
文
に
則
し
て
解
説
し
て
ゆ
こ
う
。
大
ざ
っ
ぱ

に
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
輩
観
で
あ
る
。
詳
細
に
は
九
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
三
輩
を
そ
れ

ぞ
れ
三
つ
に
開
く
か
ら
で
あ
る
。
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
を
判
定
し
た
先
学
の
主
な
見
解
と
し
て
、
八

説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
浄
影
寺
慧
遠
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
（『
観
経
義
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
八
二
頁
上
～
下
）。

〈
上
輩
三
品
に
つ
い
て
。
四
地
已
上
の
順
忍
の
三
地
（
四
・
五
・
六
地
）
を
上
品
上
生
人
と
す
る
。
極
楽

に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
無
生
忍
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
無
生
忍
を
得
る
ま
で
の
時
間

に
は
長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
経
に
即
得
と
言
う
の
は
、
勝
れ
た
者
に
つ
い
て
言
う
か
ら
で
あ

る
。
初
・
二
・
三
地
の
信
忍
の
三
地
を
上
品
中
生
人
と
す
る
。
経
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
一
小
劫
を
過
ぎ

て
無
生
忍
を
得
る
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
二
劫
・
三
劫
を
経
て
得
る
者
も
あ
ろ
う

が
、
経
に
一
劫
と
言
う
の
は
、
最
短
を
言
う
か
ら
で
あ
る
。
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』（
巻
九
、『
大
正
蔵
』

三
〇
、
九
四
五
頁
上
）
に
は
、
初
地
か
ら
八
地
に
至
る
に
は
一
大
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る
と
説
か
れ
る
。
な

ぜ
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
一
小
劫
を
経
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
そ
れ
に
は
三
つ
の
理
由
が

あ
る
。
第
一
に
時
間
の
長
さ
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
巻
二
十
九
、『
大
正
蔵
』 

九
、
五
八
九
頁
下
）
に
は
、
娑
婆
の
一
劫
は
無
量
寿
国
の
一
日
一
夜
に
当
た
る
と
説
か
れ
る
。『
菩
薩
地
持

経
』
は
、
此
土
の
時
間
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
の
で
、
一
大
阿
僧
祇
劫
と
言
い
、『
観
無
量
寿
経
』
は
極
楽

に
時
間
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
の
で
、
一
小
劫
と
言
う
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
出
発
点
の
行
位
が
異
な
る
か

ら
で
あ
る
。『
菩
薩
地
持
経
』
は
信
忍
の
初
め
（
初
地
）
か
ら
の
時
間
を
言
い
、『
観
無
量
寿
経
』
は
信
忍

の
終
わ
り
、
第
三
地
か
ら
の
時
間
を
言
う
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
到
達
点
の
行
位
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

『
菩
薩
地
持
経
』
は
八
地
の
無
生
忍
、『
観
無
量
寿
経
』
は
七
地
の
無
生
忍
を
言
う
の
で
あ
る
。
種
性
解
行 

（
十
住
・
十
行
）
を
上
品
下
生
人
と
す
る
。
経
に
、
三
小
劫
を
経
て
百
法
明
門
を
得
、
初
地
に
到
達
す
る

と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』
に
は
、
種
性
（
十
住
）
か
ら
初
地
ま
で
は
一
大
阿

僧
祇
を
要
す
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
は
な
ぜ
三
小
劫
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
時
間
の
観
念

が
異
な
る
か
ら
で
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
問
う
。『
菩
薩
地
持
経
』
に
は
、
種
性
か
ら
初
地
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に
至
る
の
に
一
大
劫
を
要
し
、
初
地
よ
り
八
地
に
至
る
の
に
一
大
劫
を
要
す
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』

で
は
な
ぜ
、
上
品
中
生
人
は
一
小
劫
、
上
品
下
生
人
は
三
小
劫
を
要
す
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
道
理
と

し
て
同
じ
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
様
々
な
場
合
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
上
品
中
生
で
は
信
忍
の
終
わ

り
（
初
地
）
か
ら
の
時
間
を
言
い
、
上
品
下
生
で
は
伏
忍
の
初
め
（
初
住
）
か
ら
の
時
間
を
言
う
、
な
ど

と
い
う
違
い
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
中
輩
も
ま
た
三
に
分
か
れ
る
。
小
乗
人
の
中
、

下
の
三
果
の
人
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
を
中
品
上
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
阿

羅
漢
の
悟
り
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
時
間
の
長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
経

に
即
得
と
言
う
の
は
、
勝
れ
た
者
に
つ
い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。
…
中
略
… 

見
道
已
前
の
内
凡
・
外
凡
の

人
で
、
勤
勉
に
浄
戒
を
持
ち
、
悟
り
を
求
め
る
者
を
中
品
中
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
七
日
を
経

て
須
陀
洹
の
果
を
得
、
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
時
間
の

長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、七
日
・
半
劫
と
説
か
れ
る
の
は
、勝
れ
た
者
に
つ
い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。

見
道
に
入
る
以
前
の
世
俗
の
凡
夫
で
、
様
々
な
世
間
の
善
を
行
い
、
悟
り
を
求
め
る
者
を
中
品
下
生
人
と

す
る
。
経
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理

と
し
て
実
際
に
は
時
間
の
長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
一
小
劫
と
説
か
れ
る
の
は
、
勝
れ
た
者
に
つ

い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。
下
輩
も
ま
た
三
に
分
か
れ
る
。
大
乗
人
の
中
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分

け
る
が
、
修
行
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
行
位
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
罪
の
軽
重
は

経
文
に
よ
っ
て
理
解
せ
よ
〉
と
。

　
第
二
に
力
法
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
上
輩
の
三
人
は
み
な
地
前
の
位
に
あ
る
。
地
上
で
は
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
地
上
の
菩
薩
は
、
す
で
に
三
界
の
苦
界
を
脱
し
、
思
い
の
ま
ま
に
見
仏
・
聞
法
で
き

る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
修
行
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
行
・
十
回
向

を
上
品
上
生
人
と
し
、
十
解
（
十
住
）
を
上
品
中
生
人
と
し
、
十
信
を
上
品
下
生
人
と
す
る
。
中
下
二
輩

は
慧
遠
師
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
〉
と
。
以
下
の
諸
師
は
み
な
九
品
を
地
前
と
判
定
し
て
い
る
が
、
細
部
の

相
違
が
あ
る
。

　
第
三
に
基
法
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
十
回
向
を
上
品
上
生
人
と
し
、
行
解
（
十
行
・
十
住
）
を
上

品
中
生
人
と
し
、
十
信
を
上
品
下
生
人
と
す
る
。
中
輩
の
三
人
は
、
小
乗
の
見
道
已
前
の
人
で
あ
る
。
四

善
根
を
中
品
上
生
人
と
し
、
五
停
心
観
・
総
別
念
処
を
中
品
中
生
人
と
し
、
七
方
便
（
三
賢
＝
五
停
心
観
・

別
相
念
住
・
総
相
念
住
、
四
善
根
＝
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）
の
前
の
仏
道
修
行
に
入
る
以
前
の
人
を

中
品
下
生
人
と
す
る
。
下
輩
の
三
人
は
、大
乗
の
中
の
十
信
以
前
の
仏
道
修
行
に
入
る
以
前
の
人
で
あ
り
、

そ
の
行
い
の
優
劣
や
、
罪
の
軽
重
を
見
て
三
つ
に
分
け
る
。
経
文
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
〉
と
。

　
第
四
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
回
向
を
上
品
上
生
人
、
十
行
を
上
品
中
生
人
、
十
解
（
十
住
）
を
上
品

下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
五
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
地
前
の
三
十
心
を
上
品
上
生
人
、
十
信
の
末
心
を
上
品
中
生
人
、
十
信
の

初
心
を
上
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
六
に
あ
る
師
言
う
、〈
十
解
（
十
住
）
の
初
心
を
上
品
上
生
人
、
十
信
の
後
心
を
上
品
中
生
人
、
十

信
の
初
心
を
上
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。
第
四
・
第
五
・
第
六
の
三
師
は
、
中
下
二
輩
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ

基
師
と
同
じ
で
あ
る
。

　
第
七
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
信
お
よ
び
信
に
入
る
前
で
、
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
の
三
種
心

を
発
し
、
具
諸
戒
行
・
読
誦
大
乗
経
典
・
修
行
六
念
の
三
種
行
を
修
す
る
者
を
上
品
上
生
人
と
す
る
。
こ

の
三
種
心
は
『
起
信
論
』
所
説
の
三
種
心
（
直
心
・
深
心
・
大
悲
心
）
に
当
た
る
。
上
品
中
生
・
上
品
下

生
の
二
人
は
、
十
信
に
入
る
前
で
、
菩
提
心
を
発
し
、
善
を
修
す
る
凡
夫
で
あ
る
。
善
行
の
深
浅
に
よ
っ

て
二
つ
に
分
か
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
未
来
の
世
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
煩
悩
に
苦
し
め
ら
て

い
る
者
の
た
め
に
、
諸
の
浄
業
を
説
く
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
問
う
。
そ
れ
な
ら
ば

な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
無
生
法
忍
を
得
る
と
か
、
三
劫
を
経
て
百
法
明
門

を
得
る
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
四
、一
〇
一
三

頁
下
）
に
は
、
十
解
の
初
発
心
住
で
無
生
忍
を
得
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
（
同
巻
下
、『
大
正
蔵
』

二
四
、一
〇
一
一
頁
下
）、
初
発
心
住
に
得
る
十
信
に
そ
れ
ぞ
れ
十
心
が
備
わ
る
。
い
は
ゆ
る
十
信
・
十
精

進
・
十
念
・
十
定
・
十
恵
・
十
願
・
十
戒
・
十
護
法
・
十
不
退
・
十
回
向
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
十
の
百
法

明
門
を
得
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
『
大
集
経
』（
巻
三
十
一
、『
大
正
蔵
』
一
三
、
二
一
四
頁
上
）
に

は
、
そ
の
時
、
大
衆
中
の
十
住
の
菩
薩
等
が
釈
尊
に
対
し
て
、
我
ら
は
す
で
に
無
生
法
忍
を
得
、
如
来
の

十
八
不
共
の
法
を
行
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
と
言
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
問
う
。
上
品
中
生
人
が
極
楽

に
生
ま
れ
て
、
わ
ず
か
七
日
で
不
退
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
一
口
に
不
退
と
言
っ
て 

も
、
念
不
退
・
行
不
退
・
位
不
退
・
根
不
退
・
地
不
退
等
の
十
種
が
あ
る
。
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
煖
・ 

頂
・
忍
の
三
を
中
品
上
生
人
と
す
る
。
七
方
便
の
中
の
三
賢
位
（
五
停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
）

を
中
品
中
生
人
と
す
る
。
七
方
便
に
入
る
前
を
中
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
八
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
信
の
末
心
を
上
品
上
生
人
と
し
、
十
信
の
初
・
中
を
上
品
中
生
人
と
し
、

十
信
に
入
る
前
の
凡
夫
で
、
た
だ
菩
提
心
を
発
し
て
、
深
く
因
果
を
信
ず
る
等
の
者
を
上
品
下
生
人
と
す

る
。
十
信
の
末
心
を
上
品
上
生
人
と
す
る
理
由
は
、『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
、
十
住
の
初
心
に
無
生
忍

を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
上
生
段
に
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
無

生
忍
を
得
る
と
言
う
。
よ
っ
て
彼
が
十
信
の
末
心
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
十
信
の
初
・
中

の
二
位
を
上
品
中
生
人
と
す
る
理
由
は
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
段
に
、
第
一
義
に
心
が
定
ま
り
動

ず
る
こ
と
が
な
い
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
信
に
入
る
前
の
凡
夫
は
、
そ
の
よ
う
な
心
の
状
態
に
な

る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
経
に
、
七
日
を
経
て
不
退
を
得
る
と
言
う
の
は
、
や
は
り
不
退

に
多
種
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
七
師
の
説
と
同
様
で
あ
る
。
十
信
に
入
る
前
を
上
品
下
生
と
す
る
。
そ
の

理
由
は
理
解
で
き
よ
う
。
も
し
十
信
に
入
る
前
の
、
菩
提
心
を
発
し
て
、
諸
悪
を
造
ら
な
い
凡
夫
人
を
こ
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に
至
る
の
に
一
大
劫
を
要
し
、
初
地
よ
り
八
地
に
至
る
の
に
一
大
劫
を
要
す
る
と
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』

で
は
な
ぜ
、
上
品
中
生
人
は
一
小
劫
、
上
品
下
生
人
は
三
小
劫
を
要
す
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。
道
理
と

し
て
同
じ
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
様
々
な
場
合
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
上
品
中
生
で
は
信
忍
の
終
わ

り
（
初
地
）
か
ら
の
時
間
を
言
い
、
上
品
下
生
で
は
伏
忍
の
初
め
（
初
住
）
か
ら
の
時
間
を
言
う
、
な
ど

と
い
う
違
い
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
中
輩
も
ま
た
三
に
分
か
れ
る
。
小
乗
人
の
中
、

下
の
三
果
の
人
（
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
）
を
中
品
上
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
阿

羅
漢
の
悟
り
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
時
間
の
長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
経

に
即
得
と
言
う
の
は
、
勝
れ
た
者
に
つ
い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。
…
中
略
… 

見
道
已
前
の
内
凡
・
外
凡
の

人
で
、
勤
勉
に
浄
戒
を
持
ち
、
悟
り
を
求
め
る
者
を
中
品
中
生
人
と
す
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
七
日
を
経

て
須
陀
洹
の
果
を
得
、
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
果
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理
と
し
て
実
際
に
は
時
間
の

長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、七
日
・
半
劫
と
説
か
れ
る
の
は
、勝
れ
た
者
に
つ
い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。

見
道
に
入
る
以
前
の
世
俗
の
凡
夫
で
、
様
々
な
世
間
の
善
を
行
い
、
悟
り
を
求
め
る
者
を
中
品
下
生
人
と

す
る
。
経
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
果
を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
道
理

と
し
て
実
際
に
は
時
間
の
長
短
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
一
小
劫
と
説
か
れ
る
の
は
、
勝
れ
た
者
に
つ

い
て
言
う
か
ら
で
あ
る
。
下
輩
も
ま
た
三
に
分
か
れ
る
。
大
乗
人
の
中
、
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
つ
に
分

け
る
が
、
修
行
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
行
位
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
罪
の
軽
重
は

経
文
に
よ
っ
て
理
解
せ
よ
〉
と
。

　
第
二
に
力
法
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
上
輩
の
三
人
は
み
な
地
前
の
位
に
あ
る
。
地
上
で
は
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
地
上
の
菩
薩
は
、
す
で
に
三
界
の
苦
界
を
脱
し
、
思
い
の
ま
ま
に
見
仏
・
聞
法
で
き

る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
修
行
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
行
・
十
回
向

を
上
品
上
生
人
と
し
、
十
解
（
十
住
）
を
上
品
中
生
人
と
し
、
十
信
を
上
品
下
生
人
と
す
る
。
中
下
二
輩

は
慧
遠
師
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
〉
と
。
以
下
の
諸
師
は
み
な
九
品
を
地
前
と
判
定
し
て
い
る
が
、
細
部
の

相
違
が
あ
る
。

　
第
三
に
基
法
師
は
次
の
よ
う
に
言
う
。〈
十
回
向
を
上
品
上
生
人
と
し
、
行
解
（
十
行
・
十
住
）
を
上

品
中
生
人
と
し
、
十
信
を
上
品
下
生
人
と
す
る
。
中
輩
の
三
人
は
、
小
乗
の
見
道
已
前
の
人
で
あ
る
。
四

善
根
を
中
品
上
生
人
と
し
、
五
停
心
観
・
総
別
念
処
を
中
品
中
生
人
と
し
、
七
方
便
（
三
賢
＝
五
停
心
観
・

別
相
念
住
・
総
相
念
住
、
四
善
根
＝
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）
の
前
の
仏
道
修
行
に
入
る
以
前
の
人
を

中
品
下
生
人
と
す
る
。
下
輩
の
三
人
は
、大
乗
の
中
の
十
信
以
前
の
仏
道
修
行
に
入
る
以
前
の
人
で
あ
り
、

そ
の
行
い
の
優
劣
や
、
罪
の
軽
重
を
見
て
三
つ
に
分
け
る
。
経
文
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
〉
と
。

　
第
四
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
回
向
を
上
品
上
生
人
、
十
行
を
上
品
中
生
人
、
十
解
（
十
住
）
を
上
品

下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
五
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
地
前
の
三
十
心
を
上
品
上
生
人
、
十
信
の
末
心
を
上
品
中
生
人
、
十
信
の

初
心
を
上
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
六
に
あ
る
師
言
う
、〈
十
解
（
十
住
）
の
初
心
を
上
品
上
生
人
、
十
信
の
後
心
を
上
品
中
生
人
、
十

信
の
初
心
を
上
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。
第
四
・
第
五
・
第
六
の
三
師
は
、
中
下
二
輩
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ

基
師
と
同
じ
で
あ
る
。

　
第
七
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
信
お
よ
び
信
に
入
る
前
で
、
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
の
三
種
心

を
発
し
、
具
諸
戒
行
・
読
誦
大
乗
経
典
・
修
行
六
念
の
三
種
行
を
修
す
る
者
を
上
品
上
生
人
と
す
る
。
こ

の
三
種
心
は
『
起
信
論
』
所
説
の
三
種
心
（
直
心
・
深
心
・
大
悲
心
）
に
当
た
る
。
上
品
中
生
・
上
品
下

生
の
二
人
は
、
十
信
に
入
る
前
で
、
菩
提
心
を
発
し
、
善
を
修
す
る
凡
夫
で
あ
る
。
善
行
の
深
浅
に
よ
っ

て
二
つ
に
分
か
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、
未
来
の
世
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
煩
悩
に
苦
し
め
ら
て

い
る
者
の
た
め
に
、
諸
の
浄
業
を
説
く
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
問
う
。
そ
れ
な
ら
ば

な
ぜ
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
無
生
法
忍
を
得
る
と
か
、
三
劫
を
経
て
百
法
明
門

を
得
る
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（
巻
下
、『
大
正
蔵
』
二
四
、一
〇
一
三

頁
下
）
に
は
、
十
解
の
初
発
心
住
で
無
生
忍
を
得
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
（
同
巻
下
、『
大
正
蔵
』

二
四
、一
〇
一
一
頁
下
）、
初
発
心
住
に
得
る
十
信
に
そ
れ
ぞ
れ
十
心
が
備
わ
る
。
い
は
ゆ
る
十
信
・
十
精

進
・
十
念
・
十
定
・
十
恵
・
十
願
・
十
戒
・
十
護
法
・
十
不
退
・
十
回
向
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
十
の
百
法

明
門
を
得
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
『
大
集
経
』（
巻
三
十
一
、『
大
正
蔵
』
一
三
、
二
一
四
頁
上
）
に

は
、
そ
の
時
、
大
衆
中
の
十
住
の
菩
薩
等
が
釈
尊
に
対
し
て
、
我
ら
は
す
で
に
無
生
法
忍
を
得
、
如
来
の

十
八
不
共
の
法
を
行
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
と
言
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
問
う
。
上
品
中
生
人
が
極
楽

に
生
ま
れ
て
、
わ
ず
か
七
日
で
不
退
を
得
る
と
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
一
口
に
不
退
と
言
っ
て 

も
、
念
不
退
・
行
不
退
・
位
不
退
・
根
不
退
・
地
不
退
等
の
十
種
が
あ
る
。
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
煖
・ 

頂
・
忍
の
三
を
中
品
上
生
人
と
す
る
。
七
方
便
の
中
の
三
賢
位
（
五
停
心
観
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
）

を
中
品
中
生
人
と
す
る
。
七
方
便
に
入
る
前
を
中
品
下
生
人
と
す
る
〉
と
。

　
第
八
に
あ
る
師
が
言
う
。〈
十
信
の
末
心
を
上
品
上
生
人
と
し
、
十
信
の
初
・
中
を
上
品
中
生
人
と
し
、

十
信
に
入
る
前
の
凡
夫
で
、
た
だ
菩
提
心
を
発
し
て
、
深
く
因
果
を
信
ず
る
等
の
者
を
上
品
下
生
人
と
す

る
。
十
信
の
末
心
を
上
品
上
生
人
と
す
る
理
由
は
、『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
、
十
住
の
初
心
に
無
生
忍

を
得
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
上
品
上
生
段
に
は
、
極
楽
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
無

生
忍
を
得
る
と
言
う
。
よ
っ
て
彼
が
十
信
の
末
心
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
十
信
の
初
・
中

の
二
位
を
上
品
中
生
人
と
す
る
理
由
は
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
中
生
段
に
、
第
一
義
に
心
が
定
ま
り
動

ず
る
こ
と
が
な
い
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
信
に
入
る
前
の
凡
夫
は
、
そ
の
よ
う
な
心
の
状
態
に
な

る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
経
に
、
七
日
を
経
て
不
退
を
得
る
と
言
う
の
は
、
や
は
り
不
退

に
多
種
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
七
師
の
説
と
同
様
で
あ
る
。
十
信
に
入
る
前
を
上
品
下
生
と
す
る
。
そ
の

理
由
は
理
解
で
き
よ
う
。
も
し
十
信
に
入
る
前
の
、
菩
提
心
を
発
し
て
、
諸
悪
を
造
ら
な
い
凡
夫
人
を
こ
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こ
に
摂
め
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
凡
夫
人
は
、
九
品
の
中
の
ど
こ
に
摂
ま
る
と
言
う
の
か
。
中
輩
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
こ
の
人
は
す
で
に
菩
提
心
を
発
し
て
い
る
の
で
、
中
輩
に
は
摂
ま
ら
な
い
。
下
輩
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
こ
の
人
は
す
で
に
大
乗
心
を
発
し
て
、
戒
を
持
ち
諸
悪
を
造
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

下
輩
に
も
摂
ま
ら
な
い
。
も
し
九
品
の
ど
こ
に
も
摂
ま
ら
な
い
と
言
う
の
な
ら
ば
、
一
体
ど
う
い
う
理
由

で
摂
ま
ら
な
い
の
か
。
よ
っ
て
上
品
下
生
に
摂
め
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

十
行
以
上
を
三
輩
に
配
当
す
る
と
い
う
諸
先
学
の
説
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
問
う
。
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
、 

『
観
無
量
寿
経
』
に
、
百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
こ
れ
は
十
住
の
初

心
に
百
法
門
を
得
た
時
に
、
不
退
位
に
入
り
、
人
空
観
を
な
し
て
心
に
歓
喜
を
生
ず
る
こ
と
を
言
う
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
歓
喜
位
に
住
す
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
地
と
言
う
の
は
、
位
と
地
と
を
同
じ
意
味
で
用
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
の
所
で
も
同
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
輩
の
三
人
は
、
み
な
種
解
脱
分
（
三
賢 

位
）
の
善
根
を
行
う
人
で
あ
る
。
三
品
人
の
行
位
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戒
を
保
つ
日
時
の
長

短
に
よ
っ
て
中
品
上
生
・
中
生
を
分
け
、
戒
を
保
つ
こ
と
な
く
た
だ
世
間
の
善
を
修
す
る
者
を
中
品
下
生

と
す
る
の
み
で
あ
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
た
後
、
果
を
得
る
ま
で
の
時
間
に
、
遅
疾
の
差
別
が
あ
る
〉
と
。

第
七
・
第
八
の
二
師
は
、
下
輩
に
つ
い
て
は
同
じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。
経
文
の
説
の
通
り
で
あ
る
。
第

七
・
第
八
の
二
師
の
説
が
、
末
世
に
相
応
し
い
教
説
だ
と
言
え
よ
う
」
と
。

（
309
）
平
等
覚
経
下
に
云
う
（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
九
一
頁
下
～
二
九
二
頁
下
）、「
仏
が
阿
逸
菩

薩
に
告
げ
ら
れ
た
。〈
世
間
の
善
男
善
女
で
、無
量
清
浄
仏
国
に
往
生
を
願
う
者
に
、三
輩
の
差
別
が
あ
る
。

そ
の
最
上
の
第
一
輩
と
は
、
出
家
し
て
沙
門
と
な
り
、
菩
薩
道
を
修
し
、
経
・
戒
を
保
ち
、
慈
心
を
も
っ

て
精
進
し
、
女
人
と
交
わ
ら
ず
、
斎
戒
清
浄
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
無
量
清
浄
仏
国
へ
の
往
生
を
願
い
続
け

る
人
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
今
生
に
お
い
て
睡
眠
の
中
で
無
量
清
浄
仏
お
よ
び
諸
菩
薩
・
阿
羅
漢

を
見
、
命
終
の
時
に
は
無
量
清
浄
仏
お
よ
び
諸
菩
薩
・
阿
羅
漢
に
迎
え
ら
れ
て
、
即
座
に
無
量
清
浄
仏
国

に
往
生
し
、
七
宝
池
の
蓮
華
中
に
化
生
す
る
。
や
が
て
不
退
転
の
菩
薩
と
な
っ
て
、
諸
菩
薩
と
共
に
八
方

上
下
の
無
数
の
仏
を
供
養
し
、
教
え
を
聞
い
て
歓
喜
す
る
。
常
に
無
量
清
浄
仏
の
側
近
く
に
住
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
二
の
中
輩
と
は
、
出
家
は
し
な
い
が
、
経
・
戒
を
保
ち
、
布
施
を
行
い
、
仏
の
教
え
を
信
受
し
、
沙

門
を
供
養
し
、
寺
・
塔
を
造
り
、
焼
香
・
散
華
し
、
灯
明
や
荘
厳
具
を
捧
げ
る
人
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

人
が
、
斎
戒
清
浄
を
保
ち
、
我
欲
を
断
っ
て
、
一
日
一
夜
の
間
、
無
量
清
浄
仏
国
へ
の
往
生
を
願
い
続
け

る
な
ら
ば
、
今
生
に
お
い
て
睡
眠
の
中
で
無
量
清
浄
仏
を
見
、
命
終
の
時
に
は
仏
が
化
仏
お
よ
び
国
土
を

見
せ
て
く
だ
さ
り
、
無
量
清
浄
仏
国
に
往
生
し
て
、
智
慧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
行
い
を
し
な
が
ら
、
途
中
で
心
に
疑
惑
を
生
じ
て
、
善
に
よ
っ
て
福
徳
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ず
、
無
量
清
浄
仏
国
の
あ
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
往
生
す
る
こ
と
が

信
じ
ら
れ
な
く
な
る
者
が
い
る
。
信
と
不
信
と
が
入
り
交
じ
っ
て
専
一
の
心
が
な
い
。
そ
れ
で
も
往
生
を

願
う
心
が
実
を
結
べ
ば
、
や
が
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
者
が
命
終
わ
る
時
に

は
、
無
量
清
浄
仏
が
化
身
を
示
現
す
る
。
彼
は
心
に
歓
喜
を
生
じ
て
、
非
を
悔
い
て
往
生
を
願
う
だ
ろ
う
。

悔
過
に
よ
っ
て
罪
は
少
し
だ
け
減
ぜ
ら
れ
る
が
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
命
終
わ
っ
て
往
生
を
得

て
も
、
無
量
清
浄
仏
の
所
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仏
国
の
辺
地
に
建
つ
七
宝
の
城
を
見
て
歓
喜
し
、

五
百
年
の
間
そ
こ
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
極
め
て
快
適
な
場
所
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
出
る
こ
と
は
で

き
ず
、
仏
に
遇
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
仏
の
光
明
を
見
て
、
心
に
歓
喜
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た

経
を
聞
く
こ
と
も
、聖
衆
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
仏
が
そ
う
し
向
け
た
の
で
は
な
い
。
彼
が
自
ら
陥
っ

た
の
で
あ
る
。
仏
の
教
え
を
疑
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
悪
道
に
堕
ち
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
仏
が
哀

れ
ん
で
こ
の
城
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
百
年
間
滞
在
し
て
、
そ
の
城
を
出
、
無
量
清
浄

仏
の
所
に
往
き
、
教
え
を
聞
い
て
も
理
解
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
城
に
戻
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返

し
、
長
い
時
間
を
経
て
智
慧
を
得
、
よ
う
や
く
第
一
輩
の
人
と
同
じ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
み

な
疑
惑
の
心
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
輩
と
は
、
布
施
を
行
な
っ
た
り
、
焼
香
・
散
華
し
た
り
、
灯
明
や
荘
厳
具
を
捧
げ
た
り
、
仏
寺
を 

造
っ
た
り
、
沙
門
を
供
養
す
る
な
ど
の
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
な
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
愛
欲
を
断
じ
、

斎
戒
清
浄
を
保
ち
、
十
日
の
間
、
一
心
に
無
量
清
浄
仏
国
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
続
け
れ
ば
、
命
終
の
後

即
座
に
無
量
清
浄
仏
国
に
往
生
し
て
、
智
慧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
行
い
を
し
な
が
ら
、
途
中
で
心
に
疑
惑
を
生
じ
て
、
善
に
よ
っ
て
福
徳
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ず
、
無
量
清
浄
仏
国
に
往
生
す
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
者
が
い
る
。
そ

れ
で
も
や
が
て
は
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
者
が
命
終
わ
る
時
に
は
、
無
量
清
浄

仏
が
夢
の
中
で
無
量
清
浄
仏
国
を
示
現
し
て
く
だ
さ
る
。
彼
は
心
に
歓
喜
を
生
じ
て
、
非
を
悔
い
て
往
生

を
願
う
だ
ろ
う
。
悔
過
に
よ
っ
て
罪
は
少
し
だ
け
減
ぜ
ら
れ
る
が
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
命
終

わ
っ
て
往
生
を
得
て
も
、
無
量
清
浄
仏
の
所
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
途
中
に
建
つ
二
千
里
の
七
宝
の

城
を
見
て
歓
喜
し
、
五
百
年
の
間
そ
こ
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
五
百
年
間
の
後
そ
の
城
を
出
、
無
量
清
浄

仏
の
所
に
往
き
、
教
え
を
聞
い
て
も
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
。
第
二
輩
の
疑
惑
人
と
同
様
で
あ
る
。
そ

の
後
長
い
時
間
を
経
て
智
慧
を
得
、
よ
う
や
く
第
一
輩
の
人
と
同
じ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
み

な
疑
惑
の
心
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
310
）
無
量
寿
論
釈
第
三
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
、
古
逸
）、「
ま
た
次
に
彼
に
生
ず
る

利
益
を
明
か
さ
ば
、
上
品
上
生
は
、
す
な
は
ち
彼
に
生
じ
を
は
り
て
、
仏
を
見
、
法
を
聞
き
、
無
生
忍
を

悟
り
、
諸
仏
を
歴
事
し
、
次
第
に
授
記
せ
ら
れ
、
百
千
陀
羅
尼
を
得
。
上
品
中
生
は
、
七
日
を
経
を
は
り

て
、
不
退
転
を
得
、
一
小
劫
を
経
て
、
無
生
忍
を
得
。
上
品
下
生
は
、
三
七
日
の
後
、
仏
の
説
法
を
聞
き
、

三
小
劫
を
経
て
、
歓
喜
地
に
住
す
。
中
品
上
生
は
、
彼
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
蓮
華
尋つ

い
で
開
き
、
四
諦

を
讃
ず
る
を
聞
き
、
す
な
は
ち
羅
漢
を
得
。
中
品
中
生
は
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
須
陀
洹
を
得
、
半
劫

−144−−145−

を
経
を
は
り
て
阿
羅
漢
を
成
ず
。
中
品
下
生
は
、
七
日
を
経
て
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
一
小
劫
を
経
て
、

阿
羅
漢
道
を
成
ず
。
下
品
上
生
は
、
法
を
聞
い
て
信
解
し
、
無
上
心
を
発
し
、
十
小
劫
を
経
て
、
初
地
に

入
る
を
得
。
下
品
中
生
は
、
甚
深
の
経
典
を
説
く
を
聞
き
、
す
な
は
ち
無
上
道
心
を
発
す
。
下
品
下
生
は
、

実
相
、
滅
罪
の
法
を
説
く
を
聞
き
を
は
り
て
歓
喜
し
、
菩
提
の
心
を
発
す
。
阿
羅
漢
の
功
は
初
地
と
斉
し

き
を
も
っ
て
、
同
体
異
名
な
り
。
義
に
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
そ
れ
発
心
は
、
十
信
の
初
心
の
時
に

あ
る
こ
と
を
。
必
ず
し
も
彼
の
種
性
発
心
位
の
中
に
あ
ら
ず
。
自
余
の
諸
義
も
思
に
准
じ
て
ま
さ
に
解
す

べ
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
次
に
往
生
極
楽
の
利
益
を
明
か
そ
う
。
上
品
上

生
人
は
、
即
座
に
往
生
し
て
仏
を
見
、
法
を
聞
き
、
無
生
忍
を
悟
り
、
諸
仏
を
巡
拝
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

成
仏
の
印
可
を
授
け
ら
れ
、
百
千
の
陀
羅
尼
の
教
え
を
得
る
。
上
品
中
生
人
は
、
往
生
か
ら
七
日
を
経
て

不
退
転
を
得
、
さ
ら
に
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
悟
る
。
上
品
下
生
人
は
、
往
生
か
ら
三
七
日
の
後
、
仏

の
説
法
を
聞
き
、
さ
ら
に
三
小
劫
を
経
て
、
歓
喜
地
に
至
る
。
中
品
上
生
人
は
、
往
生
と
と
も
に
蓮
華
が

開
き
、
四
諦
を
讃
嘆
す
る
説
法
を
聞
い
て
即
座
に
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
中
品
中
生
人
は
、
法
を
聞
い

て
歓
喜
し
、
須
陀
洹
の
悟
り
を
得
、
さ
ら
に
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
中
品
下
生
人
は
、
往

生
か
ら
七
日
を
経
て
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
さ
ら
に
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
下
品
上

生
は
、
法
を
聞
い
て
信
解
し
て
無
上
菩
提
心
を
発
し
、
さ
ら
に
十
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
品
中
生

人
は
、
大
乗
経
典
の
教
え
を
聞
き
、
即
座
に
無
上
菩
提
心
を
発
す
。
下
品
下
生
人
は
、
諸
法
実
相
、
滅
罪

法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
菩
提
心
を
発
す
。
阿
羅
漢
の
功
徳
は
初
地
の
菩
薩
の
そ
れ
と
斉
し
い
の
で
、
悟
り

の
程
度
は
同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
発
菩
提
心
が
、
十
信
の
初
心
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
道
理
と
し
て
明
白
で
あ
る
。
菩
提
心
は
初
住
位
で
発
す
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
こ

と
も
同
じ
よ
う
に
理
解
せ
よ
」
と
。

安
養
集
巻
第
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【
考
察
】

　
前
項
「
46 

九
品
往
生
階
級
」
と
本
項
「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
往
生
段
、『
観

無
量
寿
経
』
三
輩
九
品
往
生
段
に
登
場
す
る
往
生
人
の
行
位
を
論
じ
た
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
前
項

に
述
べ
た
よ
う
に
、
な
ぜ
二
項
に
分
け
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
巻
一
の
「
４
率
極
楽
優
劣
難
易
」 

「
５
兜
率
極
楽
相
対
」
と
同
様
、
編
集
の
最
終
段
階
で
一
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
作

業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
前
項
所
掲
の
二
文
と
、
本
項
所
掲
の
十
一
文
の
意
義

に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
考
察
し
た
い
。

　
比
叡
山
に
お
い
て
、
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
を
論
じ
た
最
初
の
文
献
は
良
源
の
『
九
品
往
生
義
』
で

あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
を
註
釈
し
た
書
な
の
で
、
九
品
の
行
位
に
関
す
る
議
論
は
随
所
に

見
え
る
が
、
特
筆
す
べ
き
記
述
を
二
点
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
に
、
上
品
上
生
釈
（『
仏
全
』
二
四
、二
三
〇
頁
下
、
二
三
六
頁
上
）
に
、
上
品
上
生
人
は
三
心
を

具
足
す
る
の
で
、
道
種
姓
す
な
わ
ち
十
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
い
、
往
生
の
後
即
座
に
悟
る
無
生
法
忍

の
位
を
別
教
の
初
地
と
見
て
い
る
。

　
第
二
に
、
上
品
下
生
釈
（
同
、
二
三
八
頁
下
～
二
三
九
頁
上
）
に
、
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
の
説

を
批
判
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
義
寂
は
、
上
品
下
生
人
を
十
信
位
と
判
ず
る
。
そ
れ
は
、
三
小
劫
を
経
て

百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
と
説
か
れ
る
、
そ
の
行
位
を
初
住
と
判
じ
た
た
め
で
あ
る
。
歓
喜
地

に
住
す
と
い
う
の
は
、
歓
喜
地
を
証
す
る
の
で
は
な
く
、
歓
喜
地
の
境
地
を
味
わ
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
初
住
位
で
体
験
で
き
る
こ
と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
良
源
は
、
天
台
で
は
歓
喜
地
は
別

教
で
は
初
地
、
円
教
で
は
初
住
で
あ
る
が
、
今
は
別
教
の
立
場
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
良
源
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
人
を
、
往
生
に
よ
っ
て
別
教
の
初
地
に
至
る
こ

と
を
目
指
す
者
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
い
で
『
往
生
要
集
』
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生

階
位
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
十
三
番
の
問
答
の
中
、
三
輩
九
品
の
行
位
に
関
す
る
議
論
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
四
か
ら
第
八
問
答
で
あ
る
。

　
第
四
問
答
で
は
、
極
楽
に
往
生
し
た
者
は
み
な
不
退
転
の
菩
薩
だ
と
説
か
れ
る
の
で
、
極
楽
は
凡
夫
の

往
生
す
る
処
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
、
答
え
て
、
不
退
転
に
は
多
義
が
あ
る

と
言
い
、「
四
不
退
」
を
説
く
『
西
方
要
決
』（『
大
正
蔵
』
四
七
、
一
〇
七
頁
上
～
中
）
の
文
を
挙
げ
て
い 

る
。
四
不
退
と
は
、
位
不
退
・
行
不
退
・
念
不
退
・
処
不
退
を
言
い
、
位
不
退
は
輪
回
を
脱
し
た
位
、
行

不
退
は
初
地
、
念
不
退
は
第
八
地
で
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
が
、
処
不
退
は
天
上
界
に
お
い
て
も
得
る
こ

と
の
で
き
る
、
程
度
の
低
い
不
退
で
あ
る
と
言
う
。
源
信
は
、
極
楽
で
得
ら
れ
る
不
退
転
の
位
は
、
凡
聖

に
通
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
五
問
答
で
は
、
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
を
判
ず
る
諸
説
を
列
挙
し
て
、
我
ら
は
ど
れ
に
当
た
る
の

か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て
、
下
品
人
あ
る
い
は
十
信
以
前
の
凡
夫
で
あ
る
と
言
う
。
列
挙
さ
れ
た
諸
説

の
典
拠
と
し
て
諸
先
学
は
、
浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
末
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
二
頁
上
～
中
）、

懐
感
『
群
疑
論
』
巻
六
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
七
頁
下
）、
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
（
古
逸
、
前
掲
恵
谷

隆
戒
『
浄
土
教
の
新
研
究
』
付
録
「
唐
竜
興
撰
観
無
量
寿
経
記
の
復
元
に
つ
い
て
」
三
八
〇
～
三
八
二 
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を
経
を
は
り
て
阿
羅
漢
を
成
ず
。
中
品
下
生
は
、
七
日
を
経
て
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
一
小
劫
を
経
て
、

阿
羅
漢
道
を
成
ず
。
下
品
上
生
は
、
法
を
聞
い
て
信
解
し
、
無
上
心
を
発
し
、
十
小
劫
を
経
て
、
初
地
に

入
る
を
得
。
下
品
中
生
は
、
甚
深
の
経
典
を
説
く
を
聞
き
、
す
な
は
ち
無
上
道
心
を
発
す
。
下
品
下
生
は
、

実
相
、
滅
罪
の
法
を
説
く
を
聞
き
を
は
り
て
歓
喜
し
、
菩
提
の
心
を
発
す
。
阿
羅
漢
の
功
は
初
地
と
斉
し

き
を
も
っ
て
、
同
体
異
名
な
り
。
義
に
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
そ
れ
発
心
は
、
十
信
の
初
心
の
時
に

あ
る
こ
と
を
。
必
ず
し
も
彼
の
種
性
発
心
位
の
中
に
あ
ら
ず
。
自
余
の
諸
義
も
思
に
准
じ
て
ま
さ
に
解
す

べ
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
に
云
う
、「
次
に
往
生
極
楽
の
利
益
を
明
か
そ
う
。
上
品
上

生
人
は
、
即
座
に
往
生
し
て
仏
を
見
、
法
を
聞
き
、
無
生
忍
を
悟
り
、
諸
仏
を
巡
拝
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

成
仏
の
印
可
を
授
け
ら
れ
、
百
千
の
陀
羅
尼
の
教
え
を
得
る
。
上
品
中
生
人
は
、
往
生
か
ら
七
日
を
経
て

不
退
転
を
得
、
さ
ら
に
一
小
劫
を
経
て
無
生
忍
を
悟
る
。
上
品
下
生
人
は
、
往
生
か
ら
三
七
日
の
後
、
仏

の
説
法
を
聞
き
、
さ
ら
に
三
小
劫
を
経
て
、
歓
喜
地
に
至
る
。
中
品
上
生
人
は
、
往
生
と
と
も
に
蓮
華
が

開
き
、
四
諦
を
讃
嘆
す
る
説
法
を
聞
い
て
即
座
に
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
中
品
中
生
人
は
、
法
を
聞
い

て
歓
喜
し
、
須
陀
洹
の
悟
り
を
得
、
さ
ら
に
半
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
中
品
下
生
人
は
、
往

生
か
ら
七
日
を
経
て
、
法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
さ
ら
に
一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
の
悟
り
を
得
る
。
下
品
上

生
は
、
法
を
聞
い
て
信
解
し
て
無
上
菩
提
心
を
発
し
、
さ
ら
に
十
小
劫
を
経
て
初
地
に
至
る
。
下
品
中
生

人
は
、
大
乗
経
典
の
教
え
を
聞
き
、
即
座
に
無
上
菩
提
心
を
発
す
。
下
品
下
生
人
は
、
諸
法
実
相
、
滅
罪

法
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
菩
提
心
を
発
す
。
阿
羅
漢
の
功
徳
は
初
地
の
菩
薩
の
そ
れ
と
斉
し
い
の
で
、
悟
り

の
程
度
は
同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
発
菩
提
心
が
、
十
信
の
初
心
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
道
理
と
し
て
明
白
で
あ
る
。
菩
提
心
は
初
住
位
で
発
す
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
こ

と
も
同
じ
よ
う
に
理
解
せ
よ
」
と
。

安
養
集
巻
第
四

　右
は
宝
園
院
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
む
る
も
の
な
り

明
暦
二
丙
申
歳
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵

　印

【
考
察
】

　
前
項
「
46 

九
品
往
生
階
級
」
と
本
項
「
47 

三
輩
九
品
階
位
」
に
は
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
往
生
段
、『
観

無
量
寿
経
』
三
輩
九
品
往
生
段
に
登
場
す
る
往
生
人
の
行
位
を
論
じ
た
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
前
項

に
述
べ
た
よ
う
に
、
な
ぜ
二
項
に
分
け
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
巻
一
の
「
４
率
極
楽
優
劣
難
易
」 

「
５
兜
率
極
楽
相
対
」
と
同
様
、
編
集
の
最
終
段
階
で
一
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
作

業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
前
項
所
掲
の
二
文
と
、
本
項
所
掲
の
十
一
文
の
意
義

に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
考
察
し
た
い
。

　
比
叡
山
に
お
い
て
、
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
を
論
じ
た
最
初
の
文
献
は
良
源
の
『
九
品
往
生
義
』
で

あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
九
品
往
生
段
を
註
釈
し
た
書
な
の
で
、
九
品
の
行
位
に
関
す
る
議
論
は
随
所
に

見
え
る
が
、
特
筆
す
べ
き
記
述
を
二
点
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
に
、
上
品
上
生
釈
（『
仏
全
』
二
四
、二
三
〇
頁
下
、
二
三
六
頁
上
）
に
、
上
品
上
生
人
は
三
心
を

具
足
す
る
の
で
、
道
種
姓
す
な
わ
ち
十
回
向
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
い
、
往
生
の
後
即
座
に
悟
る
無
生
法
忍

の
位
を
別
教
の
初
地
と
見
て
い
る
。

　
第
二
に
、
上
品
下
生
釈
（
同
、
二
三
八
頁
下
～
二
三
九
頁
上
）
に
、
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
の
説

を
批
判
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
義
寂
は
、
上
品
下
生
人
を
十
信
位
と
判
ず
る
。
そ
れ
は
、
三
小
劫
を
経
て

百
法
明
門
を
得
て
歓
喜
地
に
住
す
る
と
説
か
れ
る
、
そ
の
行
位
を
初
住
と
判
じ
た
た
め
で
あ
る
。
歓
喜
地

に
住
す
と
い
う
の
は
、
歓
喜
地
を
証
す
る
の
で
は
な
く
、
歓
喜
地
の
境
地
を
味
わ
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
初
住
位
で
体
験
で
き
る
こ
と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
良
源
は
、
天
台
で
は
歓
喜
地
は
別

教
で
は
初
地
、
円
教
で
は
初
住
で
あ
る
が
、
今
は
別
教
の
立
場
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
良
源
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
上
品
人
を
、
往
生
に
よ
っ
て
別
教
の
初
地
に
至
る
こ

と
を
目
指
す
者
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
い
で
『
往
生
要
集
』
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
二
「
往
生

階
位
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
十
三
番
の
問
答
の
中
、
三
輩
九
品
の
行
位
に
関
す
る
議
論
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
四
か
ら
第
八
問
答
で
あ
る
。

　
第
四
問
答
で
は
、
極
楽
に
往
生
し
た
者
は
み
な
不
退
転
の
菩
薩
だ
と
説
か
れ
る
の
で
、
極
楽
は
凡
夫
の

往
生
す
る
処
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
、
答
え
て
、
不
退
転
に
は
多
義
が
あ
る

と
言
い
、「
四
不
退
」
を
説
く
『
西
方
要
決
』（『
大
正
蔵
』
四
七
、
一
〇
七
頁
上
～
中
）
の
文
を
挙
げ
て
い 

る
。
四
不
退
と
は
、
位
不
退
・
行
不
退
・
念
不
退
・
処
不
退
を
言
い
、
位
不
退
は
輪
回
を
脱
し
た
位
、
行

不
退
は
初
地
、
念
不
退
は
第
八
地
で
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
が
、
処
不
退
は
天
上
界
に
お
い
て
も
得
る
こ

と
の
で
き
る
、
程
度
の
低
い
不
退
で
あ
る
と
言
う
。
源
信
は
、
極
楽
で
得
ら
れ
る
不
退
転
の
位
は
、
凡
聖

に
通
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
五
問
答
で
は
、
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
を
判
ず
る
諸
説
を
列
挙
し
て
、
我
ら
は
ど
れ
に
当
た
る
の

か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て
、
下
品
人
あ
る
い
は
十
信
以
前
の
凡
夫
で
あ
る
と
言
う
。
列
挙
さ
れ
た
諸
説

の
典
拠
と
し
て
諸
先
学
は
、
浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』
末
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
二
頁
上
～
中
）、

懐
感
『
群
疑
論
』
巻
六
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
七
頁
下
）、
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
（
古
逸
、
前
掲
恵
谷

隆
戒
『
浄
土
教
の
新
研
究
』
付
録
「
唐
竜
興
撰
観
無
量
寿
経
記
の
復
元
に
つ
い
て
」
三
八
〇
～
三
八
二 
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頁
、
本
項
所
引
（
308
））
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
源
信
が
採
用
す
る
の
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義 

分
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
四
七
頁
下
～
二
四
九
頁
中
）
に
提
示
さ
れ
た
、
九
品
の
す
べ
て
を
凡
夫
位
と

す
る
見
解
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
の
中
、
善
導
『
観
経
疏
』
へ
の
言
及
は
こ
こ
一
箇
所
の
み
で
、
源
信

が
『
観
経
疏
』
の
本
文
を
見
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
『
観
経
疏
』
は
す
で

に
八
世
紀
の
南
都
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
源
信
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
何
ら
か
の
情
報
を
得
、
一
定
の
理
解

を
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
第
六
・
第
七
問
答
で
は
、
往
生
の
後
、
無
生
法
忍
を
得
る
ま
で
の
時
間
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
六

問
答
で
は
、
極
楽
は
凡
夫
を
無
生
法
忍
へ
と
導
く
世
界
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
第
七
問
答
で
は
、
経

に
説
か
れ
る
無
生
法
忍
を
得
る
ま
で
の
時
間
は
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
と
言
う
。

　
源
信
は
、
三
輩
九
品
往
生
人
の
行
位
に
つ
い
て
、
浄
影
以
来
の
諸
説
を
踏
ま
え
て
議
論
を
展
開
し
て
い

る
が
、
特
に
不
退
転
と
無
生
法
忍
の
行
位
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
、
九
品
の
行
位
を
良
源
よ
り
も
低
く
設

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
承
け
て
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
46 

九
品
往
生
階
級
」「
47 

三
輩
九
品
階
位
」

の
二
論
題
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
46 

九
品
往
生
階
級
」
の
項
に
は
、
二
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
298
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
は
、
ま
ず
異
説
と
し
て
三
説
を
挙
げ
る
。
第
一
に
上
品
上
生
を

三
・
四
地
と
す
る
、
浄
影
に
近
い
見
解
、
第
二
に
上
品
上
生
を
十
信
～
十
回
向
と
見
る
説
、
第
三
に
『
起

信
論
』
を
用
い
て
上
品
上
生
を
初
住
と
見
る
説
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
否
定
し
て
智
光
は
、
上
品
上
生
を
十

回
向
、
上
品
中
生
人
を
十
住
・
十
行
、
上
品
下
生
を
十
信
と
し
、
中
品
上
生
は
前
三
果
、
中
品
中
生
は
七

方
便
、
中
品
下
生
は
世
善
の
凡
夫
で
あ
る
と
し
、
下
品
三
生
は
罪
悪
の
凡
夫
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
に
見

え
る
異
説
の
中
、
第
二
の
『
起
信
論
』
を
用
い
た
見
解
は
、
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
、 

「
浄
土
論
智
光
疏
に
云
ふ
」
と
、
智
光
の
説
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
仏
全
』
二
四
、二
三
〇
頁
上
）。 

『
安
養
集
』
は
、
そ
れ
が
実
は
智
光
の
否
定
し
た
説
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
こ
こ
に

こ
の
文
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
299
）『
群
疑
論
』
巻
六
は
、
諸
説
を
分
類
整
理
す
る
の
み
で
、
自
分
の
見
解
は
提
示
し
て
い
な
い
。

ま
ず
大
雑
把
な
見
解
と
し
て
、
九
品
す
べ
て
を
十
信
と
す
る
説
、
菩
提
心
の
大
・
小
・
無
で
三
輩
が
分
か

れ
る
と
す
る
説
を
挙
げ
る
。
次
に
詳
細
な
見
解
を
列
挙
す
る
。
上
輩
に
つ
い
て
は
、
上
品
上
生
を
四
・
五
・

六
地
と
す
る
浄
影
の
見
解
以
下
六
つ
の
説
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
無
生
法
忍
の
行
位
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か

に
よ
っ
て
立
場
が
分
か
れ
る
と
言
う
。次
い
で
中
輩
に
つ
い
て
三
つ
の
見
解
を
挙
げ
、持
戒
の
浅
深
に
よ
っ

て
行
位
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
言
い
、
下
輩
は
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
る
と
言
う
。
こ
の
文
に
列

挙
さ
れ
た
諸
説
の
中
に
は
、『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
に
挙
げ
ら
れ
た
説
に
一
致
す
る
も
の

が
多
く
、
源
信
も
自
ら
懐
感
の
説
を
参
照
し
た
と
註
記
し
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
そ
の
出
拠
を
こ
こ
に

指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
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三
輩
九
品
階
位
」
の
項
に
は
、
十
一
文
が
列
挙
さ
て
い
る
。

　
（
300
）
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
は
、
無
生
法
忍
の
境
地
に
浅
深
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
『
観
無
量

寿
経
』
上
品
上
生
所
説
の
三
心
と
『
起
信
論
』
の
三
心
と
を
対
応
さ
せ
て
、
浄
影
の
九
品
行
位
説
の
修
正

を
試
み
た
文
で
あ
る
。
無
生
法
忍
や
『
起
信
論
』
の
三
心
か
ら
上
品
人
の
行
位
を
求
め
る
議
論
は
、
隋
唐

以
来
頻
出
し
、
良
源
や
源
信
も
注
目
し
て
い
る
。
こ
と
に
『
起
信
論
』
を
用
い
た
論
説
は
、（
298
）
智
光 

『
無
量
寿
経
論
釈
』
に
見
え
、
そ
れ
を
良
源
『
九
品
往
生
義
』
が
誤
っ
て
引
用
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。『
安
養
集
』
は
そ
れ
ら
議
論
の
源
流
の
一
つ
と
し
て
本
文
を
掲
げ
た
と
言
え
よ
う
。

　
（
301
）
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分
は
、
浄
影
を
は
じ
め
と
す
る
諸
師
の
説
を
否
定
し
、
九
品
唯
凡
を
説

く
文
で
、
既
述
の
通
り
源
信
が
採
用
し
た
見
解
で
あ
る
。
源
信
は
そ
の
原
文
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。『
安
養
集
』
は
、
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
302
）
天
台
『
観
経
疏
』
は
、
上
品
人
を
解
行
位
あ
る
い
は
道
種
位
と
見
る
立
場
で
、
後
者
の
立
場
が

良
源
『
九
品
往
生
義
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
台
宗
に

お
け
る
論
義
の
資
料
と
し
て
は
不
可
欠
の
文
で
あ
ろ
う
。

　
（
303
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
九
品
行
位
説
の
発
端
で
あ
り
、
以
降
こ
の
文
が
こ
の
議
論
の
基
準
と

な
る
。
源
信
も
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
の
冒
頭
に
略
抄
し
て
い
る
。
論
義
の
場
で
は
最

も
重
要
な
文
で
あ
る
。

　
（
304
）
善
導
『
観
経
疏
』
散
善
義
は
、（
301
）
玄
義
分
の
内
容
を
要
約
し
た
記
述
で
、
九
品
唯
凡
説
が

簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
301
）
と
同
様
、
源
信
が
採
用
し
た
見
解
の
出
拠
で
あ
る
。

　
（
305
）
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
は
、
唯
識
学
の
立
場
で
九
品
行
位
を
論
じ
て
い
る
。
良
源
や
源
信
は
言

及
し
な
か
っ
た
説
で
あ
る
が
、
浄
影
説
の
修
正
を
試
み
た
論
説
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
（
306
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
下
は
、
上
品
上
生
人
を
十
信
位
と
見
る
立
場
で
、
九
品
行

位
を
低
く
判
じ
た
説
の
一
つ
で
あ
る
。
良
源
・
源
信
と
も
に
、
憬
興
の
九
品
行
位
説
を
直
接
引
用
す
る
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
両
者
と
も
、『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
見
解
に
は
注
目
し
て
お
り
、
良
源
は
三

法
忍
の
行
位
を
論
ず
る
と
こ
ろ
に
憬
興
の
説
を
引
用
し
（『
仏
全
』
二
四
、二
四
三
頁
上
～
下
）、
そ
の
議

論
は
『
往
生
要
集
』「
往
生
階
位
」
の
第
五
問
答
に
お
い
て
、
無
生
法
忍
の
行
位
を
論
ず
る
際
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
源
信
は
、
上
品
上
生
を
十
信
位
と
見
る
説
を
挙
げ
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

『
安
養
集
』
は
そ
の
説
の
出
拠
と
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
文
を
掲
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
307
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
は
、『
無
量
寿
経
』
の
上
輩
人
を
十
解
（
十
住
）
以
上
、
中

輩
人
を
十
信
位
、
下
輩
人
を
十
信
の
初
心
と
し
、『
観
無
量
寿
経
』
九
品
に
つ
い
て
は
、
上
品
上
生
人
を

四
地
以
上
と
す
る
浄
影
説
、
十
回
向
位
と
す
る
説
、
十
信
位
と
見
る
説
を
挙
げ
て
そ
の
す
べ
て
を
否
定
し
、
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私
見
と
し
て
、
上
品
上
生
人
を
十
住
の
前
六
住
、
上
品
中
・
下
生
人
を
十
信
位
、
中
品
上
生
人
を
小
乗
の

前
三
果
、
中
品
中
生
人
を
順
決
択
分
（
四
善
根
位
）、
中
品
下
生
人
を
順
解
脱
分
（
三
賢
位
）
と
し
、
下

品
人
は
悪
業
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に

は
、
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
仏
全
』
二
四
、
二
三
八
頁
下
）。
源
信
は
直
接
引
用
し
て
は
い
な

い
が
、「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
に
列
挙
す
る
諸
説
の
中
に
近
似
の
も
の
が
あ
る
。『
安
養
集
』
に
は
、
そ

れ
ら
の
出
拠
を
指
摘
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
308
）
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
は
、
浄
影
の
説
、
力
法
師
の
説
（
上
品
上
生
を
十
行
・
十
回
向
、
上

品
中
生
を
十
住
、上
品
下
生
を
十
信
と
見
る
）、基
法
師
の
説
（
上
品
上
生
を
十
回
向
、上
品
中
生
を
十
住
・

十
行
、
上
品
下
生
を
十
信
と
見
る
）
以
下
、
合
計
八
師
の
説
を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
、
第
七･

第
八
師
の 

説
は
、
上
品
上
生
人
を
十
信
位
と
す
る
も
の
で
、
龍
興
は
そ
の
二
説
を
妥
当
で
あ
る
と
言
う
。
良
源
は
龍

興
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
源
信
は
、「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
に
、
遠
法
師
・
力
法
師
・
基
法
師
等
の

説
を
列
挙
し
、
末
尾
に
龍
興
の
記
を
見
よ
と
註
記
し
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
そ
の
指
示
に
従
っ
て
、
源

信
の
論
述
の
典
拠
を
こ
こ
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
309
）『
平
等
覚
経
』
巻
三
は
、
三
輩
段
の
文
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』
は
、
中
・
下
輩
の
中
に
疑
惑

胎
生
人
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』
は
胎
化
得
失
を
別
に
説
い
て
、
三
輩
の
中
に
は
疑
惑

人
を
含
め
な
い
。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
下
品
人
は
往
生
の
後
、
蓮
華
の
中
に
久
し
く
留
め
置

か
れ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
ら
の
経
説
に
関
す
る
議
論
は
、
す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』

二
四
、
二
五
八
頁
下
～
二
五
九
頁
下
）
に
見
え
、
源
信
も
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依 

正
」
の
第
八
問
答
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
、
巻
七
に
「
66 

四
生
分
別
」

と
い
う
論
題
を
設
け
て
要
文
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
『
平
等
覚
経
』
の
文
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

本
文
は
、
本
来
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
文
で
あ
ろ
う
。

　
（
310
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
は
、
九
品
段
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
発
菩
提

心
が
、
初
住
位
で
は
な
く
十
信
位
で
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
、
す
で

に
前
項
（
298
）
に
、
智
光
の
九
品
行
位
に
つ
い
て
の
論
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
九
品
の

行
位
を
低
く
判
ず
る
見
解
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
文
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
二
論
題
の
十
三
文
は
、『
九
品
往
生
義
』『
往
生
要
集
』
の
議
論
を
継
承
し
、
特
に
源
信
の
意
図

を
汲
ん
で
収
集
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　
以
上
で
『
安
養
集
』
巻
四
が
終
わ
る
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。

安
養
集
第
五

　
　南
泉
房
大
納
言
、
延
暦
寺
の
阿
闍
梨
数
十
人
と
集
む
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　去
此
遠
近

（
311
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
下
）、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
所

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
。

（
312
）
同
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
九
一
頁
中
）、「
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
説
か
れ
て
い
る 

が
、安
養
国
は
こ
こ
か
ら
十
万
億
の
仏
土
を
隔
て
た
所
だ
と
も
言
う
。
な
ぜ
遠
く
な
い
と
説
か
れ
る
の
か
。

思
う
に
、
仏
力
に
よ
っ
て
、
見
た
い
と
思
う
者
に
は
即
座
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

光
明
の
中
に
国
土
を
示
現
し
、
仏
頂
に
顕
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う

間
の
こ
と
だ
か
ら
、
遠
く
な
い
と
説
か
れ
る
の
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
313
）
同
疏
顕
要
記
下
に
云
ふ
源
清
（
古
逸
）、「
小
経
お
よ
び
大
本
の
ご
と
き
は
、
み
な
十
万
億
と
云
ふ
。 

今
、
不
遠
と
云
ふ
に
、
二
解
あ
り
と
は
、
一
に
云
ふ
、
仏
力
を
も
っ
て
と
は
、
す
な
は
ち
釈
迦
力
な
り
。

ま
た
慈
善
根
力
と
感
応
道
交
し
て
よ
く
直
見
せ
し
め
、
遠
を
見
て
お
の
ず
か
ら
通
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
遠
か
ら

ず
と
言
ふ
。
下
の
経
に
、〈
わ
が
ご
と
き
は
、
今
仏
力
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
彼
国
等
を
見
る
〉
と
云
ふ
が

ご
と
し
。
光
中
の
所
現
に
は
あ
ら
ず
。
二
に
云
ふ
、
光
中
に
現
じ
て
仏
力マ
マ

（
力
＝
頂
？
）
に
示
顕
す
。
光

中
に
現
じ
て
提
希
を
し
て
見
せ
し
め
、
一
念
に
よ
く
縁
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
遠
か
ら
ず
と
言
ふ
。
或
は
謂
く
、

一
念
に
よ
く
縁
ず
る
は
仏
に
あ
り
と
。
今
謂
く
、
謬
な
り
。
仏
に
お
い
て
な
れ
ば
す
な
は
ち
遠
延マ
マ

（
延
＝

近
？
）
に
あ
ら
ず
。
あ
に
縁
を
待マ
マ

（
待
＝
恃
？
）
ん
で
韋
提
を
し
て
繋
念
諦
観
せ
し
め
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
に
云
う
、「『
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
に
は
十
万
億
土
を

隔
て
る
と
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
遠
く
な
い
と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
見
解
を
挙
げ
て

い
る
。
第
一
に
、
仏
力
に
よ
る
と
は
、
釈
尊
の
力
を
指
す
。
ま
た
仏
力
が
衆
生
の
慈
善
の
根
力
と
感
応
道

交
し
て
、
浄
土
を
直
に
見
せ
、
遠
く
を
見
て
い
て
も
心
が
通
じ
て
い
る
か
ら
、
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ 

る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
、
後
に
韋
提
希
が
、〈
私
は
今
、
仏
の
力
に
よ
っ
て
彼
の
国
土
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
〉
と
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
光
の
中
に
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
は
、

仏
が
眉
間
白
毫
よ
り
光
を
放
ち
、
仏
頂
に
示
現
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
光
の
中
に
示
現
し
て
韋
提
希
に
見

せ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
縁
ず
る
の
は
仏
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
仏
に

は
遠
近
の
観
念
は
な
く
、
ま
た
韋
提
希
に
浄
土
を
諦
観
さ
せ
る
の
に
縁
を
恃
む
必
要
な
ど
な
い
か
ら
で
あ

る
」
と
。

（
314
）
同
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
八
頁
中
）、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
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私
見
と
し
て
、
上
品
上
生
人
を
十
住
の
前
六
住
、
上
品
中
・
下
生
人
を
十
信
位
、
中
品
上
生
人
を
小
乗
の

前
三
果
、
中
品
中
生
人
を
順
決
択
分
（
四
善
根
位
）、
中
品
下
生
人
を
順
解
脱
分
（
三
賢
位
）
と
し
、
下

品
人
は
悪
業
の
軽
重
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
に

は
、
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
仏
全
』
二
四
、
二
三
八
頁
下
）。
源
信
は
直
接
引
用
し
て
は
い
な

い
が
、「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
に
列
挙
す
る
諸
説
の
中
に
近
似
の
も
の
が
あ
る
。『
安
養
集
』
に
は
、
そ

れ
ら
の
出
拠
を
指
摘
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
308
）
龍
興
『
観
経
記
』
巻
下
に
は
、
浄
影
の
説
、
力
法
師
の
説
（
上
品
上
生
を
十
行
・
十
回
向
、
上

品
中
生
を
十
住
、上
品
下
生
を
十
信
と
見
る
）、基
法
師
の
説
（
上
品
上
生
を
十
回
向
、上
品
中
生
を
十
住
・

十
行
、
上
品
下
生
を
十
信
と
見
る
）
以
下
、
合
計
八
師
の
説
を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
、
第
七･

第
八
師
の 

説
は
、
上
品
上
生
人
を
十
信
位
と
す
る
も
の
で
、
龍
興
は
そ
の
二
説
を
妥
当
で
あ
る
と
言
う
。
良
源
は
龍

興
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
源
信
は
、「
往
生
階
位
」
第
五
問
答
に
、
遠
法
師
・
力
法
師
・
基
法
師
等
の

説
を
列
挙
し
、
末
尾
に
龍
興
の
記
を
見
よ
と
註
記
し
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
そ
の
指
示
に
従
っ
て
、
源

信
の
論
述
の
典
拠
を
こ
こ
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
309
）『
平
等
覚
経
』
巻
三
は
、
三
輩
段
の
文
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』
は
、
中
・
下
輩
の
中
に
疑
惑

胎
生
人
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』
は
胎
化
得
失
を
別
に
説
い
て
、
三
輩
の
中
に
は
疑
惑

人
を
含
め
な
い
。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
下
品
人
は
往
生
の
後
、
蓮
華
の
中
に
久
し
く
留
め
置

か
れ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
ら
の
経
説
に
関
す
る
議
論
は
、
す
で
に
良
源
『
九
品
往
生
義
』（『
仏
全
』

二
四
、
二
五
八
頁
下
～
二
五
九
頁
下
）
に
見
え
、
源
信
も
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依 

正
」
の
第
八
問
答
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
、
巻
七
に
「
66 

四
生
分
別
」

と
い
う
論
題
を
設
け
て
要
文
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
『
平
等
覚
経
』
の
文
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

本
文
は
、
本
来
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
文
で
あ
ろ
う
。

　
（
310
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
三
は
、
九
品
段
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
発
菩
提

心
が
、
初
住
位
で
は
な
く
十
信
位
で
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
、
す
で

に
前
項
（
298
）
に
、
智
光
の
九
品
行
位
に
つ
い
て
の
論
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
九
品
の

行
位
を
低
く
判
ず
る
見
解
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
文
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
二
論
題
の
十
三
文
は
、『
九
品
往
生
義
』『
往
生
要
集
』
の
議
論
を
継
承
し
、
特
に
源
信
の
意
図

を
汲
ん
で
収
集
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　
以
上
で
『
安
養
集
』
巻
四
が
終
わ
る
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。

安
養
集
第
五

　
　南
泉
房
大
納
言
、
延
暦
寺
の
阿
闍
梨
数
十
人
と
集
む
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　去
此
遠
近

（
311
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
下
）、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
所

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
。

（
312
）
同
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
九
一
頁
中
）、「
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
と
説
か
れ
て
い
る 

が
、安
養
国
は
こ
こ
か
ら
十
万
億
の
仏
土
を
隔
て
た
所
だ
と
も
言
う
。
な
ぜ
遠
く
な
い
と
説
か
れ
る
の
か
。

思
う
に
、
仏
力
に
よ
っ
て
、
見
た
い
と
思
う
者
に
は
即
座
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

光
明
の
中
に
国
土
を
示
現
し
、
仏
頂
に
顕
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う

間
の
こ
と
だ
か
ら
、
遠
く
な
い
と
説
か
れ
る
の
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
313
）
同
疏
顕
要
記
下
に
云
ふ
源
清
（
古
逸
）、「
小
経
お
よ
び
大
本
の
ご
と
き
は
、
み
な
十
万
億
と
云
ふ
。 

今
、
不
遠
と
云
ふ
に
、
二
解
あ
り
と
は
、
一
に
云
ふ
、
仏
力
を
も
っ
て
と
は
、
す
な
は
ち
釈
迦
力
な
り
。

ま
た
慈
善
根
力
と
感
応
道
交
し
て
よ
く
直
見
せ
し
め
、
遠
を
見
て
お
の
ず
か
ら
通
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
遠
か
ら

ず
と
言
ふ
。
下
の
経
に
、〈
わ
が
ご
と
き
は
、
今
仏
力
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
彼
国
等
を
見
る
〉
と
云
ふ
が

ご
と
し
。
光
中
の
所
現
に
は
あ
ら
ず
。
二
に
云
ふ
、
光
中
に
現
じ
て
仏
力マ
マ

（
力
＝
頂
？
）
に
示
顕
す
。
光

中
に
現
じ
て
提
希
を
し
て
見
せ
し
め
、
一
念
に
よ
く
縁
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
遠
か
ら
ず
と
言
ふ
。
或
は
謂
く
、

一
念
に
よ
く
縁
ず
る
は
仏
に
あ
り
と
。
今
謂
く
、
謬
な
り
。
仏
に
お
い
て
な
れ
ば
す
な
は
ち
遠
延マ
マ

（
延
＝

近
？
）
に
あ
ら
ず
。
あ
に
縁
を
待マ
マ

（
待
＝
恃
？
）
ん
で
韋
提
を
し
て
繋
念
諦
観
せ
し
め
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
下
に
云
う
、「『
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
に
は
十
万
億
土
を

隔
て
る
と
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
遠
く
な
い
と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
見
解
を
挙
げ
て

い
る
。
第
一
に
、
仏
力
に
よ
る
と
は
、
釈
尊
の
力
を
指
す
。
ま
た
仏
力
が
衆
生
の
慈
善
の
根
力
と
感
応
道

交
し
て
、
浄
土
を
直
に
見
せ
、
遠
く
を
見
て
い
て
も
心
が
通
じ
て
い
る
か
ら
、
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ 

る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
、
後
に
韋
提
希
が
、〈
私
は
今
、
仏
の
力
に
よ
っ
て
彼
の
国
土
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
〉
と
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
光
の
中
に
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
は
、

仏
が
眉
間
白
毫
よ
り
光
を
放
ち
、
仏
頂
に
示
現
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
光
の
中
に
示
現
し
て
韋
提
希
に
見

せ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
縁
ず
る
の
は
仏
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
あ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
仏
に

は
遠
近
の
観
念
は
な
く
、
ま
た
韋
提
希
に
浄
土
を
諦
観
さ
せ
る
の
に
縁
を
恃
む
必
要
な
ど
な
い
か
ら
で
あ

る
」
と
。

（
314
）
同
経
義
疏
恵
遠
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
八
頁
中
）、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い

−147−80



所
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
、
十
万
億
土
を
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
315
）
同
経
序
分
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
五
九
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
は
遠
く
な
い
と
は
、

観
念
の
境
地
を
明
か
し
、
そ
こ
に
心
に
集
中
せ
よ
と
説
く
の
で
あ
る
。
三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
、
浄
土

ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
い
こ
と
を
言
う
。
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
る
と
阿
弥
陀
仏
の
国
に
到
達
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
距
離
は
遠
い
け
れ
ど
も
あ
っ
と
い
う
間
に
到
達
で
き
る
こ
と
を
言
う
。
第
三

に
、
韋
提
希
や
我
ら
が
心
を
傾
け
て
観
念
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
現
れ
、
常
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
言
う
。
だ
か
ら
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
316
）
同
経
疏
上
に
云
ふ
誾
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
上
、
古
逸
）、「〈
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
を
去
る
こ
と
遠
か

ら
ず
〉
と
は
、
こ
こ
を
去
る
こ
と
十
万
億
仏
刹
な
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
二
に
、
実
に
就
い
て
遠
か
ら

ざ
る
こ
と
を
明
か
す
。
十
方
浄
土
は
、
穢
に
即
し
て
浄
を
弁
す
る
こ
と
、
自
心
と
異
な
ら
ざ
る
を
も
っ
て

の
ゆ
ゑ
に
。
舎
利
弗
は
二
乗
人
な
れ
ば
、
丘
陵
処
の
螺
髪
梵
王
を
見
、
初
地
已
上
の
菩
薩
は
自
在
の
ご
と

く
な
る
を
見
る
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
上
に
云
う
、「〈
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
か
ら
遠
く
な
い
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
〉

と
は
、
第
一
に
、
こ
こ
か
ら
十
万
億
仏
土
の
所
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
第
二
に
、
実
感
と
し
て
遠
く
な
い

と
言
う
。
十
方
浄
土
の
様
子
は
、
穢
に
な
ぞ
ら
え
て
浄
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
行
者
が
自
分
の
心
を
観
ず

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
小
乗
の
行
者
で
あ
る
舎
利
弗
が
、
丘
の
上
に
螺
髪
の
バ
ラ
モ
ン

が
い
る
と
見
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
、
初
地
以
上
の
菩
薩
の
目
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
自
在
の
境
地
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
317
）
同
経
記
上
興
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「〈
遠
か
ら
ず
〉
と
言
ふ
は
、
弥
陀
経
の

中
に
は
、〈
十
万
億
を
過
ぐ
〉
と
い
ひ
、
称
讃
経
の
中
に
は
、〈
百
千
倶
胝
那
庾
多
を
過
ぐ
〉
と
い
ふ
。
し

か
る
に
処
は
遠
し
と
い
へ
ど
も
、
作
因
は
易
性
に
し
て
、
弾
指
の
頃
の
ご
と
し
。
余
の
経
は
処
に
約
し
、

こ
の
経
は
因
に
約
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
相
違
せ
ず
。
彼
の
二
経
の
処
里
同
じ
か
ら
ざ
る
は
、
未
だ
知
ら
ず
い

ず
れ
が
正
な
る
か
。
見
聞
同
じ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
処
は
す
で
に
遠
長
に
し
て
無
量
の
極
微
マ駄計 

駄計
。

マ

一
刹
那

に
す
べ
か
ら
く
一
極
微
を
過
ぐ
る
べ
し
。
因
力
は
疾
な
り
と
い
へ
ど
も
、弾
指
に
い
ず
れ
に
至
る
。
答
ふ
。

論
に
云
ふ
、
八
地
の
菩
薩
は
心
疾
通
な
れ
ば
、
一
念
の
頃
に
万
仏
界
に
至
る
と
。
論
の
中
に
あ
る
も
の
云

ふ
、
疾
な
る
こ
と
神
通
力
に
勝
る
と
。
い
は
ん
や
浄
土
に
生
ず
る
を
や
。
強
業
中
に
多
極
微
を
過
ぐ
る
こ

と
、
何
ぞ
さ
ら
に
疑
は
ん
や
。
な
ほ
利
鈍
の
二
刀
糸
を
断
ず
る
が
ご
と
し
。
彼
に
執
す
る
べ
か
ら
ず
。
常

法
の
相
に
任
せ
て
は
、
業
力
に
勝
る
こ
と
難
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
遠
く
な
い
〉
と
説
く
が
、『
阿

弥
陀
経
』
に
は
、〈
十
万
億
を
過
ぎ
る
〉
と
説
か
れ
、『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、〈
百
千
倶
胝
那
庾
多
を
過

ぎ
る
〉
と
説
か
れ
る
。
距
離
は
遠
い
け
れ
ど
も
、
往
生
の
因
は
易
し
い
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
往
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』『
称
讃
浄
土
経
』
は
距
離
の
こ
と
を
言
い
、『
観
無
量

寿
経
』
は
修
因
を
考
慮
し
て
説
い
て
い
る
の
で
、
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
し
『
阿
弥
陀
経
』
と
『
称
讃
浄
土

経
』
の
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
は
わ
か
ら
な
い
。
諸
説
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

　
問
う
。
距
離
が
遠
い
こ
と
は
確
か
で
、
無
限
の
極
微
を
隔
て
た
処
で
あ
る
。
一
刹
那
に
一
極
微
を
行
く

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
か
に
修
因
の
力
が
す
ぐ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
弾
指
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
距

離
を
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
か
。
答
え
。『
論
』（
不
詳
）
に
、
八
地
の
菩
薩
の
心
は
速
疾
に
馳
せ

る
の
で
、
一
念
の
間
に
万
の
仏
国
に
行
き
わ
た
る
と
言
う
。
ま
た
一
説
に
は
、
菩
薩
が
心
を
馳
せ
る
速
さ

は
神
通
力
に
勝
る
と
も
言
う
。
ま
し
て
往
生
浄
土
の
際
に
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
修
因
の
力
が
強
け
れ
ば
、

一
刹
那
に
多
く
の
極
微
を
行
け
る
こ
と
に
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
利
・
鈍
の
二
刀
を
も
っ
て
糸
を
切

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
鈍
刀
の
ご
と
き
教
説
に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
常
の
教
え
に
よ
っ
て
は
、

我
ら
の
罪
業
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
。

（
318
）
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
六
頁
下
）、「
こ
こ
か
ら
西
方
、十
万
億
の
仏
土
を
過
ぎ 

て
、
極
楽
と
い
う
世
界
が
あ
る
」
と
。『
浄
土
論
』
中
巻
（『
大
正
蔵
』
四
七
、九
三
頁
中
）
所
引
の
『
称
揚
功
徳
経
』
こ

れ
に
同
じ
。

（
319
）
同
経
疏
慈
恩
基
師
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
一
九
頁
上
）、「
経
の
、〈
過
十
万
億
仏
土
〉
と
は
、
次
に

第
二
に
遠
近
を
判
定
す
る
。『
観
音
授
記
経
』
に
は
、〈
過
百
千
仏
刹
〉
と
言
い
、『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
過

千
億
万
須
弥
山
仏
国
〉、『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
去
此
十
万
億
刹
〉
と
言
う
。
言
葉
は
異
な
る
が
大
体
同

じ
で
あ
る
。『
菩
薩
処
胎
経
』
に
は
、〈
こ
こ
か
ら
西
方
、
十
二
万
億
那
由
他
の
所
に
懈
慢
国
と
い
う
世
界

が
あ
る
。
そ
の
快
楽
に
溺
れ
る
と
、
極
楽
を
目
指
す
心
が
失
せ
て
し
ま
う
。
決
し
て
そ
こ
に
留
ま
っ
て
は

な
ら
な
い
〉
と
言
う
」（
要
約
）
と
。

（
320
）
同
経
疏
に
云
ふ
（
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』、
古
逸
）、「〈
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
あ
り
〉
と 

は
、
遠
近
を
示
す
な
り
。
遠
に
ま
た
遠
近
あ
り
、
近
に
も
遠
近
あ
っ
て
、
定
義
門
な
し
。
東
西
も
ま
た
お

な
じ
。
情
、
風
雲
を
異
に
す
れ
ば
す
な
は
ち
彼
此
隔
て
な
し
。
心
、
水
乳
を
同
じ
く
す
れ
ば
す
な
は
ち
浄

穢
越
え
ず
。い
や
し
く
も
よ
く
心
を
十
六
種
観
に
宅
し
、専
ら
三
福
の
行
業
を
行
ず
れ
ば
、恒
沙
の
仏
土
も
、

な
ほ
申
手
の
間
に
あ
る
が
ご
と
し
。
十
万
億
刹
を
誰
か
長
遠
の
路
と
曰
は
ん
や
。
唐
本
に
、〈
過
百
千
倶

胝
那
由
多
仏
土
〉
と
云
ふ
は
、
こ
れ
翻
者
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
云
う
、「〈
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
あ
り
〉
と
は
、
遠

近
を
示
す
。
遠
に
ま
た
遠
近
が
あ
り
、
近
に
も
ま
た
遠
近
が
あ
っ
て
、
定
ま
っ
た
基
準
は
な
い
。
東
西
も

同
じ
で
あ
る
。
心
は
風
と
雲
と
を
別
の
も
の
と
認
識
す
る
け
れ
ど
も
、
実
は
別
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

り
、
心
は
水
と
乳
と
を
同
じ
も
の
と
認
識
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
浄
穢
を
区
別
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

十
六
観
に
心
を
傾
け
て
、
三
福
の
修
行
に
専
念
す
る
ほ
ど
の
者
な
ら
ば
、
無
量
の
仏
土
も
手
の
中
に
あ
る

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
十
万
億
刹
が
遠
い
と
は
言
え
な
い
。
唐
訳
『
称
讃
浄
土
経
』
に
、〈
過
百
千
倶
胝
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那
由
多
仏
土
〉
と
あ
る
の
は
、
翻
訳
者
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
321
）
称
讃
浄
土
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
八
頁
下
）、「
こ
こ
か
ら
西
方
、
百
千
倶
胝
那
庾
多

の
仏
土
を
過
ぎ
た
所
に
、
極
楽
と
い
う
仏
の
世
界
が
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
322
）
同
疏
靖
邁
に
云
う
（
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』、
古
逸
）、「〈
於
是
西
方
〉
の
下
は
、
方
に
約
し
て

そ
の
里
を
定
む
。
故マ

三マ

。〈
有
仏
世
界
〉
の
下
は
、
主
に
約
し
て
世
界
の
名
を
弁
ず
。
倶
胝
は
唐
に
は
億

な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』
に
云
う
、「〈
於
是
西
方
〉
の
下
は
、
方
角
に
着
眼
し
て
そ
の
距

離
を
定
め
る
。〈
有
仏
世
界
〉
の
下
は
、
仏
に
着
眼
し
て
世
界
の
名
を
言
う
。
倶
胝
は
中
国
語
で
は
億
で

あ
る
」
と
。

（
323
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
法
蔵
菩
薩
は
す
で
に
成
仏
し
て
、
西

方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
た
安
楽
と
い
う
世
界
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
324
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
寂
法
師
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「〈
西
方
去
此
十
万
億 

刹
〉
と
は
、所
在
の
方
を
顕
す
。〈
成
仏
已
来
凡
歴
十
劫
〉
と
は
、久
近
を
顕
す
な
り
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、

〈
無
量
清
浄
仏
は
、
作
仏
已
来
お
ほ
よ
そ
十
八
劫
な
り
。
所
居
の
国
土
は
、
須
摩
提
と
名
づ
く
。
正
に
西

方
に
あ
り
。
こ
の
閻
浮
刹
地
界
を
去
る
こ
と
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
な
り
〉
と
。
阿
弥
陀
経
に
云
ふ
、〈
阿

弥
陀
仏
は
、
作
仏
已
来
お
ほ
よ
そ
十
小
劫
な
り
。
所
居
の
国
土
は
、
須
摩
提
と
名
づ
く
。
正
に
西
方
に
あ

り
。
こ
の
閻
浮
地
界
を
去
る
こ
と
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
な
り
〉
と
。
彼
の
二
経
を
案
ず
る
に
、
成
仏
の

久
近
は
す
な
は
ち
異
な
り
、
指
方
遐か

邇じ

は
す
な
は
ち
同
じ
。
或
は
謂
く
、
八
の
字
は
ま
さ
に
誤
な
る
べ
し
。

余
の
文
に
は
み
な
多
く
、
十
劫
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
未
だ
梵
本
を
勘
へ
ざ
れ
ば
、
敢
へ
て
す
な
は
ち
定
め

ず
。
遠
近
を
顕
す
中
に
千
億
万
と
い
ふ
は
、
謂
く
、
千
億
の
万
に
至
る
。
こ
れ
は
一
四
天
下
の
国
土
に
就

て
説
く
。
文
に
須
弥
山
仏
国
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
此
の
経
に
十
万
億
と
云
ふ
は
、
謂
く
、
億
の
十
万
に
至

る
。
此
に
億
と
言
ふ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
千
万
を
億
と
な
す
べ
し
。
す
な
は
ち
倶
胝
の
数
に
当
た
る
。
旧
経

論
の
中
に
、
倶
胝
の
数
は
多
く
翻
じ
て
億
と
な
す
。
三
千
大
千
世
界
の
ご
と
き
は
、
旧
経
に
は
百
億
と
云

ひ
、
新
訳
に
は
百
倶
胝
と
云
ふ
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
此
の
億
は
す
な
は
ち
倶
胝
に
当
た
る
こ
と
を
。
落
叉

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
も
し
十
万
を
億
と
な
さ
ば
、ま
さ
に
億
億
と
云
ふ
べ
し
。
い
か
ん
が
十
万
億
と
云
ふ
。

観
音
授
記
経
に
云
ふ
、〈
億
百
千
と
は
、
ま
た
こ
れ
十
万
億
な
り
〉
と
。
何
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
経
は
旧
本
と

同
じ
か
ら
ざ
る
か
と
な
れ
ば
、億
の
数
の
中
に
、多
少
同
じ
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
な
り
。
或
は
十
万
を
も
っ

て
一
億
と
な
し
、
或
は
百
万
を
も
っ
て
一
億
と
な
し
、
或
は
千
万
を
も
っ
て
一
億
と
な
す
。
言
ふ
と
こ
ろ

の
千
億
万
と
は
、
十
万
に
依
っ
て
一
億
と
な
す
な
り
。
千
億
な
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
姟
な
り
。
こ
の 

姟
の
万
に
至
る
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
十
那
由
他
な
り
。
十
万
億
と
言
ふ
は
、
千
万
に
依
っ
て
一
億
と
な
す

な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
一
経
な
り
。
万
億
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
那
由
他
な
り
。
十
万
億
は
す
な
は
ち
こ
れ

十
那
由
他
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
こ
の
瞻
部
州
を
去
り
て
、
安
楽
界
に
至
る
ま
で
、
十
那
由
他
の
須

弥
山
を
過
ぐ
る
な
り
。
一
の
三
千
大
千
界
の
中
に
、
百
倶
胝
の
須
弥
山
あ
り
。
十
那
由
他
の
須
弥
山
な
れ

ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
十
万
三
千
界
な
り
。
称
讃
経
に
、〈
こ
の
世
界
を
去
る
こ
と
、
百
千
倶
胝
那
庾
多
仏

土
を
過
ぐ
〉
と
言
ふ
は
、
千
倶
胝
と
な
す
。
旧
経
と
同
じ
。
那
庾
多
の
言
は
、
旧
の
諸
本
に
な
し
。
一
会

す
べ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
西
方
去
此
十
万
億
刹
〉
は
、
極
楽

の
場
所
方
角
を
明
か
し
、〈
成
仏
已
来
凡
歴
十
劫
〉
は
、
時
間
の
長
短
を
明
か
す
。『
平
等
覚
経
』
に
、〈
無

量
清
浄
仏
は
、
仏
と
な
ら
れ
て
か
ら
約
十
八
劫
で
あ
る
。
ま
し
ま
す
国
土
は
須
摩
提
と
呼
び
、
真
西
に
あ 

る
。
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
千
億
万
の
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
〉
と
言
い
、『
大
阿
弥
陀
経
』
に

は
、〈
阿
弥
陀
仏
は
、
仏
と
な
ら
れ
て
か
ら
約
十
小
劫
で
あ
る
。
ま
し
ま
す
国
土
は
須
摩
提
と
呼
び
、
真

西
に
あ
る
。
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
千
億
万
の
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
〉
と
言
う
。
二
経
を
較
べ

る
と
、
成
仏
か
ら
の
時
間
が
異
な
り
、
方
角
や
遠
近
は
同
じ
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
八
の
字
が
誤
り
で
あ

ろ
う
と
言
う
。
他
の
経
文
に
は
み
な
十
劫
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
梵
本
を
見
て
い
な
い

の
で
、
こ
こ
で
は
断
定
し
な
い
。
遠
近
を
説
く
中
に
千
億
万
と
あ
る
の
は
、
千
億
の
一
万
倍
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
一
世
界
の
幾
つ
分
か
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
経
文
に
、
須
弥
山
仏
国
と
言
っ
て
い

る
通
り
で
あ
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
に
十
万
億
と
言
う
の
は
、
億
の
十
万
倍
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
億
と
言
ふ
の
は
、

一
千
万
の
こ
と
で
あ
る
。
倶
胝
と
同
意
で
あ
る
。
旧
経
論
で
は
、
倶
胝
は
億
と
翻
訳
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

三
千
大
千
世
界
は
、
旧
経
で
は
百
億
の
世
界
を
言
い
、
新
訳
で
は
百
倶
胝
の
世
界
で
あ
る
と
言
う
。
よ
っ

て
億
と
倶
胝
は
同
意
で
あ
る
。
落
叉
す
な
わ
ち
十
万
の
こ
と
で
は
な
し
。
も
し
十
万
を
億
と
す
る
な
ら
ば
、

億
億
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
十
万
億
と
言
う
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。『
観
音
授
記
経
』

に
、〈
億
百
千
と
は
、
十
万
億
の
こ
と
で
あ
る
〉
と
言
う
。
な
ぜ
こ
の
経
が
旧
本
と
異
な
る
の
か
と
言
う

と
、
億
の
数
え
方
に
諸
説
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
万
を
一
億
と
し
た
り
、
百
万
を
一
億
、
あ
る
い
は
千
万

を
一
億
と
し
た
り
す
る
。
千
億
万
と
言
う
の
は
、
十
万
を
一
億
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
千
億
は
一
姟

に
当
た
る
。
そ
の
一
姟
を
一
万
倍
す
れ
ば
十
那
由
他
と
な
る
。
十
万
億
と
言
い
う
の
は
、
千
万
を
一
億
と

す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
十
万
億
は
一
経け
い

に
当
た
り
、
万
億
は
一
那
由
他
に
当
た
る
。
よ
っ
て
十
万
億
は

十
那
由
他
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
安
楽
世
界
ま
で
は
、
十
那
由
他
の
須
弥
山
仏
国

を
隔
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
三
千
大
千
世
界
の
中
に
、
百
倶
胝
の
須
弥
山
世
界
が
あ 

る
。
十
那
由
他
の
須
弥
山
世
界
は
、
十
万
三
千
世
界
に
当
た
る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
、〈
こ
の
世
界
か
ら

百
千
倶
胝
那
庾
多
仏
土
を
隔
て
て
い
る
〉
と
言
う
の
は
、
千
倶
胝
に
当
た
り
、
旧
経
と
同
じ
に
な
る
。
那

庾
多
と
い
う
言
葉
は
旧
経
諸
本
に
な
い
の
で
、
会
通
で
き
な
い
」
と
。

（
325
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
璟マ

マ

興
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
五
頁
上
）、「
経
の
、〈
西
方
去 

此
〉
よ
り
〈
名
曰
安
楽
〉
ま
で
は
、
第
二
に
、
変
化
土
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
旧
訳
に
は
、
仏
国
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那
由
多
仏
土
〉
と
あ
る
の
は
、
翻
訳
者
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
321
）
称
讃
浄
土
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
八
頁
下
）、「
こ
こ
か
ら
西
方
、
百
千
倶
胝
那
庾
多

の
仏
土
を
過
ぎ
た
所
に
、
極
楽
と
い
う
仏
の
世
界
が
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
322
）
同
疏
靖
邁
に
云
う
（
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』、
古
逸
）、「〈
於
是
西
方
〉
の
下
は
、
方
に
約
し
て

そ
の
里
を
定
む
。
故マ

三マ

。〈
有
仏
世
界
〉
の
下
は
、
主
に
約
し
て
世
界
の
名
を
弁
ず
。
倶
胝
は
唐
に
は
億

な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』
に
云
う
、「〈
於
是
西
方
〉
の
下
は
、
方
角
に
着
眼
し
て
そ
の
距

離
を
定
め
る
。〈
有
仏
世
界
〉
の
下
は
、
仏
に
着
眼
し
て
世
界
の
名
を
言
う
。
倶
胝
は
中
国
語
で
は
億
で

あ
る
」
と
。

（
323
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
法
蔵
菩
薩
は
す
で
に
成
仏
し
て
、
西

方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
た
安
楽
と
い
う
世
界
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
324
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
寂
法
師
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「〈
西
方
去
此
十
万
億 

刹
〉
と
は
、所
在
の
方
を
顕
す
。〈
成
仏
已
来
凡
歴
十
劫
〉
と
は
、久
近
を
顕
す
な
り
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、

〈
無
量
清
浄
仏
は
、
作
仏
已
来
お
ほ
よ
そ
十
八
劫
な
り
。
所
居
の
国
土
は
、
須
摩
提
と
名
づ
く
。
正
に
西

方
に
あ
り
。
こ
の
閻
浮
刹
地
界
を
去
る
こ
と
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
な
り
〉
と
。
阿
弥
陀
経
に
云
ふ
、〈
阿

弥
陀
仏
は
、
作
仏
已
来
お
ほ
よ
そ
十
小
劫
な
り
。
所
居
の
国
土
は
、
須
摩
提
と
名
づ
く
。
正
に
西
方
に
あ

り
。
こ
の
閻
浮
地
界
を
去
る
こ
と
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
な
り
〉
と
。
彼
の
二
経
を
案
ず
る
に
、
成
仏
の

久
近
は
す
な
は
ち
異
な
り
、
指
方
遐か

邇じ

は
す
な
は
ち
同
じ
。
或
は
謂
く
、
八
の
字
は
ま
さ
に
誤
な
る
べ
し
。

余
の
文
に
は
み
な
多
く
、
十
劫
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
未
だ
梵
本
を
勘
へ
ざ
れ
ば
、
敢
へ
て
す
な
は
ち
定
め

ず
。
遠
近
を
顕
す
中
に
千
億
万
と
い
ふ
は
、
謂
く
、
千
億
の
万
に
至
る
。
こ
れ
は
一
四
天
下
の
国
土
に
就

て
説
く
。
文
に
須
弥
山
仏
国
と
云
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
此
の
経
に
十
万
億
と
云
ふ
は
、
謂
く
、
億
の
十
万
に
至

る
。
此
に
億
と
言
ふ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
千
万
を
億
と
な
す
べ
し
。
す
な
は
ち
倶
胝
の
数
に
当
た
る
。
旧
経

論
の
中
に
、
倶
胝
の
数
は
多
く
翻
じ
て
億
と
な
す
。
三
千
大
千
世
界
の
ご
と
き
は
、
旧
経
に
は
百
億
と
云

ひ
、
新
訳
に
は
百
倶
胝
と
云
ふ
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
此
の
億
は
す
な
は
ち
倶
胝
に
当
た
る
こ
と
を
。
落
叉

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
も
し
十
万
を
億
と
な
さ
ば
、ま
さ
に
億
億
と
云
ふ
べ
し
。
い
か
ん
が
十
万
億
と
云
ふ
。

観
音
授
記
経
に
云
ふ
、〈
億
百
千
と
は
、
ま
た
こ
れ
十
万
億
な
り
〉
と
。
何
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
経
は
旧
本
と

同
じ
か
ら
ざ
る
か
と
な
れ
ば
、億
の
数
の
中
に
、多
少
同
じ
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
な
り
。
或
は
十
万
を
も
っ

て
一
億
と
な
し
、
或
は
百
万
を
も
っ
て
一
億
と
な
し
、
或
は
千
万
を
も
っ
て
一
億
と
な
す
。
言
ふ
と
こ
ろ

の
千
億
万
と
は
、
十
万
に
依
っ
て
一
億
と
な
す
な
り
。
千
億
な
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
姟
な
り
。
こ
の 

姟
の
万
に
至
る
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
十
那
由
他
な
り
。
十
万
億
と
言
ふ
は
、
千
万
に
依
っ
て
一
億
と
な
す

な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
一
経
な
り
。
万
億
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
那
由
他
な
り
。
十
万
億
は
す
な
は
ち
こ
れ

十
那
由
他
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
こ
の
瞻
部
州
を
去
り
て
、
安
楽
界
に
至
る
ま
で
、
十
那
由
他
の
須

弥
山
を
過
ぐ
る
な
り
。
一
の
三
千
大
千
界
の
中
に
、
百
倶
胝
の
須
弥
山
あ
り
。
十
那
由
他
の
須
弥
山
な
れ

ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
十
万
三
千
界
な
り
。
称
讃
経
に
、〈
こ
の
世
界
を
去
る
こ
と
、
百
千
倶
胝
那
庾
多
仏

土
を
過
ぐ
〉
と
言
ふ
は
、
千
倶
胝
と
な
す
。
旧
経
と
同
じ
。
那
庾
多
の
言
は
、
旧
の
諸
本
に
な
し
。
一
会

す
べ
か
ら
ず
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
西
方
去
此
十
万
億
刹
〉
は
、
極
楽

の
場
所
方
角
を
明
か
し
、〈
成
仏
已
来
凡
歴
十
劫
〉
は
、
時
間
の
長
短
を
明
か
す
。『
平
等
覚
経
』
に
、〈
無

量
清
浄
仏
は
、
仏
と
な
ら
れ
て
か
ら
約
十
八
劫
で
あ
る
。
ま
し
ま
す
国
土
は
須
摩
提
と
呼
び
、
真
西
に
あ 

る
。
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
千
億
万
の
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
〉
と
言
い
、『
大
阿
弥
陀
経
』
に

は
、〈
阿
弥
陀
仏
は
、
仏
と
な
ら
れ
て
か
ら
約
十
小
劫
で
あ
る
。
ま
し
ま
す
国
土
は
須
摩
提
と
呼
び
、
真

西
に
あ
る
。
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
千
億
万
の
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
〉
と
言
う
。
二
経
を
較
べ

る
と
、
成
仏
か
ら
の
時
間
が
異
な
り
、
方
角
や
遠
近
は
同
じ
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
八
の
字
が
誤
り
で
あ

ろ
う
と
言
う
。
他
の
経
文
に
は
み
な
十
劫
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
梵
本
を
見
て
い
な
い

の
で
、
こ
こ
で
は
断
定
し
な
い
。
遠
近
を
説
く
中
に
千
億
万
と
あ
る
の
は
、
千
億
の
一
万
倍
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
一
世
界
の
幾
つ
分
か
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
経
文
に
、
須
弥
山
仏
国
と
言
っ
て
い

る
通
り
で
あ
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
に
十
万
億
と
言
う
の
は
、
億
の
十
万
倍
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
億
と
言
ふ
の
は
、

一
千
万
の
こ
と
で
あ
る
。
倶
胝
と
同
意
で
あ
る
。
旧
経
論
で
は
、
倶
胝
は
億
と
翻
訳
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

三
千
大
千
世
界
は
、
旧
経
で
は
百
億
の
世
界
を
言
い
、
新
訳
で
は
百
倶
胝
の
世
界
で
あ
る
と
言
う
。
よ
っ

て
億
と
倶
胝
は
同
意
で
あ
る
。
落
叉
す
な
わ
ち
十
万
の
こ
と
で
は
な
し
。
も
し
十
万
を
億
と
す
る
な
ら
ば
、

億
億
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
十
万
億
と
言
う
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。『
観
音
授
記
経
』

に
、〈
億
百
千
と
は
、
十
万
億
の
こ
と
で
あ
る
〉
と
言
う
。
な
ぜ
こ
の
経
が
旧
本
と
異
な
る
の
か
と
言
う

と
、
億
の
数
え
方
に
諸
説
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
万
を
一
億
と
し
た
り
、
百
万
を
一
億
、
あ
る
い
は
千
万

を
一
億
と
し
た
り
す
る
。
千
億
万
と
言
う
の
は
、
十
万
を
一
億
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
千
億
は
一
姟

に
当
た
る
。
そ
の
一
姟
を
一
万
倍
す
れ
ば
十
那
由
他
と
な
る
。
十
万
億
と
言
い
う
の
は
、
千
万
を
一
億
と

す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
十
万
億
は
一
経け
い

に
当
た
り
、
万
億
は
一
那
由
他
に
当
た
る
。
よ
っ
て
十
万
億
は

十
那
由
他
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
娑
婆
世
界
か
ら
安
楽
世
界
ま
で
は
、
十
那
由
他
の
須
弥
山
仏
国

を
隔
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
三
千
大
千
世
界
の
中
に
、
百
倶
胝
の
須
弥
山
世
界
が
あ 

る
。
十
那
由
他
の
須
弥
山
世
界
は
、
十
万
三
千
世
界
に
当
た
る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
、〈
こ
の
世
界
か
ら

百
千
倶
胝
那
庾
多
仏
土
を
隔
て
て
い
る
〉
と
言
う
の
は
、
千
倶
胝
に
当
た
り
、
旧
経
と
同
じ
に
な
る
。
那

庾
多
と
い
う
言
葉
は
旧
経
諸
本
に
な
い
の
で
、
会
通
で
き
な
い
」
と
。

（
325
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
璟マ

マ

興
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
五
五
頁
上
）、「
経
の
、〈
西
方
去 

此
〉
よ
り
〈
名
曰
安
楽
〉
ま
で
は
、
第
二
に
、
変
化
土
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
旧
訳
に
は
、
仏
国

−149−78



土
を
須
摩
題
と
言
い
、
こ
こ
か
ら
真
西
に
千
億
万
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
に
あ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の

経
に
は
十
万
億
刹
と
説
か
れ
る
、
そ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
す
で
に
釈
し
た
通
り
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
326
）
無
量
寿
論
釈
第
二
智
光
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
二
、
古
逸
）、「
こ
の
経
に
説
く
が
ご 

と
し
、〈
仏
阿
難
に
告
ぐ
、
法
蔵
菩
薩
は
今
成
仏
し
て
現
に
西
方
に
あ
り
。
こ
こ
を
去
る
こ
と
十
万
億
刹

な
り
。
そ
の
仏
の
世
界
を
名
づ
け
て
安
楽
と
曰
ふ
〉
と
。
乃
至 

ま
た
契
経
に
言
ふ
、〈
そ
の
時
世
尊
、
舎

利
子
に
告
ぐ
、
汝
今
知
る
や
い
な
や
、
こ
こ
よ
り
西
方
、
こ
の
世
界
を
去
る
こ
と
百
千
倶
胝
那
庾
多
仏
土

を
過
ぎ
て
仏
の
世
界
あ
り
、
名
づ
け
て
極
楽
と
曰
ふ
〉
と
。
乃
至 

倶
胝
と
言
ふ
は
、
こ
こ
に
は
億
と
な
す

な
り
。
那
庾
多
は
、
こ
れ
は
こ
れ
数
の
名
な
り
。
此
間
の
欬
数
に
当
た
る
な
り
。
世
俗
の
言
の
ご
と
き

は
、
十
千
を
万
と
曰
ひ
、
十
万
を
億
と
曰
ひ
、
十
億
を
兆
と
曰
ひ
、
十
兆
を
経
と
曰
ひ
、
十
経
を
欬
と
名

づ
く
。
欬
は
な
ほ
こ
れ
千
倶
胝
す
な
は
ち
十
万
億
な
り
。
十
万
を
一
と
為
し
て
億
数
に
至
る
。
億
に
四
の

位
あ
り
。
一
に
は
十
万
、
二
に
は
百
万
、三
に
は
千
万
、四
に
は
万
万
な
り
。
今
、
億
と
言
ふ
は
、
す
な
は

ち
こ
れ
万
万
な
り
。
こ
の
義
を
顕
は
さ
ん
が
た
め
に
、
那
庾
多
を
挙
ぐ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
二
に
云
う
、「
こ
の
『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
仏
が
阿
難
に
告

げ
ら
れ
た
、
法
蔵
菩
薩
は
今
成
仏
し
て
現
に
西
方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
十
万
億
刹
を
隔
て
た
所
で

あ
る
。
そ
の
仏
の
世
界
を
安
楽
と
言
う
〉
と
言
う
。
…
中
略
… 
ま
た
契
経
（『
称
讃
浄
土
経
』、『
大
正
蔵
』

一
二
、
三
四
八
頁
下
）
に
、〈
そ
の
時
世
尊
が
舎
利
子
に
告
げ
ら
れ
た
、
あ
な
た
は
知
っ
て
い
る
か
、
こ

こ
か
ら
西
方
、
百
千
倶
胝
那
庾
多
仏
土
を
隔
て
た
所
に
仏
の
世
界
が
あ
る
。
極
楽
と
言
う
〉
と
説
か
れ

る
。
…
中
略
… 

倶
胝
と
は
、
億
の
意
で
あ
る
。
那
庾
多
も
数
の
単
位
で
、
欬
に
当
た
る
。
通
常
は
、
十
千

を
万
、
十
万
を
億
、
十
億
を
兆
、
十
兆
を
経
、
十
経
を
欬
と
言
う
。
欬
は
千
倶
胝
つ
ま
り
十
万
億
に
当
た 

る
。
十
万
の
一
億
倍
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
億
に
は
四
つ
の
位
が
あ
る
。
一
に
は
十
万
、
二
に
は

百
万
、
三
に
は
千
万
、四
に
は
万
万
で
あ
る
。
こ
こ
で
億
と
言
う
の
は
、
万
万
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
那
庾
多
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
327
）
群
疑
論
第
六
懐
感
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
五
頁
下
～
六
六
頁
上
）、「
問
う
。『
称
讃
浄
土
経
』

に
は
、
極
楽
は
百
千
倶
胝
那
庾
多
の
仏
土
を
隔
て
た
所
に
あ
る
と
説
か
れ
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
こ

こ
か
ら
遠
く
な
い
所
に
あ
る
と
言
う
、
こ
の
相
違
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。
答
え
。
思
う
に
、
極
楽
は

百
千
倶
胝
那
庾
多
の
仏
土
を
隔
て
た
所
に
あ
る
、
と
て
も
遠
い
世
界
で
あ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
遠
か

ら
ず
と
説
か
れ
る
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
理
由
が
十
種
ば
か
り
あ
る
。
第
一
に
、
仏
力
に
よ
っ
て
極
楽
世

界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
遠
か
ら
ず
と
説
か
れ
る
。
第
二
に
は
、
特
別
の
方
法
（
十
三
観
あ
る
い

は
十
六
観
）
を
説
い
て
韋
提
希
に
見
せ
ら
れ
た
か
ら
。
第
三
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
空
中
に
応
現
住
立
さ
れ

る
か
ら
。
第
四
に
は
、
行
者
が
仏
を
想
う
と
、
仏
が
心
に
現
れ
て
く
だ
さ
る
か
ら
。
第
五
に
は
、
仏
が
守

護
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
。
第
六
に
は
、
有
縁
の
衆
生
は
み
な
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
第
七
に
は
、
本

願
力
に
よ
っ
て
想
念
を
成
就
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
。
第
八
に
は
、来
迎
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
。
第
九
に
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
往
生
で
き
る
か
ら
。
第
十
に
は
、
行
者
が
怠
け
心
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
仏
が
近
く
に

寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
十
義
に
よ
っ
て
、遠
か
ら
ず
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」（
要

約
）
と
。

（
328
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
二
頁
下
～
二
八
三
頁
上
）、「
無
量
清
浄
仏 

は
、
須
摩
題
に
ま
し
ま
す
。
閻
浮
提
の
真
西
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
329
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
、（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
三
頁
中
）、「
阿
弥
陀
仏
は
、
須
摩
題
に
ま
し
ま 

す
。
閻
浮
提
の
真
西
、
千
億
万
須
弥
山
仏
国
を
隔
て
た
所
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
330
）
宝
積
経
第
十
七
無
量
寿
会
の
一
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、
九
五
頁
下
）、「
こ
こ

か
ら
西
方
、
十
万
億
仏
刹
を
隔
て
た
所
に
、
極
楽
と
い
う
世
界
が
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
331
）
般
舟
三
昧
経
上
に
云
う
（
三
巻
本
、『
大
正
蔵
』
一
三
、
九
〇
五
頁
上
）、「
出
家
の
行
者
、
在
家

の
信
者
が
戒
め
を
守
り
、
心
を
傾
け
て
、
西
方
の
阿
弥
陀
仏
を
念
ぜ
よ
。
彼
の
仏
は
現
在
、
こ
こ
か
ら

千
億
万
仏
刹
を
隔
て
た
須
摩
提
と
い
う
国
に
ま
し
ま
し
て
、
菩
薩
衆
に
説
法
さ
れ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
332
）
浄
土
論
加マ

才マ

中
に
大
集
経
を
引
い
て
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
九
三
頁

下
～
九
四
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
は
今
、
こ
こ
か
ら
西
方
、
百
千
億
諸
仏
国
土
を
隔
て
た
、
安
楽
と
い
う
世

界
に
ま
し
ま
す
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
『
安
養
集
』
巻
五
～
巻
九
に
は
、
七
門
の
第
五
依
報
・
第
六
正
報
に
属
す
る
四
十
論
題
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
、
巻
五
・
六
・
七
が
第
五
依
報
、
巻
八
・
九
が
第
六
正
報
を
扱
う
。

　
た
だ
し
巻
七
末
尾
の
「
67
漏
尽
通
」
だ
け
は
第
六
正
報
に
属
す
る
。「
67 

漏
尽
通
」
は
、巻
九
の
82
「
神

通
」
の
前
後
に
あ
る
べ
き
論
題
で
あ
る
が
、
本
来
の
位
置
か
ら
離
脱
し
て
巻
七
末
尾
に
混
入
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
第
五
依
報
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
巻
五
に
は
極
楽
の
位
置
、
大
き
さ
、
構
造
、
名
称
、
種
類
、
他
仏

国
土
と
の
比
較
な
ど
の
問
題
を
扱
い
、
巻
六
で
は
浄
土
成
就
の
因
と
法
報
応
三
土
の
判
別
、
巻
七
に
は
、 

『
阿
弥
陀
経
』
を
主
た
る
出
拠
と
す
る
国
土
の
荘
厳
相
に
関
す
る
論
題
が
並
ん
で
い
る
。

　
思
う
に
『
往
生
要
集
』
は
往
生
の
修
因
と
し
て
の
念
仏
の
教
理
を
組
織
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
書
で

あ
り
、
仏
土
に
関
す
る
議
論
は
特
に
手
薄
で
あ
る
。『
安
養
集
』
巻
五
～
七
、
第
五
依
報
の
諸
論
題
は
、

そ
れ
を
補
う
意
図
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
巻
五
冒
頭
の
「
48 

去
此
遠
近
」
に
は
、
極
楽
の
位
置
に
関
す
る
二
十
二
の
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

前
半
の
七
文
に
は
、『
観
無
量
寿
経
』
序
分
の
、「
阿
弥
陀
仏
、
去
此
不
遠
（
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
を
去
る
こ

と
遠
か
ら
ず
）」
と
い
う
教
説
に
注
目
し
、『
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
の
、
極
楽
は
十
万
億
仏
土
を
隔

て
た
所
に
あ
る
と
い
う
教
説
と
の
会
通
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
、
後
半
十
五
文
に
は
、
そ
の
『
阿
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弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
諸
本
に
お
け
る
数
量
を
表
す
「
億
」「
倶
胝
」「
那
由
他
」
な
ど
の
用
語
に
関
連

す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
前
半
の
「
去
此
不
遠
」
の
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

日
本
で
は
『
安
養
集
』
が
最
初
で
あ
る
。

　
『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
こ
の
問
題
の
出
拠
と
し
て
（
311
）『
観
無
量
寿
経
』
よ
り
「
阿
弥
陀
仏
、
去
此

不
遠
」
の
文
を
掲
げ
、
次
い
で
そ
れ
に
対
す
る
（
312
）
天
台
『
観
経
疏
』
の
文
と
、
天
台
疏
を
註
釈
し
た

（
313
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
の
文
と
を
挙
げ
る
。（
312
）
に
は
、
仏
力
に
よ
っ
て
即
座
に
示
現
さ
れ
る

か
ら
「
不
遠
」
と
説
か
れ
る
と
言
い
、（
313
）
に
は
そ
れ
を
釈
し
て
、
仏
力
と
衆
生
の
善
根
力
と
が
感
応

道
交
す
る
等
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
314
）
浄
影
『
観
経
疏
』
に
は
、
十
万
億
土
を
「
不
遠
」
と
言
う
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
315
）
善
導
『
観
経
疏
』
序
分
義
で
は
、
浄
影
の
見
解
に
加
え
て
、
即
座
に
到
達
で
き
る
か
ら
、
観
念
に

よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。（
316
）
道
誾
『
観
経
疏
』
に
は
、
行
者

が
自
ら
の
心
に
現
れ
た
境
界
を
観
ず
る
か
ら
「
不
遠
」
で
あ
る
と
言
い
、（
317
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、

易
く
往
生
で
き
る
か
ら
「
不
遠
」
で
あ
る
と
言
う
。

　
こ
の
問
題
は
『
安
養
集
』
以
降
、
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
早
期
の
例
と
し
て
は
、
天
台

本
覚
思
想
に
依
拠
し
て
観
心
念
仏
を
説
く
文
献
の
中
に
散
見
す
る
。
そ
れ
も
『
観
心
略
要
集
』『
真
如
観
』

に
は
見
え
ず
、
十
一
世
紀
末
～
十
二
世
紀
初
の
成
立
と
目
さ
れ
る
『
妙
行
心
要
集
』『
自
行
念
仏
問
答
』

に
登
場
す
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
巻
中
之
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

経
に
云
ふ
、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
已
上
。
こ
れ
に
三
解
あ
り
。
一
に
は
、

仏
眼
の
及
ぶ
所
は
無
数
世
界
十
万
億
な
り
。
こ
れ
を
敢
へ
て
遠
し
と
な
さ
ず
。
二
に
は
、
仏
の
境
界

は
機
感
な
き
時
は
見
え
ず
、
遠
き
に
似
た
り
。
も
し
機
感
あ
ら
ば
す
な
は
ち
見
る
、
近
き
に
似
た
り
。

三
に
は
、
仏
心
と
己
心
と
心
性
一
念
な
り
。
一
念
に
隔
て
な
し
。
こ
れ
不
遠
の
義
な
り
。
初
・
二
は

有
相
に
約
し
、
後
一
は
無
相
に
約
す
。
心
性
常
に
絶
待
に
し
て
だ
だ
弥
陀
の
法
界
な
り
。
我
身
す
な

は
ち
こ
れ
法
界
唯
心
・
唯
仏
・
唯
生
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
空
・
仮
・
中
な
り
。
有
相
と
無
想
は
一
念

の
作
意
な
り
。
行
坐
思
惟
も
法
爾
空
中
な
り
。（『
恵
心
僧
都
全
集
』
二
、
三
四
七
頁
）

　
『
自
行
念
仏
問
答
』（『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
、
五
五
六
頁
）
に
は
、
観
念
が
成
就
す
れ
ば
娑
婆
即
極
楽

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
、「
観
経
に
云
ふ
、
阿
弥
陀
仏
の
国
は
こ
こ
を
去
る
こ
と

遠
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
に
挙
げ
る
三
解
の
中
、
第
一
・
第
二
解
は
、『
安
養
集
』
が
挙
げ
た
要
文
の
論
述
の

範
疇
に
お
さ
ま
る
も
の
と
言
え
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
の
第
三
解
と
『
自
行
念
仏
問
答
』
の
説
と
は
、
天
台
本
覚
思
想
に
基
づ
く
見
解
で
、

観
心
念
仏
の
成
就
に
よ
っ
て
仮
諦
即
法
界
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
本
来
弥
陀
・
浄
土
は
己
心
中
に
あ
り
、

衆
生
即
仏
、
娑
婆
即
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。（
316
）
道
誾
『
観
経
疏
』
の

見
解
に
も
近
い
が
、
思
想
的
に
は
『
観
心
略
要
集
』
以
来
の
立
場
を
継
承
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
娑
婆

即
浄
土
を
主
張
す
る
際
に
、「
去
此
不
遠
」
の
教
説
は
格
好
の
文
証
で
あ
る
と
言
え
る
が
、『
観
心
略
要
集
』

『
真
如
観
』
に
は
言
及
さ
れ
ず
、『
妙
行
心
要
集
』『
自
行
念
仏
問
答
』
に
至
っ
て
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
あ
る
い
は
『
安
養
集
』
が
関
与
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
「
48 

去
此
遠
近
」
の
後
半
、（
318
）
以
降
の
十
五
文
の
意
図
を
う
か
が
い
た
い
。

　
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第

十
二
・
十
三
問
答
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
十
二
問
答
に
は
、
娑
婆
と
極
楽
と
の
距
離
を
問
い
、
答
え
て
、

羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
過
十
万
億
仏
土
」
と
い
う
説
と
、
玄
奘
訳
『
称
讃
浄
土
経
』
の
「
過
百
千
俱

胝
那
由
他
仏
土
」
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
。
次
い
で
第
十
三
問
答
に
、
両
経
の
相
違
の
理
由
を
問
い
、
智

光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
よ
り
、「『
阿
弥
陀
経
』
の
億
は
万
万
の
意
で
あ
り
、
十
万
億
は
百
千
倶
胝
に
当
た

る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
那
由
他
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
倶
胝
が
万
万
す
な
わ
ち
那
由

他
の
意
で
あ
る
こ
と
を
言
う
た
め
に
併
記
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
こ
の
問
題
の
出
拠
で
あ
る
（
318
）『
阿
弥
陀
経
』
の
文
を
掲
げ
、

そ
れ
に
対
す
る
釈
文
と
し
て
、（
319
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
と
（
320
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』
の

文
と
を
挙
げ
て
い
る
。
次
い
で
も
う
一
方
の
出
拠
と
し
て
（
321
）『
称
讃
浄
土
経
』
の
文
を
掲
げ
、
そ
れ

に
対
す
る
釈
文
と
し
て
（
322
）
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
る
。
加
え
て
（
323
）『
無
量
寿
経
』

よ
り
「
去
此
十
万
億
刹
」
と
説
く
文
を
掲
げ
て
、そ
れ
に
対
す
る
（
324
）
義
寂
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』

と
（
325
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
釈
文
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
を
論
じ
た
（
326
）
智

光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
と
（
327
）
懐
感
『
群
疑
論
』
と
を
挙
げ
、
ま
た
『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
で
あ
る

（
328
）『
平
等
覚
経
』（
329
）『
大
阿
弥
陀
経
』（
330
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
の
文
や
、（
331
）『
般
舟

三
昧
経
』
の
文
、（
332
）
迦
才
『
浄
土
論
』
よ
り
『
大
集
経
』
の
教
説
を
紹
介
す
る
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
源
信
が
採
用
し
た
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
説
を
含
め
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
資

料
が
収
集
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
娑
婆
と
極
楽
と
の
距
離
に
関
す
る
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
の
記
述
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
当
時
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』
は
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、『
往
生
要
集
』「
極
楽
依
正
」

の
論
述
を
補
足
す
る
資
料
を
列
挙
す
る
と
共
に
、
新
た
に
「
去
此
不
遠
」
と
い
う
『
観
無
量
寿
経
』
の
教

説
を
出
拠
と
す
る
問
題
を
提
起
し
、
議
論
の
深
化
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
諸
本
に
お
け
る
数
量
を
表
す
「
億
」「
倶
胝
」「
那
由
他
」
な
ど
の
用
語
に
関
連

す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
前
半
の
「
去
此
不
遠
」
の
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

日
本
で
は
『
安
養
集
』
が
最
初
で
あ
る
。

　
『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
こ
の
問
題
の
出
拠
と
し
て
（
311
）『
観
無
量
寿
経
』
よ
り
「
阿
弥
陀
仏
、
去
此

不
遠
」
の
文
を
掲
げ
、
次
い
で
そ
れ
に
対
す
る
（
312
）
天
台
『
観
経
疏
』
の
文
と
、
天
台
疏
を
註
釈
し
た

（
313
）
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
の
文
と
を
挙
げ
る
。（
312
）
に
は
、
仏
力
に
よ
っ
て
即
座
に
示
現
さ
れ
る

か
ら
「
不
遠
」
と
説
か
れ
る
と
言
い
、（
313
）
に
は
そ
れ
を
釈
し
て
、
仏
力
と
衆
生
の
善
根
力
と
が
感
応

道
交
す
る
等
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
314
）
浄
影
『
観
経
疏
』
に
は
、
十
万
億
土
を
「
不
遠
」
と
言
う
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
315
）
善
導
『
観
経
疏
』
序
分
義
で
は
、
浄
影
の
見
解
に
加
え
て
、
即
座
に
到
達
で
き
る
か
ら
、
観
念
に

よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。（
316
）
道
誾
『
観
経
疏
』
に
は
、
行
者

が
自
ら
の
心
に
現
れ
た
境
界
を
観
ず
る
か
ら
「
不
遠
」
で
あ
る
と
言
い
、（
317
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、

易
く
往
生
で
き
る
か
ら
「
不
遠
」
で
あ
る
と
言
う
。

　
こ
の
問
題
は
『
安
養
集
』
以
降
、
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
早
期
の
例
と
し
て
は
、
天
台

本
覚
思
想
に
依
拠
し
て
観
心
念
仏
を
説
く
文
献
の
中
に
散
見
す
る
。
そ
れ
も
『
観
心
略
要
集
』『
真
如
観
』

に
は
見
え
ず
、
十
一
世
紀
末
～
十
二
世
紀
初
の
成
立
と
目
さ
れ
る
『
妙
行
心
要
集
』『
自
行
念
仏
問
答
』

に
登
場
す
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
巻
中
之
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

経
に
云
ふ
、「
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
已
上
。
こ
れ
に
三
解
あ
り
。
一
に
は
、

仏
眼
の
及
ぶ
所
は
無
数
世
界
十
万
億
な
り
。
こ
れ
を
敢
へ
て
遠
し
と
な
さ
ず
。
二
に
は
、
仏
の
境
界

は
機
感
な
き
時
は
見
え
ず
、
遠
き
に
似
た
り
。
も
し
機
感
あ
ら
ば
す
な
は
ち
見
る
、
近
き
に
似
た
り
。

三
に
は
、
仏
心
と
己
心
と
心
性
一
念
な
り
。
一
念
に
隔
て
な
し
。
こ
れ
不
遠
の
義
な
り
。
初
・
二
は

有
相
に
約
し
、
後
一
は
無
相
に
約
す
。
心
性
常
に
絶
待
に
し
て
だ
だ
弥
陀
の
法
界
な
り
。
我
身
す
な

は
ち
こ
れ
法
界
唯
心
・
唯
仏
・
唯
生
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
空
・
仮
・
中
な
り
。
有
相
と
無
想
は
一
念

の
作
意
な
り
。
行
坐
思
惟
も
法
爾
空
中
な
り
。（『
恵
心
僧
都
全
集
』
二
、
三
四
七
頁
）

　
『
自
行
念
仏
問
答
』（『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
、
五
五
六
頁
）
に
は
、
観
念
が
成
就
す
れ
ば
娑
婆
即
極
楽

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
、「
観
経
に
云
ふ
、
阿
弥
陀
仏
の
国
は
こ
こ
を
去
る
こ
と

遠
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
に
挙
げ
る
三
解
の
中
、
第
一
・
第
二
解
は
、『
安
養
集
』
が
挙
げ
た
要
文
の
論
述
の

範
疇
に
お
さ
ま
る
も
の
と
言
え
る
。

　
『
妙
行
心
要
集
』
の
第
三
解
と
『
自
行
念
仏
問
答
』
の
説
と
は
、
天
台
本
覚
思
想
に
基
づ
く
見
解
で
、

観
心
念
仏
の
成
就
に
よ
っ
て
仮
諦
即
法
界
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
本
来
弥
陀
・
浄
土
は
己
心
中
に
あ
り
、

衆
生
即
仏
、
娑
婆
即
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。（
316
）
道
誾
『
観
経
疏
』
の

見
解
に
も
近
い
が
、
思
想
的
に
は
『
観
心
略
要
集
』
以
来
の
立
場
を
継
承
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
娑
婆

即
浄
土
を
主
張
す
る
際
に
、「
去
此
不
遠
」
の
教
説
は
格
好
の
文
証
で
あ
る
と
言
え
る
が
、『
観
心
略
要
集
』

『
真
如
観
』
に
は
言
及
さ
れ
ず
、『
妙
行
心
要
集
』『
自
行
念
仏
問
答
』
に
至
っ
て
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
、
あ
る
い
は
『
安
養
集
』
が
関
与
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
「
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去
此
遠
近
」
の
後
半
、（
318
）
以
降
の
十
五
文
の
意
図
を
う
か
が
い
た
い
。

　
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第

十
二
・
十
三
問
答
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
十
二
問
答
に
は
、
娑
婆
と
極
楽
と
の
距
離
を
問
い
、
答
え
て
、

羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
過
十
万
億
仏
土
」
と
い
う
説
と
、
玄
奘
訳
『
称
讃
浄
土
経
』
の
「
過
百
千
俱

胝
那
由
他
仏
土
」
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
。
次
い
で
第
十
三
問
答
に
、
両
経
の
相
違
の
理
由
を
問
い
、
智

光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
よ
り
、「『
阿
弥
陀
経
』
の
億
は
万
万
の
意
で
あ
り
、
十
万
億
は
百
千
倶
胝
に
当
た

る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
那
由
他
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
倶
胝
が
万
万
す
な
わ
ち
那
由

他
の
意
で
あ
る
こ
と
を
言
う
た
め
に
併
記
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
こ
の
問
題
の
出
拠
で
あ
る
（
318
）『
阿
弥
陀
経
』
の
文
を
掲
げ
、

そ
れ
に
対
す
る
釈
文
と
し
て
、（
319
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
と
（
320
）
著
者
不
明
『
阿
弥
陀
経
疏
』
の

文
と
を
挙
げ
て
い
る
。
次
い
で
も
う
一
方
の
出
拠
と
し
て
（
321
）『
称
讃
浄
土
経
』
の
文
を
掲
げ
、
そ
れ

に
対
す
る
釈
文
と
し
て
（
322
）
靖
邁
『
称
讃
浄
土
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
る
。
加
え
て
（
323
）『
無
量
寿
経
』

よ
り
「
去
此
十
万
億
刹
」
と
説
く
文
を
掲
げ
て
、そ
れ
に
対
す
る
（
324
）
義
寂
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』

と
（
325
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
釈
文
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
を
論
じ
た
（
326
）
智

光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
と
（
327
）
懐
感
『
群
疑
論
』
と
を
挙
げ
、
ま
た
『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
で
あ
る

（
328
）『
平
等
覚
経
』（
329
）『
大
阿
弥
陀
経
』（
330
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
の
文
や
、（
331
）『
般
舟

三
昧
経
』
の
文
、（
332
）
迦
才
『
浄
土
論
』
よ
り
『
大
集
経
』
の
教
説
を
紹
介
す
る
文
を
挙
げ
て
い
る
。

　
源
信
が
採
用
し
た
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
説
を
含
め
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
資

料
が
収
集
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
娑
婆
と
極
楽
と
の
距
離
に
関
す
る
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
の
記
述
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
当
時
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』
は
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、『
往
生
要
集
』「
極
楽
依
正
」

の
論
述
を
補
足
す
る
資
料
を
列
挙
す
る
と
共
に
、
新
た
に
「
去
此
不
遠
」
と
い
う
『
観
無
量
寿
経
』
の
教

説
を
出
拠
と
す
る
問
題
を
提
起
し
、
議
論
の
深
化
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
333
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
の
国
土
は
七
宝
が
自
然
に

合
わ
さ
っ
て
で
き
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
限
り
が
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
334
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
量
成
と
言
ふ
は
、
謂
く
、

〈
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
〉
と
。
恢
廓
と
は
、
諸
の
山
陵
の
障
蔽
を
な
す
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ

に
。
広マ
マ

（
広
＝
曠
？
）
蕩
と
は
、
諸
方
を
弥
綸
し
て
色
容
多
き
が
ゆ
ゑ
に
。
不
可
限
極
と
は
、
八
方
上
下

に
世
間
踰
繕
那
等
の
量
の
分
斉
を
出
過
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
仏
地
論
に
云
ふ
、〈
周
円
際
な
く
、
そ
の
量
測

り
が
た
し
〉
と
。
謂
く
、
東
方
等
の
分
斉
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
長
短
等
の
相
、
測
量
す
べ
き
こ
と
難
し
。
そ

の
義
相
、
論
の
偈
に
、〈
究
竟
し
て
虚
空
の
ご
と
く
、
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
〉
と
云
ふ
が
ご
と
き
に
似

た
る
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
こ
こ
に
説
く
と
こ
ろ
の
無
辺
際
と
は
、
二
文
（
文
＝
受
？
）
用
の
中
、
い
ず
れ
の

土
に
依
っ
て
説
く
や
。
答
ふ
。
仏
地
論
の
中
に
、
量
円
満
を
弁
ず
る
に
、
そ
れ
三
説
あ
り
。
あ
る
義
に
は
、

如
来
の
受
用
身
土
は
、
所
化
の
生
の
宜
し
き
所
に
随
っ
て
現
は
る
。
或
は
大
に
或
は
小
に
、
そ
の
量
定
ま

る
こ
と
な
し
。
広
大
を
現
す
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
辺
際
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
地
前
の
菩
薩
の
智
等
に
就
い

て
、
説
い
て
無
量
難
測
と
言
ふ
と
。
あ
る
義
に
は
、
如
来
の
受
用
土
は
、
無
数
劫
所
修
の
無
辺
の
善
根
の

所
感
に
し
て
、
法
界
に
周
遍
す
。
地
上
の
菩
薩
お
よ
び
諸
如
来
も
、
ま
た
そ
の
量
の
辺
際
を
測
る
こ
と
あ

た
は
ず
。
無
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
始
時
な
し
と
。
如
実
の
義
は
、
受
用
身
土
に
、
略
し
て
二
種
あ
り
。
一

に
自
受
用
。
謂
く
、
諸
の
如
来
、
三
無
数
劫
所
修
の
無
辺
の
善
根
の
所
感
に
し
て
、
法
界
に
周
遍
す
。
自

の
た
め
に
大
法
楽
を
受
用
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
初
め
て
仏
を
得
る
よ
り
、
未
来
際
を
尽
く
し
て
、
相
続
す
る

こ
と
無
間
な
り
。
諸
功
徳
の
諸
大
菩
薩
も
ま
た
見
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
た
だ
聞
く
こ
と
を
得
べ
き
が
ご
と

し
。
か
く
の
ご
と
き
浄
土
は
、
無
量
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
諸
仏
、
見
る
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
そ
の
量
の

辺
際
を
測
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
二
に
他
受
用
。
諸マ

謂マ

（
諸
謂
＝
謂
く
諸
）
の
如
来
、
地
上
の
諸
菩
薩
衆
を

し
て
大
乗
法
楽
を
受
け
て
、
修
行
を
進
修
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
宜
に
随
い
て
現
ず
。
或
は
勝
に
或
は
劣

に
、
身
は
或
は
大
に
或
は
小
に
、
改
転
し
て
定
ま
ら
ざ
る
こ
と
変
化
土
の
ご
と
き
し
。
か
く
の
ご
と
き
浄

土
は
、
有
辺
な
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
地
上
の
菩
薩
お
よ
び
諸
如
来
も
、
み
な
そ
の
量
を
測
る
。
倶
に

地
前
に
就
い
て
は
測
る
こ
と
あ
た
は
ず
と
言
ふ
。
こ
の
二
種
の
差
別
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、〈
周
円
際
な
く
、

そ
の
量
測
り
が
た
し
〉
と
言
ふ
。
彼
の
論
の
如
実
の
義
に
准
依
す
れ
ば
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
中
に

ま
た
二
義
を
合
す
る
こ
と
を
。
恢
廓
広
大
に
し
て
量
極
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
そ
の
次
第
の
ご
と
く
、
二

の
差
不
（
不
＝
異
？
）
を
顕
は
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、〈
ど
こ
ま
で
も
広
々

と
限
り
が
な
い
〉
と
言
う
。
恢
廓
と
は
、
山
や
丘
が
邪
魔
し
な
い
こ
と
を
言
う
。
曠
蕩
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

方
向
に
無
限
に
充
ち
満
ち
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
不
可
限
極
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
へ
の
広
が
り
を
世
間

の
尺
度
で
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
。『
仏
地
経
論
』（『
大
正
蔵
』
二
六
、
二
九
二
頁
中
）
に

は
、〈
ど
こ
ま
で
も
無
限
に
広
が
り
、
そ
の
大
き
さ
を
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
言
う
。
東
西
南
北
等

の
方
角
の
区
別
も
で
き
ず
、長
短
を
量
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、『
浄
土
論
』

の
偈
に
、〈
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
〉
と
説
か
れ
る
の
と
同
様
で
あ 

る
。

　
問
う
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
無
辺
際
と
は
、
二
種
の
受
用
土
の
中
、
ど
ち
ら
の
土
の
こ
と
を
言
う
の
か
。

答
え
。『
仏
地
経
論
』
の
〈
量
円
満
〉
の
意
を
う
か
が
う
に
当
た
っ
て
、
三
つ
の
説
が
あ
る
。
第
一
の
義

に
よ
る
と
、
如
来
の
受
用
身
土
は
、
導
か
れ
る
衆
生
の
優
劣
に
応
じ
て
示
現
さ
れ
る
。
大
小
は
不
定
で
あ

る
。
広
大
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
限
り
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
地
前
の
菩
薩
の
智
恵
で
量
れ
な
い

の
で
、
無
量
難
測
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
の
義
に
よ
る
と
、
如
来
の
受
用
土
は
、
無
限
の

時
間
を
か
け
て
修
め
た
無
量
の
善
根
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
、
一
切
の
世
界
に
偏
在
す
る
。
よ
っ
て
地
上
の

菩
薩
や
諸
の
如
来
と
い
え
ど
も
、
そ
の
量
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
だ
か
ら
始
め
も
な
い
と
言
う
。

第
三
の
義
が
真
実
義
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、受
用
身
土
に
は
二
種
あ
る
。
一
に
は
自
受
用
土
で
あ
る
。

そ
れ
は
諸
の
如
来
が
三
無
数
劫
の
間
に
修
め
た
無
辺
の
善
根
に
よ
っ
て
感
得
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
切

世
界
に
偏
在
す
る
。
自
身
の
た
め
に
大
法
楽
を
受
用
す
る
世
界
で
あ
る
。
初
め
て
成
仏
し
て
以
来
、
未
来

の
果
て
ま
で
も
無
限
に
相
続
さ
れ
る
。
功
徳
を
積
ん
だ
大
菩
薩
と
い
え
ど
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

だ
聞
く
こ
と
だ
け
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
浄
土
は
、
無
限
の
広
が
り
を
持
ち
、
諸
仏
は
見
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
大
き
さ
を
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
に
は
他
受
用
土
で
あ
る
。
そ
れ
は
諸
の

如
来
が
、
地
上
の
諸
菩
薩
衆
に
大
乗
法
楽
を
受
け
さ
せ
、
修
行
を
進
め
さ
せ
て
や
ろ
う
と
し
て
、
菩
薩
の

能
力
に
応
じ
て
示
現
さ
れ
た
浄
土
で
あ
る
。
勝
劣
や
大
小
は
不
定
で
あ
る
点
で
は
、
変
化
土
と
同
様
で
あ

る
。
こ
の
他
受
用
土
は
、
限
り
が
あ
っ
て
、
地
上
の
菩
薩
も
諸
の
如
来
も
、
み
な
そ
の
大
き
さ
を
量
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
地
前
の
菩
薩
に
は
量
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
二
種
の
受
用
土
に
つ
い
て
、

〈
ど
こ
ま
で
も
無
限
に
広
が
り
、
そ
の
大
き
さ
を
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。『
仏

地
経
論
』
の
真
実
義
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
義
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

恢
廓
広
大
に
し
て
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
教
説
は
、
二
種
の
受
用
土
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
」
と
。

（
335
）
同
経
義
疏
法
位
上
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
、
古
逸
）、「〈
恢
廓
〉
の
下
は
、
界
に

斉
限
な
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
に
云
う
、「〈
恢
廓
〉
以
下
に
は
、
極
楽
の
広
さ
が
無
限
で

あ
る
こ
と
を
説
く
」
と
。

（
336
）
無
量
寿
論
釈
智
光
二
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
二
、
古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
荘
厳
量

功
徳
成
就
と
は
、偈
に
、《
究
竟
し
て
虚
空
の
ご
と
く
、広
大
に
し
て
辺
際
な
し
》
と
言
ふ
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。

釈
し
て
曰
く
、
第
二
の
成
就
な
り
。
い
か
ん
が
こ
れ
は
こ
れ
不
可
思
議
な
る
。
彼
の
国
の
人
天
、
も
し
意

に
宮
殿
楼
閣
を
得
ん
と
欲
さ
ば
、
も
し
は
広
さ
百
里
、
も
し
は
百
由
旬
あ
り
、
も
し
は
千
由
旬
、
千
間
万
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間
、
心
に
随
っ
て
成
ず
る
と
こ
ろ
な
り
。
人
お
の
お
の
か
く
の
ご
と
し
。
ま
た
十
方
世
界
の
無
量
の
有 

情
、
往
く
を
願
は
ば
、
も
し
は
す
で
に
生
じ
、
も
し
は
今
に
生
じ
、
も
し
は
ま
さ
に
生
ず
べ
し
。
一
日
一

時
の
頃
に
、
算
数
し
て
知
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
も
彼
の
世
界
は
、
つ
ね
に
虚
空
の
ご

と
く
、
迫
迮
の
相
な
し
。
彼
の
中
の
有
情
、
か
く
の
ご
と
き
量
の
中
に
住
み
、
志
願
広
大
な
る
こ
と
ま
た

か
く
の
ご
と
く
、
ま
た
虚
空
の
ご
と
く
限
量
あ
る
こ
と
な
し
。
彼
の
土
の
量
は
、
よ
く
有
情
の
心
行
の
量

と
な
る
。
た
れ
か
思
議
す
べ
け
ん
や
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
二
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
は
、
偈

に
、《
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
》
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
〉
と
言
う
。

註
釈
す
る
。
こ
れ
は
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
の
第
二
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
が
不
可
思
議
で
あ
る
か
と
い
う
と
、

極
楽
の
人
々
が
、
宮
殿
楼
閣
が
欲
し
い
と
思
え
ば
、
広
さ
百
里
の
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
百
由
旬
、
千

由
旬
で
あ
れ
、
千
間
・
万
間
で
あ
れ
、
心
の
ま
ま
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の

者
が
そ
う
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
量
の
人
々
が
、
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
過
去

に
生
ま
れ
、
現
在
に
生
ま
れ
、
ま
た
未
来
に
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
数
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の

期
間
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
到
底
数
え
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
極
楽
は
、
い
つ
も
虚
空
の

よ
う
に
広
々
と
し
て
、
窮
屈
な
こ
と
は
な
い
。
極
楽
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
に
住
み
、
そ
の
志
の

大
き
さ
も
ま
た
虚
空
の
よ
う
に
無
限
で
あ
る
。
極
楽
の
大
き
さ
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
の
は
た
ら
き

の
大
き
さ
に
応
ず
る
の
で
あ
る
。
と
て
も
量
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。

（
337
）
同
第
一
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
、古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
究
竟
し
て
虚
空
の
ご
と
く
、

広
大
に
し
て
辺
際
な
し
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
第
二
に
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。
し
か
る

ゆ
ゑ
ん
は
、
仏
、
三
界
を
見
る
に
、
人
天
昇
降
し
、
苦
楽
処
を
異
に
す
。
山
河
障
隔
、
土
田
狭
小
、
宮
室

迫
迮
す
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
種
々
の
艱
難
あ
り
。
ゆ
ゑ
に
こ
の
願
を
興
す
、〈
願
は
く
は
、
わ
が
国
土

な
ほ
虚
空
の
ご
と
く
広
大
に
し
て
無
際
な
ら
ん
〉
と
。〈
如
虚
空
〉
と
は
、
謂
く
、
来
生
の
衆
、
ま
た
無

量
な
り
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
無
な
る
が
ご
と
く
、
不
増
不
減
な
る
こ
と
、
虚
空
と
同
じ
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
広

大
無
際
〉
と
は
、
上
の
〈
如
虚
空
〉
の
義
を
証
す
。
何
の
ゆ
ゑ
に
〈
如
虚
空
〉
と
言
ふ
か
と
な
れ
ば
、
広

大
に
し
て
際
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
十
方
の
衆
多
の
有
情
あ
り
て
、
往
生
を
願
は
ば
、
も
し
は

こ
れ
す
で
に
生
じ
、
も
し
は
こ
れ
今
に
生
じ
、
も
し
は
こ
れ
ま
さ
に
生
ず
べ
し
。
ま
た
無
量
無
辺
無
際
な

り
と
い
へ
ど
も
、
ま
さ
に
畢
竟
し
て
つ
ね
に
如マ
マ

（
如
―
？
）
虚
空
の
ご
と
く
、
広
大
に
し
て
際
な
く
、
つ

ひ
に
満
つ
る
時
な
か
る
べ
し
」
と 

報
化
二
土
の
封ほ

う
き
よ
う疆
の
有
無
は
、
浄
土
論
上
巻
に
あ
り
。
土
体
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　

無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
こ
れ
は
国
土
荘
厳
の
第
二
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と

呼
ぶ
。
仏
が
こ
の
よ
う
な
荘
厳
を
成
就
し
よ
う
と
さ
れ
た
理
由
は
、
仏
が
三
界
を
眺
め
ら
れ
た
際
、
人
々

の
盛
衰
や
苦
楽
が
ま
ち
ま
ち
で
、
山
河
が
道
を
遮
り
、
土
地
は
狭
く
、
住
居
も
窮
屈
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
種
々
の
苦
難
を
ご
覧
に
な
り
、〈
わ
が
国
土
は
、
虚
空
の
よ
う
に
無
限
の
広
さ
で
あ
る
よ
う
に
〉

と
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。〈
如
虚
空
〉
と
は
、
極
楽
に
来
生
す
る
者
が
無
量
で
あ
っ
て
も
、
ま
る
で
誰
も

居
な
い
よ
う
に
、
国
土
は
虚
空
の
よ
う
に
増
え
も
減
り
も
し
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
広
大
無
際
〉
と
は
、 

〈
如
虚
空
〉
の
理
由
で
あ
る
。
な
ぜ
〈
如
虚
空
〉
で
あ
る
か
と
い
う
と
、広
大
な
る
こ
と
無
限
だ
か
ら
で
あ 

る
。
も
し
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
多
く
の
人
々
が
、
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
過
去
に
生
ま
れ
、
現
在
に
生
ま
れ
、

ま
た
未
来
に
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
数
は
無
限
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
土
は
ど
こ
ま
で
も
虚

空
の
よ
う
に
限
り
な
く
広
大
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
満
杯
に
な
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
」
と 

報
土
と
化
土

の
境
界
の
有
無
に
つ
い
て
は
、迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
四
頁
上
～
八
五
頁
中
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 58
「
国

土
」
の
項
、（

 423
）
に
引
用
し
て
い
る
。

（
338
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
上
）、「
広
大
に
し
て
極
ま
り
な
い
」

と 

大
阿
弥
陀
も
全
く
こ
れ
と
同
じ
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
中
）。

（
339
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
一
頁
中
）、「
第
三
願
。
私
が
仏
と
な
っ
た
時
に 

は
、
わ
が
国
土
が
七
宝
よ
り
な
り
、
そ
の
広
さ
は
無
限
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」（
要
約
）
と
。

（
340
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
、
古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
世
尊
、
我

一
心
に
、
尽
十
方
無
礙
光
如
来
に
帰
命
し
、
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
乃
至 

も
し

一
仏
は
三
千
大
千
世
界
を
主
領
す
と
説
か
ば
、
こ
れ
小
乗
の
義
な
り
。
も
し
諸
仏
あ
ま
ね
く
十
方
無
量
無

辺
世
界
を
領
す
と
説
か
ば
、こ
れ
大
乗
の
義
な
り
。
世
親
菩
薩
、今
、〈
尽
十
方
無
碍
光
如
来
〉
と
言
ふ
は
、

す
な
は
ち
こ
れ
従マ
マ

（
従
＝
彼
）
の
如
来
の
名
号
に
よ
る
。
彼
の
如
来
の
光
明
の
智
相
の
ご
と
く
、
自
ら
一

心
を
も
っ
て
帰
命
礼
拝
す
。〈
願
生
安
楽
国
〉
と
は
、
世
親
菩
薩
の
帰
命
の
意
な
り
。
彼
土
に
往
生
せ
ん

と
欲
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
世
尊
よ
我
は
一
心
に
　
尽
十

方
無
礙
光
の
　
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
　
往
生
安
楽
願
い
ま
す
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
…
中
略
… 

一
仏
の
活
動
が
三
千
大
千
世
界
に
及
ぶ
と
い
う
教
説
は
、
小
乗
の
義
で
あ
る
。
諸
仏
の
活
動
が
十
方
無
量

無
辺
世
界
に
及
ぶ
と
い
う
教
説
は
、大
乗
の
義
で
あ
る
。今
、世
親
菩
薩
は
、〈
尽
十
方
無
碍
光
如
来
〉と
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
如
来
の
名
号
の
通
り
に
、
彼
の
如
来
の
光
明
す
な
わ
ち
智
慧
の
は
た
ら
き
が
無
限

で
あ
る
と
い
う
意
義
を
信
受
し
て
、
み
ず
か
ら
一
心
に
仏
に
帰
依
し
礼
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
願
生

安
楽
国
〉
と
は
、
世
親
菩
薩
の
帰
依
の
心
の
内
容
を
表
す
。
極
楽
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
。

（
341
）
註
無
量
寿
論
上
に
云
う
曇
鸞
（『
論
註
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
〇
、
八
二
八
頁
中
）、「〈
虚
空
の
よ

う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
〉。
こ
の
二
句
を
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
呼
ぶ
。
仏
が

こ
の
よ
う
な
荘
厳
を
成
就
し
よ
う
と
さ
れ
た
理
由
は
、
仏
が
三
界
を
眺
め
ら
れ
た
際
、
山
や
谷
が
道
を
遮

り
、
土
地
は
狭
く
、
住
居
も
窮
屈
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、〈
わ
が
国
土
は
、
虚
空
の
よ
う
に
広
大
で
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間
、
心
に
随
っ
て
成
ず
る
と
こ
ろ
な
り
。
人
お
の
お
の
か
く
の
ご
と
し
。
ま
た
十
方
世
界
の
無
量
の
有 

情
、
往
く
を
願
は
ば
、
も
し
は
す
で
に
生
じ
、
も
し
は
今
に
生
じ
、
も
し
は
ま
さ
に
生
ず
べ
し
。
一
日
一

時
の
頃
に
、
算
数
し
て
知
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
も
彼
の
世
界
は
、
つ
ね
に
虚
空
の
ご

と
く
、
迫
迮
の
相
な
し
。
彼
の
中
の
有
情
、
か
く
の
ご
と
き
量
の
中
に
住
み
、
志
願
広
大
な
る
こ
と
ま
た

か
く
の
ご
と
く
、
ま
た
虚
空
の
ご
と
く
限
量
あ
る
こ
と
な
し
。
彼
の
土
の
量
は
、
よ
く
有
情
の
心
行
の
量

と
な
る
。
た
れ
か
思
議
す
べ
け
ん
や
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
二
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
は
、
偈

に
、《
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
》
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
〉
と
言
う
。

註
釈
す
る
。
こ
れ
は
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
の
第
二
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
が
不
可
思
議
で
あ
る
か
と
い
う
と
、

極
楽
の
人
々
が
、
宮
殿
楼
閣
が
欲
し
い
と
思
え
ば
、
広
さ
百
里
の
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
百
由
旬
、
千

由
旬
で
あ
れ
、
千
間
・
万
間
で
あ
れ
、
心
の
ま
ま
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の

者
が
そ
う
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
量
の
人
々
が
、
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
過
去

に
生
ま
れ
、
現
在
に
生
ま
れ
、
ま
た
未
来
に
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
数
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の

期
間
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
到
底
数
え
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
極
楽
は
、
い
つ
も
虚
空
の

よ
う
に
広
々
と
し
て
、
窮
屈
な
こ
と
は
な
い
。
極
楽
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
に
住
み
、
そ
の
志
の

大
き
さ
も
ま
た
虚
空
の
よ
う
に
無
限
で
あ
る
。
極
楽
の
大
き
さ
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
の
は
た
ら
き

の
大
き
さ
に
応
ず
る
の
で
あ
る
。
と
て
も
量
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。

（
337
）
同
第
一
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
、古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
究
竟
し
て
虚
空
の
ご
と
く
、

広
大
に
し
て
辺
際
な
し
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
第
二
に
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。
し
か
る

ゆ
ゑ
ん
は
、
仏
、
三
界
を
見
る
に
、
人
天
昇
降
し
、
苦
楽
処
を
異
に
す
。
山
河
障
隔
、
土
田
狭
小
、
宮
室

迫
迮
す
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
種
々
の
艱
難
あ
り
。
ゆ
ゑ
に
こ
の
願
を
興
す
、〈
願
は
く
は
、
わ
が
国
土

な
ほ
虚
空
の
ご
と
く
広
大
に
し
て
無
際
な
ら
ん
〉
と
。〈
如
虚
空
〉
と
は
、
謂
く
、
来
生
の
衆
、
ま
た
無

量
な
り
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
無
な
る
が
ご
と
く
、
不
増
不
減
な
る
こ
と
、
虚
空
と
同
じ
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
広

大
無
際
〉
と
は
、
上
の
〈
如
虚
空
〉
の
義
を
証
す
。
何
の
ゆ
ゑ
に
〈
如
虚
空
〉
と
言
ふ
か
と
な
れ
ば
、
広

大
に
し
て
際
な
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
十
方
の
衆
多
の
有
情
あ
り
て
、
往
生
を
願
は
ば
、
も
し
は

こ
れ
す
で
に
生
じ
、
も
し
は
こ
れ
今
に
生
じ
、
も
し
は
こ
れ
ま
さ
に
生
ず
べ
し
。
ま
た
無
量
無
辺
無
際
な

り
と
い
へ
ど
も
、
ま
さ
に
畢
竟
し
て
つ
ね
に
如マ
マ

（
如
―
？
）
虚
空
の
ご
と
く
、
広
大
に
し
て
際
な
く
、
つ

ひ
に
満
つ
る
時
な
か
る
べ
し
」
と 

報
化
二
土
の
封ほ

う
き
よ
う疆
の
有
無
は
、
浄
土
論
上
巻
に
あ
り
。
土
体
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　

無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
こ
れ
は
国
土
荘
厳
の
第
二
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と

呼
ぶ
。
仏
が
こ
の
よ
う
な
荘
厳
を
成
就
し
よ
う
と
さ
れ
た
理
由
は
、
仏
が
三
界
を
眺
め
ら
れ
た
際
、
人
々

の
盛
衰
や
苦
楽
が
ま
ち
ま
ち
で
、
山
河
が
道
を
遮
り
、
土
地
は
狭
く
、
住
居
も
窮
屈
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
種
々
の
苦
難
を
ご
覧
に
な
り
、〈
わ
が
国
土
は
、
虚
空
の
よ
う
に
無
限
の
広
さ
で
あ
る
よ
う
に
〉

と
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。〈
如
虚
空
〉
と
は
、
極
楽
に
来
生
す
る
者
が
無
量
で
あ
っ
て
も
、
ま
る
で
誰
も

居
な
い
よ
う
に
、
国
土
は
虚
空
の
よ
う
に
増
え
も
減
り
も
し
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
広
大
無
際
〉
と
は
、 

〈
如
虚
空
〉
の
理
由
で
あ
る
。
な
ぜ
〈
如
虚
空
〉
で
あ
る
か
と
い
う
と
、広
大
な
る
こ
と
無
限
だ
か
ら
で
あ 

る
。
も
し
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
多
く
の
人
々
が
、
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
過
去
に
生
ま
れ
、
現
在
に
生
ま
れ
、

ま
た
未
来
に
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
数
は
無
限
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
土
は
ど
こ
ま
で
も
虚

空
の
よ
う
に
限
り
な
く
広
大
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
満
杯
に
な
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
」
と 

報
土
と
化
土

の
境
界
の
有
無
に
つ
い
て
は
、迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、八
四
頁
上
～
八
五
頁
中
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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「
国

土
」
の
項
、（

 423
）
に
引
用
し
て
い
る
。

（
338
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
上
）、「
広
大
に
し
て
極
ま
り
な
い
」

と 

大
阿
弥
陀
も
全
く
こ
れ
と
同
じ
（『
大
阿
弥
陀
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、三
〇
三
頁
中
）。

（
339
）
大
阿
弥
陀
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
一
頁
中
）、「
第
三
願
。
私
が
仏
と
な
っ
た
時
に 

は
、
わ
が
国
土
が
七
宝
よ
り
な
り
、
そ
の
広
さ
は
無
限
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」（
要
約
）
と
。

（
340
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
、
古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
世
尊
、
我

一
心
に
、
尽
十
方
無
礙
光
如
来
に
帰
命
し
、
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
乃
至 

も
し

一
仏
は
三
千
大
千
世
界
を
主
領
す
と
説
か
ば
、
こ
れ
小
乗
の
義
な
り
。
も
し
諸
仏
あ
ま
ね
く
十
方
無
量
無

辺
世
界
を
領
す
と
説
か
ば
、こ
れ
大
乗
の
義
な
り
。
世
親
菩
薩
、今
、〈
尽
十
方
無
碍
光
如
来
〉
と
言
ふ
は
、

す
な
は
ち
こ
れ
従マ
マ

（
従
＝
彼
）
の
如
来
の
名
号
に
よ
る
。
彼
の
如
来
の
光
明
の
智
相
の
ご
と
く
、
自
ら
一

心
を
も
っ
て
帰
命
礼
拝
す
。〈
願
生
安
楽
国
〉
と
は
、
世
親
菩
薩
の
帰
命
の
意
な
り
。
彼
土
に
往
生
せ
ん

と
欲
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
世
尊
よ
我
は
一
心
に
　
尽
十

方
無
礙
光
の
　
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
　
往
生
安
楽
願
い
ま
す
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
…
中
略
… 

一
仏
の
活
動
が
三
千
大
千
世
界
に
及
ぶ
と
い
う
教
説
は
、
小
乗
の
義
で
あ
る
。
諸
仏
の
活
動
が
十
方
無
量

無
辺
世
界
に
及
ぶ
と
い
う
教
説
は
、大
乗
の
義
で
あ
る
。今
、世
親
菩
薩
は
、〈
尽
十
方
無
碍
光
如
来
〉と
言
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
如
来
の
名
号
の
通
り
に
、
彼
の
如
来
の
光
明
す
な
わ
ち
智
慧
の
は
た
ら
き
が
無
限

で
あ
る
と
い
う
意
義
を
信
受
し
て
、
み
ず
か
ら
一
心
に
仏
に
帰
依
し
礼
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
願
生

安
楽
国
〉
と
は
、
世
親
菩
薩
の
帰
依
の
心
の
内
容
を
表
す
。
極
楽
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
。

（
341
）
註
無
量
寿
論
上
に
云
う
曇
鸞
（『
論
註
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
〇
、
八
二
八
頁
中
）、「〈
虚
空
の
よ

う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
〉。
こ
の
二
句
を
、
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
呼
ぶ
。
仏
が

こ
の
よ
う
な
荘
厳
を
成
就
し
よ
う
と
さ
れ
た
理
由
は
、
仏
が
三
界
を
眺
め
ら
れ
た
際
、
山
や
谷
が
道
を
遮

り
、
土
地
は
狭
く
、
住
居
も
窮
屈
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、〈
わ
が
国
土
は
、
虚
空
の
よ
う
に
広
大
で
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あ
る
よ
う
に
〉
と
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。〈
如
虚
空
〉
と
は
、
来
生
者
が
多
く
て
も
、
誰
も
居
な
い
よ
う

で
あ
る
こ
と
を
言
う
。〈
広
大
無
辺
際
〉
は
、〈
如
虚
空
〉
の
理
由
で
あ
る
。
広
大
無
限
だ
か
ら
虚
空
の
よ

う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
成
就
〉
と
は
、
十
方
世
界
か
ら
の
往
生
者
が
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
無

限
に
い
て
も
、
国
土
は
常
に
虚
空
の
よ
う
に
広
大
で
、
い
つ
ま
で
も
満
杯
に
な
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
言

う
。

　
問
う
。
維
摩
居
士
の
方
丈
は
、
狭
い
け
れ
ど
も
容
量
が
大
き
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
無
限
で
あ
る
こ
と

が
す
な
わ
ち
広
大
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
答
え
。『
浄
土
論
』
に
言
う
広
大
と
は
、
面
積
が
ど

れ
ほ
ど
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
虚
空
の
よ
う
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
方
丈
に
擬
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
維
摩
の
方
丈
は
、
面
積
は
狭
く
て
容
量
が
大
き
い
。
極
楽
は
仏
の
悟
り
の
境
界
で
あ
り
、
面

積
も
広
く
、
容
量
も
大
き
い
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
49 

国
土
寛
狭
」
に
は
、
極
楽
の
広
さ
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
に
は
、こ
の
問
題
が
特
に
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」

の
第
四
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
、
極
楽
が
広
大
な
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
中 

に
、「
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
辺
際
あ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、『
無
量
寿
経
』
の 

「
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
文
と
、『
浄
土
論
』
の
「
究
竟
し
て
虚
空
の
ご
と
し
。
広

大
に
し
て
辺
際
な
し
」
と
い
う
文
と
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
・
論
の
文
に
つ
い
て
論
じ
た
要

文
を
集
め
て
、『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
「
国
土
寛
狭
」
と
い
う
論
題
を
設
け
た
の
は
、『
往
生
要
集
』「
五

妙
境
界
」
の
記
述
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
安
養
集
』
は
、
ま
ず
出
拠
の
経
文
と
し
て
（
333
）『
無
量
寿
経
』
の
文
を
掲
げ
、
ま
た
旧
訳
の
文
を

（
338
）『
平
等
覚
経
』
か
ら
引
用
す
る
。
そ
し
て
そ
の
釈
文
と
し
て
、（
334
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』

と
（
335
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
と
を
挙
げ
て
い
る
。（
334
）
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
「
恢
廓
曠
蕩
不

可
限
極
」
と
、『
浄
土
論
』
の
「
究
竟
如
虚
空
広
大
無
辺
際
」
は
、
共
に
極
楽
の
量
功
徳
を
説
く
も
の
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
（
336
）（
337
）
に
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
よ
り
、
さ
ら
に
は

（
341
）
に
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
よ
り
、
量
功
徳
を
説
く
偈
文
の
釈
を
引
用
し
て
い
る
。
加
え
て
（
339
）『
大

阿
弥
陀
経
』
よ
り
国
土
曠
蕩
を
誓
う
第
三
願
の
文
と
、（
340
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
よ
り
「
無
礙
」

の
語
義
を
説
く
文
を
引
用
し
て
い
る
。

　
以
上
本
項
に
は
、
総
じ
て
極
楽
の
広
さ
は
無
限
大
で
あ
る
と
説
く
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
342
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
三
頁
上
）、「
極
楽
の
地
は
、
白
銀
・
黄
金
・

水
精
・
琉
璃
・
珊
瑚
・
虎
珀
・
車
榘琹
の
七
宝
で
き
て
い
る
。
そ
の
広
さ
は
無
限
で
あ
る
。
七
宝
は
そ
れ
ぞ

れ
が
光
り
輝
き
、
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
欲
界
の
最
高
所
で
あ
る
第
六
他
化
自
在
天
の
よ
う
で
あ
る
。
極

楽
に
は
須
弥
山
は
な
く
、
日
月
や
星
、
四
天
王
天
や
忉
利
天
な
ど
の
諸
天
は
空
中
に
あ
る
。
地
面
は
平
坦

で
、
海
や
河
、
山
や
谷
も
な
い
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
も
な
く
、
阿
修
羅
や
龍
鬼
神
も
い
な
い
。
雨
も
降

ら
ず
、
四
季
も
な
い
」（
要
約
）
と
。
大
阿
弥
陀
経
も
こ
れ
と
同
じ
（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
三
頁
中
～
下
）。

（
343
）
大
宝
積
経
無
量
寿
会
下
巻
に
云
ふ
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、
九
六
頁
下
）、「
釈
尊
が
、

〈
極
楽
に
は
山
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
と
、
阿
難
は
、〈
で
は
四
天
王
天
な
ど
の
地
居
天
は
ど
の
よ
う
に
し

て
存
在
す
る
の
で
す
か
〉
と
問
う
た
。
す
る
と
釈
尊
は
、〈
で
は
夜
摩
天
以
上
の
空
中
の
諸
天
は
ど
の
よ

う
に
存
在
す
る
の
か
〉
と
問
わ
れ
た
。
阿
難
は
、〈
不
可
思
議
の
業
力
に
よ
り
ま
す
〉
と
答
え
た
。
す
る

と
釈
尊
は
、〈
極
楽
の
諸
仏
や
衆
生
は
善
根
業
力
に
よ
っ
て
存
在
す
る
〉
と
説
か
れ
た
。
続
い
て
釈
尊
は
、 

〈
極
楽
に
は
海
は
な
い
が
、
河
は
あ
る
。
幅
十
由
旬
深
さ
十
二
由
旬
ほ
ど
の
も
の
か
ら
、
千
由
旬
に
達
す

る
も
の
も
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
」（
要
約
）
と
。

（
344
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
の
国
土
は
七
宝
が
自
然
に

合
わ
さ
っ
て
で
き
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
限
り
が
な
い
。
七
宝
は
そ
れ
ぞ
れ
が
光
り
輝
き
、
こ
の

上
な
く
美
し
い
。
他
化
自
在
天
の
宝
の
よ
う
で
あ
る
。
極
楽
に
は
須
弥
山
な
ど
の
山
は
な
く
、
海
や
谷
も

な
い
。
し
か
し
見
た
い
と
思
え
ば
、
仏
が
神
通
力
に
よ
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
る
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
は

な
く
、
四
季
も
な
い
。
常
に
快
適
な
世
界
で
あ
る
。
阿
難
が
、〈
須
弥
山
が
な
い
の
な
ら
、
四
天
王
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
で
す
か
〉
と
問
う
と
、
釈
尊
は
、〈
で
は
、
夜
摩
天
な
ど
の
空
中
の
諸
天
は

ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
〉
と
問
わ
れ
た
。
阿
難
は
、〈
行
業
の
果
報
は
不
可
思
議
で
す
〉
と
答
え
た
。

す
る
と
釈
尊
は
、〈
行
業
の
果
報
は
不
可
思
議
で
あ
り
、
仏
の
世
界
も
ま
た
不
可
思
議
で
あ
る
。
極
楽
の

衆
生
は
、
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
山
は
不
要
な
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
」（
要

約
）
と
。

（
345
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
其
仏
国
土
自
然

七
宝
〉
よ
り
〈
不
可
限
極
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
の
下
は
観
な
り
。
こ
の
中
に
三
あ
り
、
一
に
は

彼
の
仏
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
し
、
二
に
は
阿
弥
陀
仏
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
し
、
三
に
は
彼
の
諸
菩
薩
の

荘
厳
功
徳
を
観
察
す
。
い
か
ん
が
彼
の
仏
国
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
か
と
な
れ
ば
、
不
可
思
議
力
を

成
就
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
彼
の
摩
尼
如
意
宝
珠
の
ご
と
く
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
相
似
相
対
の
法
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。

今
こ
の
文
中
に
、
十
七
功
徳
を
具
す
。
し
か
る
に
そ
の
次
第
は
論
と
少
し
く
別
な
り
。
観
を
説
法
す
る
次

第
の
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
論
の
中
に
列
す
る
と
こ
ろ
の
十
七
功
徳
の
次
第
は
、
一
に
は
荘
厳
清
浄
功
徳
成

就
、
二
に
は
荘
厳
無
量
功
徳
成
就
、
三
に
は
荘
厳
性
功
徳
成
就
、
四
に
は
荘
厳
形
相
功
徳
成
就
、
五
に
は

荘
厳
種
種
事
功
徳
成
就
、
六
に
は
荘
厳
妙
色
功
徳
成
就
、
乃
至 

十
七
に
は
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
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な
り
。
こ
の
中
に
は
、
第
一
に
、
第
二
量
功
徳
を
顕
示
す
。
中
に
二
あ
り
、
一
に
は
体
成
を
顕
し
、
二
に

は
量
成
を
顕
す
。
体
成
と
言
ふ
は
、
謂
く
、〈
彼
は
自
然
七
宝
合
成
し
て
地
と
な
す
〉
と
。
乃
至 

量
成
と

言
ふ
は
、
謂
く
、〈
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
〉
と
。〈
恢
廓
〉
と
は
、
諸
の
山
陵
の
障
蔽
を
な

す
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
曠
蕩
〉
と
は
、諸
方
を
弥
綸
し
て
色
容
多
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
不
可
限
極
〉
と
は
、

八
方
上
下
に
世
間
踰
繕
那
等
の
量
の
分
斉
を
出
過
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
乃
至 

経
の
、〈
悉
相
雑
厠
〉
よ
り
〈
微

妙
綺
麗
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
二
に
、
第
四
形
相
功
徳
を
顕
す
。
謂
く
、
彼
土
の

中
、
衆
宝
間
錯
し
、
浄
光
あ
ひ
照
ら
す
。
偈
に
、〈
浄
光
明
の
満
足
せ
る
こ
と
、
鏡
と
日
月
輪
と
の
ご
と
し
〉

と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。〈
悉
相
雑
厠
〉
と
は
、
謂
く
、
金
銀
等
の
衆
、
雑
厠
す
る
な
り
。〈
転
相
入
間
〉

と
は
、
謂
く
、
衆
宝
の
光
、
さ
ら
に
あ
ひ
間
入
し
て
映
飾
す
る
な
り
。
観
経
に
云
ふ
が
ご
と
し
、〈
瑠
璃

の
色
中
に
、金
色
の
光
を
出
し
、頗
梨
の
色
中
に
紅
色
の
光
を
出
し
、乃
至 

珊
瑚
虎
魄
、一
切
の
衆
宝
を
も
っ

て
映
飾
と
す
〉
と
。〈
光
赫
焜
耀
に
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
〉
と
は
、
す
な
は
ち
諸マ
マ

（
諸
︱
？
）
こ
れ
な
り
。

華
厳
経
に
云
ふ
、〈
諸
世
界
海
に
種
種
の
形
あ
り
。
或
は
方
、
或
は
円
、
或
は
方
円
に
あ
ら
ず
。
或
は
水

回
復
す
る
が
ご
と
く
、
或
は
ま
た
華
形
の
ご
と
く
、
或
は
種
種
の
衆
生
の
形
な
り
〉
と
。
こ
の
安
楽
界
は

論
に
准
ず
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
円
形
相
な
る
べ
し
。
乃
至 

経
の
、〈
清
浄
荘
厳
〉
よ
り
〈
第
六
天
宝
〉
に

至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
三
に
、
第
五
種
種
事
功
徳
を
顕
示
す
。
種
種
事
と
は
、
謂
く
衆

等
な
り
。
謂マ
マ

（
謂
―
？
）
論
の
偈
に
、〈
も
ろ
も
ろ
の
珍
宝
の
性
を
備
へ
て
、
妙
荘
厳
を
具
足
す
〉
と
云

ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
し
か
る
に
荘
厳
の
土
に
ま
た
多
種
あ
り
。
こ
の
中
に
、
し
ば
ら
く
事
相
荘
厳
を
説

く
。
若マ
マ

（
若
＝
華
？
）
厳
経
に
云
ふ
、〈
世
界
海
微
塵
等
荘
厳
あ
り
。
謂
ふ
べ
し
、一
切
境
界
種
種
雲
荘
厳
、

一
切
世
界
衆
生
行
業
荘
厳
、
三
世
諸
仏
お
よ
び
普
賢
菩
薩
願
力
荘
厳
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
塵
数
の

荘
厳
あ
り
〉
と
。〈
所マ

定マ

（
所
定
＝
そ
の
宝
？
）
な
ほ
第
六
天
の
宝
の
ご
と
し
〉
と
は
、
し
ば
ら
く
世
間

欲
界
中
の
勝
を
挙
ぐ
。
浄
土
の
宝
は
、
た
だ
彼
の
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
下
の
文
に
云
ふ
、〈
た

と
ひ
第
六
天
王
を
無
量
寿
仏
国
の
菩
薩
声
聞
に
比
ぶ
る
に
、
光
顔
容
色
あ
ひ
お
よ
ば
ざ
る
こ
と
百
千
万
億

不
可
計
倍
な
り
〉と
。
正
報
は
さ
ら
に
あ
ひ
比
べ
ず
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、依
果
ま
た
し
か
り
。
経
の
、〈
又

其
国
土
無
須
弥
山
〉
よ
り
〈
常
和
調
適
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
す
な
は
ち
第
四
に
、
第
一
清

浄
功
徳
を
顕
示
す
。
清
浄
と
言
ふ
は
、
謂
く
三
界
を
出
づ
。
論
の
偈
に
、〈
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、

三
界
道
に
勝
過
す
〉
と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
三
界
と
は
、
謂
く
欲
・
色
等
な
り
。
言
ふ
と
こ
ろ
の
道

と
は
、
謂
く
地
獄
等
の
三
悪
趣
な
り
。
今
こ
の
文
中
に
は
、
麁
に
就
い
て
し
ば
ら
く
無
悪
趣
と
説
く
。
ま

た
別
し
て
諸
の
難
趣
と
、
言
ま
た
抄
す
。
北
州
無
想
天
等
の
諸
難
処
な
り
。
ま
た
彼
土
の
中
、
三
種
の
穢

な
し
。
ゆ
ゑ
に
清
浄
と
名
づ
く
。
一
に
は
器
穢
、
須
弥
山
等
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
趣
穢
、
地
等
の
趣

な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
時
節
穢
な
し
。
春
秋
等
の
節
お
よ
び
異
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
華
厳
経
に
云
ふ
、〈
世

界
海
塵
数
の
清
浄
あ
り
。
い
は
ゆ
る
菩
薩
、
善
知
識
に
親
近
し
、
諸
善
根
を
成
就
す
。
等
し
く
一
切
衆
生

を
利
し
、
一
切
の
諸
波
羅
蜜
を
満
た
し
、
一
切
行
地
に
安
住
す
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
世
界
塵
数
の
清
浄

者
あ
り
〉
と
。
こ
れ
能
清
浄
の
因
に
就
い
て
説
く
な
り
。
経
の
、〈
爾
時
阿
難
白
（
＋
仏
？
）
世
尊
〉
よ

り
〈
故
問
斯
義
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
五
に
、
第
三
性
功
徳
を
顕
示
す
。
こ
の
中
、

性
と
は
、す
な
は
ち
所
依
の
住
因
な
り
。
上
に
無
須
弥
等
と
説
く
。
こ
れ
不
所
依
住
の
因
を
顕
す
。
偈
に
、

〈
正
道
の
大
慈
悲
、出
世
の
善
根
よ
り
生
ず
〉と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
乃
至 

華
厳
経
に
云
ふ
、乃
至〈
一
一

世
界
海
所
依
の
住
は
、
世
界
微
（
＋
塵
？
）
数
の
ご
と
し
。
い
は
ゆ
る
一
切
荘
厳
に
依
っ
て
住
し
、
或
は

虚
空
に
依
っ
て
住
し
、
或
は
一
切
宝
に
よ
っ
て
住
し
、
或
は
仏
光
明
に
依
っ
て
住
し
、
或
は
行
業
に
依
っ

て
住
し
、
或
は
摩
訶
那
伽
金
剛
力
士
の
掌
中
に
依
っ
て
住
し
。
或
は
普
賢
の
願
力
に
依
っ
て
住
す
〉
と
。

こ
の
中
、
さ
ら
に
空
居
の
諸
天
を
例
す
。
ま
さ
に
此
土
は
虚
空
に
よ
っ
て
住
す
と
言
ふ
べ
し
。
し
か
る
に

観
経
に
云
ふ
、〈
下
に
金
剛
七
宝
の
金
の
幢
あ
り
て
瑠
璃
地
を
擎
ぐ
〉
と
。
彼
に
は
化
土
を
説
く
が
ゆ
ゑ

に
相
違
な
し
。
ま
た
彼
の
経
の
中
に
は
、
た
だ
瑠
璃
地
と
云
ひ
、
こ
の
経
の
中
に
は
、
七
宝
合
成
す
と
説

く
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
二
経
の
所
説
の
土
は
異
な
る
こ
と
を
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
其
仏
国
土
自
然
七
宝
〉
よ
り
〈
不

可
限
極
〉
ま
で
は
、
観
察
の
対
象
を
明
か
す
。
三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
極
楽
国
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察

し
、
第
二
に
阿
弥
陀
仏
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
し
、
第
三
に
極
楽
の
諸
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
。
な

ぜ
極
楽
国
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
の
か
と
い
う
と
、
仏
の
不
可
思
議
力
を
成
就
さ
れ
た
世
界
で
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
摩
尼
如
意
宝
珠
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
宝
珠
の
よ
う
な
自
在
の
は
た

ら
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
文
中
に
も
十
七
種
の
功
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
そ

の
順
番
は
『
浄
土
論
』
と
は
少
し
異
な
る
。
説
法
の
順
序
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
列
挙

さ
れ
る
十
七
種
功
徳
の
順
序
は
、
第
一
に
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
、
第
二
に
荘
厳
無
量
功
徳
成
就
、
第
三
に

荘
厳
性
功
徳
成
就
、
第
四
に
荘
厳
形
相
功
徳
成
就
、
第
五
に
荘
厳
種
種
事
功
徳
成
就
、
第
六
に
荘
厳
妙
色

功
徳
成
就
、…
中
略
… 

第
十
七
に
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
、
第
一
に
、

第
二
量
功
徳
を
明
か
し
て
い
る
。
二
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
は
構
成
要
素
を
示
し
、
第
二
に
は
大
き
さ
を

示
す
。
構
成
要
素
に
つ
い
て
は
、〈
阿
弥
陀
仏
の
国
土
は
七
宝
が
自
然
に
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
〉
と

言
う
。
…
中
略
… 

大
き
さ
に
つ
い
て
は
、〈
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
限
り
が
な
い
〉
と
言
う
。〈
恢
廓
〉
と
は
、

山
や
丘
が
邪
魔
し
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
曠
蕩
〉
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
無
限
に
充
ち
満
ち
て
い
る
こ

と
を
言
う
。〈
不
可
限
極
〉
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
へ
の
広
が
り
を
世
間
の
尺
度
で
量
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
言
う
。
…
中
略
… 

　
経
の
、〈
悉
相
雑
厠
〉よ
り〈
微
妙
綺
麗
〉ま
で
は
、第
二
に
、第
四
形
相
功
徳
を
明
か
す
。
極
楽
で
は
様
々

な
宝
玉
が
入
り
交
じ
り
、
互
い
に
清
ら
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。『
浄
土
論
』

の
偈
に
、〈
光
り
溢
れ
て
清
ら
か
に
　
鏡
に
映
る
月
日
の
よ
う
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。〈
悉
相
雑 

厠
〉
と
は
、
金
銀
等
の
宝
玉
が
入
り
交
じ
る
こ
と
を
言
う
。〈
転
相
入
間
〉
と
は
、
種
種
の
宝
玉
の
放
つ

光
が
、
互
い
を
照
ら
し
合
っ
て
美
し
く
輝
く
こ
と
を
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
瑠
璃
の
中
か
ら
金
色
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な
り
。
こ
の
中
に
は
、
第
一
に
、
第
二
量
功
徳
を
顕
示
す
。
中
に
二
あ
り
、
一
に
は
体
成
を
顕
し
、
二
に

は
量
成
を
顕
す
。
体
成
と
言
ふ
は
、
謂
く
、〈
彼
は
自
然
七
宝
合
成
し
て
地
と
な
す
〉
と
。
乃
至 

量
成
と

言
ふ
は
、
謂
く
、〈
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
〉
と
。〈
恢
廓
〉
と
は
、
諸
の
山
陵
の
障
蔽
を
な

す
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
曠
蕩
〉
と
は
、諸
方
を
弥
綸
し
て
色
容
多
き
が
ゆ
ゑ
に
。〈
不
可
限
極
〉
と
は
、

八
方
上
下
に
世
間
踰
繕
那
等
の
量
の
分
斉
を
出
過
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
乃
至 

経
の
、〈
悉
相
雑
厠
〉
よ
り
〈
微

妙
綺
麗
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
二
に
、
第
四
形
相
功
徳
を
顕
す
。
謂
く
、
彼
土
の

中
、
衆
宝
間
錯
し
、
浄
光
あ
ひ
照
ら
す
。
偈
に
、〈
浄
光
明
の
満
足
せ
る
こ
と
、
鏡
と
日
月
輪
と
の
ご
と
し
〉

と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。〈
悉
相
雑
厠
〉
と
は
、
謂
く
、
金
銀
等
の
衆
、
雑
厠
す
る
な
り
。〈
転
相
入
間
〉

と
は
、
謂
く
、
衆
宝
の
光
、
さ
ら
に
あ
ひ
間
入
し
て
映
飾
す
る
な
り
。
観
経
に
云
ふ
が
ご
と
し
、〈
瑠
璃

の
色
中
に
、金
色
の
光
を
出
し
、頗
梨
の
色
中
に
紅
色
の
光
を
出
し
、乃
至 

珊
瑚
虎
魄
、一
切
の
衆
宝
を
も
っ

て
映
飾
と
す
〉
と
。〈
光
赫
焜
耀
に
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
〉
と
は
、
す
な
は
ち
諸マ
マ

（
諸
︱
？
）
こ
れ
な
り
。

華
厳
経
に
云
ふ
、〈
諸
世
界
海
に
種
種
の
形
あ
り
。
或
は
方
、
或
は
円
、
或
は
方
円
に
あ
ら
ず
。
或
は
水

回
復
す
る
が
ご
と
く
、
或
は
ま
た
華
形
の
ご
と
く
、
或
は
種
種
の
衆
生
の
形
な
り
〉
と
。
こ
の
安
楽
界
は

論
に
准
ず
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
円
形
相
な
る
べ
し
。
乃
至 
経
の
、〈
清
浄
荘
厳
〉
よ
り
〈
第
六
天
宝
〉
に

至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
三
に
、
第
五
種
種
事
功
徳
を
顕
示
す
。
種
種
事
と
は
、
謂
く
衆

等
な
り
。
謂マ
マ

（
謂
―
？
）
論
の
偈
に
、〈
も
ろ
も
ろ
の
珍
宝
の
性
を
備
へ
て
、
妙
荘
厳
を
具
足
す
〉
と
云

ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
し
か
る
に
荘
厳
の
土
に
ま
た
多
種
あ
り
。
こ
の
中
に
、
し
ば
ら
く
事
相
荘
厳
を
説

く
。
若マ
マ

（
若
＝
華
？
）
厳
経
に
云
ふ
、〈
世
界
海
微
塵
等
荘
厳
あ
り
。
謂
ふ
べ
し
、一
切
境
界
種
種
雲
荘
厳
、

一
切
世
界
衆
生
行
業
荘
厳
、
三
世
諸
仏
お
よ
び
普
賢
菩
薩
願
力
荘
厳
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
塵
数
の

荘
厳
あ
り
〉
と
。〈
所マ

定マ

（
所
定
＝
そ
の
宝
？
）
な
ほ
第
六
天
の
宝
の
ご
と
し
〉
と
は
、
し
ば
ら
く
世
間

欲
界
中
の
勝
を
挙
ぐ
。
浄
土
の
宝
は
、
た
だ
彼
の
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
下
の
文
に
云
ふ
、〈
た

と
ひ
第
六
天
王
を
無
量
寿
仏
国
の
菩
薩
声
聞
に
比
ぶ
る
に
、
光
顔
容
色
あ
ひ
お
よ
ば
ざ
る
こ
と
百
千
万
億

不
可
計
倍
な
り
〉と
。
正
報
は
さ
ら
に
あ
ひ
比
べ
ず
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、依
果
ま
た
し
か
り
。
経
の
、〈
又

其
国
土
無
須
弥
山
〉
よ
り
〈
常
和
調
適
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
は
す
な
は
ち
第
四
に
、
第
一
清

浄
功
徳
を
顕
示
す
。
清
浄
と
言
ふ
は
、
謂
く
三
界
を
出
づ
。
論
の
偈
に
、〈
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、

三
界
道
に
勝
過
す
〉
と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
三
界
と
は
、
謂
く
欲
・
色
等
な
り
。
言
ふ
と
こ
ろ
の
道

と
は
、
謂
く
地
獄
等
の
三
悪
趣
な
り
。
今
こ
の
文
中
に
は
、
麁
に
就
い
て
し
ば
ら
く
無
悪
趣
と
説
く
。
ま

た
別
し
て
諸
の
難
趣
と
、
言
ま
た
抄
す
。
北
州
無
想
天
等
の
諸
難
処
な
り
。
ま
た
彼
土
の
中
、
三
種
の
穢

な
し
。
ゆ
ゑ
に
清
浄
と
名
づ
く
。
一
に
は
器
穢
、
須
弥
山
等
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
趣
穢
、
地
等
の
趣

な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
三
に
は
時
節
穢
な
し
。
春
秋
等
の
節
お
よ
び
異
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
華
厳
経
に
云
ふ
、〈
世

界
海
塵
数
の
清
浄
あ
り
。
い
は
ゆ
る
菩
薩
、
善
知
識
に
親
近
し
、
諸
善
根
を
成
就
す
。
等
し
く
一
切
衆
生

を
利
し
、
一
切
の
諸
波
羅
蜜
を
満
た
し
、
一
切
行
地
に
安
住
す
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
世
界
塵
数
の
清
浄

者
あ
り
〉
と
。
こ
れ
能
清
浄
の
因
に
就
い
て
説
く
な
り
。
経
の
、〈
爾
時
阿
難
白
（
＋
仏
？
）
世
尊
〉
よ

り
〈
故
問
斯
義
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
五
に
、
第
三
性
功
徳
を
顕
示
す
。
こ
の
中
、

性
と
は
、す
な
は
ち
所
依
の
住
因
な
り
。
上
に
無
須
弥
等
と
説
く
。
こ
れ
不
所
依
住
の
因
を
顕
す
。
偈
に
、

〈
正
道
の
大
慈
悲
、出
世
の
善
根
よ
り
生
ず
〉と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
乃
至 

華
厳
経
に
云
ふ
、乃
至〈
一
一

世
界
海
所
依
の
住
は
、
世
界
微
（
＋
塵
？
）
数
の
ご
と
し
。
い
は
ゆ
る
一
切
荘
厳
に
依
っ
て
住
し
、
或
は

虚
空
に
依
っ
て
住
し
、
或
は
一
切
宝
に
よ
っ
て
住
し
、
或
は
仏
光
明
に
依
っ
て
住
し
、
或
は
行
業
に
依
っ

て
住
し
、
或
は
摩
訶
那
伽
金
剛
力
士
の
掌
中
に
依
っ
て
住
し
。
或
は
普
賢
の
願
力
に
依
っ
て
住
す
〉
と
。

こ
の
中
、
さ
ら
に
空
居
の
諸
天
を
例
す
。
ま
さ
に
此
土
は
虚
空
に
よ
っ
て
住
す
と
言
ふ
べ
し
。
し
か
る
に

観
経
に
云
ふ
、〈
下
に
金
剛
七
宝
の
金
の
幢
あ
り
て
瑠
璃
地
を
擎
ぐ
〉
と
。
彼
に
は
化
土
を
説
く
が
ゆ
ゑ

に
相
違
な
し
。
ま
た
彼
の
経
の
中
に
は
、
た
だ
瑠
璃
地
と
云
ひ
、
こ
の
経
の
中
に
は
、
七
宝
合
成
す
と
説

く
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
二
経
の
所
説
の
土
は
異
な
る
こ
と
を
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
、〈
其
仏
国
土
自
然
七
宝
〉
よ
り
〈
不

可
限
極
〉
ま
で
は
、
観
察
の
対
象
を
明
か
す
。
三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
極
楽
国
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察

し
、
第
二
に
阿
弥
陀
仏
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
し
、
第
三
に
極
楽
の
諸
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
。
な

ぜ
極
楽
国
土
の
荘
厳
功
徳
を
観
察
す
る
の
か
と
い
う
と
、
仏
の
不
可
思
議
力
を
成
就
さ
れ
た
世
界
で
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
摩
尼
如
意
宝
珠
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
宝
珠
の
よ
う
な
自
在
の
は
た

ら
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
文
中
に
も
十
七
種
の
功
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
そ

の
順
番
は
『
浄
土
論
』
と
は
少
し
異
な
る
。
説
法
の
順
序
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
列
挙

さ
れ
る
十
七
種
功
徳
の
順
序
は
、
第
一
に
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
、
第
二
に
荘
厳
無
量
功
徳
成
就
、
第
三
に

荘
厳
性
功
徳
成
就
、
第
四
に
荘
厳
形
相
功
徳
成
就
、
第
五
に
荘
厳
種
種
事
功
徳
成
就
、
第
六
に
荘
厳
妙
色

功
徳
成
就
、…
中
略
… 

第
十
七
に
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
、
第
一
に
、

第
二
量
功
徳
を
明
か
し
て
い
る
。
二
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
は
構
成
要
素
を
示
し
、
第
二
に
は
大
き
さ
を

示
す
。
構
成
要
素
に
つ
い
て
は
、〈
阿
弥
陀
仏
の
国
土
は
七
宝
が
自
然
に
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
〉
と

言
う
。
…
中
略
… 

大
き
さ
に
つ
い
て
は
、〈
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
限
り
が
な
い
〉
と
言
う
。〈
恢
廓
〉
と
は
、

山
や
丘
が
邪
魔
し
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
曠
蕩
〉
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
無
限
に
充
ち
満
ち
て
い
る
こ

と
を
言
う
。〈
不
可
限
極
〉
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
へ
の
広
が
り
を
世
間
の
尺
度
で
量
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
言
う
。
…
中
略
… 

　
経
の
、〈
悉
相
雑
厠
〉よ
り〈
微
妙
綺
麗
〉ま
で
は
、第
二
に
、第
四
形
相
功
徳
を
明
か
す
。
極
楽
で
は
様
々

な
宝
玉
が
入
り
交
じ
り
、
互
い
に
清
ら
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。『
浄
土
論
』

の
偈
に
、〈
光
り
溢
れ
て
清
ら
か
に
　
鏡
に
映
る
月
日
の
よ
う
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。〈
悉
相
雑 

厠
〉
と
は
、
金
銀
等
の
宝
玉
が
入
り
交
じ
る
こ
と
を
言
う
。〈
転
相
入
間
〉
と
は
、
種
種
の
宝
玉
の
放
つ

光
が
、
互
い
を
照
ら
し
合
っ
て
美
し
く
輝
く
こ
と
を
言
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
瑠
璃
の
中
か
ら
金
色
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の
光
が
放
た
れ
、
頗
梨
の
中
か
ら
紅
色
の
光
が
放
た
れ
、
…
中
略
… 

珊
瑚
や
虎
魄
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
宝
玉

の
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
〉と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
本
経
に
、〈
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
輝
い
て
、

こ
の
上
な
く
美
し
い
〉
と
言
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
、
巻
三
、『
大
正
蔵
』

九
、四
一
〇
頁
下
）
に
、〈
仏
の
世
界
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
方
形
で
あ
っ
た
り
、
円
形
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
方
形
で
も
円
形
で
も
な
か
っ
た
り
す
る
。
水
に
囲
ま
れ
て
い
た
り
、花
の
形
を
し
て
い
た
り
、ま
た
様
々

な
生
き
も
の
の
形
を
し
て
い
た
り
す
る
〉
と
言
う
。『
浄
土
論
』
に
よ
る
と
、
こ
の
極
楽
世
界
は
、
円
形

だ
と
い
う
。
…
中
略
… 

　
経
の
、〈
清
浄
荘
厳
〉
よ
り
〈
第
六
天
宝
〉
ま
で
は
、
第
三
に
、
第
五
種
種
事
功
徳
を
明
か
す
。
種
種
事 

と
は
、
た
く
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
浄
土
論
』
に
は
、〈
浄
土
を
飾
る
宝
玉
は
　
悟
り
の
功
徳
を
備

え
て
る
〉
と
説
か
れ
る
。
浄
土
の
荘
厳
に
は
多
種
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
具
体
的
な
相す
が
たを

捉
え
る
こ
と
の
で

き
る
荘
厳
を
説
く
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
、
巻
三
、『
大
正
蔵
』
九
、四
一
一
頁
中
）
に
、〈
仏
の
世
界

に
は
微
細
等
の
荘
厳
が
あ
る
。
あ
る
世
界
は
そ
の
す
べ
て
が
種
種
の
雲
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
あ
る
い
は
衆

生
の
行
為
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
三
世
の
諸
仏
や
普
賢
菩
薩
の
願
力
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
る
な
ど
、
無
数
の
荘

厳
が
あ
る
〉
と
言
う
。〈
そ
の
宝
は
第
六
天
の
宝
の
よ
う
で
あ
る
〉
と
は
、
ひ
と
ま
ず
我
ら
の
住
む
欲
界

の
中
で
の
最
勝
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
浄
土
の
宝
は
、
そ
ん
な
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て

下
の
文
に
は
、〈
第
六
天
の
王
と
い
え
ど
も
、
そ
の
姿
を
無
量
寿
仏
国
の
菩
薩
・
声
聞
と
比
べ
る
な
ら
ば
、

ま
っ
た
く
足
元
に
も
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
仏
・
菩
薩
の
姿
に
つ
い
て
は
比
較
さ
れ

て
い
な
い
。
国
土
に
準
じ
て
推
量
せ
よ
。

　
経
の
、〈
又
其
国
土
無
須
弥
山
〉
よ
り
〈
常
和
調
適
〉
ま
で
は
、
第
四
に
、
第
一
清
浄
功
徳
を
明
か
す
。

清
浄
と
は
、
三
界
を
出
過
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。『
浄
土
論
』
の
偈
に
、〈
極
楽
世
界
を
観
ず
れ
ば
　
三

界
穢
土
を
超
え
て
い
る
〉
と
言
う
通
り
で
あ
る
。
三
界
と
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
言
う
。
道
と
は
、

地
獄
等
の
三
悪
趣
の
世
界
を
言
う
。
本
経
で
は
簡
略
に
、〈
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
は
な
い
〉
と
説
き
、
さ

ら
に
種
種
の
難
趣
が
な
い
、
と
省
略
し
て
言
う
。
こ
れ
は
北
州
無
想
天
等
の
種
種
の
難
処
の
こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
。
ま
た
極
楽
に
は
三
種
の
穢
が
な
い
。
だ
か
ら
清
浄
と
言
う
の
で
あ
る
。
三
種
の
穢
と
は
、
一

に
は
器
穢
が
な
い
。
須
弥
山
等
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
に
は
趣
穢
が
な
い
。
地
獄
等
の
趣
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
三
に
は
時
節
穢
が
な
い
。
春
秋
等
の
季
節
や
天
災
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
華
厳
経
』（
六
十
巻 

本
、
巻
三
、『
大
正
蔵
』
九
、
四
一
一
頁
中
）
に
、〈
仏
の
世
界
に
は
無
数
の
清
浄
が
あ
る
。
菩
薩
や
善
知

識
に
接
し
、
種
種
の
善
根
を
成
就
す
る
と
か
、
等
し
く
一
切
衆
生
を
利
益
し
て
、
す
べ
て
の
修
行
を
完
成

し
、
悟
り
の
境
地
に
安
住
す
る
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
数
の
清
浄
な
る
者
が
あ
る
〉
と
言
う
。
こ

れ
は
仏
国
土
を
清
め
る
修
行
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

　
経
の
、〈
爾
時
阿
難
白
仏
世
尊
〉
よ
り
〈
故
問
斯
義
〉
ま
で
は
、
第
五
に
、
第
三
性
功
徳
を
明
か
す
。

こ
こ
に
言
う
性
と
は
、
依
っ
て
住
す
る
と
こ
ろ
の
国
土
の
因
を
説
く
の
で
あ
る
。
す
で
に
〈
須
弥
山
は
な 

い
〉
と
説
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
地
面
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
浄
土
論
』

の
偈
に
、〈
仏
の
国
土
は
大
慈
悲
と
　
さ
と
り
の
智
慧
と
で
で
き
て
い
る
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。

…
中
略
… 

『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
、
巻
三
、『
大
正
蔵
』
九
、
四
一
〇
上
）
に
、〈
…
中
略
… 

仏
の
世
界
が
何

に
よ
っ
て
住
す
る
の
か
は
、
実
に
様
々
で
あ
る
。
荘
厳
に
依
っ
て
い
る
と
か
、
虚
空
に
依
っ
て
い
る
と
か
、

ま
た
宝
玉
に
よ
っ
て
い
る
、
仏
の
光
明
に
依
っ
て
い
る
、
衆
生
の
行
為
に
依
っ
て
い
る
、
大
龍
金
剛
力
士

の
掌
中
に
依
っ
て
い
る
、
普
賢
菩
薩
の
願
力
に
依
っ
て
い
る
な
ど
、
様
々
で
あ
る
〉
と
言
う
。
こ
の
中
に

空
居
の
諸
天
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。極
楽
は
虚
空
に
依
っ
て
住
す
る
言
え
よ
う
。と
こ
ろ
が『
観
無
量
寿
経
』

に
は
、〈
地
下
に
金
剛
七
宝
で
で
き
た
金
の
柱
が
あ
っ
て
、
瑠
璃
の
地
面
を
支
え
て
い
る
〉
と
言
う
。『
観

無
量
寿
経
』
に
は
化
土
を
説
く
と
考
え
れ
ば
矛
盾
は
な
い
。
ま
た
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、
た
だ
瑠
璃
地

と
だ
け
言
い
、
本
経
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
七
宝
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
と
言
う
。
よ
っ
て
こ
の
二
経
に
説

く
所
は
、
別
の
浄
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」
と
。

（
346
）
十
往
生
経
に
云
う
（『
山
海
慧
菩
薩
経
』、『
大
正
蔵
』
八
五
、
一
四
〇
八
頁
上
）、「
山
海
恵
菩
薩
が

世
尊
に
、〈
皆
が
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
妙
楽
が
あ
る
か
ら
な

の
で
す
か
〉
と
問
う
と
、
世
尊
は
、〈
立
ち
上
が
っ
て
合
掌
し
、
ま
っ
す
ぐ
西
方
を
向
い
て
、
阿
弥
陀
仏

国
を
観
じ
、
阿
弥
陀
仏
を
拝
見
し
た
い
と
願
え
〉
と
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
阿
弥
陀
仏
が
光
明
を
放
っ

て
山
海
恵
の
身
を
照
ら
さ
れ
た
の
で
、
山
海
恵
は
即
座
に
阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
荘
厳
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
世
界
は
、
す
べ
て
が
七
宝
で
飾
ら
れ
光
っ
て
い
る
。
七
宝
の
山
・
地
面
・
樹
木
・
花
・
塔
・
坊

舎
・
池
、
八
功
徳
の
水
、
六
味
の
食
、
七
宝
の
鉢
が
あ
り
、
日
月
の
輝
く
天
か
ら
は
七
宝
の
花
や
衣
が
降

り
注
ぎ
、
天
人
が
音
楽
を
演
奏
し
て
い
る
。
地
面
に
は
黄
金
の
網
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
宝
樹
が
立
ち
並
ぶ
、

す
ば
ら
し
い
光
景
で
あ
っ
た
」（
要
約
）
と
。

（
347
）
後
出
阿
弥
陀
偈
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
六
頁
中
）、「
極
楽
世
界
に
山
は
な
く
　
海
も
な

け
れ
ば
河
も
な
い
　
な
の
に
き
よ
ら
に
水
な
が
れ
　
そ
の
せ
せ
ら
ぎ
が
法
を
説
く
」
と
。

（
348
）
無
量
乗マ

マ

経
述
義
記
下
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
爾
時
阿
難

即
見
無
量
寿
仏
〉
よ
り
〈
亦
皆
自
然
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
の
下
は
第
五
に
、
所
見
を
審
定
す
。

文
に
三
段
あ
り
。
一
に
所
見
を
審
定
し
、
二
に
化
胎
生
の
別
を
弁
じ
、
三
に
諸
方
往
生
を
顕
す
。
初
の
中

に
四
の
問
答
あ
り
。
初
の
一
問
答
は
、
そ
の
所
見
の
天
地
諸
物
を
定
む
。
彼
の
国
中
に
、
地
居
の
者
あ
り
、

空
居
の
者
あ
り
。
空
居
の
中
に
、
四
王
天
乃
至
浄
居
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
余
方
に
因
順
し
て
、
天
人
の

差
別
を
施
設
す
る
な
り
。
し
か
る
に
そ
の
果
報
は
、
実
に
勝
劣
な
し
。
ま
た
人
天
交
接
し
て
、
両た
が

ひ
に
あ

ひ
見
る
を
得
る
。
此
土
の
上
下
あ
ひ
隔
て
あ
る
が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
清
浄
覚
経
に
云
ふ
、〈
第
一
四

天
王
諸
天
人
、
第
二
忉
利
天
上
諸
天
人
、
第
三
天
上
諸
天
人
、
第
四
天
上
諸
天
人
、
上
は
第
十
六
天
上
諸

天
人
に
至
る
ま
で
、
上
は
三
十
六
天
上
諸
天
人
に
至
る
ま
で
、
み
な
天
上
の
万
種
自
然
の
物
を
持
ち
、
百

種
雑
色
の
繒
綵
、
劫
波
育
の
畳
衣
、
萬
種
の
伎
樂
、
転う

倍た

た
好
く
あ
ひ
勝
れ
、
衆
（
衆
―
？
）
お
の
お
の
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持
ち
来
た
り
下
り
て
礼
を
作
し
、
無
量
清
浄
仏
お
よ
び
菩
薩
阿
羅
漢
を
供
養
す
〉
と
。
こ
の
文
に
准
ず
れ

ば
、
み
な
上
下
欲
色
の
諸
天
あ
り
。
何
等
を
か
名
づ
け
て
三
十
六
天
と
な
す
。
楼
炭
経
に
准
ず
れ
ば
、
欲

天
に
六
あ
り
、
色
界
天
に
二
十
二
あ
り
、
無
色
天
に
四
あ
り
。
上
下
を
幷
合
し
て
三
十
二
あ
り
。
未
だ
知

ら
ず
、
如
何
が
三
十
六
と
な
す
。
阿
弥
陀
経
に
云
ふ
、〈
す
な
は
ち
彼
の
国
中
、
第
（
＋
一
？
）
四
天
よ

り
上
は
三
十
二
天
に
至
る
〉
と
。
こ
の
文
は
す
な
は
ち
楼
炭
経
と
そ
の
数
当
た
る
な
り
。
も
し
無
色
界
を

凡
・
聖
に
お
の
お
の
分
く
れ
ば
、
ま
た
三
十
六
と
云
ふ
を
得
べ
き
な
り
。
文
に
別
し
て
列
す
る
こ
と
な

し
。
す
な
は
ち
定
む
べ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
彼
に
す
で
に
三
十
六
天
あ
り
と
云
ふ
。
い
か
ん
が
此
の
中
に
は
、

た
だ
上
は
浄
居
天
に
至
る
ま
で
を
見
る
の
み
な
る
や
。
答
ふ
。
無
色
天
は
細
に
し
て
、
麁
色
な
き
が
ゆ
ゑ

に
、
仏
光
を
蒙
る
と
い
へ
ど
も
、
多
分
は
見
え
ず
。
ま
た
浄
居
天
に
は
ま
た
無
色
の
四
天
を
摂
す
と
言
ふ

べ
し
。
こ
れ
浄
業
の
者
の
所
居
の
処
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
彼
土
の
浄
天
は
、
ま
た
定
性
た
り
て
、
還

生
せ
ざ
る
や
。
答
ふ
。
五
浄
居
に
依
ら
ば
、
回
趣
す
る
者
な
き
も
、
許
す
も
ま
た
失
な
し
。
ま
た
穢
土
浄

居
に
て
、
な
ほ
回
心
す
る
者
な
し
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
浄
土
を
や
。
不
空
羂
索
経
に
、

彼
の
天
を
教
化
し
て
発
心
せ
し
む
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
瓔
珞
経
等
に
は
、
彼
の
諸
天
に
菩
薩
の

記
を
授
く
る
が
ゆ
ゑ
に
。
も
し
し
か
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
成
唯
識
に
云
ふ
、〈
し
か
る
に
五
浄
居
に
は
回

心
す
る
も
の
な
し
。
経
に
は
彼
に
て
菩
提
を
発
す
と
説
か
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
こ
の
文
を
回
し
て
釈
す

る
に
、
般
若
経
の
文
は
、
彼
の
天
に
は
先
（
先
―
？
）
に
回
心
す
る
も
の
な
し
と
謂
ふ
に
あ
ら
ず
。
も
っ

て
大
般
若
の
多
処
の
文
に
云
ふ
、〈
下
の
諸
天
等
は
、
み
な
般
若
波
羅
蜜
多
の
経
巻
処
の
中
に
来
た
り
て
、

礼
拝
・
供
養
・
発
心
し
て
去
る
〉
と
。
た
だ
五
浄
居
は
発
心
す
と
は
言
は
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
論
主
、
彼
の

言
を
釈
し
て
云
ふ
、〈
色
界
な
り
と
い
へ
ど
も
（
原
文
は
「
離
色
界
故
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
成
唯
識
論
』
の
文
意
に

則
し
「
雖
色
界
」
の
誤
り
と
考
え
て
読
み
替
え
る
…
…
筆
者
註
）、
第
八
無
漏
、
み
な
現
在
す
る
こ
と
を
容
す
。
し
か

る
に
五
浄
居
は
回
心
す
る
者
な
し
。
般
若
経
に
、彼
の
天
は
菩
提
を
発
す
と
説
か
ざ
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉

と
。
般
若
に
彼
の
発
を
説
か
ざ
る
は
、
菩
薩
、
初
分
の
経
を
も
っ
て
、
法
華
の
前
に
あ
り
、
未
だ
す
で
に

正
位
に
入
る
声
聞
の
大
心
を
発
す
と
は
説
か
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
ゆ
ゑ
に
彼
の
経
に
云
ふ
、〈
汝
等
諸
天
、

ま
さ
に
発
心
す
べ
し
〉
と
。
も
し
声
聞
の
正
性
離
生
に
入
れ
ば
、
終
に
大
菩
提
心
を
発
す
こ
と
あ
た
は 

ず
。
生
死
の
流
に
お
い
て
す
で
に
界
を
経
る
が
ゆ
ゑ
に
。
五
浄
居
天
は
純
に
こ
れ
発
心
し
て
来
た
る
と
説

か
ず
。
下
の
諸
天
の
中
に
は
、
来
た
り
て
未
だ
位
に
入
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
説
い
て
、
発
心

し
て
来
た
る
と
言
ふ
。
下
の
文
に
、
不
定
の
者
あ
り
て
、
す
で
に
坐
す
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
発
心
す
、
と

は
謂
ふ
に
あ
ら
ず
。
浄
居
は
た
だ
趣
寂
あ
る
の
み
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
発
心
回
趣
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
も
し

し
か
ら
ざ
れ
ば
、
何
の
道
理
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
こ
れ
上
生
不
還
の
中
、
五
浄
居
に
生
ぜ
ば
、
た
だ
こ
れ

趣
寂
す
る
の
み
に
し
て
、
下
の
生
般
等
は
す
は
な
ち
し
か
ら
ざ
る
や
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
ま
さ
に
般
若
等
の

味マ

マ回
（
味
回
＝
未
会
？
）
乗
経
に
依
ら
ば
、
一
切
す
で
に
ま
さ
に
性
離
生
に
入
ら
ば
、
回
心
し
て
菩
薩
に

趣
向
す
と
言
は
ず
と
言
ふ
べ
し
。
た
だ
五
浄
居
に
生
ず
る
者
の
み
に
あ
ら
ず
。
法
華
等
の
已
会
乗
経
に
依

ら
ば
、
乃
至
趣
寂
ま
で
、
み
な
よ
く
回
心
す
。
も
し
深
密
等
の
分
別
了
義
教
に
依
ら
ば
、
趣
寂
の
種
姓
は
、

た
と
ひ
未
だ
坐
に
入
ら
ざ
れ
ど
も
、
大
菩
提
心
を
発
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
不
定
種
姓
は
、
誤
っ
て
す
で
に

果
を
得
れ
ば
、
み
な
よ
く
回
心
し
て
菩
薩
に
趣
向
す
。
諸こ
れ

こ
の
理
に
依
っ
て
、
経
文
を
会
釈
す
。
彼
の
文

を
引
い
て
、
回
心
す
る
こ
と
な
き
を
論
ず
る
に
は
あ
ら
ず
。
し
ば
ら
く
心
に
剰
論
し
て
、
還
っ
て
本
界
を

釈
さ
ん
。
彼
の
浄
土
の
中
の
浄
居
天
等
は
、
た
だ
余
方
に
因
順
し
て
、
上
下
の
異
名
あ
り
。
業
力
に
よ
っ

て
種
姓
異
な
る
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
一
切
は
よ
く
大
行
を
修
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
に
云
う
、「
経
の
、〈
爾
時
阿
難
即
見
無
量
寿
仏
〉
よ
り 

〈
亦
皆
自
然
〉
ま
で
は
、
第
五
に
、
阿
難
・
弥
勒
が
見
た
極
楽
の
情
景
を
仏
が
確
認
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
見
た
も
の
を
確
認
し
、
第
二
に
化
生
・
胎
生
の
区
別
を
論
じ
、
第
三
に
他
方
仏

国
か
ら
往
生
す
る
者
の
こ
と
を
言
う
。
第
一
段
の
中
に
四
番
の
問
答
が
あ
る
。
第
一
問
答
は
、
阿
難
・
弥

勒
が
見
た
極
楽
の
天
地
や
物
を
確
認
す
る
。
極
楽
に
は
地
上
で
暮
ら
す
者
が
あ
り
、
ま
た
天
上
で
暮
ら
す

者
も
あ
る
。
天
上
の
諸
天
に
、
四
天
王
天
か
ら
浄
居
天
ま
で
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
他
の
世
界
に
準
じ

て
、
地
上
の
者
を
人
と
言
い
、
天
上
の
者
を
神
と
説
く
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
人
と
神
と
の
間
に
勝

劣
は
な
い
。
神
と
人
と
は
交
流
し
、
互
い
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
。
娑
婆
の
よ
う
に
天
上
界
と
地
上
と
が

が
隔
絶
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。『
平
等
覚
経
』（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
七
頁
下
）
に
は
、〈
第

一
四
天
王
諸
天
人
、
第
二
忉
利
天
上
諸
天
人
、
第
三
天
上
諸
天
人
、
第
四
天
上
諸
天
人
よ
り
、
上
は
第

十
六
天
上
諸
天
人
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
三
十
六
天
上
諸
天
人
に
至
る
ま
で
、
み
な
生
ま
れ
な
が
ら
に

天
上
界
の
種
々
の
物
を
持
ち
、
美
し
い
絹
や
綿
の
衣
を
身
に
つ
け
、
種
々
の
楽
器
を
用
い
て
美
し
い
音
楽

を
か
な
で
な
が
ら
、
天
よ
り
舞
い
降
り
て
礼
拝
し
、
阿
弥
陀
仏
や
諸
菩
薩
阿
羅
漢
に
敬
い
の
意
を
捧
げ 

る
〉
と
説
か
れ
る
。
こ
の
文
に
よ
る
と
、
欲
界
・
色
界
に
上
下
の
諸
天
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
十
六
天
と
は
何
を
指
す
の
か
。『
大
楼
炭
経
』
に
よ
る
と
、
欲
界
に
は
六
つ
の
天
が
あ
り
、
色
界
に
は

二
十
二
天
、
無
色
界
に
は
四
天
が
あ
る
と
言
う
。
す
べ
て
合
わ
せ
て
三
十
二
に
な
る
。
な
ぜ
三
十
六
天
と

言
う
の
か
。『
大
阿
弥
陀
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
七
頁
中
）
に
は
、〈
極
楽
世
界
に
は
、
第

一
四
天
王
天
よ
り
上
は
三
十
二
天
に
至
る
ま
で
〉
と
あ
っ
て
、『
大
楼
炭
経
』
の
教
説
と
符
合
す
る
。
無

色
界
の
四
天
を
、
そ
れ
ぞ
れ
凡
夫
の
世
界
と
聖
者
の
世
界
と
に
分
け
れ
ば
、
合
わ
せ
て
三
十
六
天
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
経
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
安
易
に
断
定
し
て
は
な
ら
な 

い
。

　
問
う
。『
平
等
覚
経
』
に
は
三
十
六
天
が
あ
る
と
説
か
れ
る
の
に
、
本
経
で
は
、
浄
居
天
ま
で
を
見
る

だ
け
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
無
色
界
の
諸
天
は
微
細
で
あ
っ
て
、
物
質
と
し

て
捉
え
が
た
い
の
で
、
仏
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
浄
居

天
の
中
に
無
色
界
の
四
天
を
含
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
も
清
ら
か
な
行
い
の
者
が
住

む
世
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
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持
ち
来
た
り
下
り
て
礼
を
作
し
、
無
量
清
浄
仏
お
よ
び
菩
薩
阿
羅
漢
を
供
養
す
〉
と
。
こ
の
文
に
准
ず
れ

ば
、
み
な
上
下
欲
色
の
諸
天
あ
り
。
何
等
を
か
名
づ
け
て
三
十
六
天
と
な
す
。
楼
炭
経
に
准
ず
れ
ば
、
欲

天
に
六
あ
り
、
色
界
天
に
二
十
二
あ
り
、
無
色
天
に
四
あ
り
。
上
下
を
幷
合
し
て
三
十
二
あ
り
。
未
だ
知

ら
ず
、
如
何
が
三
十
六
と
な
す
。
阿
弥
陀
経
に
云
ふ
、〈
す
な
は
ち
彼
の
国
中
、
第
（
＋
一
？
）
四
天
よ

り
上
は
三
十
二
天
に
至
る
〉
と
。
こ
の
文
は
す
な
は
ち
楼
炭
経
と
そ
の
数
当
た
る
な
り
。
も
し
無
色
界
を

凡
・
聖
に
お
の
お
の
分
く
れ
ば
、
ま
た
三
十
六
と
云
ふ
を
得
べ
き
な
り
。
文
に
別
し
て
列
す
る
こ
と
な

し
。
す
な
は
ち
定
む
べ
か
ら
ず
。
問
ふ
。
彼
に
す
で
に
三
十
六
天
あ
り
と
云
ふ
。
い
か
ん
が
此
の
中
に
は
、

た
だ
上
は
浄
居
天
に
至
る
ま
で
を
見
る
の
み
な
る
や
。
答
ふ
。
無
色
天
は
細
に
し
て
、
麁
色
な
き
が
ゆ
ゑ

に
、
仏
光
を
蒙
る
と
い
へ
ど
も
、
多
分
は
見
え
ず
。
ま
た
浄
居
天
に
は
ま
た
無
色
の
四
天
を
摂
す
と
言
ふ

べ
し
。
こ
れ
浄
業
の
者
の
所
居
の
処
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
問
ふ
。
彼
土
の
浄
天
は
、
ま
た
定
性
た
り
て
、
還

生
せ
ざ
る
や
。
答
ふ
。
五
浄
居
に
依
ら
ば
、
回
趣
す
る
者
な
き
も
、
許
す
も
ま
た
失
な
し
。
ま
た
穢
土
浄

居
に
て
、
な
ほ
回
心
す
る
者
な
し
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
浄
土
を
や
。
不
空
羂
索
経
に
、

彼
の
天
を
教
化
し
て
発
心
せ
し
む
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
瓔
珞
経
等
に
は
、
彼
の
諸
天
に
菩
薩
の

記
を
授
く
る
が
ゆ
ゑ
に
。
も
し
し
か
ら
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
成
唯
識
に
云
ふ
、〈
し
か
る
に
五
浄
居
に
は
回

心
す
る
も
の
な
し
。
経
に
は
彼
に
て
菩
提
を
発
す
と
説
か
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
こ
の
文
を
回
し
て
釈
す

る
に
、
般
若
経
の
文
は
、
彼
の
天
に
は
先
（
先
―
？
）
に
回
心
す
る
も
の
な
し
と
謂
ふ
に
あ
ら
ず
。
も
っ

て
大
般
若
の
多
処
の
文
に
云
ふ
、〈
下
の
諸
天
等
は
、
み
な
般
若
波
羅
蜜
多
の
経
巻
処
の
中
に
来
た
り
て
、

礼
拝
・
供
養
・
発
心
し
て
去
る
〉
と
。
た
だ
五
浄
居
は
発
心
す
と
は
言
は
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
論
主
、
彼
の

言
を
釈
し
て
云
ふ
、〈
色
界
な
り
と
い
へ
ど
も
（
原
文
は
「
離
色
界
故
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
成
唯
識
論
』
の
文
意
に

則
し
「
雖
色
界
」
の
誤
り
と
考
え
て
読
み
替
え
る
…
…
筆
者
註
）、
第
八
無
漏
、
み
な
現
在
す
る
こ
と
を
容
す
。
し
か

る
に
五
浄
居
は
回
心
す
る
者
な
し
。
般
若
経
に
、彼
の
天
は
菩
提
を
発
す
と
説
か
ざ
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉

と
。
般
若
に
彼
の
発
を
説
か
ざ
る
は
、
菩
薩
、
初
分
の
経
を
も
っ
て
、
法
華
の
前
に
あ
り
、
未
だ
す
で
に

正
位
に
入
る
声
聞
の
大
心
を
発
す
と
は
説
か
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
ゆ
ゑ
に
彼
の
経
に
云
ふ
、〈
汝
等
諸
天
、

ま
さ
に
発
心
す
べ
し
〉
と
。
も
し
声
聞
の
正
性
離
生
に
入
れ
ば
、
終
に
大
菩
提
心
を
発
す
こ
と
あ
た
は 

ず
。
生
死
の
流
に
お
い
て
す
で
に
界
を
経
る
が
ゆ
ゑ
に
。
五
浄
居
天
は
純
に
こ
れ
発
心
し
て
来
た
る
と
説

か
ず
。
下
の
諸
天
の
中
に
は
、
来
た
り
て
未
だ
位
に
入
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
説
い
て
、
発
心

し
て
来
た
る
と
言
ふ
。
下
の
文
に
、
不
定
の
者
あ
り
て
、
す
で
に
坐
す
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
発
心
す
、
と

は
謂
ふ
に
あ
ら
ず
。
浄
居
は
た
だ
趣
寂
あ
る
の
み
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
発
心
回
趣
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
も
し

し
か
ら
ざ
れ
ば
、
何
の
道
理
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
こ
れ
上
生
不
還
の
中
、
五
浄
居
に
生
ぜ
ば
、
た
だ
こ
れ

趣
寂
す
る
の
み
に
し
て
、
下
の
生
般
等
は
す
は
な
ち
し
か
ら
ざ
る
や
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
ま
さ
に
般
若
等
の

味マ

マ回
（
味
回
＝
未
会
？
）
乗
経
に
依
ら
ば
、
一
切
す
で
に
ま
さ
に
性
離
生
に
入
ら
ば
、
回
心
し
て
菩
薩
に

趣
向
す
と
言
は
ず
と
言
ふ
べ
し
。
た
だ
五
浄
居
に
生
ず
る
者
の
み
に
あ
ら
ず
。
法
華
等
の
已
会
乗
経
に
依

ら
ば
、
乃
至
趣
寂
ま
で
、
み
な
よ
く
回
心
す
。
も
し
深
密
等
の
分
別
了
義
教
に
依
ら
ば
、
趣
寂
の
種
姓
は
、

た
と
ひ
未
だ
坐
に
入
ら
ざ
れ
ど
も
、
大
菩
提
心
を
発
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
不
定
種
姓
は
、
誤
っ
て
す
で
に

果
を
得
れ
ば
、
み
な
よ
く
回
心
し
て
菩
薩
に
趣
向
す
。
諸こ
れ

こ
の
理
に
依
っ
て
、
経
文
を
会
釈
す
。
彼
の
文

を
引
い
て
、
回
心
す
る
こ
と
な
き
を
論
ず
る
に
は
あ
ら
ず
。
し
ば
ら
く
心
に
剰
論
し
て
、
還
っ
て
本
界
を

釈
さ
ん
。
彼
の
浄
土
の
中
の
浄
居
天
等
は
、
た
だ
余
方
に
因
順
し
て
、
上
下
の
異
名
あ
り
。
業
力
に
よ
っ

て
種
姓
異
な
る
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
一
切
は
よ
く
大
行
を
修
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
下
に
云
う
、「
経
の
、〈
爾
時
阿
難
即
見
無
量
寿
仏
〉
よ
り 

〈
亦
皆
自
然
〉
ま
で
は
、
第
五
に
、
阿
難
・
弥
勒
が
見
た
極
楽
の
情
景
を
仏
が
確
認
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

三
段
よ
り
な
る
。
第
一
に
見
た
も
の
を
確
認
し
、
第
二
に
化
生
・
胎
生
の
区
別
を
論
じ
、
第
三
に
他
方
仏

国
か
ら
往
生
す
る
者
の
こ
と
を
言
う
。
第
一
段
の
中
に
四
番
の
問
答
が
あ
る
。
第
一
問
答
は
、
阿
難
・
弥

勒
が
見
た
極
楽
の
天
地
や
物
を
確
認
す
る
。
極
楽
に
は
地
上
で
暮
ら
す
者
が
あ
り
、
ま
た
天
上
で
暮
ら
す

者
も
あ
る
。
天
上
の
諸
天
に
、
四
天
王
天
か
ら
浄
居
天
ま
で
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
他
の
世
界
に
準
じ

て
、
地
上
の
者
を
人
と
言
い
、
天
上
の
者
を
神
と
説
く
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
人
と
神
と
の
間
に
勝

劣
は
な
い
。
神
と
人
と
は
交
流
し
、
互
い
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
。
娑
婆
の
よ
う
に
天
上
界
と
地
上
と
が

が
隔
絶
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。『
平
等
覚
経
』（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、二
八
七
頁
下
）
に
は
、〈
第

一
四
天
王
諸
天
人
、
第
二
忉
利
天
上
諸
天
人
、
第
三
天
上
諸
天
人
、
第
四
天
上
諸
天
人
よ
り
、
上
は
第

十
六
天
上
諸
天
人
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
三
十
六
天
上
諸
天
人
に
至
る
ま
で
、
み
な
生
ま
れ
な
が
ら
に

天
上
界
の
種
々
の
物
を
持
ち
、
美
し
い
絹
や
綿
の
衣
を
身
に
つ
け
、
種
々
の
楽
器
を
用
い
て
美
し
い
音
楽

を
か
な
で
な
が
ら
、
天
よ
り
舞
い
降
り
て
礼
拝
し
、
阿
弥
陀
仏
や
諸
菩
薩
阿
羅
漢
に
敬
い
の
意
を
捧
げ 

る
〉
と
説
か
れ
る
。
こ
の
文
に
よ
る
と
、
欲
界
・
色
界
に
上
下
の
諸
天
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
十
六
天
と
は
何
を
指
す
の
か
。『
大
楼
炭
経
』
に
よ
る
と
、
欲
界
に
は
六
つ
の
天
が
あ
り
、
色
界
に
は

二
十
二
天
、
無
色
界
に
は
四
天
が
あ
る
と
言
う
。
す
べ
て
合
わ
せ
て
三
十
二
に
な
る
。
な
ぜ
三
十
六
天
と

言
う
の
か
。『
大
阿
弥
陀
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
七
頁
中
）
に
は
、〈
極
楽
世
界
に
は
、
第

一
四
天
王
天
よ
り
上
は
三
十
二
天
に
至
る
ま
で
〉
と
あ
っ
て
、『
大
楼
炭
経
』
の
教
説
と
符
合
す
る
。
無

色
界
の
四
天
を
、
そ
れ
ぞ
れ
凡
夫
の
世
界
と
聖
者
の
世
界
と
に
分
け
れ
ば
、
合
わ
せ
て
三
十
六
天
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
経
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
安
易
に
断
定
し
て
は
な
ら
な 

い
。

　
問
う
。『
平
等
覚
経
』
に
は
三
十
六
天
が
あ
る
と
説
か
れ
る
の
に
、
本
経
で
は
、
浄
居
天
ま
で
を
見
る

だ
け
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
答
え
。
無
色
界
の
諸
天
は
微
細
で
あ
っ
て
、
物
質
と
し

て
捉
え
が
た
い
の
で
、
仏
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
浄
居

天
の
中
に
無
色
界
の
四
天
を
含
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
も
清
ら
か
な
行
い
の
者
が
住

む
世
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
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問
う
。
極
楽
の
浄
居
天
は
、
一
旦
生
ま
れ
た
ら
、
二
度
と
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
答
え
。

色
界
の
五
浄
居
天
は
確
か
に
そ
う
な
の
だ
が
、
生
ま
れ
か
わ
る
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
な
い
。
穢
土
の

浄
居
天
に
お
い
て
す
ら
、
回
心
し
て
菩
薩
道
を
目
指
す
者
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
し
て
浄
土
に
お

い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。『
不
空
羂
索
経
』
に
は
、
神
々
を
教
化
し
て
菩
提
心
を
発
さ
せ
る
場
面
が
あ

り
、
ま
た
『
瓔
珞
経
』
等
に
は
、
天
上
界
の
神
々
に
菩
薩
の
印
可
を
授
け
る
場
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
な
ぜ
、『
成
唯
識
論
』（
巻
七
、『
大
正
蔵
』
三
一
、
四
〇
頁
中
）
に
、〈
五
浄
居
天
に
は
回
心

す
る
者
は
な
い
。
そ
れ
は
、
経
に
は
五
浄
居
天
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
す
と
は
説
か
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
〉
と
言
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
論
の
文
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
般
若
経
』
に
は
、
諸
天
に
は
回
心
す
る

者
は
い
な
い
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。『
大
般
若
経
』
に
は
所
々
に
（
た
と
え
ば
巻
百
二
十
九
、『
大
正
蔵
』 

五
、
六
九
三
頁
上
）、〈
五
浄
居
天
よ
り
も
下
の
諸
天
の
神
々
は
、
み
な
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
経
巻
を
納
め

た
所
に
や
っ
て
来
て
、
礼
拝
・
供
養
・
発
心
し
て
帰
る
〉
等
と
説
か
れ
て
い
る
。
た
だ
五
浄
居
だ
け
は
発

心
す
る
と
は
言
わ
な
い
。
そ
の
た
め
に
『
成
唯
識
論
』
に
は
、〈
色
界
で
あ
っ
て
も
、
声
聞
の
第
八
識
の

無
漏
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
五
浄
居
天
に
は
回
心
す
る
者
は
な
い
。『
般
若
経
』
に
、
五

浄
居
天
に
お
い
て
菩
提
心
を
発
す
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。『
般
若
経
』

に
五
浄
居
天
の
発
心
を
説
か
な
い
の
は
、
大
乗
初
分
の
経
だ
か
ら
で
あ
る
。『
法
華
経
』
よ
り
も
前
に
説

か
れ
た
経
な
の
で
、
す
で
に
聖
位
に
達
し
た
声
聞
が
菩
提
心
を
発
す
と
は
説
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
『
大
般
若
経
』（
巻
七
十
七
、『
大
正
蔵
』
五
、四
三
二
頁
上
等
）
に
は
、〈
諸
天
の
神
々
よ
、
菩
提
心
を

発
し
な
さ
い
〉
と
言
う
け
れ
ど
も
、
声
聞
の
正
性
離
生
す
な
わ
ち
見
道
に
達
し
た
聖
者
は
、
も
は
や
菩
提

心
を
発
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
死
流
転
の
世
界
を
断
ち
切
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
五
浄
居
天

の
神
々
は
菩
提
心
を
発
し
て
極
楽
に
や
っ
て
く
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
下
の
諸
天
か
ら
極
楽

に
来
生
す
る
者
の
中
に
は
、
未
だ
見
道
に
達
し
て
い
な
い
者
も
あ
る
。
だ
か
ら
菩
提
心
を
発
し
て
来
生
す

る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
声
聞
乗
か
菩
薩
乗
か
未
だ
定
ま
ら
な
い
者
が
、す
で
に
聖
者
の
位
に
坐
し
て
、

後
に
菩
提
心
を
発
す
な
ど
と
は
説
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
浄
居
天
の
者
は
た
だ
小
乗
の
無
余
涅
槃
に
入
る

の
み
で
あ
る
。よ
っ
て
菩
提
心
を
発
し
て
菩
薩
乗
に
回
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
一
体
ど
う
い
う
わ
け
で
、
色
界
の
天
に
生
ま
れ
て
不
還
の
果
を
得
た
者
の
中
、
五
浄

居
天
に
生
ま
れ
た
者
は
小
乗
の
無
余
涅
槃
に
入
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
下
の
諸
天
に
生
ま
れ
て
涅

槃
に
入
る
者
は
そ
う
で
は
な
い
な
ど
と
説
か
れ
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
『
般
若
経
』
等
、
小
乗
の
救
い
が
説
か
れ
な
い
経
で
は
、
見
道
の
聖
者
が
回
心
し
て
菩
薩
道
に

入
る
と
は
説
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
五
浄
居
天
に
生
ま
れ
た
者
だ
け
で
は
な
い
。『
法
華
経
』
等
の
小
乗

の
救
い
を
説
く
教
え
に
よ
る
と
、
小
乗
の
無
余
涅
槃
に
入
っ
た
者
で
も
、
み
な
回
心
し
て
大
乗
に
趣
入
す

る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。『
解
深
密
経
』な
ど
の
分
別
了
義
経
で
は
、小
乗
の
無
余
涅
槃
を
目
指
す
者
は
、

た
と
え
聖
者
の
位
に
達
す
る
前
で
あ
っ
て
も
、
大
乗
の
菩
提
心
を
発
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
乗
か
小
乗

か
未
だ
定
ま
ら
な
い
者
は
、
誤
っ
て
涅
槃
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
み
な
回
心
し
て
菩
薩
道
に
趣
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
道
理
に
随
っ
て
経
文
を
会
通
解
釈
す
る
。
経
文
を
引
用

し
て
、
回
心
せ
ず
と
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
そ
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
心
に
留
め
て
お
い
て
、
本
題
の
極
楽
の
こ
と
に
話
を
も
ど
そ
う
。
極
楽
浄
土
の

中
の
浄
居
天
等
は
、
た
だ
他
の
世
界
に
準
じ
て
、
仮
に
上
下
の
天
の
名
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ

こ
に
い
る
神
々
の
善
悪
の
行
為
に
よ
っ
て
、
成
仏
の
能
力
に
差
別
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ

て
す
べ
て
の
者
は
、
大
乗
の
行
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
349
）
同
経
連
義
述
文
賛
下
に
云
う
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、一
六
八
頁
下
～
一
六
九
頁
上
）、「
経
の
、 

〈
爾
時
仏
告
〉
よ
り
〈
対
曰
已
見
〉
ま
で
は
、
第
五
に
、
浄
土
に
お
い
て
得
べ
き
も
の
と
捨
て
る
べ
き
も

の
と
を
説
く
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
三
番
の
問
答
を
設
け
て
、
得
べ
き
も
の
を
得
よ
と
説
く
。
浄
土
に
は
天

地
の
差
別
は
な
い
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
経
で
は
、
地
居
よ
り
浄
居
天
ま
で
あ
る
と
言
う
。
帛

延
訳
『
平
等
覚
経
』
に
は
、
第
一
四
天
王
天
よ
り
三
十
六
天
に
至
る
ま
で
、
菩
薩
・
阿
羅
漢
・
天
人
が

虚
空
の
中
で
美
し
い
音
楽
を
奏
で
る
と
言
い
、
支
謙
訳
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
、
第
一
四
天
王
天
よ
り

三
十
二
天
に
至
る
ま
で
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
聞
い
て
歓
喜
し
、
仏
や
諸
菩
薩
阿
羅
漢
に
敬
い
の
意
を
捧

げ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。『
密
厳
経
』
に
は
二
十
六
天
を
説
き
、『
本
業
経
』
に
は
二
十
八
天
、『
華
厳
経
』

に
は
三
十
二
天
が
あ
る
と
言
う
。『
華
厳
経
』
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
は
同
じ
で
あ
る
。『
平
等
覚
経
』
は

誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
本
経
に
は
、
浄
居
天
が
あ
る
と
説
か
れ
る
が
、
不
還
果
を
得
た
定
性
声
聞
の

聖
者
は
、
浄
土
に
は
往
生
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
『
密
厳
経
』
に
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界

の
諸
天
を
次
第
に
上
っ
て
行
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
密
厳
浄
土
に
来
生
す
れ
ば
、
そ
こ
は
十
地
の
菩
薩
の
世

界
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
矛
盾
は
な
い
。『
密
厳
経
』（
巻
中
、『
大
正
蔵
』
一
六
、
七
三
二
頁
上
）

に
は
、〈
浄
居
諸
天
と
阿
迦
尼
吒
螺
髻
梵
王
と
が
一
処
に
会
し
、
密
厳
浄
土
の
仏
・
菩
薩
は
み
な
希
有
の

心
を
生
じ
た
〉
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
浄
居
天
人
は
密
厳
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
大
菩
薩
と
な
る
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
」（
要
約
）
と
。

（
350
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、三
四
二
頁
上
）、「
か
の
観
想
が
成
就
し
た
な
ら
ば
、
次

に
極
楽
世
界
の
瑠
璃
の
大
地
が
透
き
と
お
っ
て
映
り
あ
う
様
子
を
見
よ
。
地
下
に
は
七
宝
で
飾
ら
れ
た
八

角
形
の
金
の
柱
が
あ
っ
て
瑠
璃
の
大
地
を
支
え
て
い
る
。
宝
玉
は
千
の
光
を
放
ち
、
そ
の
光
の
一
々
に

八
万
四
千
の
色
が
あ
っ
て
瑠
璃
の
大
地
に
映
え
る
様
は
、
眩
し
く
て
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
。
ま
た
瑠

璃
の
大
地
は
、
黄
金
の
縄
と
七
宝
で
区
画
整
理
さ
れ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
50 
世
界
安
立
」
に
は
、
極
楽
の
構
造
に
関
説
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
に
は
、こ
の
問
題
が
特
に
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
し
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」

−158−−159−

の
第
四
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

彼
の
世
界
は
琉
璃
を
も
っ
て
地
と
な
し
、
金
縄
そ
の
道
を
界
す
。
坦
然
平
正
に
し
て
高
下
あ
る
こ
と

な
く
、
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
辺
際
あ
る
こ
と
な
し
。
晃
耀
微
妙
に
し
て
奇
麗
清
浄
な
り
。

　
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
二
頁
上
）
水
想
観
の
、「
瑠
璃

地
上
に
黄
金
の
縄
を
も
っ
て
雑
厠
間
錯
し
、
七
宝
を
も
っ
て
界
し
分
斉
分
明
な
り
」
や
、『
無
量
寿
経
』

巻
上
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）
の
、「
そ
の
仏
国
土
は
、
自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊

瑚
・
琥
珀
・
車
榘琹
・
碼
瑙
合
成
し
て
地
と
な
る
。
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
。
こ
と
ご
と
く
あ

ひ
雑
厠
し
、
う
た
た
あ
ひ
入
間
す
。
光
赫
焜
耀
に
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浄
に
荘
厳
し
て
十
方
一
切
の

世
界
に
超
踰
す
。
衆
宝
の
な
か
の
精
な
り
。
そ
の
宝
、
な
ほ
第
六
天
の
宝
の
ご
と
し
。
ま
た
そ
の
国
土
に

は
、
須
弥
山
お
よ
び
金
剛
鉄
囲
、
一
切
の
諸
山
な
し
。
ま
た
大
海
・
小
海
・
渓
渠
・
井
谷
な
し
」
等
の
教

説
で
あ
る
。
こ
の
中
『
無
量
寿
経
』
の
文
は
、
前
項
「
国
土
寛
狭
」
の
議
論
の
出
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ 

る
。

　
『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
論
述
に
よ
る
と
、
源
信
は
極
楽
の
国
土
は
平
坦
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、『
無
量
寿
経
』
に
は
、
続
い
て
、「
阿
難
、
仏
に
白
し
て
言
は
く
、〈
世
尊
、
も
し
か
の
国

土
に
須
弥
山
な
く
は
、
そ
の
四
天
王
お
よ
び
忉
利
天
は
何
に
よ
り
て
か
住
す
る
〉
と
。
仏
、
阿
難
に
語
る
、

〈
第
三
の
焔
天
、
乃
至
、
色
究
竟
天
、
み
な
何
に
よ
り
て
か
住
す
る
〉
と
。
阿
難
、
仏
に
白
す
、〈
行
業
の

果
報
は
不
可
思
議
な
り
〉
と
。
仏
、
阿
難
に
語
る
、〈
行
業
の
果
報
不
可
思
議
な
ら
ば
、
諸
仏
世
界
も
ま

た
不
可
思
議
な
り
。
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
功
徳
善
力
を
も
つ
て
行
業
の
地
に
住
す
。
ゆ
ゑ
に
よ
く
し

か
る
の
み
〉」
と
、
諸
天
が
不
可
思
議
の
果
報
に
よ
っ
て
住
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、『
無
量
寿

経
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
八
頁
上
）
に
は
、「
そ
の
時
仏
、阿
難
お
よ
び
慈
氏
菩
薩
に
告
ぐ
、〈
な

ん
ぢ
彼
の
国
を
見
る
に
、
地
よ
り
以
上
浄
居
天
に
至
る
ま
で
、
そ
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
微
妙
厳
浄
な
る
自
然

の
も
の
、
こ
と
ご
と
く
見
る
と
せ
ん
や
い
な
や
〉
と
。
阿
難
対
へ
て
曰
く
、〈
や
や
然
り
。
す
で
に
見
る
〉

と
」
等
と
、
極
楽
に
地
居
天
や
浄
居
天
等
の
諸
天
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
極
楽
に
諸
天
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
坦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。『
安
養
集
』
は
、
そ
の
問
題
を
論
じ
た
要
文
を
本
項
に
集
め
て
、『
無
量
寿
経
』
の
教
説
を
理
解
す
る

た
め
に
必
要
な
資
料
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
項
は
、
前
項
「
国
土
寛
狭
」
に
引
き
続
き
、『
往

生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
論
述
を
き
っ
か
け
と
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
安
養
集
』「
50 

世
界
安
立
」
に
は
、（
342
）～（
350
）
の
九
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
の
三
文
が
出
拠
の
経
文
で
あ
る
。（
342
）『
平
等
覚
経
』
巻
上
お
よ
び
（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上

の
前
半
部
分
に
は
、極
楽
が
広
大
に
し
て
平
坦
な
世
界
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」

の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
文
で
あ
り
、
ま
た
前
項
「
国
土
寛
狭
」
の
問
題
の
出
拠
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、（
342
）
の
後
半
部
分
に
は
、
娑
婆
で
は
須
弥
山
中
に
あ
る
と
説
か
れ
る
諸
天
も
、
極
楽
で
は
虚
空

中
に
あ
る
と
言
い
、（
344
）
の
後
半
部
分
に
は
、
極
楽
に
は
須
弥
山
等
の
諸
山
は
な
い
け
れ
ど
も
、
四
天

王
天
や
忉
利
天
、
さ
ら
に
は
焔
天
か
ら
色
究
竟
天
に
至
る
諸
天
は
、
不
可
思
議
の
果
報
に
よ
っ
て
住
す
る

と
説
か
れ
て
い
る
。（
343
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
の
文
は
、（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
文
の
後

半
部
分
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
。

　
（
345
）『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
文
の
註
釈
で
あ
る
。
前
項
「
国
土
寛
狭
」

の
項
に
掲
げ
ら
れ
た
（
334
）
の
文
と
一
部
重
な
る
が
、
前
項
で
は
広
大
無
辺
を
論
じ
た
部
分
を
中
心
に
提

示
し
、
本
項
で
は
そ
の
部
分
を
省
略
し
て
、
極
楽
の
荘
厳
が
欲
界
第
六
天
の
荘
厳
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
所

や
、
諸
天
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
所
を
中
心
に
引
用
し
て
い
る
。
義
寂
の
釈
は
、『
無
量
寿
経
』
弥

陀
果
徳
の
文
を
、『
浄
土
論
』
の
二
十
九
功
徳
に
配
当
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。『
浄
土
論
』
は
、
極

楽
を
三
界
を
超
過
し
た
処
と
見
て
い
る
の
で
、
義
寂
も
そ
の
立
場
に
沿
っ
て
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
極
楽

に
は
三
界
諸
天
は
な
い
け
れ
ど
も
、
娑
婆
の
衆
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ら
の
世
界
を
例
に
挙
げ
て

い
る
だ
け
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
義
寂
は
、『
無
量
寿
経
』
に
は
受
用
土
の
荘
厳
を
説
き
、『
観
無
量

寿
経
』
に
は
変
化
土
の
荘
厳
を
説
く
と
言
う
。

　
（
346
）『
十
往
生
経
』
は
、
山
海
慧
菩
薩
が
仏
の
神
通
力
に
極
楽
の
情
景
を
見
た
こ
と
を
説
く
一
段
で

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
七
宝
で
荘
厳
さ
れ
、
ま
た
黄
金
の
羅
網
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
文 

は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
五
「
快
楽
無
退
」
の
項
に
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
安
養
集
』
は
そ
の
全
貌
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。

　
（
347
）『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
文
は
、
極
楽
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
、『
往
生
要
集
』「
五

妙
境
界
」
の
立
場
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
用
い
ら
れ
な 

か
っ
た
文
献
で
あ
り
、『
安
養
集
』
に
は
五
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
348
）『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
先
述
し
た
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
、
極
楽
に
地
居
天
や
浄
居
天
な

ど
の
諸
天
が
あ
る
こ
と
を
説
く
文
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
。（
345
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
義

寂
は
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
極
楽
を
、
勝
過
三
界
の
受
用
土
と
見
る
の
で
、
三
界
諸
天
を
実
在
の
も
の

と
は
考
え
て
い
な
い
。『
無
量
寿
経
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
一
頁
下
）
に
見
え
る
、「
余
方
に

因
順
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
天
人
の
名
あ
り
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
諸
天
の
あ
り
方
を
捉
え
て
い
る
。
さ

ら
に
義
寂
は
、
色
界
の
最
高
処
で
あ
る
五
浄
居
天
は
、
不
還
果
を
得
た
声
聞
聖
者
の
生
処
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
の
聖
者
は
大
乗
に
回
入
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
極
楽
に
は
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
を
呈
す
る
。『
成
唯
識
論
』
な
ど
を
用
い
て
様
々
に
議
論
を
展
開
す
る
が
、
結
局
は
大
乗
究
竟
の
教
え

に
よ
れ
ば
、
み
な
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
349
）『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
も
、（
348
）
と
同
じ
く
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
文
の
註
釈
で
あ
る
。

憬
興
は
、『
密
厳
経
』
の
教
説
を
用
い
て
、
極
楽
の
諸
天
の
あ
り
方
を
理
解
し
て
い
る
。
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の
第
四
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

彼
の
世
界
は
琉
璃
を
も
っ
て
地
と
な
し
、
金
縄
そ
の
道
を
界
す
。
坦
然
平
正
に
し
て
高
下
あ
る
こ
と

な
く
、
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
辺
際
あ
る
こ
と
な
し
。
晃
耀
微
妙
に
し
て
奇
麗
清
浄
な
り
。

　
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
二
頁
上
）
水
想
観
の
、「
瑠
璃

地
上
に
黄
金
の
縄
を
も
っ
て
雑
厠
間
錯
し
、
七
宝
を
も
っ
て
界
し
分
斉
分
明
な
り
」
や
、『
無
量
寿
経
』

巻
上
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）
の
、「
そ
の
仏
国
土
は
、
自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊

瑚
・
琥
珀
・
車
榘琹
・
碼
瑙
合
成
し
て
地
と
な
る
。
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
。
こ
と
ご
と
く
あ

ひ
雑
厠
し
、
う
た
た
あ
ひ
入
間
す
。
光
赫
焜
耀
に
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浄
に
荘
厳
し
て
十
方
一
切
の

世
界
に
超
踰
す
。
衆
宝
の
な
か
の
精
な
り
。
そ
の
宝
、
な
ほ
第
六
天
の
宝
の
ご
と
し
。
ま
た
そ
の
国
土
に

は
、
須
弥
山
お
よ
び
金
剛
鉄
囲
、
一
切
の
諸
山
な
し
。
ま
た
大
海
・
小
海
・
渓
渠
・
井
谷
な
し
」
等
の
教

説
で
あ
る
。
こ
の
中
『
無
量
寿
経
』
の
文
は
、
前
項
「
国
土
寛
狭
」
の
議
論
の
出
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ 

る
。

　
『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
論
述
に
よ
る
と
、
源
信
は
極
楽
の
国
土
は
平
坦
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、『
無
量
寿
経
』
に
は
、
続
い
て
、「
阿
難
、
仏
に
白
し
て
言
は
く
、〈
世
尊
、
も
し
か
の
国

土
に
須
弥
山
な
く
は
、
そ
の
四
天
王
お
よ
び
忉
利
天
は
何
に
よ
り
て
か
住
す
る
〉
と
。
仏
、
阿
難
に
語
る
、

〈
第
三
の
焔
天
、
乃
至
、
色
究
竟
天
、
み
な
何
に
よ
り
て
か
住
す
る
〉
と
。
阿
難
、
仏
に
白
す
、〈
行
業
の

果
報
は
不
可
思
議
な
り
〉
と
。
仏
、
阿
難
に
語
る
、〈
行
業
の
果
報
不
可
思
議
な
ら
ば
、
諸
仏
世
界
も
ま

た
不
可
思
議
な
り
。
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
功
徳
善
力
を
も
つ
て
行
業
の
地
に
住
す
。
ゆ
ゑ
に
よ
く
し

か
る
の
み
〉」
と
、
諸
天
が
不
可
思
議
の
果
報
に
よ
っ
て
住
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、『
無
量
寿

経
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
八
頁
上
）
に
は
、「
そ
の
時
仏
、阿
難
お
よ
び
慈
氏
菩
薩
に
告
ぐ
、〈
な

ん
ぢ
彼
の
国
を
見
る
に
、
地
よ
り
以
上
浄
居
天
に
至
る
ま
で
、
そ
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
微
妙
厳
浄
な
る
自
然

の
も
の
、
こ
と
ご
と
く
見
る
と
せ
ん
や
い
な
や
〉
と
。
阿
難
対
へ
て
曰
く
、〈
や
や
然
り
。
す
で
に
見
る
〉

と
」
等
と
、
極
楽
に
地
居
天
や
浄
居
天
等
の
諸
天
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
極
楽
に
諸
天
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
坦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。『
安
養
集
』
は
、
そ
の
問
題
を
論
じ
た
要
文
を
本
項
に
集
め
て
、『
無
量
寿
経
』
の
教
説
を
理
解
す
る

た
め
に
必
要
な
資
料
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
項
は
、
前
項
「
国
土
寛
狭
」
に
引
き
続
き
、『
往

生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
論
述
を
き
っ
か
け
と
し
て
設
け
ら
れ
た
論
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
安
養
集
』「
50 

世
界
安
立
」
に
は
、（
342
）～（
350
）
の
九
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
の
三
文
が
出
拠
の
経
文
で
あ
る
。（
342
）『
平
等
覚
経
』
巻
上
お
よ
び
（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上

の
前
半
部
分
に
は
、極
楽
が
広
大
に
し
て
平
坦
な
世
界
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」

の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
文
で
あ
り
、
ま
た
前
項
「
国
土
寛
狭
」
の
問
題
の
出
拠
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、（
342
）
の
後
半
部
分
に
は
、
娑
婆
で
は
須
弥
山
中
に
あ
る
と
説
か
れ
る
諸
天
も
、
極
楽
で
は
虚
空

中
に
あ
る
と
言
い
、（
344
）
の
後
半
部
分
に
は
、
極
楽
に
は
須
弥
山
等
の
諸
山
は
な
い
け
れ
ど
も
、
四
天

王
天
や
忉
利
天
、
さ
ら
に
は
焔
天
か
ら
色
究
竟
天
に
至
る
諸
天
は
、
不
可
思
議
の
果
報
に
よ
っ
て
住
す
る

と
説
か
れ
て
い
る
。（
343
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
の
文
は
、（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
文
の
後

半
部
分
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
。

　
（
345
）『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、（
344
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
文
の
註
釈
で
あ
る
。
前
項
「
国
土
寛
狭
」

の
項
に
掲
げ
ら
れ
た
（
334
）
の
文
と
一
部
重
な
る
が
、
前
項
で
は
広
大
無
辺
を
論
じ
た
部
分
を
中
心
に
提

示
し
、
本
項
で
は
そ
の
部
分
を
省
略
し
て
、
極
楽
の
荘
厳
が
欲
界
第
六
天
の
荘
厳
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
所

や
、
諸
天
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
所
を
中
心
に
引
用
し
て
い
る
。
義
寂
の
釈
は
、『
無
量
寿
経
』
弥

陀
果
徳
の
文
を
、『
浄
土
論
』
の
二
十
九
功
徳
に
配
当
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。『
浄
土
論
』
は
、
極

楽
を
三
界
を
超
過
し
た
処
と
見
て
い
る
の
で
、
義
寂
も
そ
の
立
場
に
沿
っ
て
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
極
楽

に
は
三
界
諸
天
は
な
い
け
れ
ど
も
、
娑
婆
の
衆
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ら
の
世
界
を
例
に
挙
げ
て

い
る
だ
け
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
義
寂
は
、『
無
量
寿
経
』
に
は
受
用
土
の
荘
厳
を
説
き
、『
観
無
量

寿
経
』
に
は
変
化
土
の
荘
厳
を
説
く
と
言
う
。

　
（
346
）『
十
往
生
経
』
は
、
山
海
慧
菩
薩
が
仏
の
神
通
力
に
極
楽
の
情
景
を
見
た
こ
と
を
説
く
一
段
で

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
七
宝
で
荘
厳
さ
れ
、
ま
た
黄
金
の
羅
網
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
文 

は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第
五
「
快
楽
無
退
」
の
項
に
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
安
養
集
』
は
そ
の
全
貌
を
提
示
し
た
と
言
え
る
。

　
（
347
）『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
文
は
、
極
楽
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
、『
往
生
要
集
』「
五

妙
境
界
」
の
立
場
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
用
い
ら
れ
な 

か
っ
た
文
献
で
あ
り
、『
安
養
集
』
に
は
五
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
348
）『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
先
述
し
た
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
、
極
楽
に
地
居
天
や
浄
居
天
な

ど
の
諸
天
が
あ
る
こ
と
を
説
く
文
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
。（
345
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
義

寂
は
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
極
楽
を
、
勝
過
三
界
の
受
用
土
と
見
る
の
で
、
三
界
諸
天
を
実
在
の
も
の

と
は
考
え
て
い
な
い
。『
無
量
寿
経
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
一
頁
下
）
に
見
え
る
、「
余
方
に

因
順
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
天
人
の
名
あ
り
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
諸
天
の
あ
り
方
を
捉
え
て
い
る
。
さ

ら
に
義
寂
は
、
色
界
の
最
高
処
で
あ
る
五
浄
居
天
は
、
不
還
果
を
得
た
声
聞
聖
者
の
生
処
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
の
聖
者
は
大
乗
に
回
入
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
極
楽
に
は
往
生
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
を
呈
す
る
。『
成
唯
識
論
』
な
ど
を
用
い
て
様
々
に
議
論
を
展
開
す
る
が
、
結
局
は
大
乗
究
竟
の
教
え

に
よ
れ
ば
、
み
な
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
349
）『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
も
、（
348
）
と
同
じ
く
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
文
の
註
釈
で
あ
る
。

憬
興
は
、『
密
厳
経
』
の
教
説
を
用
い
て
、
極
楽
の
諸
天
の
あ
り
方
を
理
解
し
て
い
る
。

−159−68



　
（
350
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
論
述
の
根
拠
と
な
っ
た
水
想
観
の
文
で
あ 

る
。

　
以
上
九
文
の
中
、（
344
）『
無
量
寿
経
』
と
（
350
）『
観
無
量
寿
経
』
と
に
は
、『
往
生
要
集
』「
五
妙
境

界
」
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
箇
所
を
含
ん
で
い
る
。
本
項
「
50 

世
界
安
立
」
に
は
、こ
れ
ら
の
文
を
き
っ

か
け
と
し
て
見
出
さ
れ
た
、
極
楽
の
構
造
や
諸
天
の
あ
り
方
と
い
う
、『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
な
か
っ

た
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

51

　国
土
名
号

（
351
）
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
六
頁
下
）、「
こ
こ
か
ら
西
方
、
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ

た
所
に
極
楽
と
い
う
世
界
が
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
352
）
同
経
義
記
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
〇
六
頁
下
）、「
極
楽
と
は
言
う
け
れ
ど
も
、
賢
首

仏
の
世
界
に
較
べ
る
と
程
度
は
低
い
。
娑
婆
よ
り
も
ま
し
だ
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
極
楽
は
苦
が
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
安
養
は
そ
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
名
称
、
無
量
寿
は
そ
こ
に
ま
し
ま
す

仏
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
353
）
同
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
一
九
頁
上
）、「
経
の
、〈
有
世
界
名
曰
極
楽
〉
は
、
第 

三
に
、
国
土
の
名
号
を
挙
げ
て
い
る
。
十
八
円
浄
の
処
円
浄
に
当
た
る
。『
無
量
寿
経
』
で
は
安
楽
、
古

訳
で
は
須
摩
提
と
言
う
。『
鼓
音
声
王
経
』で
は
安
楽
世
界
と
言
い
、如
来
が
生
ま
れ
た
国
を
清
泰
と
呼
ぶ
。

そ
こ
に
は
転
輪
聖
王
が
住
み
、
十
千
由
旬
四
方
の
城
内
に
は
貴
族
ば
か
り
が
い
る
と
言
う
。
国
名
の
こ
と

は
後
に
解
説
す
る
」（
要
約
）
と
。

（
354
）
同
経
に
ま
た
云
う
（『
阿
弥
陀
経
』、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
六
頁
下
）、「
な
ぜ
極
楽
と
呼
ぶ
の
か
。

そ
れ
は
彼
の
国
の
衆
生
に
は
苦
が
な
く
、
た
だ
楽
の
み
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
355
）
同
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
一
九
頁
中
）、「
苦
が
な
い
と
は
、『
無
量
寿
経
』
で
は
、

〈
三
悪
道
の
苦
難
が
な
く
、
た
だ
快
楽
の
み
が
あ
る
〉
と
言
わ
れ
る
。『
央
掘
摩
羅
経
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』

二
、
五
四
三
頁
上
？
）
で
は
、〈
少
し
の
苦
も
な
く
、
快
楽
の
み
あ
る
の
で
極
楽
と
言
う
〉
と
説
か
れ
る
。

ま
た
八
苦
が
な
い
こ
と
を
言
う
。
蓮
華
化
生
だ
か
ら
生
苦
が
な
い
。
老
病
が
な
い
の
で
、
老
苦
・
病
苦
が

な
い
。
十
方
浄
土
に
意
の
ま
ま
に
往
生
で
き
る
の
で
死
苦
が
な
い
。
平
等
心
を
得
て
い
る
の
で
怨
憎
会
苦

が
な
い
。
去
留
は
あ
っ
て
も
愛
別
離
苦
は
な
い
。
欲
す
る
も
の
は
意
の
ま
ま
な
の
で
、求
不
得
苦
が
な
い
。

神
通
自
在
な
の
で
五
盛
陰
苦
が
な
い
。
仏
の
姿
を
見
、
意
の
ま
ま
に
天
楽
を
聞
く
の
で
、
極
楽
と
言
う
の

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
356
）
同
経
略
記
に
云
う
（
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』、『
大
正
蔵
』
五
七
、
六
七
四
頁
下
～
六
七
五
頁 

上
）、「
苦
が
な
い
と
は
、
八
苦
が
な
い
こ
と
を
言
う
。
蓮
華
化
生
に
は
生
苦
が
な
い
。
常
に
若
い
の
で
老

苦
が
な
い
。
四
大
調
和
を
保
っ
て
い
る
の
で
病
苦
が
な
い
。
寿
命
無
量
な
の
で
死
苦
が
な
い
。
死
を
選
ぶ

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
生
死
は
意
の
ま
ま
に
な
る
の
で
、
死
を
苦
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
愛
着
の
心
も
な
く
、

離
別
と
い
う
こ
と
も
な
い
の
で
、
愛
別
離
苦
が
な
い
。
怨
み
の
心
も
な
く
、
敵
も
い
な
い
の
で
怨
憎
会
苦

が
な
い
。
何
で
も
意
の
ま
ま
に
な
る
の
で
、
求
不
得
苦
が
な
い
。
地
獄
や
餓
鬼
・
畜
生
の
責
め
苦
が
な
い

の
で
、
五
陰
盛
苦
が
な
い
。
本
経
は
〈
苦
・
楽
・
不
苦
不
楽
〉
の
三
受
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
の
で
、
身
心

を
合
わ
せ
て
〈
苦
楽
〉
と
言
う
が
、『
称
讃
浄
土
経
』
は
〈
憂
・
喜
・
苦
・
楽
・
捨
〉
の
五
受
に
よ
っ
て

説
か
れ
る
の
で
、
身
の
苦
楽
、
心
の
憂
喜
を
言
う
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、〈
身
心
に
一
切
の
憂
苦
な
く
、

た
だ
無
量
清
浄
の
喜
楽
あ
り
〉
と
言
う
。
林
・
池
・
宮
殿
は
眼
の
楽
を
生
じ
、
諸
天
の
伎
楽
や
鳥
・
樹
の

音
は
耳
の
楽
、
妙
香
・
飯
食
・
宝
衣
・
経
行
な
ど
は
、
鼻
・
舌
・
身
の
楽
を
生
ず
る
。
宝
地
柔
軟
等
も
ま

た
身
の
楽
を
生
ず
る
。
仏
法
僧
を
念
ず
る
等
の
功
徳
に
よ
っ
て
意
の
楽
を
生
ず
る
」（
要
約
）
と
。

（
357
）
称
讃
浄
土
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
八
頁
下
～
三
四
九
頁
下
）、「
彼
の
世
界
の
有
情 

は
、
身
に
一
切
の
憂
苦
な
く
、
た
だ
無
量
の
喜
楽
の
み
あ
る
の
で
、
極
楽
世
界
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

…
中
略
…
極
楽
に
生
ま
れ
た
者
は
み
な
、
不
退
転
に
住
し
、
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
が
な
い
。
常
に
諸
仏
の

国
土
を
行
き
来
し
て
、
修
行
を
重
ね
、
か
な
ら
ず
無
上
の
悟
り
を
得
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
極
楽
世
界
と
名

づ
け
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。
こ
の
経
の
、〈
唯
有
無
量
清
浄
喜
楽
〉
よ
り
〈
生
彼
土
者
皆
不
退
転
〉
に
至
る
ま
で
、

お
お
よ
そ
十
三
番
、
極
楽
の
名
を
釈
す
。
具
に
尽
く
す
こ
と
あ
た
は
ず
。（
こ
の
経
の
、〈
唯
有
無
量
清
浄
喜
楽
〉
か
ら
〈
生
彼
土
者

皆
不
退
転
〉
ま
で
、
十
三
番
に
わ
た
っ
て
極
楽
の
名
を
釈
し
て
い
る
。
す
べ
て
を
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

（
358
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
一
頁
中
）、「
地
獄･

餓
鬼
・
畜
生
の
苦
難
に
つ
い
て 

は
、
そ
れ
を
耳
に
す
る
こ
と
さ
え
な
く
、
た
だ
心
地
よ
い
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ

の
国
を
安
楽
と
名
づ
け
る
」
と
。

（
359
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
経
の
、〈
無
有
三
途
苦
難

之
名
〉
よ
り
〈
名
曰
安
楽
〉
に
至
る
。
述
し
て
曰
く
、
こ
れ
す
な
は
ち
第
十
一
に
、
第
十
五
無
諸
難
功
徳

を
顕
す
。
謂
く
、
彼
土
の
中
に
は
、
三
悪
趣
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
快
楽
常
に
無
間
な
り
。
論
の
偈
に
、〈
永

く
身
心
の
悩
を
離
れ
、
楽
を
受
く
る
こ
と
常
に
無
間
な
り
〉
と
云
ふ
が
ご
と
き
ゆ
ゑ
に
。
転
識
の
中
、
多

分
楽
に
し
て
、
と
も
に
苦
・
捨
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
楽
無
間
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
経
の
〈
無
有
三
途
苦
難
之
名
〉
よ
り
〈
名
曰 

安
楽
〉
ま
で
は
、
第
十
一
に
、
第
十
五
無
諸
難
功
徳
を
明
か
す
。
極
楽
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪

趣
が
な
い
。
よ
っ
て
快
楽
が
途
絶
え
な
い
。『
浄
土
論
』
の
偈
に
は
、〈
身
心
の
苦
悩
永と

久わ

に
な
く
　
快
楽

は
常
に
途
絶
え
な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
心
の
表
面
に
現
れ
る
感
覚
の
ほ
と
ん
ど
が
楽
で
あ
っ
て
、
苦

や
不
苦
不
楽
の
感
覚
が
な
い
か
ら
、
快
楽
が
途
絶
え
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
360
）
観
経
疏
誾
上
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
上
、
古
逸
）、「
第
一
に
名
と
は
、
も
し
受
用
の
者
に

就
い
て
名
を
立
つ
れ
ば
、
す
な
は
ち
極
楽
世
界
ま
た
安
楽
と
名
づ
く
。
能
縁
生
の
楽
受
の
中
、
最
勝
な
る

−160−−161−

を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
極
楽
と
名
づ
く
。
こ
の
楽
は
退
す
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
安
楽
と
名
づ
く
。
こ
れ

す
な
は
ち
能
受
用
の
心
に
従
っ
て
名
を
立
つ
。
も
し
阿
弥
陀
仏
国
と
名
づ
く
る
は
、
す
な
は
ち
化
主
に
縦マ
マ

（
縦
＝
従
？
）
っ
て
名
を
立
つ
る
な
り
。
も
し
通
相
に
就
か
ば
、す
な
は
ち
位マ

マ
（
位
―
？
）
浄
土
と
名
づ
く
。

こ
の
世
界
に
は
五
濁
未マ
マ

（
未
―
？
）
あ
る
こ
と
な
き
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
浄
と
称
す
。
こ
の
世
界
は
こ
れ

衆
生
所
居
の
処
な
り
。
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て
土
と
な
し
、
ま
た
国
と
名
づ
け
、
ま
た
仏
刹
と
名
づ
く
。
並
び

に
文
に
約
し
て
弁
ず
れ
ば
、
ま
た
名
づ
け
て
園
と
な
す
。
浄
土
の
中
に
は
多
く
宝
樹
・
宝
林
等
の
前
成
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
名
づ
け
て
園
と
な
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
上
に
云
う
、「
第
一
に
国
土
の
名
に
つ
い
て
。
受
益
者
の
側
か
ら
名
づ

け
れ
ば
、
極
楽
世
界
あ
る
い
は
安
楽
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
快
楽
の
中
、
最
も
勝
れ
た

楽
で
あ
る
か
ら
、
極
楽
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
快
楽
は
な
く
な
る
心
配
が
な
い
の
で
、
安
楽

と
名
づ
け
ら
れ
る
。
受
益
者
の
心
情
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
国
と
い
う
名
は
、
教
化
の
主
に
よ

る
命
名
で
あ
る
。
す
べ
て
の
仏
に
共
通
す
る
名
と
し
て
は
、
浄
土
と
呼
ば
れ
る
。
五
濁
が
な
い
の
で
浄
と

言
い
、
衆
生
が
居
住
す
る
の
で
土
あ
る
い
は
国
と
名
づ
け
、
ま
た
仏
刹
と
言
う
。
文
意
に
即
し
て
論
ず
る

な
ら
ば
、
園
と
名
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
浄
土
の
中
に
は
宝
樹
・
宝
林
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ

て
い
る
の
で
、
園
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
361
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
五
頁
中
～
下
）、「
問
う
。『
阿
弥
陀
経
』
に
、〈
極
楽
の

衆
生
に
は
苦
な
く
、
楽
だ
け
を
受
け
る
〉
と
言
う
が
、
そ
の
受
楽
と
相
応
す
る
の
は
八
識
の
中
の
ど
れ
か
。

答
え
。
他
所
と
同
様
、
極
楽
に
お
い
て
も
、
第
七
・
第
八
の
識
は
た
だ
捨
受
の
み
と
相
応
す
る
。
他
の
六

転
識
は
喜
・
楽
・
捨
の
三
受
と
相
応
す
る
。
第
六
意
識
は
喜
・
楽
受
と
相
応
し
、
前
五
識
は
楽
受
と
相
応

す
る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、〈
一
切
の
身
心
に
憂
・
苦
な
く
、
た
だ
清
浄
の
喜
・
楽
の
み
あ
る
の
で
、

極
楽
世
界
と
名
づ
け
る
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
浄
土
で
は
六
識
の
中
に
憂
・
苦
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
捨
受
が
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
喜
・
楽
の
心
が
静
ま
る
と
、
心
は
捨
受
と
相
応
す
る
の

で
あ
る
。
極
楽
の
衆
生
が
禅
定
を
修
す
る
時
、
四
静
慮
の
初
禅
の
準
備
段
階
か
ら
第
四
禅
以
上
の
境
地
に

至
れ
ば
、必
ず
捨
受
と
相
応
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。極
楽
と
い
え
ど
も
捨
受
と
は
相
応
す
る
の
で
あ
る
」（
要

約
）
と
。

（
362
）
同
論
六
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
六
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
四
頁
下
～
六
五
頁
中
）、「
問
う
。
浄

土
に
は
苦
が
な
い
と
言
う
が
、
三
苦
・
八
苦
の
中
、
ど
の
苦
が
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。
小
乗
の 

『
婆
沙
論
』
等
に
よ
れ
ば
、
仏
身
に
も
三
苦
が
あ
り
、
ま
た
八
苦
の
中
、
生
・
老
・
病
・
死
・
五
取
蘊
苦

の
五
苦
が
あ
る
。
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
だ
け
が
な
い
。
大
乗
で
は
、
仏
に
お
い
て
は
五
蘊
・

十
二
処
・
十
八
界
が
み
な
無
漏
で
あ
る
と
説
か
れ
る
か
ら
、
仏
身
に
は
苦
が
な
い
。
凡
聖
の
菩
薩
に
お
い

て
は
、
二
説
が
あ
る
。
第
一
説
に
よ
る
と
、
三
苦
の
中
で
は
行
苦
と
壊
苦
と
が
あ
り
、
苦
苦
は
な
い
と
言

う
。
八
苦
の
中
で
は
五
取
蘊
苦
だ
け
が
あ
る
。
菩
薩
は
有
漏
の
変
易
・
分
段
の
報
を
受
け
る
か
ら
で
あ 

る
。
極
楽
に
は
身
心
を
逼
迫
す
る
憂
苦
が
な
い
の
で
、
苦
苦
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
往
生
に
は
生
苦
が

な
く
、
無
量
寿
な
の
で
死
苦
が
な
く
、
四
大
安
穏
な
の
で
病
苦
が
な
く
、
身
体
の
衰
え
が
な
い
の
で
老
苦

も
な
い
。
勝
友
が
常
に
居
て
愛
別
離
苦
が
な
く
、
悪
人
が
な
い
の
で
怨
憎
会
苦
が
な
く
、
常
に
豊
か
な
の

で
求
不
得
苦
も
な
い
。
第
二
説
に
よ
る
と
、
八
苦
に
つ
い
て
は
第
一
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
三
苦
の
中
で

は
行
苦
の
み
が
あ
る
と
言
う
。
分
段
・
変
易
の
報
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
楽
受
が
相
続
し
て
途
絶
え
る
こ

と
な
く
、
つ
い
に
は
寂
滅
の
楽
を
受
け
る
の
で
、
壊
苦
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
行
苦
が
あ
る
の
に
な
ぜ
極
楽
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。（
以
下
答
え
の
文
が
欠
落
し
て
い
る

の
で
、
小
字
で
補
っ
て
お
き
た
い
…
…
筆
者
註
）
答
え
。
三
苦
の
中
の
一
苦
、
八
苦
の
中
の
一
苦
だ
け
な
の
で
、
苦
が
な
い
と
言
っ

て
も
よ
い
。
身
心
に
逼
迫
の
憂
苦
が
な
い
か
ら
、
極
楽
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
分
身
の
化
仏
・
化
菩
薩
が
極
楽
世
界
に
集
ま
っ
て
苦
の
衆
生
を
度
す
〉

と
言
う
が
、
極
楽
に
は
苦
の
衆
生
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。
極
楽
の
衆
生
に
は
苦
は
な
い
け
れ
ど

も
、
分
段
・
変
易
生
死
の
行
苦
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
妙
法
を
説
い
て
二
種
生
死
を
脱
せ
し
め
、
法
身
を

成
就
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
他
方
国
土
の
衆
生
に
対
し
て
は
、
命
終
に
来
迎
し
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
た

り
、
還
来
し
て
利
益
し
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
度
苦
衆
生
と
は
、
極
楽
の
菩
薩
に
大
悲
心
を
起
こ
さ
せ
、

極
楽
を
捨
て
て
他
方
国
土
に
生
ま
れ
、
有
縁
の
衆
生
を
教
化
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
） 

と
。

（
363
）
同
論
四
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
五
六
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
過
去
世
に

重
罪
を
造
る
者
は
、
た
と
え
聖
果
を
得
て
も
、
な
お
悪
業
の
定
報
を
受
け
る
と
説
か
れ
る
。（
聖
果
を
得

た
後
に
投
獄
さ
れ
た
）
離
越
阿
羅
漢
の
よ
う
に
（『
雑
宝
蔵
経
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
四
、四
五
七
頁
中
）。

重
罪
を
造
っ
た
者
が
極
楽
に
往
生
し
た
場
合
、
彼
は
苦
を
受
け
る
の
か
否
か
。
答
え
。
穢
土
に
お
い
て
聖

果
を
得
た
と
し
て
も
、
穢
土
の
身
は
苦
身
で
あ
る
の
で
、
苦
果
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
た
と
え

聖
果
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
極
楽
の
身
は
浄
身
で
あ
る
。
仏
を
見
、
法
を
聞
い
て
大
乗
を
修
行
し
、
仏
の

本
願
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
苦
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
凡
夫
で
あ
っ
て
も

悪
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
阿
闍
世
王
が
苦
を
受
け
な
か
っ
た
よ
う
に
」（
要
約
）
と
。

（
364
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
八
頁
中
）、「
仏
智
を
疑
っ
た
た
め
に
七
宝
の
宮
殿

の
中
に
生
れ
、
何
の
罰
も
な
く
、
い
や
な
思
い
を
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
五
百
年
間
三
宝
に
遇
う
こ
と
が

で
き
ず
、
仏
を
供
養
し
た
り
善
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
が
苦
な
の
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。
前
後
の
文
は
具
に
は
胎
生
の
中
に
尽
く
す
が
ご
と
し
（
前
後
の
文
は
、
巻
七
「

 66 

四
生
分
別
」（

 500
）
に
全
文
を
引
用
す
る
）。

（
365
）
大
阿
弥
陀
経
下
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
〇
頁
中
）、「
疑
城
の
中
は
忉
利
天
の
よ
う
に
快
適
で
あ

る
が
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
光
明
を
見
て

後
悔
し
、
歓
喜
す
る
の
み
で
、
経
を
聞
く
こ
と
も
、
極
楽
の
聖
衆
や
菩
薩
、
阿
羅
漢
の
姿
を
見
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
苦
し
み
な
の
で
あ
り
、む
し
ろ
や
や
快
適
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
」（
要
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を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
極
楽
と
名
づ
く
。
こ
の
楽
は
退
す
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
安
楽
と
名
づ
く
。
こ
れ

す
な
は
ち
能
受
用
の
心
に
従
っ
て
名
を
立
つ
。
も
し
阿
弥
陀
仏
国
と
名
づ
く
る
は
、
す
な
は
ち
化
主
に
縦マ
マ

（
縦
＝
従
？
）
っ
て
名
を
立
つ
る
な
り
。
も
し
通
相
に
就
か
ば
、す
な
は
ち
位マ

マ
（
位
―
？
）
浄
土
と
名
づ
く
。

こ
の
世
界
に
は
五
濁
未マ
マ

（
未
―
？
）
あ
る
こ
と
な
き
を
明
か
す
が
ゆ
ゑ
に
浄
と
称
す
。
こ
の
世
界
は
こ
れ

衆
生
所
居
の
処
な
り
。
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て
土
と
な
し
、
ま
た
国
と
名
づ
け
、
ま
た
仏
刹
と
名
づ
く
。
並
び

に
文
に
約
し
て
弁
ず
れ
ば
、
ま
た
名
づ
け
て
園
と
な
す
。
浄
土
の
中
に
は
多
く
宝
樹
・
宝
林
等
の
前
成
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
名
づ
け
て
園
と
な
す
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
上
に
云
う
、「
第
一
に
国
土
の
名
に
つ
い
て
。
受
益
者
の
側
か
ら
名
づ

け
れ
ば
、
極
楽
世
界
あ
る
い
は
安
楽
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
快
楽
の
中
、
最
も
勝
れ
た

楽
で
あ
る
か
ら
、
極
楽
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
快
楽
は
な
く
な
る
心
配
が
な
い
の
で
、
安
楽

と
名
づ
け
ら
れ
る
。
受
益
者
の
心
情
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
国
と
い
う
名
は
、
教
化
の
主
に
よ

る
命
名
で
あ
る
。
す
べ
て
の
仏
に
共
通
す
る
名
と
し
て
は
、
浄
土
と
呼
ば
れ
る
。
五
濁
が
な
い
の
で
浄
と

言
い
、
衆
生
が
居
住
す
る
の
で
土
あ
る
い
は
国
と
名
づ
け
、
ま
た
仏
刹
と
言
う
。
文
意
に
即
し
て
論
ず
る

な
ら
ば
、
園
と
名
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
浄
土
の
中
に
は
宝
樹
・
宝
林
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ

て
い
る
の
で
、
園
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

（
361
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
五
頁
中
～
下
）、「
問
う
。『
阿
弥
陀
経
』
に
、〈
極
楽
の

衆
生
に
は
苦
な
く
、
楽
だ
け
を
受
け
る
〉
と
言
う
が
、
そ
の
受
楽
と
相
応
す
る
の
は
八
識
の
中
の
ど
れ
か
。

答
え
。
他
所
と
同
様
、
極
楽
に
お
い
て
も
、
第
七
・
第
八
の
識
は
た
だ
捨
受
の
み
と
相
応
す
る
。
他
の
六

転
識
は
喜
・
楽
・
捨
の
三
受
と
相
応
す
る
。
第
六
意
識
は
喜
・
楽
受
と
相
応
し
、
前
五
識
は
楽
受
と
相
応

す
る
。『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、〈
一
切
の
身
心
に
憂
・
苦
な
く
、
た
だ
清
浄
の
喜
・
楽
の
み
あ
る
の
で
、

極
楽
世
界
と
名
づ
け
る
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。
浄
土
で
は
六
識
の
中
に
憂
・
苦
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
捨
受
が
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
喜
・
楽
の
心
が
静
ま
る
と
、
心
は
捨
受
と
相
応
す
る
の

で
あ
る
。
極
楽
の
衆
生
が
禅
定
を
修
す
る
時
、
四
静
慮
の
初
禅
の
準
備
段
階
か
ら
第
四
禅
以
上
の
境
地
に

至
れ
ば
、必
ず
捨
受
と
相
応
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。極
楽
と
い
え
ど
も
捨
受
と
は
相
応
す
る
の
で
あ
る
」（
要

約
）
と
。

（
362
）
同
論
六
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
六
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
四
頁
下
～
六
五
頁
中
）、「
問
う
。
浄

土
に
は
苦
が
な
い
と
言
う
が
、
三
苦
・
八
苦
の
中
、
ど
の
苦
が
な
い
と
言
う
の
か
。
答
え
。
小
乗
の 

『
婆
沙
論
』
等
に
よ
れ
ば
、
仏
身
に
も
三
苦
が
あ
り
、
ま
た
八
苦
の
中
、
生
・
老
・
病
・
死
・
五
取
蘊
苦

の
五
苦
が
あ
る
。
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
だ
け
が
な
い
。
大
乗
で
は
、
仏
に
お
い
て
は
五
蘊
・

十
二
処
・
十
八
界
が
み
な
無
漏
で
あ
る
と
説
か
れ
る
か
ら
、
仏
身
に
は
苦
が
な
い
。
凡
聖
の
菩
薩
に
お
い

て
は
、
二
説
が
あ
る
。
第
一
説
に
よ
る
と
、
三
苦
の
中
で
は
行
苦
と
壊
苦
と
が
あ
り
、
苦
苦
は
な
い
と
言

う
。
八
苦
の
中
で
は
五
取
蘊
苦
だ
け
が
あ
る
。
菩
薩
は
有
漏
の
変
易
・
分
段
の
報
を
受
け
る
か
ら
で
あ 

る
。
極
楽
に
は
身
心
を
逼
迫
す
る
憂
苦
が
な
い
の
で
、
苦
苦
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
往
生
に
は
生
苦
が

な
く
、
無
量
寿
な
の
で
死
苦
が
な
く
、
四
大
安
穏
な
の
で
病
苦
が
な
く
、
身
体
の
衰
え
が
な
い
の
で
老
苦

も
な
い
。
勝
友
が
常
に
居
て
愛
別
離
苦
が
な
く
、
悪
人
が
な
い
の
で
怨
憎
会
苦
が
な
く
、
常
に
豊
か
な
の

で
求
不
得
苦
も
な
い
。
第
二
説
に
よ
る
と
、
八
苦
に
つ
い
て
は
第
一
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
三
苦
の
中
で

は
行
苦
の
み
が
あ
る
と
言
う
。
分
段
・
変
易
の
報
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
楽
受
が
相
続
し
て
途
絶
え
る
こ

と
な
く
、
つ
い
に
は
寂
滅
の
楽
を
受
け
る
の
で
、
壊
苦
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
行
苦
が
あ
る
の
に
な
ぜ
極
楽
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。（
以
下
答
え
の
文
が
欠
落
し
て
い
る

の
で
、
小
字
で
補
っ
て
お
き
た
い
…
…
筆
者
註
）
答
え
。
三
苦
の
中
の
一
苦
、
八
苦
の
中
の
一
苦
だ
け
な
の
で
、
苦
が
な
い
と
言
っ

て
も
よ
い
。
身
心
に
逼
迫
の
憂
苦
が
な
い
か
ら
、
極
楽
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
問
う
。『
観
無
量
寿
経
』
に
、〈
分
身
の
化
仏
・
化
菩
薩
が
極
楽
世
界
に
集
ま
っ
て
苦
の
衆
生
を
度
す
〉

と
言
う
が
、
極
楽
に
は
苦
の
衆
生
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。
極
楽
の
衆
生
に
は
苦
は
な
い
け
れ
ど

も
、
分
段
・
変
易
生
死
の
行
苦
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
妙
法
を
説
い
て
二
種
生
死
を
脱
せ
し
め
、
法
身
を

成
就
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
他
方
国
土
の
衆
生
に
対
し
て
は
、
命
終
に
来
迎
し
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
た

り
、
還
来
し
て
利
益
し
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
度
苦
衆
生
と
は
、
極
楽
の
菩
薩
に
大
悲
心
を
起
こ
さ
せ
、

極
楽
を
捨
て
て
他
方
国
土
に
生
ま
れ
、
有
縁
の
衆
生
を
教
化
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
） 

と
。

（
363
）
同
論
四
に
云
う
（『
群
疑
論
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
五
六
頁
中
～
下
）、「
問
う
。
過
去
世
に

重
罪
を
造
る
者
は
、
た
と
え
聖
果
を
得
て
も
、
な
お
悪
業
の
定
報
を
受
け
る
と
説
か
れ
る
。（
聖
果
を
得

た
後
に
投
獄
さ
れ
た
）
離
越
阿
羅
漢
の
よ
う
に
（『
雑
宝
蔵
経
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
四
、四
五
七
頁
中
）。

重
罪
を
造
っ
た
者
が
極
楽
に
往
生
し
た
場
合
、
彼
は
苦
を
受
け
る
の
か
否
か
。
答
え
。
穢
土
に
お
い
て
聖

果
を
得
た
と
し
て
も
、
穢
土
の
身
は
苦
身
で
あ
る
の
で
、
苦
果
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
た
と
え

聖
果
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
極
楽
の
身
は
浄
身
で
あ
る
。
仏
を
見
、
法
を
聞
い
て
大
乗
を
修
行
し
、
仏
の

本
願
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
苦
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
凡
夫
で
あ
っ
て
も

悪
報
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
阿
闍
世
王
が
苦
を
受
け
な
か
っ
た
よ
う
に
」（
要
約
）
と
。

（
364
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
八
頁
中
）、「
仏
智
を
疑
っ
た
た
め
に
七
宝
の
宮
殿

の
中
に
生
れ
、
何
の
罰
も
な
く
、
い
や
な
思
い
を
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
五
百
年
間
三
宝
に
遇
う
こ
と
が

で
き
ず
、
仏
を
供
養
し
た
り
善
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
が
苦
な
の
で
あ
る
」（
要
約
）

と
。
前
後
の
文
は
具
に
は
胎
生
の
中
に
尽
く
す
が
ご
と
し
（
前
後
の
文
は
、
巻
七
「

 66 

四
生
分
別
」（

 500
）
に
全
文
を
引
用
す
る
）。

（
365
）
大
阿
弥
陀
経
下
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
〇
頁
中
）、「
疑
城
の
中
は
忉
利
天
の
よ
う
に
快
適
で
あ

る
が
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
光
明
を
見
て

後
悔
し
、
歓
喜
す
る
の
み
で
、
経
を
聞
く
こ
と
も
、
極
楽
の
聖
衆
や
菩
薩
、
阿
羅
漢
の
姿
を
見
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
苦
し
み
な
の
で
あ
り
、む
し
ろ
や
や
快
適
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
」（
要
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約
）
と
。
前
後
の
文
は
具
に
は
胎
生
の
中
の
ご
と
し
（
前
後
の
文
は
、
巻
七
「

 66 

四
生
分
別
」（

 498
）
に
引
用
す
る
）。

（
366
）
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
六
四
頁
中
）、「
そ
の
世
界
の
名
は
清
浄
　
仏
は

無
量
と
名
の
ら
れ
る
　
国
土
は
平
ら
に
し
て
安
穏
　
法
楽
の
尊
者
満
ち
て
い
る
」
と
。

（
367
）
無
量
寿
経
下
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
三
頁
上
）、「
諸
仏
は
菩
薩
に
告
げ
た
ま
う
　
安
養

の
仏
を
仰
ぎ
見
よ
　
教
え
を
聞
い
て
修
行
し
て
　
は
や
く
浄
土
に
往
生
せ
よ
」
と
。

（
368
）
ま
た
云
う
（『
無
量
寿
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
三
頁
上
）、「
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
趣
い

て
　
億
の
如
来
に
給
仕
し
て
　
恭
敬
歓
喜
し
た
の
ち
に
　
安
養
国
に
帰
還
す
る
」
と
。

（
369
）
宝
積
経
第
十
八
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、
九
七
頁
上
）、「
極
楽
世
界
に
は
悪

趣
の
名
さ
え
な
く
、
煩
悩
と
い
う
言
葉
さ
え
も
な
い
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
、
八
難
、
苦
受
・
不
苦
不
楽

受
も
な
い
。
概
念
さ
え
も
な
い
の
で
、
ま
し
て
現
実
の
苦
な
ど
な
い
。
よ
っ
て
極
楽
と
名
づ
け
る
の
で
あ

る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
51 

国
土
名
号
」
に
は
、
極
楽
の
名
義
に
関
説
す
る
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
に
は
、
こ
の
問
題
が
特
に
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
し
大
文
第
二
「
欣
求
浄 

土
」
に
は
、
極
楽
の
特
徴
が
「
十
楽
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
一
々
が
極
楽
の
名
義
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
こ
と
に
第
五
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
見
え
る
、「
三
塗
苦
難
の
名
あ
る
こ
と
な
く
し
て
、

た
だ
自
然
快
楽
の
音
の
み
あ
り
」
や
、
第
六
「
快
楽
無
退
」
の
項
に
見
え
る
、「
処
は
こ
れ
不
退
な
れ
ば
、

永
く
三
途
・
八
難
の
畏
れ
を
免
れ
、
寿
も
ま
た
無
量
な
れ
ば
、
つ
ひ
に
生
老
病
死
の
苦
な
し
。
心
・
事
相

応
す
れ
ば
愛
別
離
苦
な
く
、
慈
眼
を
っ
て
等
し
く
視
れ
ば
怨
憎
会
苦
も
な
し
。
白
業
の
報
な
れ
ば
求
不
得

苦
な
く
、
金
剛
の
身
な
れ
ば
五
盛
陰
苦
も
な
し
。
一
た
び
七
宝
荘
厳
の
台
に
託
し
ぬ
れ
ば
、
長
く
三
界
苦

輪
の
海
と
別
れ
ぬ
。
も
し
別
願
あ
れ
ば
、
他
方
に
生
ず
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
自
在
の
生
滅
に
し
て
、
業
報

の
生
滅
に
は
あ
ら
ず
。
な
ほ
不
苦
・
不
楽
の
名
す
ら
な
し
。
い
か
に
い
は
ん
や
も
ろ
も
ろ
の
苦
を
や
」
等

の
論
述
は
、
極
楽
と
い
う
名
称
の
所
以
を
説
く
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
の
出
拠
を
求
め
、
さ

ら
に
議
論
を
深
め
る
た
め
に
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
51 

国
土
名
号
」
と
い
う
論
題
を
立
て
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
本
項
に
は
十
九
の
要
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
（
351
）『
阿
弥
陀
経
』
は
、「
極
楽
」
と
い
う
名
称

を
掲
げ
た
文
で
あ
り
、（
352
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
と
（
353
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
そ
の
釈
文

で
あ
る
。

　
（
354
）『
阿
弥
陀
経
』
は
、
無
苦
の
ゆ
え
に
と
い
う
極
楽
の
名
義
を
説
く
文
で
あ
り
、（
355
）
伝
基
『
阿

弥
陀
経
疏
』
と
（
356
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
は
そ
の
釈
文
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
に
は
、
四
苦
八
苦

の
有
無
や
、
憂
・
喜
・
苦
・
楽
・
捨
の
五
受
の
有
無
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
て
、『
往
生
要
集
』「
五
妙
境

界
」「
快
楽
無
退
」
の
記
述
の
拠
り
所
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
357
）『
称
讃
浄
土
経
』
は
不
退
転
の
ゆ
え
に
悪
趣
に
堕
ち
る
苦
難
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
極

楽
の
名
義
と
す
る
文
、（
358
）『
無
量
寿
経
』
は
三
途
苦
難
の
名
さ
え
な
い
こ
と
を
言
う
文
で
あ
り
、（
359
）

義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
往
生
要
集
』「
五
妙
境
界
」
の
記
述

の
拠
り
所
と
言
え
る
。

　
（
360
）
道
誾
『
観
経
疏
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
国
の
種
々
の
名
称
の
由
来
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
極
楽
の

名
義
を
論
ず
る
際
の
基
本
情
報
を
提
示
し
た
要
文
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
（
361
）『
群
疑
論
』
は
、
喜
・
楽
・
捨
の
三
受
と
八
識
と
の
相
応
関
係
を
論
ず
る
文
、（
362
）『
群
疑
論
』

は
、
三
苦
・
八
苦
の
有
無
を
論
ず
る
文
で
あ
り
、
共
に
『
往
生
要
集
』「
快
楽
無
退
」
の
議
論
を
深
め
る

意
図
で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
363
）『
群
疑
論
』
は
、
穢
土
の
聖
者
は
苦
報
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
浄
土
の
凡
夫
は
苦
報
を
受

け
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
文
で
、『
往
生
要
集
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
。

　
（
364
）『
無
量
寿
経
』（
365
）『
大
阿
弥
陀
経
』
は
、
疑
城
の
胎
宮
で
受
け
る
苦
に
つ
い
て
説
か
れ
た
文

で
あ
る
。『
安
養
集
』
は
こ
の
問
題
を
巻
七
「
四
生
分
別
」
の
項
に
お
い
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
て
い
る 

が
、
本
項
で
も
苦
受
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
、
出
拠
の
経
文
の
一
部
を
掲
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
366
）『
後
出
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
、「
清
浄
」
と
い
う
名
称
を
挙
げ
た
文
、（
367
）（
368
）『
無
量
寿
経
』
は
、 

「
安
養
」
と
い
う
名
称
を
挙
げ
た
文
で
あ
る
。（
369
）『
大
宝
積
経
』
無
量
寿
如
来
会
は
、
三
途
や
八
難
な

ど
が
な
い
こ
と
を
説
く
文
で
あ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
の
諸
訳
の
中
「
極
楽
」
と
い
う
名
称
を
あ
げ
た
唯

一
の
経
で
あ
る
こ
と
を
示
す
意
図
で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

52

　極
楽
清
泰
同
異

（
370
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
三
頁
下
～
六
四
頁
中
）、「
問
う
。
極
楽
に
は
女
人
は
い

な
い
と
説
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
鼓
音
声
王
経
』（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
五
二
頁
中
）
に
は
、〈
阿
弥
陀

仏
の
国
を
清
泰
と
言
う
。
聖
王
の
住
む
世
界
で
十
千
由
旬
四
方
の
広
さ
で
あ
る
。
仏
の
父
は
月
上
転
輪
聖

王
、
母
は
殊
勝
妙
顔
と
い
う
名
で
あ
る
〉
等
と
言
う
。
女
人
の
い
な
い
世
界
に
母
が
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
え
。
三
説
あ
る
。
第
一
に
、『
観
無
量
寿
経
』
に
は
受
用
身
の
仏
を
示
さ
れ
る
の
で
父
母
は
な
い
。
そ

れ
に
対
し
『
鼓
音
声
王
経
』
に
は
変
化
身
の
仏
が
示
さ
れ
る
。
分
段
生
死
の
者
を
教
化
す
る
た
め
、
父
母

よ
り
生
ま
れ
る
胎
生
の
仏
身
を
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
言
う
。
第
二
に
、
父
母
や
城
邑
は
仏
の
功
徳
を
表

す
譬
喩
表
現
で
あ
る
。『
維
摩
経
』（
巻
中
、『
大
正
蔵
』
一
四
、五
四
九
頁
下
）
に
、〈
智
度
は
菩
薩
の
母
、

方
便
を
も
っ
て
父
と
な
す
〉
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
清
泰
と
は
清
浄
の
法
界
を
、
城
の
広
さ
十
千

由
旬
と
は
仏
の
大
円
鏡
智
の
功
徳
を
表
し
て
い
る
。
月
上
は
金
剛
三
昧
、
殊
勝
妙
顔
は
般
若
殊
勝
を
意
味
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す
る
。
阿
弥
陀
仏
に
胎
生
の
父
母
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
第
三
に
、『
悲
華
経
』
等
に
よ
る
と
、
菩
薩
が

生
ま
れ
た
国
で
修
行
し
て
等
正
覚
を
成
就
し
た
時
、
そ
の
世
界
は
何
ら
変
化
せ
ず
、
世
界
の
名
も
時
間
も

何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
世
界
は
変
化
し
な
い
け
れ
ど
も
、
名
と
時
間
と
は
別
の
も
の

に
な
っ
た
り
、
世
界
が
変
化
し
て
以
前
よ
り
勝
れ
た
も
の
に
な
り
、
名
も
時
間
も
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
生
ま
れ
た
世
界
と
等
正
覚
を
成
就
す
る
世
界
と
が
別
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
は
菩
薩
の
発
願
の
内
容
に
よ
っ
て
生
ず
る
違
い
で
あ
る
。『
法
華
経
』
に
よ
る
と
、
龍

女
は
娑
婆
の
畜
生
道
に
生
ま
れ
、
南
方
無
垢
世
界
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
。
ま
た
華
光
如
来
は
胎
生
で
生

ま
れ
、
浄
土
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
。『
鼓
音
声
王
経
』
の
阿
弥
陀
仏
も
同
様
で
あ
る
。
清
泰
国
で
胎
生

の
身
を
受
け
、
極
楽
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
ふ
、
女
人
有
無
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
。

【
現
代
語
訳
】
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
に
云
う
、「
 86 

女
人
有
無
」
の
項
（

 655
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

浄
土
論
上
加マ

マ

才
に
云
ふ
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
に
云
う
、「
58 

国
土
」
の
項
（
423
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

観
経
記
上
興
に
云
ふ
、
女
人
有
無
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「
86 

女
人
有
無
」
の
項
（
670
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

安
楽
集
上
道
に
云
ふ
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
道
綽
『
安
楽
集
』
巻
上
に
云
う
、「
58 

国
土
」
の
項
（
417
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
ふ
、
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
云
う
、「
58 

国
土
」
の
項
（
419
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

【
考
察
】

　
本
項
「
52 

極
楽
清
泰
同
異
」
に
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
清
泰
国
と
極
楽
と
の
相
違
に
関
す
る
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
こ
の
問
題
は
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第

十
四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
問
答
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
十
四
問
答
に
、
阿
弥
陀
仏
に
極
楽
以
外
の

国
土
が
あ
る
の
か
と
問
い
を
発
し
、答
え
て
、浄
土
と
穢
土
と
が
あ
る
と
い
う『
大
智
度
論
』巻
三
十
二（『
大

正
蔵
』
二
五
、
三
〇
二
頁
下
）
の
説
を
挙
げ
る
。
次
い
で
第
十
五
問
答
で
、そ
の
穢
土
と
は
『
鼓
音
声
王
経
』

所
説
の
清
泰
国
で
あ
る
と
す
る
道
綽
『
安
楽
集
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
上
）
の
文
を
紹
介
す
る
。

次
い
で
源
信
は
第
十
六
問
答
を
設
け
、
極
楽
・
清
泰
以
外
に
も
阿
弥
陀
仏
の
国
は
あ
る
の
か
と
問
い
、
答

え
て
、
菩
薩
・
如
来
は
一
切
処
に
遍
満
す
る
の
で
、
そ
の
国
土
も
無
限
で
あ
る
と
説
く
『
華
厳
経
』
の
偈

を
二
つ
（
八
十
巻
本
の
巻
七
・
五
、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
三
五
頁
中
・
二
二
頁
中
）
引
用
す
る
。
さ
ら
に

第
十
七
問
答
に
は
、
如
来
が
世
界
中
に
遍
満
す
る
の
は
衆
生
無
辺
の
ゆ
え
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と

し
て
『
華
厳
経
』
の
偈
（
八
十
巻
本
の
巻
五
、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
二
五
頁
上
）
を
も
う
一
つ
引
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
議
論
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
52 

極
楽
清
泰
同
異
」
と
い
う
論
題
を
掲
げ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
（
370
）『
群
疑
論
』
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
三
つ
の
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
極
楽
を
受

用
土
・
清
泰
を
変
化
土
と
見
る
立
場
、
第
二
は
、
清
泰
国
に
説
か
れ
る
父
母
等
を
比
喩
的
な
表
現
と
見
る

立
場
、
第
三
は
、
阿
弥
陀
仏
は
清
泰
国
で
胎
生
の
身
を
受
け
た
後
、
極
楽
に
お
い
て
成
仏
し
た
と
す
る
立

場
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
所
掲
の
『
安
楽
集
』
の
見
解
を
補
う
論
述
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
『
安
養
集
』
が
要
文
を
提
示
す
る
の
は
こ
の
一
文
の
み
で
あ
る
が
、
続
い
て
五
つ
の
書
名
を
挙
げ
て
、

本
書
中
の
他
所
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、「
86 

女
人
有
無
」の
項
に
引
用
さ
れ
た（
655
）憬
興『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』巻
中（『
大

正
蔵
』
三
七
、
一
五
二
頁
下
～
一
五
三
頁
上
）
の
文
で
、
そ
こ
に
は
（
370
）『
群
疑
論
』
と
ほ
ぼ
同
様
の

論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
、「
58 

国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
423
）
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上 

（『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
四
頁
上
～
八
五
頁
中
）
で
は
、
変
化
土
の
例
と
し
て
清
泰
国
を
挙
げ
て
い
る
。
第

三
の
、「
86 

女
人
有
無
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
670
）
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
は
、
清
泰
国

は
阿
弥
陀
仏
の
穢
土
で
あ
る
と
言
う
。
第
四
の
、「
58
国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
417
）
道
綽
『
安
楽
集
』

巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
頁
下
～
六
頁
中
）
は
、『
往
生
要
集
』「
極
楽
依
正
」
第
十
五
問
答
に
源
信
が

引
用
し
た
箇
所
を
含
む
長
文
で
あ
る
。
第
五
の
、「
58 

国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
419
）
伝
基
『
阿
弥

陀
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
一
頁
中
～
三
一
二
頁
上
）
で
は
、
清
泰
国
を
化
土
と
見
て
い
る
。

　
（
370
）『
群
疑
論
』
の
引
用
に
続
い
て
、
右
の
五
つ
の
書
名
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に

触
れ
た
諸
文
献
を
認
知
さ
せ
、
議
論
の
展
開
を
把
握
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
安
養
集
』

の
指
示
に
従
っ
て
諸
文
献
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、（
370
）『
群
疑
論
』
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
詳

細
な
議
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
往
生
要
集
』
に
挙
げ
ら
れ
た
『
安
楽
集
』
は
、
こ
の
問
題
に
触
れ

た
最
初
の
文
献
で
あ
り
、『
群
疑
論
』が
そ
の
後
の
議
論
を
集
成
し
整
理
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

53

　上
下
分
別

（
371
）
観
無
量
寿
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
八
頁
中
）、「
娑
婆
は
不
浄
に
満
ち
た
凡
聖

同
居
穢
土
で
あ
る
。
安
養
は
清
浄
で
あ
り
、
涅
槃
に
向
か
う
正
定
聚
の
菩
薩
の
住
処
で
、
凡
聖
同
居
の
上

品
浄
土
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
372
）
同
経
顕
要
記
上
に
云
ふ
（
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「
上
品
と
は
、
し
ば
ら
く
彼

に
諸
悪
な
き
に
約
し
、
娑
婆
に
望
む
を
も
っ
て
、
上
と
云
ふ
の
み
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
に
云
う
、「
上
品
浄
土
と
は
、
極
楽
に
は
諸
悪
な
く
、
ま
た
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す
る
。
阿
弥
陀
仏
に
胎
生
の
父
母
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
第
三
に
、『
悲
華
経
』
等
に
よ
る
と
、
菩
薩
が

生
ま
れ
た
国
で
修
行
し
て
等
正
覚
を
成
就
し
た
時
、
そ
の
世
界
は
何
ら
変
化
せ
ず
、
世
界
の
名
も
時
間
も

何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
世
界
は
変
化
し
な
い
け
れ
ど
も
、
名
と
時
間
と
は
別
の
も
の

に
な
っ
た
り
、
世
界
が
変
化
し
て
以
前
よ
り
勝
れ
た
も
の
に
な
り
、
名
も
時
間
も
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
生
ま
れ
た
世
界
と
等
正
覚
を
成
就
す
る
世
界
と
が
別
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
は
菩
薩
の
発
願
の
内
容
に
よ
っ
て
生
ず
る
違
い
で
あ
る
。『
法
華
経
』
に
よ
る
と
、
龍

女
は
娑
婆
の
畜
生
道
に
生
ま
れ
、
南
方
無
垢
世
界
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
。
ま
た
華
光
如
来
は
胎
生
で
生

ま
れ
、
浄
土
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
。『
鼓
音
声
王
経
』
の
阿
弥
陀
仏
も
同
様
で
あ
る
。
清
泰
国
で
胎
生

の
身
を
受
け
、
極
楽
で
等
正
覚
を
成
就
し
た
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
ふ
、
女
人
有
無
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
。

【
現
代
語
訳
】
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
に
云
う
、「
 86 

女
人
有
無
」
の
項
（

 655
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

浄
土
論
上
加マ

マ

才
に
云
ふ
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
に
云
う
、「
58 
国
土
」
の
項
（
423
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

観
経
記
上
興
に
云
ふ
、
女
人
有
無
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「
86 

女
人
有
無
」
の
項
（
670
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

安
楽
集
上
道
に
云
ふ
、
土
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
道
綽
『
安
楽
集
』
巻
上
に
云
う
、「
58 

国
土
」
の
項
（
417
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
ふ
、
体
相
の
中
に
こ
れ
を
抄
す
る
が
ご
と
し
。

【
現
代
語
訳
】
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
云
う
、「
58 

国
土
」
の
項
（
419
）
に
抄
出
し
て
い
る
。

【
考
察
】

　
本
項
「
52 

極
楽
清
泰
同
異
」
に
は
、『
鼓
音
声
王
経
』
所
説
の
清
泰
国
と
極
楽
と
の
相
違
に
関
す
る
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
こ
の
問
題
は
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
第

十
四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
問
答
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
十
四
問
答
に
、
阿
弥
陀
仏
に
極
楽
以
外
の

国
土
が
あ
る
の
か
と
問
い
を
発
し
、答
え
て
、浄
土
と
穢
土
と
が
あ
る
と
い
う『
大
智
度
論
』巻
三
十
二（『
大

正
蔵
』
二
五
、
三
〇
二
頁
下
）
の
説
を
挙
げ
る
。
次
い
で
第
十
五
問
答
で
、そ
の
穢
土
と
は
『
鼓
音
声
王
経
』

所
説
の
清
泰
国
で
あ
る
と
す
る
道
綽
『
安
楽
集
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
上
）
の
文
を
紹
介
す
る
。

次
い
で
源
信
は
第
十
六
問
答
を
設
け
、
極
楽
・
清
泰
以
外
に
も
阿
弥
陀
仏
の
国
は
あ
る
の
か
と
問
い
、
答

え
て
、
菩
薩
・
如
来
は
一
切
処
に
遍
満
す
る
の
で
、
そ
の
国
土
も
無
限
で
あ
る
と
説
く
『
華
厳
経
』
の
偈

を
二
つ
（
八
十
巻
本
の
巻
七
・
五
、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
三
五
頁
中
・
二
二
頁
中
）
引
用
す
る
。
さ
ら
に

第
十
七
問
答
に
は
、
如
来
が
世
界
中
に
遍
満
す
る
の
は
衆
生
無
辺
の
ゆ
え
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と

し
て
『
華
厳
経
』
の
偈
（
八
十
巻
本
の
巻
五
、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
二
五
頁
上
）
を
も
う
一
つ
引
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
議
論
を
承
け
て
『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
52 

極
楽
清
泰
同
異
」
と
い
う
論
題
を
掲
げ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
（
370
）『
群
疑
論
』
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
三
つ
の
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
極
楽
を
受

用
土
・
清
泰
を
変
化
土
と
見
る
立
場
、
第
二
は
、
清
泰
国
に
説
か
れ
る
父
母
等
を
比
喩
的
な
表
現
と
見
る

立
場
、
第
三
は
、
阿
弥
陀
仏
は
清
泰
国
で
胎
生
の
身
を
受
け
た
後
、
極
楽
に
お
い
て
成
仏
し
た
と
す
る
立

場
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
所
掲
の
『
安
楽
集
』
の
見
解
を
補
う
論
述
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
『
安
養
集
』
が
要
文
を
提
示
す
る
の
は
こ
の
一
文
の
み
で
あ
る
が
、
続
い
て
五
つ
の
書
名
を
挙
げ
て
、

本
書
中
の
他
所
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、「
86 

女
人
有
無
」の
項
に
引
用
さ
れ
た（
655
）憬
興『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』巻
中（『
大

正
蔵
』
三
七
、
一
五
二
頁
下
～
一
五
三
頁
上
）
の
文
で
、
そ
こ
に
は
（
370
）『
群
疑
論
』
と
ほ
ぼ
同
様
の

論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
、「
58 

国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
423
）
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上 

（『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
四
頁
上
～
八
五
頁
中
）
で
は
、
変
化
土
の
例
と
し
て
清
泰
国
を
挙
げ
て
い
る
。
第

三
の
、「
86 

女
人
有
無
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
670
）
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
（
古
逸
）
に
は
、
清
泰
国

は
阿
弥
陀
仏
の
穢
土
で
あ
る
と
言
う
。
第
四
の
、「
58
国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
417
）
道
綽
『
安
楽
集
』

巻
上
（『
大
正
蔵
』
四
七
、五
頁
下
～
六
頁
中
）
は
、『
往
生
要
集
』「
極
楽
依
正
」
第
十
五
問
答
に
源
信
が

引
用
し
た
箇
所
を
含
む
長
文
で
あ
る
。
第
五
の
、「
58 

国
土
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
（
419
）
伝
基
『
阿
弥

陀
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、三
一
一
頁
中
～
三
一
二
頁
上
）
で
は
、
清
泰
国
を
化
土
と
見
て
い
る
。

　
（
370
）『
群
疑
論
』
の
引
用
に
続
い
て
、
右
の
五
つ
の
書
名
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に

触
れ
た
諸
文
献
を
認
知
さ
せ
、
議
論
の
展
開
を
把
握
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
安
養
集
』

の
指
示
に
従
っ
て
諸
文
献
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、（
370
）『
群
疑
論
』
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
詳

細
な
議
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
往
生
要
集
』
に
挙
げ
ら
れ
た
『
安
楽
集
』
は
、
こ
の
問
題
に
触
れ

た
最
初
の
文
献
で
あ
り
、『
群
疑
論
』が
そ
の
後
の
議
論
を
集
成
し
整
理
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

53

　上
下
分
別

（
371
）
観
無
量
寿
経
疏
天
台
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
八
頁
中
）、「
娑
婆
は
不
浄
に
満
ち
た
凡
聖

同
居
穢
土
で
あ
る
。
安
養
は
清
浄
で
あ
り
、
涅
槃
に
向
か
う
正
定
聚
の
菩
薩
の
住
処
で
、
凡
聖
同
居
の
上

品
浄
土
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
372
）
同
経
顕
要
記
上
に
云
ふ
（
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「
上
品
と
は
、
し
ば
ら
く
彼

に
諸
悪
な
き
に
約
し
、
娑
婆
に
望
む
を
も
っ
て
、
上
と
云
ふ
の
み
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
源
清
『
観
経
疏
顕
要
記
』
巻
上
に
云
う
、「
上
品
浄
土
と
は
、
極
楽
に
は
諸
悪
な
く
、
ま
た
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娑
婆
に
較
べ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
上
品
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。」

（
373
）阿
弥
陀
経
義
記
天
台（『
大
正
蔵
』三
七
、
三
〇
六
頁
下
）、「
依
報
に
つ
い
て
、ま
ず
遠
近
を
明
か
し
て
、

〈
こ
こ
よ
り
西
方
、
十
万
億
仏
土
を
過
ぎ
て
、
極
楽
と
い
う
国
が
あ
る
〉
と
言
う
。
賢
首
世
界
に
較
べ
れ

ば
下
品
で
あ
る
が
、
娑
婆
に
較
べ
て
極
楽
と
言
う
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
374
）
同
経
略
記
に
云
う
（
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』、『
大
正
蔵
』
五
七
、
六
七
九
頁
下
～
六
八
〇
頁
上
）、 

「
問
う
。
諸
仏
浄
土
の
中
で
は
極
楽
は
下
位
だ
と
言
わ
れ
る
の
に
、
専
ら
極
楽
へ
の
往
生
を
勧
め
る
の
は

な
ぜ
か
。
答
え
。
極
楽
に
は
あ
ら
ゆ
る
浄
土
の
荘
厳
が
備
わ
っ
て
い
る
。
決
し
て
下
位
で
は
な
い
。

　
問
う
。『
華
厳
経
』
寿
量
品
（
八
十
巻
本
巻
四
十
五
、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
二
四
一
頁
上
～
中
）
に
は
、 

〈
娑
婆
の
一
劫
は
極
楽
の
一
日
、
極
楽
の
一
劫
は
袈
裟
幢
世
界
の
一
日
に
当
た
り
、
乃
至
最
後
世
界
の
一

劫
が
勝
蓮
華
世
界
の
一
日
に
当
た
る
〉
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
極
楽
が
下
品
世
界
で
は
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
答
え
。
勝
蓮
華
世
界
以
下
の
諸
国
に
較
べ
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
国
土
の
中
で

は
そ
う
で
は
な
い
。
天
台
の
義
記
に
も
、
賢
首
世
界
に
較
べ
れ
ば
下
品
で
あ
る
が
、
娑
婆
に
較
べ
て
極
楽

と
言
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
賢
首
は
勝
蓮
華
国
の
仏
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
375
）
無
量
寿
経
上
に
法
蔵
比
丘
の
願
を
説
く
中
に
云
う
（
讃
仏
偈
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
六
七
頁
中
）、 

「
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
国
を
　
　
残
ら
ず
照
ら
し
尽
く
し
た
い
　
　
成
仏
と
げ
た
そ
の
時
は
　
　
最
高
の
国

を
建
立
し
　
　
す
べ
て
の
人
を
摂
め
取
り
　
清
浄
安
穏
与
え
た
い
」（
要
約
）
と
。

（
376
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
寂
法
師
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
浄
土
を
求
む
る 

中
、
二
頌
に
は
多
仏
国
を
挙
げ
、
三
頌
に
は
自
土
の
勝
な
る
を
願
ふ
。
身
を
求
む
る
中
に
は
、
余
仏
と
斉

し
き
を
願
ふ
、
土
を
求
む
る
中
に
は
、
余
土
に
勝
る
を
願
ふ
。
身
の
中
に
は
、
実
徳
に
約
す
る
が
ゆ
ゑ
に

余
聖
と
斉
し
き
を
求
め
、
土
の
中
に
は
、
化
の
宜
し
き
に
拠
る
が
ゆ
ゑ
に
、
余
土
に
勝
る
を
求
む
。
こ
れ

互
に
倚よ

っ
て
義
顕
は
る
も
、
理
は
す
な
は
ち
斉
し
き
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
法
蔵
菩
薩
が
浄
土
建
立
の
願
い
を
立
て
る
中
、

第
二
頌
に
は
多
仏
国
を
挙
げ
、
第
三
頌
に
は
自
ら
の
国
土
の
勝
を
願
わ
れ
る
。
仏
身
を
求
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
諸
仏
と
等
し
い
身
を
願
い
、
仏
土
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
諸
仏
国
土
よ
り
も
勝
れ
た
世
界
を

願
わ
れ
る
。
仏
身
は
、
真
実
功
徳
と
い
う
観
点
か
ら
諸
仏
と
等
し
い
身
を
求
め
、
仏
土
は
、
衆
生
教
化
を

自
在
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
観
点
か
ら
諸
仏
国
土
よ
り
も
勝
れ
た
機
能
を
求
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
身
と
土
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
道
理
は
一
貫
し
て
い
る
」
と
。

（
377
）
同
経
連
義
述
文
賛
中
に
云
う
撔マ

マ

興
（
憬
興
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
四
九
頁
上
）、「
経
の
、〈
譬
如
恒

沙
〉
よ
り
〈
威
神
難
量
〉
ま
で
は
、
第
二
に
浄
土
の
果
を
明
か
す
、
三
段
の
初
段
に
当
た
り
、
諸
仏
の
国

土
を
讃
え
て
い
る
。
…
中
略
… 

経
の
、〈
令
我
作
仏
〉
よ
り
〈
而
無
等
雙
〉
ま
で
は
、
第
二
段
に
当
た
り
、

浄
土
の
建
立
を
願
っ
て
い
る
。
極
楽
の
衆
・
座
・
快
楽
が
第
一
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第

一
と
は
、
極
楽
よ
り
も
劣
っ
た
世
界
に
対
す
る
表
現
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
『
華
厳
経
』
の
教
説
に

違
う
こ
と
に
な
る
」（
要
約
）
と
。

（
378
）
平
等
覚
経
上
に
言
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
〇
頁
中
～
下
）、「
恒
河
沙
ほ
ど
の
仏
国
を
　
　

残
ら
ず
照
ら
し
尽
く
し
た
い
　
　
成
仏
と
げ
た
そ
の
時
は
　
　
最
高
の
国
を
建
立
せ
ん
」（
要
約
）
と
。

（
379
）
宝
積
経
第
十
七
無
量
寿
会
の
一
に
云
う
（
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、九
三
頁
上
）、「
大
光

明
の
徳
を
得
て
　
　
恒
沙
の
仏
国
照
ら
し
だ
し
　
　
勝
進
力
を
傾
け
て
　
無
双
の
浄
土
を
建
立
せ
ん
」（
要

約
）
と
。

（
380
）
大
阿
弥
陀
（
＋
経
上
に
云
う
？
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
八
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
の
国
は
、
諸
仏

の
国
の
ど
こ
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
因
位
の
時
の
立
て
ら
れ
た
誓
願
が
す
ば
ら
し
く
、
ま
た
精
進

邁
進
し
て
功
徳
を
か
さ
ね
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
381
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
二
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
九
頁
下
）、「
無
量
清
浄
仏
の
国
は
、
諸
仏

の
国
の
ど
こ
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
因
位
の
時
の
立
て
ら
れ
た
誓
願
が
す
ば
ら
し
く
、
ま
た
精
進

邁
進
し
て
功
徳
を
か
さ
ね
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
382
）
無
量
寿
経
上
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
阿
弥
陀
仏
の
国
土
は
、
七
宝
が
自
然

に
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
限
り
が
な
い
。
第
六
天
上
の
宝
玉
の
よ
う
に
、
清
ら

か
に
輝
く
荘
厳
は
、
他
の
ど
の
世
界
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
383
）
同
経
義
疏
法
位
上
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
、
古
逸
）、「〈
清
浄
〉
の
下
は
、
諸
方

に
比
ぶ
る
も
の
な
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
に
云
う
、「〈
清
浄
〉
以
下
は
、
ど
こ
よ
り
も
勝
れ
て
い
る

こ
と
を
言
う
」

（
384
）
同
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
悲
華
経
に
説
く
、 

〈
観
世
音
菩
薩
、
発
願
し
て
言
は
く
、
乃
至 

宝
蔵
如
来
、
す
な
は
ち
授
記
し
て
云
ふ
、
無
量
寿
仏
、
般
涅

槃
し
を
は
り
て
、
第
二
の
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫
の
後
分
の
、
初
夜
分
の
中
に
、
正
法
滅
尽
す
。
後
夜
分
の

中
に
、
土
、
転
じ
て
一
切
珍
宝
所
成
就
世
界
と
名
づ
け
、
所
有
の
種
々
の
荘
厳
、
無
量
無
辺
な
り
。
安
楽

世
界
も
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
汝
、
後
夜
に
金
剛
座
に
坐
し
、
一
念
の
中
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

を
成
じ
、
遍
出
一
切
光
明
功
徳
山
王
如
来
と
号
す
〉
と
。
ま
た
云
ふ
。
問
ふ
。
も
し
法
蔵
比
丘
、
そ
の
時

す
で
に
証
発
心
を
発
さ
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
論
に
、〈
法
積
比
丘
は
功
徳
力
薄
く
、
上
妙
の
国
土
を
見
る
こ

と
あ
た
は
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
阿
弥
陀
国
は
華
積
世
界
に
し
か
ず
〉
と
云
ふ
や
。
答
ふ
。
国
土
の
勝
劣
は
、

そ
の
義
不
定
な
り
。
彼
は
上
位
の
所
見
に
望
む
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
華
積
世
界
に
し
か
ず
。
そ
の
時
は
じ
め
て

初
地
の
位
に
登
る
が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
先
づ
た
め
に
二
百
一
十
億
の
土
を
説
く
、
こ
の
時
、
い
ま
だ
初
地
の

位
に
登
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「『
悲
華
経
』
に
説
く
（
巻
三
、『
大
正
蔵
』
三
、

一
八
六
頁
上
）、〈
観
世
音
菩
薩
が
発
願
し
て
言
う
、
…
中
略
… 

宝
蔵
如
来
が
授
記
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
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無
量
寿
仏
が
般
涅
槃
さ
れ
て
か
ら
、
第
二
の
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
た
後
、
初
夜
の
時
に
正
法
が
滅

尽
し
、
後
夜
の
時
に
は
、
国
土
が
変
化
し
て
、
一
切
珍
宝
所
成
就
世
界
と
な
る
。
そ
の
荘
厳
の
す
ば
ら
し

さ
は
、
安
楽
世
界
も
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
汝
は
そ
の
後
夜
の
時
に
金
剛
座
に
坐
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
無
上
の
悟
り
を
成
就
し
、
遍
出
一
切
光
明
功
徳
山
王
如
来
と
名
の
る
で
あ
ろ
う
〉
と
。

　
ま
た
云
う
。
問
う
。
も
し
法
蔵
比
丘
が
こ
の
時
す
で
に
証
発
心
を
発
し
て
い
る
と
す
る
と
、
論
（『
大

智
度
論
』
巻
十
、『
大
正
蔵
』
二
五
、一
三
四
頁
中
）
に
は
な
ぜ
、〈
法
積
比
丘
は
功
徳
力
が
薄
く
、
上
妙

の
国
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
阿
弥
陀
の
国
は
華
積
世
界
に
及
ば
な
い
〉と
説
か
れ
る
の
か
。

答
え
。
国
土
の
勝
劣
は
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
で
は
上
位
の
菩
薩
が
見
る
世
界
の
こ

と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
華
積
世
界
に
は
及
ば
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
法
蔵
比
丘

が
初
め
て
初
地
位
に
到
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
如
来
が
法
蔵
比

丘
に
二
百
一
十
億
の
仏
土
の
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
法
蔵
比
丘
は
、
初
地
位
に
到
達
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

（
385
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
一
一
頁
下
）、「『
華
厳
経
』
に
、〈
娑
婆
の
一
劫
は

極
楽
の
一
日
、
極
楽
の
一
劫
は
袈
裟
幢
世
界
の
一
日
に
当
た
る
〉
と
言
う
。『
首
楞
厳
経
』
に
は
、〈
文
殊

は
未
来
に
南
方
で
成
仏
し
て
普
現
色
身
と
名
の
る
。
そ
の
国
土
は
阿
弥
陀
の
国
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
〉
と

言
う
。『
観
音
授
記
経
』
に
は
、〈
金
光
師
子
遊
戯
仏
の
国
土
や
観
世
音
が
未
来
に
成
仏
す
る
国
土
は
、
阿

弥
陀
仏
の
国
土
よ
り
も
ず
っ
と
勝
れ
て
い
る
〉
と
云
う
」（
要
約
）
と
。

（
386
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
中
～
下
）、「
そ
の
時
世
尊
は
、
眉
間
よ
り
光

を
放
た
れ
た
。
そ
の
光
は
十
方
世
界
を
隈
な
く
照
ら
し
て
世
尊
の
頭
上
に
と
ど
ま
り
、
須
弥
山
の
形
を
し

た
黄
金
の
光
の
台
を
現
出
し
た
。
世
尊
は
、
そ
の
光
台
の
上
に
す
べ
て
の
仏
国
土
を
現
し
て
、
韋
提
希
に

見
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
見
た
韋
提
希
が
、〈
こ
の
中
、
私
は
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生
ま
れ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法
を
お
教
え
く
だ
さ
い
〉
と
言
っ
た
」（
要
約
）
と
。

（
387
）
同
経
義
疏
に
云
う
恵
遠
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
本
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
八
頁
上
）、「
問
う
。

釈
尊
は
な
ぜ
極
楽
だ
け
を
現
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
答
え
。
す
べ
て
の
国
土
を
現
さ
な
け
れ
ば
、
極
楽

が
最
勝
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
甚
深
の
願
い
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
誾
疏
こ
れ
と
同
じ
（
道
誾
『
観
経
疏
』、
古
逸
）。

（
388
）
観
無
量
寿
経
序
分
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
五
八
頁
中
）、「
以
下
は
、
韋
提
希
が
見

た
十
方
仏
国
の
中
、
極
楽
荘
厳
が
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。
だ
か
ら
極
楽
に
生
ま
れ
た
い
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
十
方
諸
仏
国
は
、
同
じ
く
浄
土
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
優
劣
が
あ
る
の
か
。
答
え
。

浄
土
の
優
劣
は
凡
夫
に
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
仏
は
、
我
ら
の
機
根
に
応
じ
て
利
益
を
施
す
た
め
に
、

極
楽
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
389
）
ま
た
同
経
義
疏
に
云
う
恵
遠
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
二
頁
下
）、「
仏

国
土
に
は
麁
妙
の
差
別
が
あ
る
。
麁
処
に
は
小
乗
が
雑
し
、
分
段
生
死
の
凡
夫
も
い
る
。
妙
処
は
大
乗
の

み
で
、
変
易
生
死
の
聖
人
だ
け
が
い
る
。
極
楽
は
浄
土
の
中
で
は
麁
処
で
あ
る
。
も
っ
と
上
が
あ
る
。
こ

の
経
に
は
説
か
れ
な
い
が
、『
花
厳
』
に
は
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
390
）
浄
土
論
上
に
云
う
加マ

マ

才
（
迦
才
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
六
頁
上
～
中
）、「
東
方
妙
喜
世
界
な
ど
は

下
の
浄
土
で
男
女
が
混
在
し
て
い
る
。
西
方
極
楽
世
界
は
中
の
浄
土
で
、
二
乗
が
混
在
し
て
い
る
。
上
方

衆
香
世
界
は
上
の
浄
土
で
、
二
乗
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
三
段
階
の
浄
土
は
み
な
欲
界
の
中
に
あ
る
。
人
・

天
別
住
の
処
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
色
界
だ
と
天
の
み
で
人
は
な
い
し
、
三
界
の
外
だ
と
人
天
の
住
処
は

な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
浄
土
に
三
段
階
あ
る
よ
う
に
、
穢
土
に
も
三
段
階
が
あ
る
。
斯
訶
は
中
の
穢

土
で
、
三
角
の
沙
石
ば
か
り
で
、
雨
は
年
に
二
度
し
か
降
ら
な
い
。
草
を
食
い
樹
皮
を
着
て
、
生
き
る
こ

と
も
死
ぬ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
下
の
穢
土
は
、善
悪
の
区
別
な
く
虎
狼
毒
蛇
に
食
わ
れ
る
。
娑
婆
は
、

仏
が
世
に
出
で
、
菩
提
心
を
発
す
人
も
あ
る
。
地
よ
り
作
物
が
生
じ
、
人
に
は
礼
儀
が
あ
る
、
上
の
穢
土

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
53 

上
下
分
別
」
に
は
、
十
方
諸
仏
国
土
の
中
で
の
極
楽
浄
土
の
位
置
に
つ
い
て
議
論
す
る
た

め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
項
に
扱
う
の
は
い
わ
ゆ
る
三
身
三
土
の
判
別
に
関
す
る
議
論
で
は
な
い
。
三
身
三
土
の
判
別
は
、『
安

養
集
』
巻
六
「
58 

国
土
」
お
よ
び
巻
八
「
71 

三
身
分
別
」
の
項
に
扱
わ
れ
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』『
無

量
寿
経
』
等
に
説
く
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
が
法
・
報
・
応
の
三
身
三
土
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
論
ず
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」

の
第
一
問
答
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
源
信
は
、
天
台
や
浄
影
の
応
身
応
土
説
と
、
道
綽
の
報
身
報
土
説
と
を

挙
げ
て
い
る
。

　
『
安
養
集
』
が
本
項
「
53 

上
下
分
別
」
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
極
楽
は
十
方
諸

仏
の
国
土
と
較
べ
て
、
上
位
に
位
置
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
下
位
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
に
お
い
て
、
諸
仏
の
浄
土
に
は

優
劣
の
差
別
が
な
い
と
説
か
れ
る
の
に
、
な
ぜ
ひ
た
す
ら
極
楽
の
み
を
誉
め
讃
え
、
往
生
極
楽
だ
け
を
勧

め
る
の
か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て
、
ど
こ
も
同
じ
だ
が
、
心
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
極
楽
一
つ

だ
け
を
選
ぶ
の
で
あ
る
と
言
い
、
加
え
て
、
阿
弥
陀
仏
と
娑
婆
の
衆
生
と
は
特
に
縁
が
深
い
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
文
証
と
し
て
、
第
一
に
『
十
疑
論
』
よ
り
、
本
願
に
よ
る
救
済
（『
無
量
寿
経
』）

と
光
明
摂
取
（『
観
無
量
寿
経
』）、
お
よ
び
法
滅
後
の
留
経
（『
無
量
寿
経
』）
を
説
く
文
を
引
用
し
、
第

二
に
『
西
方
要
決
』
よ
り
、
重
ね
て
法
滅
後
の
留
経
（『
無
量
寿
経
』）
を
説
く
文
、
第
三
に
『
群
疑
論
』
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無
量
寿
仏
が
般
涅
槃
さ
れ
て
か
ら
、
第
二
の
恒
河
沙
等
阿
僧
祇
劫
を
過
ぎ
た
後
、
初
夜
の
時
に
正
法
が
滅

尽
し
、
後
夜
の
時
に
は
、
国
土
が
変
化
し
て
、
一
切
珍
宝
所
成
就
世
界
と
な
る
。
そ
の
荘
厳
の
す
ば
ら
し

さ
は
、
安
楽
世
界
も
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
汝
は
そ
の
後
夜
の
時
に
金
剛
座
に
坐
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
無
上
の
悟
り
を
成
就
し
、
遍
出
一
切
光
明
功
徳
山
王
如
来
と
名
の
る
で
あ
ろ
う
〉
と
。

　
ま
た
云
う
。
問
う
。
も
し
法
蔵
比
丘
が
こ
の
時
す
で
に
証
発
心
を
発
し
て
い
る
と
す
る
と
、
論
（『
大

智
度
論
』
巻
十
、『
大
正
蔵
』
二
五
、一
三
四
頁
中
）
に
は
な
ぜ
、〈
法
積
比
丘
は
功
徳
力
が
薄
く
、
上
妙

の
国
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
阿
弥
陀
の
国
は
華
積
世
界
に
及
ば
な
い
〉と
説
か
れ
る
の
か
。

答
え
。
国
土
の
勝
劣
は
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
で
は
上
位
の
菩
薩
が
見
る
世
界
の
こ

と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
華
積
世
界
に
は
及
ば
な
い
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
法
蔵
比
丘

が
初
め
て
初
地
位
に
到
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
如
来
が
法
蔵
比

丘
に
二
百
一
十
億
の
仏
土
の
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
法
蔵
比
丘
は
、
初
地
位
に
到
達
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

（
385
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
一
一
頁
下
）、「『
華
厳
経
』
に
、〈
娑
婆
の
一
劫
は

極
楽
の
一
日
、
極
楽
の
一
劫
は
袈
裟
幢
世
界
の
一
日
に
当
た
る
〉
と
言
う
。『
首
楞
厳
経
』
に
は
、〈
文
殊

は
未
来
に
南
方
で
成
仏
し
て
普
現
色
身
と
名
の
る
。
そ
の
国
土
は
阿
弥
陀
の
国
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
〉
と

言
う
。『
観
音
授
記
経
』
に
は
、〈
金
光
師
子
遊
戯
仏
の
国
土
や
観
世
音
が
未
来
に
成
仏
す
る
国
土
は
、
阿

弥
陀
仏
の
国
土
よ
り
も
ず
っ
と
勝
れ
て
い
る
〉
と
云
う
」（
要
約
）
と
。

（
386
）
観
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
一
頁
中
～
下
）、「
そ
の
時
世
尊
は
、
眉
間
よ
り
光

を
放
た
れ
た
。
そ
の
光
は
十
方
世
界
を
隈
な
く
照
ら
し
て
世
尊
の
頭
上
に
と
ど
ま
り
、
須
弥
山
の
形
を
し

た
黄
金
の
光
の
台
を
現
出
し
た
。
世
尊
は
、
そ
の
光
台
の
上
に
す
べ
て
の
仏
国
土
を
現
し
て
、
韋
提
希
に

見
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
見
た
韋
提
希
が
、〈
こ
の
中
、
私
は
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所
に
生
ま
れ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法
を
お
教
え
く
だ
さ
い
〉
と
言
っ
た
」（
要
約
）
と
。

（
387
）
同
経
義
疏
に
云
う
恵
遠
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
本
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
八
頁
上
）、「
問
う
。

釈
尊
は
な
ぜ
極
楽
だ
け
を
現
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
答
え
。
す
べ
て
の
国
土
を
現
さ
な
け
れ
ば
、
極
楽

が
最
勝
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
甚
深
の
願
い
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
誾
疏
こ
れ
と
同
じ
（
道
誾
『
観
経
疏
』、
古
逸
）。

（
388
）
観
無
量
寿
経
序
分
義
に
云
う
善
導
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
五
八
頁
中
）、「
以
下
は
、
韋
提
希
が
見

た
十
方
仏
国
の
中
、
極
楽
荘
厳
が
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。
だ
か
ら
極
楽
に
生
ま
れ
た
い
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
十
方
諸
仏
国
は
、
同
じ
く
浄
土
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
優
劣
が
あ
る
の
か
。
答
え
。

浄
土
の
優
劣
は
凡
夫
に
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
仏
は
、
我
ら
の
機
根
に
応
じ
て
利
益
を
施
す
た
め
に
、

極
楽
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
要
約
）
と
。

（
389
）
ま
た
同
経
義
疏
に
云
う
恵
遠
（
浄
影
『
観
経
義
疏
』
末
、『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
八
二
頁
下
）、「
仏

国
土
に
は
麁
妙
の
差
別
が
あ
る
。
麁
処
に
は
小
乗
が
雑
し
、
分
段
生
死
の
凡
夫
も
い
る
。
妙
処
は
大
乗
の

み
で
、
変
易
生
死
の
聖
人
だ
け
が
い
る
。
極
楽
は
浄
土
の
中
で
は
麁
処
で
あ
る
。
も
っ
と
上
が
あ
る
。
こ

の
経
に
は
説
か
れ
な
い
が
、『
花
厳
』
に
は
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
」（
要
約
）
と
。

（
390
）
浄
土
論
上
に
云
う
加マ

マ

才
（
迦
才
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
六
頁
上
～
中
）、「
東
方
妙
喜
世
界
な
ど
は

下
の
浄
土
で
男
女
が
混
在
し
て
い
る
。
西
方
極
楽
世
界
は
中
の
浄
土
で
、
二
乗
が
混
在
し
て
い
る
。
上
方

衆
香
世
界
は
上
の
浄
土
で
、
二
乗
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
三
段
階
の
浄
土
は
み
な
欲
界
の
中
に
あ
る
。
人
・

天
別
住
の
処
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
色
界
だ
と
天
の
み
で
人
は
な
い
し
、
三
界
の
外
だ
と
人
天
の
住
処
は

な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
浄
土
に
三
段
階
あ
る
よ
う
に
、
穢
土
に
も
三
段
階
が
あ
る
。
斯
訶
は
中
の
穢

土
で
、
三
角
の
沙
石
ば
か
り
で
、
雨
は
年
に
二
度
し
か
降
ら
な
い
。
草
を
食
い
樹
皮
を
着
て
、
生
き
る
こ

と
も
死
ぬ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
下
の
穢
土
は
、善
悪
の
区
別
な
く
虎
狼
毒
蛇
に
食
わ
れ
る
。
娑
婆
は
、

仏
が
世
に
出
で
、
菩
提
心
を
発
す
人
も
あ
る
。
地
よ
り
作
物
が
生
じ
、
人
に
は
礼
儀
が
あ
る
、
上
の
穢
土

で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
53 

上
下
分
別
」
に
は
、
十
方
諸
仏
国
土
の
中
で
の
極
楽
浄
土
の
位
置
に
つ
い
て
議
論
す
る
た

め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
項
に
扱
う
の
は
い
わ
ゆ
る
三
身
三
土
の
判
別
に
関
す
る
議
論
で
は
な
い
。
三
身
三
土
の
判
別
は
、『
安

養
集
』
巻
六
「
58 

国
土
」
お
よ
び
巻
八
「
71 

三
身
分
別
」
の
項
に
扱
わ
れ
て
い
る
。『
観
無
量
寿
経
』『
無

量
寿
経
』
等
に
説
く
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
が
法
・
報
・
応
の
三
身
三
土
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
論
ず
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
議
論
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」

の
第
一
問
答
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
源
信
は
、
天
台
や
浄
影
の
応
身
応
土
説
と
、
道
綽
の
報
身
報
土
説
と
を

挙
げ
て
い
る
。

　
『
安
養
集
』
が
本
項
「
53 

上
下
分
別
」
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
極
楽
は
十
方
諸

仏
の
国
土
と
較
べ
て
、
上
位
に
位
置
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
下
位
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
『
往
生
要
集
』
で
は
、
大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
の
第
一
「
対
十
方
」
に
お
い
て
、
諸
仏
の
浄
土
に
は

優
劣
の
差
別
が
な
い
と
説
か
れ
る
の
に
、
な
ぜ
ひ
た
す
ら
極
楽
の
み
を
誉
め
讃
え
、
往
生
極
楽
だ
け
を
勧

め
る
の
か
と
問
い
を
発
し
、
答
え
て
、
ど
こ
も
同
じ
だ
が
、
心
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
極
楽
一
つ

だ
け
を
選
ぶ
の
で
あ
る
と
言
い
、
加
え
て
、
阿
弥
陀
仏
と
娑
婆
の
衆
生
と
は
特
に
縁
が
深
い
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
文
証
と
し
て
、
第
一
に
『
十
疑
論
』
よ
り
、
本
願
に
よ
る
救
済
（『
無
量
寿
経
』）

と
光
明
摂
取
（『
観
無
量
寿
経
』）、
お
よ
び
法
滅
後
の
留
経
（『
無
量
寿
経
』）
を
説
く
文
を
引
用
し
、
第

二
に
『
西
方
要
決
』
よ
り
、
重
ね
て
法
滅
後
の
留
経
（『
無
量
寿
経
』）
を
説
く
文
、
第
三
に
『
群
疑
論
』
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よ
り
、
阿
弥
陀
仏
が
娑
婆
の
衆
生
と
縁
が
深
い
の
で
名
を
称
え
て
念
ず
れ
ば
三
昧
の
境
地
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
（『
般
舟
三
昧
経
』）
こ
と
を
説
く
文
を
引
用
し
、
最
後
に
、
観
音
・
勢
至
は
も
と
娑
婆
で
修
行
し

た
と
い
う
説
（『
無
量
寿
経
』）
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
極
楽
と
十
方
と
の
対
比
を
述
べ
た
箇
所

は
な
い
。『
往
生
要
集
』
で
は
、
極
楽
と
十
方
諸
仏
国
土
と
の
優
劣
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
但
し
源
信
は
、
晩
年
に
顕
わ
し
た
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
そ
の
文
は

『
安
養
集
』
が
本
項
に
引
用
し
て
い
る
。

　
本
項
所
引
の
（
374
）『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
は
、諸
仏
浄
土
の
中
で
は
極
楽
は
下
位
だ
と
言
わ
れ
る
の
に
、

な
ぜ
専
ら
極
楽
へ
の
往
生
を
勧
め
る
の
か
と
問
い
、『
華
厳
経
』
寿
量
品
の
文
を
挙
げ
て
、
勝
蓮
華
世
界

以
下
の
諸
国
に
較
べ
れ
ば
下
品
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
仏
国
土
の
中
で
は
決
し
て
下
位
で
は
な
い
と
答
え

て
い
る
。

　
こ
の
文
を
き
っ
か
け
と
し
て
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
上
下
分
別
」
と
い
う
論
題
を
立
て
た
と
言
え 

よ
う
。

　
（
371
）
天
台
『
観
経
疏
』
に
は
、
極
楽
は
凡
聖
同
居
上
品
浄
土
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
天
台
浄
土
教

の
基
本
的
立
場
を
示
す
文
で
あ
り
、
三
身
三
土
義
で
も
出
拠
の
要
文
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。（
372
）
源
清 

『
観
経
疏
顕
要
記
』は（
371
）の
釈
文
で
、上
品
と
は
娑
婆
に
較
べ
て
上
品
と
言
う
の
み
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

こ
れ
は
（
374
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
と
同
じ
立
場
で
、
源
信
の
論
述
の
拠
り
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

も
の
と
言
え
る
。

　
（
373
）
天
台
『
阿
弥
陀
経
義
記
』
に
は
、
極
楽
は
賢
首
世
界
に
較
べ
れ
ば
下
品
だ
が
、
娑
婆
に
較
べ
て

極
楽
と
言
う
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
374
）
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
は
、
そ
の
釈
文
で
あ
る
。

以
上
の
四
文
は
、
源
信
の
見
解
お
よ
び
そ
の
拠
り
所
と
な
っ
た
要
文
で
あ
る
。

　
次
い
で
（
375
）
以
降
に
は
、
源
信
が
言
及
し
な
か
っ
た
『
無
量
寿
経
』
の
教
説
と
、
そ
の
関
連
の
要
文

が
並
ん
で
い
る
。（
375
）『
無
量
寿
経
』
は
讃
仏
偈
の
一
節
で
、
極
楽
が
諸
仏
国
中
第
一
で
あ
る
こ
と
を
説

く
部
分
で
あ
る
。（
376
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
と
（
377
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、

そ
の
釈
文
で
、
共
に
極
楽
の
優
位
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
憬
興
は
『
華
厳
経
』
の
文
に
触
れ
て
、
極

楽
が
最
高
で
は
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
。（
378
）『
平
等
覚
経
』（
379
）『
大
宝
積
経
』無
量
寿
如
来
会
は
、

讃
仏
偈
の
異
訳
で
あ
る
。（
380
）『
大
阿
弥
陀
経
』（
381
）『
平
等
覚
経
』（
382
）『
無
量
寿
経
』
に
は
、
極
楽

が
諸
仏
国
土
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。（
383
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
は
（
382
）

の
釈
文
で
あ
る
。
以
上
九
文
は
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
極
楽
の
優
位
を
主
張
す
る
要
文
で
あ
る
。

　
次
の
（
384
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、
右
の
九
文
と
は
違
っ
た
観
点
を
示
す
文
で
、『
悲
華
経
』 

や
『
大
智
度
論
』
に
よ
っ
て
、極
楽
世
界
が
最
高
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。（
385
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経 

疏
』
も
、『
華
厳
経
』
や
『
観
音
授
記
経
』
に
よ
っ
て
、
極
楽
よ
り
も
上
位
の
仏
土
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。

就
中
『
華
厳
経
』
の
文
は
、
極
楽
を
低
く
評
価
す
る
際
の
典
拠
と
し
て
、
隋
唐
以
来
し
ば
し
ば
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
て
、
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
（
384
）（
385
）
は
、
源
信
の

論
述
の
源
流
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
補
佐
す
る
要
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
386
）『
観
無
量
寿
経
』
は
、
釈
尊
が
光
台
に
現
出
し
た
諸
仏
国
の
中
か
ら
、
韋
提
希
が
極
楽
を
選
び 

取
っ
た
こ
と
を
説
く
文
で
あ
る
。（
387
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』（
388
）
善
導
『
観
経
疏
』
は
そ
の
釈
文
で
、

釈
尊
が
意
図
的
に
極
楽
を
選
ば
せ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
（
389
）
浄
影
『
観
経
義
疏
』
は
、
麁
妙
に
約
し
て
、
極
楽
が
諸
仏
浄
土
の
中
で
は
下
位
で
あ
る
こ
と
を

説
き
、（
390
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
極
楽
は
三
界
内
の
中
浄
土
、
娑
婆
は
上
穢
土
で
、
互
い
に
近
接
し

て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
極
楽
が
下
位
の
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
以
上
二
十
文
を
概
観
す
る
と
、（
371
）～（
374
）
は
、
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
関
連
す
る
文
で
、
源
信

の
論
述
と
そ
の
拠
り
所
で
あ
る
。（
375
）～（
383
）
は
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
極
楽
の
優
位
を
説
く
要
文 

で
、
こ
れ
は
源
信
が
扱
わ
な
か
っ
た
論
点
で
あ
る
。（
384
）（
385
）
は
極
楽
が
諸
仏
浄
土
の
中
で
は
下
位
に

あ
る
こ
と
を
説
く
文
で
、
こ
れ
ら
は
源
信
の
論
述
と
関
連
す
る
。（
386
）～（
388
）
は
『
観
無
量
寿
経
』
に 

よ
っ
て
極
楽
の
優
位
を
説
く
要
文
で
、
こ
れ
は
源
信
が
扱
わ
な
か
っ
た
論
点
で
あ
る
。（
389
）（
390
）
は
極

楽
の
下
位
を
主
張
す
る
要
文
で
、
や
は
り
源
信
が
扱
わ
な
か
っ
た
論
点
で
あ
る
。
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　三
界
摂
不
摂

（
391
）
安
楽
集
上
道
綽
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
七
頁
上
～
中
）、「
第
九
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、

三
界
の
中
に
摂
ま
る
の
か
否
か
を
明
か
す
。
問
う
。
極
楽
は
三
界
の
中
、
ど
の
世
界
に
摂
ま
る
の
か
。
答 

え
。
極
楽
は
勝
れ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
三
界
は
、
生
死
を
繰
り
返
す
凡
夫
の
世
界
で
、
苦
し

み
多
く
、
厭
う
べ
き
世
界
で
あ
る
。
よ
っ
て
浄
土
は
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
。『
大
智
度
論
』（
巻
三
十 

八
、『
大
正
蔵
』
二
五
、
三
四
〇
頁
上
）
に
は
、〈
浄
土
の
果
報
に
は
、
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
。

地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら
無
色
界
で
は
な
い
〉
と
言
う
。
地
上
に
住
す
る
と

は
言
っ
て
も
、
絶
妙
の
所
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
浄
土
論
』
に
は
、「
極
楽
世
界
を
観
ず
れ
ば
　
三
界
穢

土
を
超
え
て
い
る
　
虚
空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
　
無
限
の
彼
方
に
行
き
わ
た
る
」
と
説
か
れ
、『
讃
阿

弥
陀
仏
偈
』
に
は
、「
広
大
無
辺
の
極
楽
の
　
自
然
の
七
宝
荘
厳
は
　
本
願
力
に
よ
っ
て
立
つ
　
救
い
の

仏
を
礼
拝
す
　
光
溢
れ
る
世
界
に
は
　
季
節
の
別
な
く
穏
や
か
で
　
自
利
利
他
の
徳
円
満
す
　
荘
厳
功
徳

を
頂
礼
す
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
391
）
観
経
記
興
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「
問
ふ
。
智
度
論
に
云
ふ
、〈
地
居
の
ゆ
ゑ

に
色
界
に
あ
ら
ず
〉
と
。
今
何
ぞ
空
に
在
り
と
言
ふ
や
。
答
ふ
。
も
し
浄
土
を
論
ず
る
に
、
地
に
よ
っ
て

成
ぜ
ら
る
と
い
は
ば
、
な
ほ
穢
土
の
ご
と
し
。
欲
界
の
上
天
は
、
空
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
地
界
に
よ
っ

て
摂
せ
ら
る
る
が
ゆ
ゑ
に
。
弥
陀
仏
は
地
に
よ
り
て
安
座
し
、
諸
の
往
生
の
輩
は
品
に
随
っ
て
仏
に
近
づ

−166−−167−

く
。
こ
こ
を
も
っ
て
空
に
あ
っ
て
近
く
慈
顔
を
見
る
な
り
。
ま
た
云
ふ
、
す
で
に
段
食
あ
り
。
欲
界
の
繋

な
る
や
い
な
や
。
答
ふ
。
そ
の
義
不
定
な
り
。
安
恵
等
の
宗
に
は
、
土
は
定
ん
で
繋
せ
ず
、
そ
の
往
生
者

は
義
に
随
っ
て
不
定
な
り
。
余
の
論
師
の
宗
に
は
、
土
も
ま
た
不
定
な
り
。
も
し
皆
、
順
対
治
し
て
回
向

発
願
し
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
ら
ば
、
ま
た
印マ
マ

（
印
＝
既
に
？
）
発
業
・
潤
生
あ
る
に
は
あ

ら
ざ
る
こ
と
、
定
義
の
ご
と
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
三
界
の
摂
に
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
智
度
論
に
、〈
か

く
の
ご
と
き
浄
土
は
、
三
界
の
摂
に
あ
ら
ず
。
欲
な
き
が
ゆ
ゑ
に
欲
界
に
あ
ら
ず
、
地
居
の
ゆ
ゑ
に
色
界

に
あ
ら
ず
、
形
色
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
無
色
界
に
あ
ら
ず
〉
と
。
ま
た
瑜
伽
論
に
、〈
清
浄
世
界
に
は
、
欲
界
・

色
界
・
無
色
界
な
し
〉
と
。
も
し
三
界
の
外
に
は
衆
生
な
し
の
義
に
よ
ら
ば
、
ま
た
三
界
の
摂
な
り
。
仁

王
経
の
ご
と
き
は
、〈
一
切
衆
生
の
煩
悩
は
三
界
を
出
で
ず
。
一
切
衆
生
の
果
報
の
二
十
二
（
＋
根
？
）

も
三
界
を
出
で
ず
。
諸
仏
の
応
化
の
法
身
も
ま
た
三
界
を
出
で
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
我
は
言
ふ
、
三
界
の
外

に
別
に
衆
生
あ
り
と
は
、
外
道
の
大
有
経
の
中
の
説
に
し
て
、
七
仏
の
所
説
に
あ
ら
ず
。
大
王
よ
、
一
切

衆
生
、
三
界
の
煩
悩
の
果
報
を
断
じ
尽
く
す
者
を
名
づ
け
て
仏
と
な
す
〉
と
。
三
無
漏
根
お
よ
び
仏
の
三

身
を
案
ず
る
に
、
界
の
繋
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
依
身
お
よ
び
所
顕
の
処
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
出
で
ず

と
言
ふ
。
金
剛
以
降
は
、
修
断
の
惑
お
よ
び
二
種
の
習
あ
れ
ば
、
体
は
ま
た
有
漏
に
し
て
こ
れ
三
界
の
摂

な
り
。
し
か
る
に
余
の
経
論
に
、
十
解
の
第
四
に
三
界
を
出
づ
と
い
ふ
は
、
伏
位
に
仏
性
の
証
あ
る
に
約

す
れ
ば
な
り
。
三
界
の
外
に
三
種
の
聖
人
あ
り
。
智
度
論
に
、〈
妙
（
＋
浄
土
あ
り
？
）、
三
界
を
困マ
マ

（
困

＝
出
過
し
？
）、
羅
漢
生
ず
〉
等
と
い
ふ
。
繋
界
に
約
す
と
は
、
何
と
な
れ
ば
、
界
に
繋
す
れ
ば
自
・
他

に
調
を
受
け
、
我
・
我
所
に
執
を
受
く
。
己
（
己
＝
已
に
？
）
三
界
に
繋
す
と
名
づ
く
る
こ
と
あ
ら
ば
、

浄
土
た
る
や
い
な
や
。
そ
の
義
は
上
に
説
く
が
ご
と
し
。
問
ふ
。
体
は
す
で
に
有
漏
な
り
。
こ
れ
繋
な
ら

ざ
る
や
。
答
ふ
。
こ
れ
有
漏
な
り
と
い
へ
ど
も
、
三
界
に
あ
ら
ず
。
未
だ
煩
悩
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
皆
有
漏

と
名
づ
く
る
も
、
五
趣
の
所
摂
に
し
て
、
は
じ
め
て
三
界
と
名
づ
く
。
清
（
＋
浄
？
）
土
は
趣
に
あ
ら
ざ

る
こ
と
、
土マ

マ
非
趣
（
土
非
趣
―
？
）、
上
に
分
別
す
る
が
ご
と
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「
問
う
。『
大
智
度
論
』
に
、〈
地
上
に
住
す
る
の
で
色
界

で
は
な
い
〉
と
言
わ
れ
る
の
に
、
こ
の
経
に
は
な
ぜ
空
中
に
住
す
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
浄
土
を

論
ず
る
際
に
、
大
地
の
束
縛
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
穢
土
と
同
じ
こ
と
で
あ

る
。
欲
界
の
天
上
界
は
、
空
中
に
あ
る
け
れ
で
も
、
大
地
の
束
縛
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏

は
地
上
に
安
座
し
、
諸
の
往
生
人
は
そ
の
機
根
に
応
じ
て
仏
を
拝
す
る
。
そ
の
際
、
空
中
に
あ
れ
ば
仏
の

慈
顔
を
近
く
で
拝
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
問
う
。
食
事
を
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
欲
界
に
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。
答 

え
。
諸
説
あ
る
。
安
恵
等
の
見
解
に
よ
る
と
、
浄
土
は
三
界
の
繋
を
離
れ
て
い
る
が
、
往
生
者
は
不
定
で

あ
る
と
言
う
。
そ
の
他
の
論
師
の
見
解
に
よ
る
と
、
浄
土
も
ま
た
不
定
で
あ
る
と
言
う
。
も
し
皆
が
煩
悩

を
滅
し
回
向
発
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
発
業
惑
も
潤
生
惑
も
滅

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
浄
土
は
三
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
『
大

智
度
論
』
に
は
、〈
こ
の
よ
う
な
浄
土
は
、
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
。
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
。

地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら
無
色
界
で
は
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
『
瑜
伽
師
地 

論
』（
巻
七
十
九
、『
大
正
蔵
』
三
〇
、
七
三
六
頁
下
）
に
は
、〈
清
浄
世
界
に
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色

界
が
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。
一
方
、
三
界
の
外
に
は
衆
生
は
な
い
と
い
う
見
地
に
よ
る
な
ら
ば
、
浄
土
も

三
界
に
摂
ま
る
こ
と
に
な
る
。『
仁
王
般
若
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
八
、
八
二
七
頁
上
）
に
は
、〈
一
切

衆
生
の
煩
悩
は
三
界
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
一
切
衆
生
の
果
報
で
あ
る
二
十
二
根
も
三
界
を
出
る
こ
と
は

な
い
。
諸
仏
の
応
化
身
も
ま
た
三
界
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
三
界
の
外
に
別
に
衆
生
が
あ

る
と
い
う
考
え
は
、
実
体
に
執
着
す
る
外
道
の
教
説
で
あ
っ
て
、
七
仏
の
教
え
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ

る
。
大
王
よ
、
一
切
衆
生
が
三
界
の
煩
悩
の
果
報
を
断
じ
尽
く
せ
ば
、
そ
れ
を
仏
と
名
づ
け
る
の
で
あ

る
〉
と
説
か
れ
る
。
二
十
二
根
の
中
、
三
無
漏
根
や
、
仏
の
三
身
な
ど
は
、
三
界
の
繋
を
離
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
ら
が
出
現
す
る
場
所
の
こ
と
を
考
え
て
、
三
界
を
出
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

金
剛
地
以
前
の
菩
薩
に
は
、
修
断
の
惑
や
二
種
の
薫
習
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
本
体
は
有
漏
で
あ

り
、
三
界
の
所
摂
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
他
の
経
論
に
、
十
住
の
第
四
心
に
お
い
て
三
界
を
出

る
と
説
か
れ
る
の
は
、
伏
忍
の
位
で
、
仏
性
を
一
分
悟
る
と
い
う
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
界
の
外

に
三
種
の
聖
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、『
大
智
度
論
』（
不
詳
、『
大
乗
義
章
』
巻
十
九
に
言
及
、『
大
正

蔵
』
四
四
、
八
三
四
頁
下
）
に
、〈
妙
浄
の
国
土
あ
っ
て
、
三
界
を
超
出
し
、
そ
こ
に
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
る
〉

等
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
三
界
に
繋
が
れ
る
と
は
、迷
い
の
世
界
の
中
で
自
他
と
も
に
束
縛
を
受
け
、

我
と
我
が
も
の
と
に
執
着
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
界
に
繋
が
れ
て
い
て
、
浄
土
と
言
え
る
の
か
。

そ
の
議
論
は
す
で
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
問
う
。
体
は
す
で
に
有
漏
だ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。

体
は
有
漏
で
も
、
三
界
に
は
繋
が
れ
て
い
な
い
。
煩
悩
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
皆
有
漏
と
言

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
の
五
道
に
繋
が
れ
て
は
じ
め
て
三
界
の
所
摂
と
な
る

の
で
あ
る
。
浄
土
が
五
道
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
」
と
。

（
393
）
安
楽
土
義
に
云
う
羅マ

什マ

（
曇
鸞
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
一
頁
上
）、「
問
う
。
極

楽
は
三
界
の
中
ど
こ
に
摂
ま
る
か
。
答
え
。『
大
智
度
論
』
に
言
う
、〈
こ
の
よ
う
な
浄
土
は
、
三
界
に
は

摂
ま
ら
な
い
。
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
。
地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら

無
色
界
で
は
な
い
〉
と
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
法
蔵
比
丘
が
世
自
在
王
仏
か
ら
二
百
一
十
億
の
諸
仏
浄

土
の
行
を
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
浄
土
建
立
の
大
願
を
発
し
、
無
量
阿
僧
祇
劫
に
わ
た
っ
て
諸
行
を

修
め
、
無
常
の
悟
り
を
完
成
さ
れ
た
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
極
楽
は
、
独
自
の
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た

世
界
な
の
で
、
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
394
）
浄
土
論
上
に
云
う
加マ

マ

才
（
迦
才
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
五
頁
中
～
八
六
頁
上
）、「
第
二
に
極
楽
が
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く
。
こ
こ
を
も
っ
て
空
に
あ
っ
て
近
く
慈
顔
を
見
る
な
り
。
ま
た
云
ふ
、
す
で
に
段
食
あ
り
。
欲
界
の
繋

な
る
や
い
な
や
。
答
ふ
。
そ
の
義
不
定
な
り
。
安
恵
等
の
宗
に
は
、
土
は
定
ん
で
繋
せ
ず
、
そ
の
往
生
者

は
義
に
随
っ
て
不
定
な
り
。
余
の
論
師
の
宗
に
は
、
土
も
ま
た
不
定
な
り
。
も
し
皆
、
順
対
治
し
て
回
向

発
願
し
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
ら
ば
、
ま
た
印マ
マ

（
印
＝
既
に
？
）
発
業
・
潤
生
あ
る
に
は
あ

ら
ざ
る
こ
と
、
定
義
の
ご
と
き
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
三
界
の
摂
に
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
智
度
論
に
、〈
か

く
の
ご
と
き
浄
土
は
、
三
界
の
摂
に
あ
ら
ず
。
欲
な
き
が
ゆ
ゑ
に
欲
界
に
あ
ら
ず
、
地
居
の
ゆ
ゑ
に
色
界

に
あ
ら
ず
、
形
色
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
無
色
界
に
あ
ら
ず
〉
と
。
ま
た
瑜
伽
論
に
、〈
清
浄
世
界
に
は
、
欲
界
・

色
界
・
無
色
界
な
し
〉
と
。
も
し
三
界
の
外
に
は
衆
生
な
し
の
義
に
よ
ら
ば
、
ま
た
三
界
の
摂
な
り
。
仁

王
経
の
ご
と
き
は
、〈
一
切
衆
生
の
煩
悩
は
三
界
を
出
で
ず
。
一
切
衆
生
の
果
報
の
二
十
二
（
＋
根
？
）

も
三
界
を
出
で
ず
。
諸
仏
の
応
化
の
法
身
も
ま
た
三
界
を
出
で
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
我
は
言
ふ
、
三
界
の
外

に
別
に
衆
生
あ
り
と
は
、
外
道
の
大
有
経
の
中
の
説
に
し
て
、
七
仏
の
所
説
に
あ
ら
ず
。
大
王
よ
、
一
切

衆
生
、
三
界
の
煩
悩
の
果
報
を
断
じ
尽
く
す
者
を
名
づ
け
て
仏
と
な
す
〉
と
。
三
無
漏
根
お
よ
び
仏
の
三

身
を
案
ず
る
に
、
界
の
繋
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
依
身
お
よ
び
所
顕
の
処
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
出
で
ず

と
言
ふ
。
金
剛
以
降
は
、
修
断
の
惑
お
よ
び
二
種
の
習
あ
れ
ば
、
体
は
ま
た
有
漏
に
し
て
こ
れ
三
界
の
摂

な
り
。
し
か
る
に
余
の
経
論
に
、
十
解
の
第
四
に
三
界
を
出
づ
と
い
ふ
は
、
伏
位
に
仏
性
の
証
あ
る
に
約

す
れ
ば
な
り
。
三
界
の
外
に
三
種
の
聖
人
あ
り
。
智
度
論
に
、〈
妙
（
＋
浄
土
あ
り
？
）、
三
界
を
困マ
マ

（
困

＝
出
過
し
？
）、
羅
漢
生
ず
〉
等
と
い
ふ
。
繋
界
に
約
す
と
は
、
何
と
な
れ
ば
、
界
に
繋
す
れ
ば
自
・
他

に
調
を
受
け
、
我
・
我
所
に
執
を
受
く
。
己
（
己
＝
已
に
？
）
三
界
に
繋
す
と
名
づ
く
る
こ
と
あ
ら
ば
、

浄
土
た
る
や
い
な
や
。
そ
の
義
は
上
に
説
く
が
ご
と
し
。
問
ふ
。
体
は
す
で
に
有
漏
な
り
。
こ
れ
繋
な
ら

ざ
る
や
。
答
ふ
。
こ
れ
有
漏
な
り
と
い
へ
ど
も
、
三
界
に
あ
ら
ず
。
未
だ
煩
悩
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
皆
有
漏

と
名
づ
く
る
も
、
五
趣
の
所
摂
に
し
て
、
は
じ
め
て
三
界
と
名
づ
く
。
清
（
＋
浄
？
）
土
は
趣
に
あ
ら
ざ

る
こ
と
、
土マ

マ
非
趣
（
土
非
趣
―
？
）、
上
に
分
別
す
る
が
ご
と
し
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「
問
う
。『
大
智
度
論
』
に
、〈
地
上
に
住
す
る
の
で
色
界

で
は
な
い
〉
と
言
わ
れ
る
の
に
、
こ
の
経
に
は
な
ぜ
空
中
に
住
す
る
と
説
か
れ
る
の
か
。
答
え
。
浄
土
を

論
ず
る
際
に
、
大
地
の
束
縛
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
穢
土
と
同
じ
こ
と
で
あ

る
。
欲
界
の
天
上
界
は
、
空
中
に
あ
る
け
れ
で
も
、
大
地
の
束
縛
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏

は
地
上
に
安
座
し
、
諸
の
往
生
人
は
そ
の
機
根
に
応
じ
て
仏
を
拝
す
る
。
そ
の
際
、
空
中
に
あ
れ
ば
仏
の

慈
顔
を
近
く
で
拝
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
問
う
。
食
事
を
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
欲
界
に
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。
答 

え
。
諸
説
あ
る
。
安
恵
等
の
見
解
に
よ
る
と
、
浄
土
は
三
界
の
繋
を
離
れ
て
い
る
が
、
往
生
者
は
不
定
で

あ
る
と
言
う
。
そ
の
他
の
論
師
の
見
解
に
よ
る
と
、
浄
土
も
ま
た
不
定
で
あ
る
と
言
う
。
も
し
皆
が
煩
悩

を
滅
し
回
向
発
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
発
業
惑
も
潤
生
惑
も
滅

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
浄
土
は
三
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
『
大

智
度
論
』
に
は
、〈
こ
の
よ
う
な
浄
土
は
、
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
。
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
。

地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら
無
色
界
で
は
な
い
〉
と
言
い
、
ま
た
『
瑜
伽
師
地 

論
』（
巻
七
十
九
、『
大
正
蔵
』
三
〇
、
七
三
六
頁
下
）
に
は
、〈
清
浄
世
界
に
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色

界
が
な
い
〉
と
説
か
れ
る
。
一
方
、
三
界
の
外
に
は
衆
生
は
な
い
と
い
う
見
地
に
よ
る
な
ら
ば
、
浄
土
も

三
界
に
摂
ま
る
こ
と
に
な
る
。『
仁
王
般
若
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
八
、
八
二
七
頁
上
）
に
は
、〈
一
切

衆
生
の
煩
悩
は
三
界
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
一
切
衆
生
の
果
報
で
あ
る
二
十
二
根
も
三
界
を
出
る
こ
と
は

な
い
。
諸
仏
の
応
化
身
も
ま
た
三
界
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
三
界
の
外
に
別
に
衆
生
が
あ

る
と
い
う
考
え
は
、
実
体
に
執
着
す
る
外
道
の
教
説
で
あ
っ
て
、
七
仏
の
教
え
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ

る
。
大
王
よ
、
一
切
衆
生
が
三
界
の
煩
悩
の
果
報
を
断
じ
尽
く
せ
ば
、
そ
れ
を
仏
と
名
づ
け
る
の
で
あ

る
〉
と
説
か
れ
る
。
二
十
二
根
の
中
、
三
無
漏
根
や
、
仏
の
三
身
な
ど
は
、
三
界
の
繋
を
離
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
ら
が
出
現
す
る
場
所
の
こ
と
を
考
え
て
、
三
界
を
出
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

金
剛
地
以
前
の
菩
薩
に
は
、
修
断
の
惑
や
二
種
の
薫
習
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
本
体
は
有
漏
で
あ

り
、
三
界
の
所
摂
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
他
の
経
論
に
、
十
住
の
第
四
心
に
お
い
て
三
界
を
出

る
と
説
か
れ
る
の
は
、
伏
忍
の
位
で
、
仏
性
を
一
分
悟
る
と
い
う
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
界
の
外

に
三
種
の
聖
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、『
大
智
度
論
』（
不
詳
、『
大
乗
義
章
』
巻
十
九
に
言
及
、『
大
正

蔵
』
四
四
、
八
三
四
頁
下
）
に
、〈
妙
浄
の
国
土
あ
っ
て
、
三
界
を
超
出
し
、
そ
こ
に
阿
羅
漢
が
生
ま
れ
る
〉

等
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
三
界
に
繋
が
れ
る
と
は
、迷
い
の
世
界
の
中
で
自
他
と
も
に
束
縛
を
受
け
、

我
と
我
が
も
の
と
に
執
着
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
界
に
繋
が
れ
て
い
て
、
浄
土
と
言
え
る
の
か
。

そ
の
議
論
は
す
で
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
問
う
。
体
は
す
で
に
有
漏
だ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。

体
は
有
漏
で
も
、
三
界
に
は
繋
が
れ
て
い
な
い
。
煩
悩
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
皆
有
漏
と
言

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
の
五
道
に
繋
が
れ
て
は
じ
め
て
三
界
の
所
摂
と
な
る

の
で
あ
る
。
浄
土
が
五
道
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
」
と
。

（
393
）
安
楽
土
義
に
云
う
羅マ

什マ

（
曇
鸞
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
一
頁
上
）、「
問
う
。
極

楽
は
三
界
の
中
ど
こ
に
摂
ま
る
か
。
答
え
。『
大
智
度
論
』
に
言
う
、〈
こ
の
よ
う
な
浄
土
は
、
三
界
に
は

摂
ま
ら
な
い
。
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
。
地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら

無
色
界
で
は
な
い
〉
と
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
法
蔵
比
丘
が
世
自
在
王
仏
か
ら
二
百
一
十
億
の
諸
仏
浄

土
の
行
を
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
浄
土
建
立
の
大
願
を
発
し
、
無
量
阿
僧
祇
劫
に
わ
た
っ
て
諸
行
を

修
め
、
無
常
の
悟
り
を
完
成
さ
れ
た
と
説
か
れ
る
。
よ
っ
て
極
楽
は
、
独
自
の
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た

世
界
な
の
で
、
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
」（
要
約
）
と
。

（
394
）
浄
土
論
上
に
云
う
加マ

マ

才
（
迦
才
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
八
五
頁
中
～
八
六
頁
上
）、「
第
二
に
極
楽
が
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三
界
に
摂
ま
る
か
否
か
を
明
か
す
。
問
う
。
報
土
が
三
界
を
出
過
し
た
世
界
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
化
土
は
地
前
凡
夫
の
世
界
な
の
で
、
三
界
に
摂
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
答
え
。
仏
が
三
界
を
脱
し
た

存
在
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
衆
生
に
つ
い
て
は
二
つ
の
見
方
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
第
一

に
、
三
界
に
摂
ま
る
と
い
う
見
解
を
紹
介
す
る
。
凡
夫
や
小
乗
の
行
者
が
往
生
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
極

楽
は
三
界
に
摂
ま
る
と
言
え
る
。
彼
ら
は
三
界
の
束
縛
を
離
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』

に
は
、
極
楽
で
は
四
天
王
天
や
忉
利
天
が
業
力
に
よ
っ
て
住
す
る
と
説
か
れ
る
。
四
天
王
天
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
欲
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
無
量
寿
経
』
に
は
、
地
居
天
か
ら
浄
居
天
ま
で

が
あ
る
と
説
か
れ
る
の
で
、
欲
界
・
色
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
無
色
界
も
あ
る
は
ず
で
あ
る 

が
、
こ
の
経
は
、
浄
土
の
妙
色
す
な
わ
ち
目
に
見
え
る
荘
厳
を
讃
嘆
し
て
衆
生
に
往
生
を
勧
め
る
こ
と
に

主
眼
を
置
く
た
め
に
、
無
色
界
の
こ
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
極
楽
は
、
娑
婆
と
同
じ
く

欲
界
で
あ
る
が
、
極
楽
で
は
貪
欲
が
顕
現
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
善
心
の
み
が
あ
る
。『
摂
大
乗
論
』

十
八
円
浄
の
中
に
、〈
浄
土
に
は
楽
受
の
み
あ
っ
て
、
苦
受
・
捨
受
は
な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
。『
大
法

鼓
経
』
も
同
様
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、極
楽
に
は
微
塵
の
悪
も
造
ら
れ
な
い
と
説
か
れ
る
。
よ
っ

て
娑
婆
と
極
楽
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
三
界
に
摂
ま
る
と
説
か
れ
る
の
は
、
三
界
の
惑
を
断
ず
る
こ
と

の
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
の
教
説
で
あ
る
。
極
楽
が
三
界
に
あ
れ
ば
、
往
生
は
易
く
、
ま
た
そ
こ
で
は
貪

欲
が
顕
現
し
な
い
の
で
、
三
界
の
中
に
あ
り
な
が
ら
不
退
転
の
位
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
、
三

界
内
の
衆
生
を
救
う
た
め
、
三
界
の
中
に
あ
る
浄
土
、
す
な
わ
ち
化
土
に
つ
い
て
述
べ
た
。
報
土
は
三
界

の
外
の
衆
生
を
救
う
た
め
、三
界
の
外
に
あ
る
。
浄
土
に
は
三
土
の
優
劣
が
あ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
395
）
ま
た
云
う
（
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
四
七
、八
六
頁
中
）、「
次
い
で
第
二
に
、
極
楽

は
三
界
に
摂
ま
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
紹
介
す
る
。
初
地
以
上
の
菩
薩
や
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
は
、
三
界
に

は
摂
ま
ら
な
い
。
す
で
に
煩
悩
の
主
体
を
断
じ
て
い
る
の
で
、三
界
を
超
え
て
い
る
。『
大
智
度
論
』に
、〈
妙

浄
土
が
あ
っ
て
、
三
界
を
超
え
て
い
る
。
阿
羅
漢
が
そ
こ
に
生
ま
れ
る
〉
と
言
う
。
阿
羅
漢
に
達
し
な
い

行
者
は
、
三
界
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
396
）
無
量
寿
経
義
疏
上
に
云
ふ
法
位
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
、
古
逸
）、「
問
ひ
て
曰
く
、
彼

の
国
は
三
界
道
を
出
過
す
と
い
ふ
は
、
界
外
に
し
て
菩
薩
あ
る
に
よ
る
か
。
答
へ
て
曰
く
、
彼
に
出
過
三

界
と
云
ふ
は
、色
あ
る
に
よ
っ
て
無
色
界
に
あ
ら
ず
、地
居
の
ゆ
ゑ
に
色
界
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
純マ
マ

（
純

＝
能
く
）
女
人
を
化
生
せ
し
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
断
惑
に
約
し
て
三
界
を
出
づ
る
を
明
か
す
に
は
あ
ら

ず
。
第
二
に
、
理
に
約
さ
ば
、
常
に
心
性
空
を
観
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
文
に
云
ふ
、〈
そ
の
心
は
寂
静
に
し

て
志
は
所
着
な
し
〉
と
。
ま
た
法
華
経
に
云
ふ
、〈
ま
た
仏
子
あ
り
、
心
に
所
着
な
し
。
こ
の
妙
恵
を
も
っ

て
無
常
道
を
求
む
〉
と
。
こ
れ
ら
は
十
方
浄
土
の
因
に
通
ず
る
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
に
云
う
、「
問
う
。
極
楽
は
三
界
道
を
出
過
す
る
と
は
、
三

界
を
超
え
た
菩
薩
の
住
処
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
か
。
答
え
。〈
出
過
三
界
〉
と
言
う
の
は
、
物
質
が
あ

る
か
ら
無
色
界
で
は
な
く
、
地
上
に
住
す
る
か
ら
色
界
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
女
人
が
生
ま
れ

る
こ
と
の
で
き
る
世
界
な
の
で
、煩
悩
を
断
じ
て
三
界
を
出
過
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、

道
理
か
ら
考
え
て
、
法
蔵
比
丘
が
常
に
心
性
空
を
観
じ
て
建
立
さ
れ
た
浄
土
だ
か
ら
、
出
過
三
界
と
説
か

れ
る
の
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
法
蔵
比
丘
の
心
は
寂
静
で
あ
り
、
執
着
を
離
れ
て
い
る
〉
と
言

い
、『
法
華
経
』（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
九
、三
頁
中
）
に
は
、〈
執
着
は
な
れ
た
仏
弟
子
が
、
仏
道
め
ざ
し

て
智
慧
み
が
く
〉
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
十
方
浄
土
建
立
の
通
因
で
あ
る
」
と
。

（
397
）
同
疏
下
に
云
ふ
（
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
出
三
界
と
言
ふ
は
、
彼
に
は
欲
な

き
が
ゆ
ゑ
に
欲
界
に
あ
ら
ず
、
地
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
色
界
に
あ
ら
ず
、
色
形
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
無
色
界
に
あ

ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
出
三
界
と
云
ふ
。
惑
を
除
い
て
三
界
を
出
で
、
変
易
身
を
受
く
る
を
謂
ふ
に
は
あ
ら
ず
。

彼
に
は
分
段
身
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
出
三
界
と
説
か
れ
る
の
は
、
浄
土
に
は
、
欲
が

な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
、
地
上
に
住
す
る
の
で
色
界
で
は
な
い
、
形
が
あ
る
か
ら
無
色
界
で
は
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
出
三
界
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
惑
を
除
い
て
三
界
を
出
過
し
、
変
易
身
を
受

け
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
。
極
楽
に
は
分
段
身
を
受
け
る
者
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
398
）
阿
弥
陀
経
疏
基
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
三
二
一
頁
上
～
中
）、「
問
う
。
極
楽
は
三
界
に
摂
ま

る
の
か
否
か
。
須
弥
山
は
な
い
け
れ
ど
も
、
六
欲
天
等
が
あ
る
と
言
う
の
で
、
欲
界
に
摂
ま
る
だ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
実
の
畜
生
は
な
く
、
化
の
畜
生
だ
と
言
わ
れ
る
の
か
。
答
え
。『
無
量
寿
経
』
で
は
欲
界
に
摂

ま
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、『
大
智
度
論
』
に
は
、〈
他
方
仏
土
の
中
、
雑
悪
不
浄
の
所
は
欲
界
の
摂
で
あ 

る
。
清
浄
の
所
は
三
界
の
摂
で
は
な
い
。
形
が
あ
る
か
ら
無
色
界
で
は
な
い
。
地
上
に
住
す
る
か
ら
色
界

で
は
な
い
。
欲
が
な
い
か
ら
欲
界
で
は
な
い
〉
と
言
う
。
よ
っ
て
極
楽
は
欲
界
の
よ
う
で
あ
る
が
、
欲
界

で
は
な
い
。
三
界
の
摂
で
は
な
い
か
ら
実
の
畜
生
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
『
正
法
念
処
経
』
に
は
、 

〈
四
天
王
天
以
上
に
は
実
の
畜
生
は
い
な
い
〉
と
言
う
。
極
楽
の
諸
鳥
も
、
宝
玉
や
光
明
と
同
じ
く
、
阿

弥
陀
仏
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
399
）
無
量
寿
論
釈
第
一
に
云
ふ
（
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
、
古
逸
）、「
論
に
曰
く
、〈
彼
の
世
界

の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
道
に
勝
過
せ
り
〉
と
。
釈
し
て
曰
く
、
自
下
第
三
に
、
経
に
よ
っ
て
惣
説
す 

乃
至 

仏
、
三
界
を
見
る
に
、
こ
れ
虚
偽
の
相
、
こ
れ
輪
転
の
相
、
こ
れ
無
窮
の
相
な
り
。
有
情
の
三
界
垢

穢
不
浄
倒
の
処
に
漂
流
す
る
を
哀
愍
し
て
、
不
虚
偽
・
不
輪
転
・
不
無
窮
に
し
て
畢
竟
安
楽
大
清
浄
の
処

に
安
置
せ
ん
と
欲
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
こ
の
清
浄
功
徳
を
起
こ
す
。
成
就
と
言
ふ
は
、
こ
れ
清
浄
に
し
て
、

染
汚
す
べ
か
ら
ず
、
破
壊
す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
三
界
の
、
こ
れ
染
汚
の
相
、
こ
れ
破
壊
の
相
な
る

が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。
観
と
は
観
察
な
り
。
彼
と
は
安
楽
国
な
り
。
世
界
相
と
は
、
安
楽
世
界
の
清
浄

の
相
な
り
。
勝
過
三
界
道
の
、
道
と
は
謂
く
通
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
因
を
も
っ
て
、
か
く
の
ご
と
き

の
果
を
感
じ
、
か
く
の
ご
と
き
の
因
に
応
ず
。
因
に
通
じ
て
果
に
通マ
マ

（
通
＝
至
る
？
）。
果
に
通
じ
て
因
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に
酬
ゆ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
道
と
名
づ
く
。
そ
の
三
界
と
は
、
一
に
は
こ
れ
欲
界
、
謂
く
六
欲
天
・
四
洲
・
三

途
な
り
。
二
に
は
こ
れ
色
界
、
謂
く
四
静
慮
な
り
。
三
に
は
こ
れ
無
色
界
、
謂
く
四
空
処
天
な
り
。
か
く

の
ご
と
き
三
界
は
、
愚
夫
の
宅
に
し
て
み
な
こ
れ
有
漏
な
り
。
流
転
際
な
く
、
幻
の
ご
と
し
。
因
果
相
続

し
て
断
ぜ
ず
。
し
か
る
に
安
楽
国
は
、
慈
悲
・
正
観
の
よ
っ
て
生
ず
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
如
来
の
神
力
本

願
の
建
立
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
四
生
の
感
報
は
こ
れ
に
よ
っ
て
遠
離
し
、
煩
悩
の
業
繋
は
こ
れ
に
よ
て
永

く
断
つ
。
そ
れ
往
生
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
道
を
修
め
行
を
積
み
、
正
定
聚
に
入
り
て
、
か
つ
て
退
転
な
し
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
勝
過
三
界
と
言
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
極
楽
世
界
を
観
ず
れ
ば
　
三

界
穢
土
を
超
え
て
い
る
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
以
下
は
第
三
に
、
経
に
よ
っ
て
総
説
す
る
。
…
中
略
…

仏
が
三
界
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
真
実
が
皆
無
で
、
果
て
し
な
く
迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め

ら
れ
た
者
ど
も
の
世
界
で
あ
っ
た
。三
界
の
汚
ら
わ
し
い
苦
し
い
世
界
を
漂
っ
て
い
る
者
ど
も
を
憐
れ
み
、

そ
れ
ら
を
真
実
に
し
て
迷
い
の
な
い
、
永
遠
の
安
楽
と
清
浄
の
世
界
に
導
い
て
や
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
だ

か
ら
こ
の
清
浄
功
徳
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
成
就
と
は
、
清
浄
に
し
て
汚
れ
の
な
い
、
決
し
て
壊
れ

る
こ
と
の
な
い
世
界
を
成
就
す
る
こ
と
を
言
う
。
汚
れ
壊
れ
た
三
界
の
姿
と
は
逆
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ

る
。〈
観
〉
と
は
観
察
、〈
彼
〉
と
は
極
楽
を
言
う
。〈
世
界
相
〉
と
は
、
極
楽
の
清
浄
の
相
で
あ
る
。〈
勝

過
三
界
道
〉の〈
道
〉は
、通
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
こ
れ
の
因
に
よ
っ
て
こ
れ
こ
れ
の
果
を
得
、

こ
れ
こ
れ
の
因
に
報
い
る
。
因
に
通
じ
て
果
に
至
り
、
果
に
通
じ
て
因
に
酬
い
る
。
だ
か
ら
道
と
言
う
の

で
あ
る
。〈
三
界
〉
と
は
、
一
に
欲
界
。
六
欲
天
・
四
洲
・
三
途
を
言
う
。
二
に
色
界
。
四
静
慮
天
を
言
う
。

三
に
無
色
界
。
四
空
処
天
を
言
う
。
こ
れ
ら
三
界
は
、
愚
人
の
住
み
か
で
あ
り
、
み
な
煩
悩
に
汚
さ
れ
て

い
る
。
迷
い
の
世
界
を
果
て
し
な
く
さ
ま
よ
う
こ
と
、
幻
の
よ
う
で
あ
る
。
苦
し
み
の
因
と
果
と
が
永
遠

に
続
く
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
極
楽
は
、
法
蔵
比
丘
の
慈
悲
と
正
観
と
に
よ
っ
て
出
現
し
、
如
来
の
不
可

思
議
誓
願
力
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
迷
い
の
生
存
を
離
れ
、
煩
悩
の
束
縛
を
永
遠
に
断
ち

切
っ
た
世
界
で
あ
る
。
極
楽
に
往
生
す
る
者
は
、
仏
道
を
修
め
、
修
行
を
積
ん
で
、
正
定
聚
に
住
し
て
退

転
す
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
〈
勝
過
三
界
〉
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
54 

三
界
摂
不
摂
」
に
は
、
極
楽
が
三
界
の
内
か
外
か
と
い
う
問
題
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
す
る
『
往
生
要
集
』
の
立
場
を
求
め
る
と
、
た
と
え
ば
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第

四
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
は
、
世
親
『
浄
土
論
』
の
、「
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
の
道
に
勝

過
す
…
…
」
と
い
う
偈
文
が
挙
げ
ら
れ
、
第
五
「
快
楽
無
退
」
の
項
に
は
、「
一
た
び
七
宝
荘
厳
の
台
に

託
さ
ば
、
長
く
三
界
苦
輪
の
海
と
別
か
る
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
ま
た
第
七
「
聖
衆
倶
会
」
の
項
に

は
、
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
よ
り
、「
彼
土
の
諸
菩
薩
は
、
諸
の
相
好
を
具
足
し
て
、
皆
自
ら

身
を
荘
厳
す
、
わ
れ
今
帰
命
礼
す
、
三
界
の
獄
を
超
出
し
、
目
は
蓮
華
葉
の
ご
と
し
…
…
」
と
い
う
偈
文

が
引
用
さ
れ
て
い
う
る
。
さ
ら
に
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
五
「
臨
終
念
相
」
の
項
で
は
、「
問
ふ
。

生
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
諸
の
悪
を
作
り
て
一
善
を
も
修
せ
ざ
る
者
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
わ
づ
か
に
十

声
念
ず
る
に
、
何
ぞ
よ
く
罪
を
滅
し
て
、
永
く
三
界
を
出
で
て
、
す
な
は
ち
浄
土
に
生
れ
ん
」
と
い
う
問

い
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
源
信
は
極
楽
を
三
界
の
外
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
天
台
教
学
で
は
、
極
楽
は
凡
聖
同
居
浄
土
で
あ
り
、
三
界
内
の
応
土
で
あ
る
と
見
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

　
源
信
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
冒
頭
に
こ
の
問
題
に
触

れ
、「
問
ふ
。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
は
こ
れ
い
づ
れ
の
身
、
い
づ
れ
の
土
な
る
や
。
答
ふ
。
天
台
の
云 

ふ
、〈
応
身
の
仏
、
同
居
の
土
な
り
〉」
と
言
い
、
続
い
て
浄
影
の
応
身
応
土
説
、
道
綽
の
報
身
報
土
説
を

挙
げ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
は
提
示
し
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
三
身
三
土
の
判
別
に
関
す
る
詳
細

な
議
論
や
、
極
楽
の
三
界
摂
・
不
摂
の
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
天
台
浄
土
教
に
お
い
て
、
こ
れ
は
大
問
題
と
な
っ
た
よ
う
で
、『
安
養
集
』
に
続
い
て
編
纂

さ
れ
た
『
安
養
抄
』
で
は
、
巻
一
冒
頭
に
「
安
養
浄
土
は
四
種
仏
土
中
何
な
る
か
」
と
い
う
論
題
を
掲
げ

て
、
実
に
九
十
四
の
要
文
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
『
安
養
集
』
に
も
そ
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
国
土
の
判
別
に
関
す
る
要
文
は
、

巻
六
の
大
半
を
占
め
る
58
「
国
土
」
の
項
に
列
挙
さ
れ
、
本
項
「
三
界
摂
不
摂
」
で
は
、
極
楽
の
三
界
摂
・

不
摂
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
391
）『
安
楽
集
』
は
、
極
楽
は
三
界
に
摂
ま
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
大
智
度
論
』

の
、「
欲
な
き
が
ゆ
ゑ
に
欲
界
に
あ
ら
ず
…
…
」
と
い
う
説
と
、『
浄
土
論
』
の
「
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず

る
に
、
三
界
の
道
に
勝
過
し
…
…
」
と
を
挙
げ
て
い
る
。
後
者
は
上
掲
『
往
生
要
集
』
に
も
言
及
さ
れ
た

文
で
あ
る
。

　
（
392
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
三
界
摂
・
不
摂
の
両
説
を
挙
げ
、
不
摂
の
方
に
賛
同
す
る
が
、
極
楽
は

有
漏
の
世
界
で
あ
る
と
言
う
。

　
（
393
）
曇
鸞
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
は
、
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
道
綽
も
用
い

る
『
大
智
度
論
』
の
ほ
か
に
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、
法
蔵
比
丘
が
別
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
世
界

で
あ
る
か
ら
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
（
394
）（
395
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
い
わ
ゆ
る
通
報
化
説
に
依
拠
し
て
、
報
土
は
出
三
界
、
化
土
は

三
界
内
と
主
張
す
る
。

　
（
396
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
は
、
三
界
不
摂
だ
が
煩
悩
は
断
じ
尽
く
し
て
い
な
い
と
い
う
説
と
、

法
蔵
比
丘
が
心
性
空
を
観
じ
て
成
就
し
た
世
界
だ
か
ら
三
界
不
摂
で
あ
る
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
。
前
者
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に
酬
ゆ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
道
と
名
づ
く
。
そ
の
三
界
と
は
、
一
に
は
こ
れ
欲
界
、
謂
く
六
欲
天
・
四
洲
・
三

途
な
り
。
二
に
は
こ
れ
色
界
、
謂
く
四
静
慮
な
り
。
三
に
は
こ
れ
無
色
界
、
謂
く
四
空
処
天
な
り
。
か
く

の
ご
と
き
三
界
は
、
愚
夫
の
宅
に
し
て
み
な
こ
れ
有
漏
な
り
。
流
転
際
な
く
、
幻
の
ご
と
し
。
因
果
相
続

し
て
断
ぜ
ず
。
し
か
る
に
安
楽
国
は
、
慈
悲
・
正
観
の
よ
っ
て
生
ず
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
如
来
の
神
力
本

願
の
建
立
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
四
生
の
感
報
は
こ
れ
に
よ
っ
て
遠
離
し
、
煩
悩
の
業
繋
は
こ
れ
に
よ
て
永

く
断
つ
。
そ
れ
往
生
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
道
を
修
め
行
を
積
み
、
正
定
聚
に
入
り
て
、
か
つ
て
退
転
な
し
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
勝
過
三
界
と
言
ふ
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
巻
一
に
云
う
、「『
浄
土
論
』
に
、〈
極
楽
世
界
を
観
ず
れ
ば
　
三

界
穢
土
を
超
え
て
い
る
〉
と
言
う
。
註
釈
す
る
。
以
下
は
第
三
に
、
経
に
よ
っ
て
総
説
す
る
。
…
中
略
…

仏
が
三
界
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
真
実
が
皆
無
で
、
果
て
し
な
く
迷
い
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め

ら
れ
た
者
ど
も
の
世
界
で
あ
っ
た
。三
界
の
汚
ら
わ
し
い
苦
し
い
世
界
を
漂
っ
て
い
る
者
ど
も
を
憐
れ
み
、

そ
れ
ら
を
真
実
に
し
て
迷
い
の
な
い
、
永
遠
の
安
楽
と
清
浄
の
世
界
に
導
い
て
や
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
だ

か
ら
こ
の
清
浄
功
徳
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
成
就
と
は
、
清
浄
に
し
て
汚
れ
の
な
い
、
決
し
て
壊
れ

る
こ
と
の
な
い
世
界
を
成
就
す
る
こ
と
を
言
う
。
汚
れ
壊
れ
た
三
界
の
姿
と
は
逆
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ

る
。〈
観
〉
と
は
観
察
、〈
彼
〉
と
は
極
楽
を
言
う
。〈
世
界
相
〉
と
は
、
極
楽
の
清
浄
の
相
で
あ
る
。〈
勝

過
三
界
道
〉の〈
道
〉は
、通
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
こ
れ
の
因
に
よ
っ
て
こ
れ
こ
れ
の
果
を
得
、

こ
れ
こ
れ
の
因
に
報
い
る
。
因
に
通
じ
て
果
に
至
り
、
果
に
通
じ
て
因
に
酬
い
る
。
だ
か
ら
道
と
言
う
の

で
あ
る
。〈
三
界
〉
と
は
、
一
に
欲
界
。
六
欲
天
・
四
洲
・
三
途
を
言
う
。
二
に
色
界
。
四
静
慮
天
を
言
う
。

三
に
無
色
界
。
四
空
処
天
を
言
う
。
こ
れ
ら
三
界
は
、
愚
人
の
住
み
か
で
あ
り
、
み
な
煩
悩
に
汚
さ
れ
て

い
る
。
迷
い
の
世
界
を
果
て
し
な
く
さ
ま
よ
う
こ
と
、
幻
の
よ
う
で
あ
る
。
苦
し
み
の
因
と
果
と
が
永
遠

に
続
く
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
極
楽
は
、
法
蔵
比
丘
の
慈
悲
と
正
観
と
に
よ
っ
て
出
現
し
、
如
来
の
不
可

思
議
誓
願
力
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
迷
い
の
生
存
を
離
れ
、
煩
悩
の
束
縛
を
永
遠
に
断
ち

切
っ
た
世
界
で
あ
る
。
極
楽
に
往
生
す
る
者
は
、
仏
道
を
修
め
、
修
行
を
積
ん
で
、
正
定
聚
に
住
し
て
退

転
す
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
〈
勝
過
三
界
〉
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
54 

三
界
摂
不
摂
」
に
は
、
極
楽
が
三
界
の
内
か
外
か
と
い
う
問
題
に
関
連
す
る
要
文
が
集
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
す
る
『
往
生
要
集
』
の
立
場
を
求
め
る
と
、
た
と
え
ば
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
の
第

四
「
五
妙
境
界
」
の
項
に
は
、
世
親
『
浄
土
論
』
の
、「
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
の
道
に
勝

過
す
…
…
」
と
い
う
偈
文
が
挙
げ
ら
れ
、
第
五
「
快
楽
無
退
」
の
項
に
は
、「
一
た
び
七
宝
荘
厳
の
台
に

託
さ
ば
、
長
く
三
界
苦
輪
の
海
と
別
か
る
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
ま
た
第
七
「
聖
衆
倶
会
」
の
項
に

は
、
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
よ
り
、「
彼
土
の
諸
菩
薩
は
、
諸
の
相
好
を
具
足
し
て
、
皆
自
ら

身
を
荘
厳
す
、
わ
れ
今
帰
命
礼
す
、
三
界
の
獄
を
超
出
し
、
目
は
蓮
華
葉
の
ご
と
し
…
…
」
と
い
う
偈
文

が
引
用
さ
れ
て
い
う
る
。
さ
ら
に
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
五
「
臨
終
念
相
」
の
項
で
は
、「
問
ふ
。

生
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
諸
の
悪
を
作
り
て
一
善
を
も
修
せ
ざ
る
者
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
わ
づ
か
に
十

声
念
ず
る
に
、
何
ぞ
よ
く
罪
を
滅
し
て
、
永
く
三
界
を
出
で
て
、
す
な
は
ち
浄
土
に
生
れ
ん
」
と
い
う
問

い
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
源
信
は
極
楽
を
三
界
の
外
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
天
台
教
学
で
は
、
極
楽
は
凡
聖
同
居
浄
土
で
あ
り
、
三
界
内
の
応
土
で
あ
る
と
見
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

　
源
信
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
一
「
極
楽
依
正
」
の
冒
頭
に
こ
の
問
題
に
触

れ
、「
問
ふ
。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
は
こ
れ
い
づ
れ
の
身
、
い
づ
れ
の
土
な
る
や
。
答
ふ
。
天
台
の
云 

ふ
、〈
応
身
の
仏
、
同
居
の
土
な
り
〉」
と
言
い
、
続
い
て
浄
影
の
応
身
応
土
説
、
道
綽
の
報
身
報
土
説
を

挙
げ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
は
提
示
し
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
三
身
三
土
の
判
別
に
関
す
る
詳
細

な
議
論
や
、
極
楽
の
三
界
摂
・
不
摂
の
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
天
台
浄
土
教
に
お
い
て
、
こ
れ
は
大
問
題
と
な
っ
た
よ
う
で
、『
安
養
集
』
に
続
い
て
編
纂

さ
れ
た
『
安
養
抄
』
で
は
、
巻
一
冒
頭
に
「
安
養
浄
土
は
四
種
仏
土
中
何
な
る
か
」
と
い
う
論
題
を
掲
げ

て
、
実
に
九
十
四
の
要
文
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
『
安
養
集
』
に
も
そ
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
国
土
の
判
別
に
関
す
る
要
文
は
、

巻
六
の
大
半
を
占
め
る
58
「
国
土
」
の
項
に
列
挙
さ
れ
、
本
項
「
三
界
摂
不
摂
」
で
は
、
極
楽
の
三
界
摂
・

不
摂
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
391
）『
安
楽
集
』
は
、
極
楽
は
三
界
に
摂
ま
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
大
智
度
論
』

の
、「
欲
な
き
が
ゆ
ゑ
に
欲
界
に
あ
ら
ず
…
…
」
と
い
う
説
と
、『
浄
土
論
』
の
「
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず

る
に
、
三
界
の
道
に
勝
過
し
…
…
」
と
を
挙
げ
て
い
る
。
後
者
は
上
掲
『
往
生
要
集
』
に
も
言
及
さ
れ
た

文
で
あ
る
。

　
（
392
）
龍
興
『
観
経
記
』
は
、
三
界
摂
・
不
摂
の
両
説
を
挙
げ
、
不
摂
の
方
に
賛
同
す
る
が
、
極
楽
は

有
漏
の
世
界
で
あ
る
と
言
う
。

　
（
393
）
曇
鸞
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
は
、
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
道
綽
も
用
い

る
『
大
智
度
論
』
の
ほ
か
に
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、
法
蔵
比
丘
が
別
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
世
界

で
あ
る
か
ら
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
（
394
）（
395
）
迦
才
『
浄
土
論
』
は
、
い
わ
ゆ
る
通
報
化
説
に
依
拠
し
て
、
報
土
は
出
三
界
、
化
土
は

三
界
内
と
主
張
す
る
。

　
（
396
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
は
、
三
界
不
摂
だ
が
煩
悩
は
断
じ
尽
く
し
て
い
な
い
と
い
う
説
と
、

法
蔵
比
丘
が
心
性
空
を
観
じ
て
成
就
し
た
世
界
だ
か
ら
三
界
不
摂
で
あ
る
と
い
う
説
と
を
挙
げ
る
。
前
者
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は
（
391
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
近
く
、
後
者
は
（
393
）
曇
鸞
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
に
近
い
。

　
（
397
）
法
位
『
無
量
寿
経
義
疏
』
は
、（
396
）
所
掲
の
二
説
の
中
、
前
者
の
立
場
と
等
し
い
。

　
（
398
）
伝
基
『
阿
弥
陀
経
疏
』
は
、
欲
界
の
よ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
と
言 

う
。

　
（
399
）
智
光
『
無
量
寿
経
論
釈
』
は
、曇
鸞
『
往
生
論
註
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
文
で
、『
浄
土
論
』
の
「
勝

過
三
界
道
」
を
釈
し
て
、
極
楽
の
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
文
で
あ
る
。

　
以
上
九
文
に
は
、
天
台
宗
の
典
籍
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
四
土
説
に
基
づ
い
て
極
楽
を
三
界
の
内
と
見

る
天
台
宗
の
見
解
を
提
示
す
る
た
め
の
要
文
は
、
こ
こ
に
改
め
て
挙
げ
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。『
安
養
集
』は
、本
項
に
主
と
し
て
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
要
文
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

『
往
生
要
集
』
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
源
信
の
立
場
を
補
佐
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
看
取
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
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　五
趣
無
有

（
400
）
阿
弥
陀
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
四
七
頁
上
）、「
極
楽
国
土
に
は
三
悪
道
の
名
さ
え
な
い
」 

と
。

（
401
）
無
量
寿
経
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
六
七
頁
下
）、「
も
し
も
私
が
仏
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
、
私
の
国
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
者
が
い
た
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て

仏
の
位
に
は
就
か
な
い
」
と
。
平
等
覚
経
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
一
頁
上
）、
大
阿
弥
陀
経
（
巻
上
、『
大
正
蔵
』

一
二
、
三
〇
一
頁
上
）、
宝
積
経
無
量
寿
会
（
巻
十
七
、
無
量
寿
如
来
会
、『
大
正
蔵
』
一
一
、
九
三
頁
中
）
の
意
こ
れ
と
同
じ
。

（
402
）
同
経
述
義
記
寂
法
師
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
第
一
、
令
国
無
悪

趣
の
願
。理
と
し
て
実
に
は
浄
土
に
は
五
趣
と
も
に
な
し
。経
に
、横
截
五
悪
趣
と
い
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。論
に
、

勝
過
三
界
道
と
言
ふ
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か
る
に
天
・
人
の
両
趣
は
、
余
方
に
因
り
て
名
あ
り
。
地
獄
等
の
三

は
、
名
・
体
悪
に
し
て
と
も
に
絶
す
。（
＋
天
？
）
人
の
両
趣
の
余
は
、
一
向
に
な
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

た
だ
三
言マ
マ

（
言
―
？
）
と
説
く
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
に
云
う
、「
第
一
に
、
令
国
無
悪
趣
の
願
。
道
理
と
し
て

は
、浄
土
に
は
五
趣
は
す
べ
て
な
い
。
本
経
に
、〈
横
さ
ま
に
五
悪
趣
を
断
ち
切
っ
て
い
る
〉
と
言
い
、『
浄

土
論
』
に
は
、〈
三
界
道
に
勝
過
す
る
〉
と
言
う
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
天
と
人
と
は
、
余
方
に
順
じ
て
、

す
な
わ
ち
他
方
世
界
で
の
呼
び
名
を
用
い
て
表
現
す
る
の
で
、
人
天
の
名
称
だ
け
は
あ
る
。
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
の
三
つ
は
、
名
称
も
本
体
も
悪
で
あ
り
、
と
も
に
な
い
。
天
・
人
の
両
趣
以
外
は
、
ま
っ
た
く
な
い

の
で
、
無
三
悪
道
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。

（
403
）
同
経
上
に
云
う
（『
無
量
寿
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
〇
頁
上
）、「
ま
た
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
、
諸
難
の
趣
は
い
な
い
」
と
。
平
等
覚
経
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
三
頁
上
）、
大
阿
弥
陀
経 

（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
〇
三
頁
下
）
等
の
言
、
こ
れ
と
同
じ
。

（
404
）
ま
た
云
う
（『
無
量
寿
経
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
一
頁
下
）、「
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
・
天
・

人
は
、
み
な
智
慧
・
神
通
力
・
容
姿
に
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
余
方
に
因
順
し
て
、
す
な
わ

ち
他
方
世
界
で
の
呼
び
名
を
用
い
て
表
現
す
る
の
で
、
人
・
天
の
名
称
だ
け
が
あ
る
。
皆
自
然
に
虚
無
の

身
、
無
極
の
体
す
な
わ
ち
悟
り
の
身
体
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
405
）
同
経
述
義
記
中
に
云
ふ
（
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
一
に
、
形
状
一
類
の
ゆ

ゑ
に
譏
嫌
な
し
。
謂
く
、
男
女
人
天
等
の
別
な
し
。
問
ふ
。
人
天
、
別
な
し
と
い
へ
ど
も
、
余
方
に
因
る

が
ゆ
ゑ
に
あ
り
。
ま
た
い
っ
つ
べ
し
、
男
女
、
異
な
し
と
い
へ
ど
も
、
余
方
に
因
る
が
ゆ
ゑ
に
ま
た
あ
り

と
。
答
ふ
。
女
は
か
な
ら
ず
穢
の
器
た
り
。
五
礙
の
ゆ
ゑ
に
彼
に
は
な
し
。
人
天
は
さ
ら
に
互
に
勝
な
れ

ば
、
余
に
因
り
て
彼
に
は
な
ら
び
に
あ
り
。
因
順
余
方
に
そ
れ
二
義
あ
り
。
一
に
本
業
に
随
ふ
。
謂
く
、

往
生
者
に
、
或
は
人
業
を
資
と
し
て
生
ず
る
も
の
あ
り
、
或
は
天
業
を
資
と
し
て
生
ず
る
も
の
あ
り
。
彼

に
生
ず
る
時
に
は
、
形
に
異
状
な
し
と
い
へ
ど
も
、
本
業
に
因
順
し
て
、
人
・
天
の
名
あ
り
。
二
に
居
処

に
因
る
。
謂
く
、
彼
土
の
中
に
は
、
或
は
地
に
依
り
て
居
る
も
の
あ
り
、
或
は
空
に
在
り
て
居
る
も
の
あ

り
。
彼
の
果
報
、
形
に
異
状
な
し
と
い
へ
ど
も
、
所
在
の
処
に
随
ひ
て
、
人
・
天
の
名
あ
り
。
ゆ
ゑ
に
旧

本
に
云
ふ
、〈
そ
の
国
中
に
、
須
弥
山
あ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
日
・
月
・
星
辰
・
第
一
四
天
王
・
第
二
忉

利
天
、皆
虚
空
中
に
あ
り
〉
と
。
二
に
、根
欠
の
陋
な
き
が
ゆ
ゑ
に
譏
マ
マ機娥

（
機娥
―
？
）
嫌
な
し
。
謂
く
、〈
顔

貌
端
政
な
る
こ
と
超
世
希
有
な
り
〉
等
と
。〈
天
に
あ
ら
ず
人
に
あ
ら
ず
〉
と
は
、
穢
土
の
人
天
の
報
と

同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。〈
み
な
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
体
を
受
く
〉
と
は
、
胎
蔵
の
生
育
す
る
所
に
あ
ら

ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
自
然
な
り
。
飲
食
の
長
養
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
虚
無
な
り
。
老
死
の
殞
没
す
る

所
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
無
極
な
り
。
念
念
の
滅
哉
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
尽
終
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。
ま

た
こ
の
身
に
即
し
て
成
仏
に
至
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中
、
古
逸
）、「
第
一
に
、
形
状
が
一
類
な
の
で
、
譏
嫌
が

な
い
と
言
う
。
男
女
や
人
天
の
差
別
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
問
う
。
人
天
の
差
別
は
な
い
け
れ
ど
も
、
他
方
世
界
に
準
じ
て
そ
の
名
称
が
あ
る
と
言
う
の
な
ら
ば
、

同
じ
よ
う
に
、
男
女
の
差
異
は
な
い
け
れ
ど
も
、
他
方
世
界
に
準
じ
て
そ
の
名
称
は
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
答
え
。
女
は
穢
の
器
で
あ
り
、
五
障
の
存
在
な
の
で
、
極
楽
に
は
存
在
し
な
い
。
人
・
天
は

や
や
勝
れ
た
存
在
な
の
で
、
他
方
世
界
に
準
じ
て
存
在
す
る
。〈
因
順
余
方
〉
に
は
二
義
あ
る
。
一
つ
に

は
因
業
に
よ
る
。
往
生
人
に
は
、
人
業
に
よ
っ
て
往
生
し
た
者
と
、
天
業
に
よ
っ
て
往
生
し
た
者
と
が
あ

る
。
往
生
の
後
は
、
そ
の
形
状
に
差
別
は
な
い
け
れ
ど
も
、
因
業
に
よ
っ
て
人
・
天
の
名
称
が
付
さ
れ 

る
。
二
つ
に
は
居
処
に
よ
る
。
極
楽
に
は
、地
上
に
居
る
者
と
虚
空
に
在
る
者
と
が
あ
る
。
往
生
の
後
は
、

そ
の
形
状
に
差
別
は
な
い
け
れ
ど
も
、
所
在
の
場
所
に
よ
っ
て
、
人
・
天
の
名
称
が
付
さ
れ
る
。
だ
か
ら
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旧
本
（『
平
等
覚
経
』）
に
云
う
、〈
極
楽
に
は
、
須
弥
山
は
な
い
。
よ
っ
て
日
・
月
・
星
辰
や
第
一
四
天 

王
・
第
二
忉
利
天
は
皆
、
虚
空
に
あ
る
〉
と
。

　
第
二
に
、
身
体
的
欠
陥
が
な
い
か
ら
譏
嫌
が
な
い
と
言
う
。
よ
っ
て
往
生
人
は
、
そ
の
顔
貌
の
端
正
な

こ
と
世
に
も
ま
れ
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
は
、
穢
土
の
人

天
と
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
み
な
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
体
を
受
く
〉
と
は
、
母
胎
に
よ
っ

て
生
育
さ
れ
る
身
で
は
な
い
の
で
、
自
然
と
言
う
。
飲
食
に
よ
っ
て
長
養
さ
れ
る
身
で
は
な
い
の
で
、
虚

無
と
言
う
。老
死
に
よ
っ
て
滅
び
る
身
で
は
な
い
の
で
、無
極
と
言
う
。一
念
一
念
に
生
滅
す
る
け
れ
ど
も
、

終
わ
り
尽
き
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
身
の
ま
ま
で
成
仏
に
至
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
406
）
同
経
連
義
述
賛
璟マ

マ

興
中
に
云
う
、（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
七
、
一
五
七
頁
中
）、「
一
説
に
よ
る
と
、
経
に
、〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

極
楽
に
生
ま
れ
た
者
は
、凡
夫
と
い
え
ど
も
人
天
趣
で
は
な
い
。
よ
っ
て
浄
土
は
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
。

『
大
智
度
論
』
に
、〈
欲
が
な
い
か
ら
、
地
上
に
住
す
る
か
ら
、
物
質
が
あ
る
か
ら
、
欲
界
・
色
界
・
無
色

界
で
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。
本
願
に
は
三
途
が

な
い
と
言
う
の
み
で
あ
り
、
人
天
な
し
と
は
誓
わ
れ
て
い
な
い
。
三
界
の
外
に
衆
生
が
あ
る
と
い
う
の
は

仏
説
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
人
天
は
あ
っ
て
も
そ
の
差
別
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
た
だ
穢
土
の
業

に
よ
っ
て
人
と
天
と
に
分
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名
の
み
が
あ
る
と
説
か
れ
る
の

で
あ
る
。
諸
天
は
皆
虚
空
に
あ
る
。
帛
延
訳
『
平
等
覚
経
』
に
、〈
四
天
王
天
・
忉
利
天
が
虚
空
に
住
止
す 

る
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
407
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
四
頁
上
）、「
往
生
人
の
身
体
は
、
人
間 

の
も
の
で
も
天
上
の
も
の
で
も
な
い
。
積
み
重
ね
た
徳
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、自
然
虚
無
の
身
体
で
、

こ
の
上
な
く
す
ば
ら
し
い
」（
要
約
）
と
。

（
408
）
観
経
記
興
上
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「
平
等
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
そ
の
身
体

は
世
間
人
の
身
体
に
あ
ら
ず
、
ま
た
天
人
の
身
体
に
も
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
体
を
受
く
〉
と
い
ふ
。

ま
た
文
の
終
に
は
、〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
い
ふ
。
ゆ
ゑ
に
両
巻
に
、〈
余
方
に
因
順
す
る
が

ゆ
ゑ
に
人
天
の
名
あ
り
。
超
世
希
有
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
身
、
無
極

の
体
を
受
く
〉
と
云
ふ
。
問
ふ
。
も
し
天
人
に
あ
ら
ず
と
云
は
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
経
に
、〈
阿
難
、
仏
に
白 

す
、《
須
弥
山
な
く
ば
、
そ
の
四
天
王
天
お
よ
び
忉
利
天
は
、
何
に
よ
っ
て
住
す
る
や
》
と
。
仏
、
第
三
炎 

天
、
色
究
竟
天
を
挙
げ
て
通
ず
〉
と
云
ふ
や
。
ま
た
後
の
文
に
、〈
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、《
な
ん
ぢ
彼
の
国

を
見
る
に
、
地
よ
り
已
上
浄
居
天
ま
で
、
そ
の
中
の
所
有
の
微
妙
厳
浄
自
然
の
物
、
悉
く
見
る
と
な
す
や

い
な
や
》〉
と
云
ふ
や
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
文
、
い
か
ん
が
通
ず
べ
き
。
答
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
疑
の

た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
宗
を
立
て
て
、〈
余
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
ゑ
に
人
天
の
名
あ
り
〉
と
言
ふ
。
す
で
に
宗

を
聞
き
て
、
重
ね
て
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
大
集
に
云
ふ
、〈
浄
光
仏
国
の
人
は
、
天
と
差
別
あ
る
こ
と

な
く
、
地
に
在
ら
ば
人
と
な
し
、
虚
空
を
天
と
な
す
〉
と
。
今
こ
こ
に
引
く
所
、
た
だ
こ
れ
解
す
べ
し
」 

と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
そ
の
身
体
は
、
人
間
の
身
体
で

も
天
人
の
身
体
で
も
な
い
、
皆
自
然
に
実
体
を
離
れ
た
身
体
を
受
け
て
い
る
〉
と
言
い
、
ま
た
文
末
に
、

〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
言
う
。
よ
っ
て
『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名

だ
け
が
あ
る
が
、
世
間
と
は
か
け
離
れ
て
素
晴
ら
し
く
、
天
で
も
な
く
、
人
で
も
な
い
。
皆
自
然
に
実
体

を
離
れ
た
悟
り
の
身
体
を
受
け
て
い
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
も
し
天
人
で
は
な
い
と
言
う
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
無
量
寿
経
』
に
、
阿
難
が
仏
に
、〈
須
弥
山

が
な
い
の
な
ら
ば
、
四
天
王
天
や
忉
利
天
は
何
に
よ
っ
て
住
す
る
の
で
す
か
〉
と
問
い
、
仏
は
、
第
三
炎

天
や
色
究
竟
天
を
引
き
合
い
に
出
し
て
会
通
さ
れ
た
の
か
。
あ
る
い
は
巻
下
で
は
、
仏
が
阿
難
に
、〈
地

居
天
か
ら
浄
居
天
ま
で
の
微
妙
厳
浄
の
自
然
の
荘
厳
が
す
べ
て
見
え
る
か
〉
と
問
わ
れ
の
は
な
ぜ
か
。
こ

れ
ら
の
文
を
ど
の
よ
う
に
会
通
す
べ
き
か
。
答
え
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
る
た
め
、『
無
量
寿
経
』

に
宗
要
を
示
し
て
、〈
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名
だ
け
が
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
宗
要
を
聞

い
た
上
は
、
疑
い
を
重
ね
て
は
な
ら
な
い
。『
大
集
経
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
三
、
二
五
頁
中
）
に
は
、 

〈
浄
光
仏
国
の
人
は
、
天
と
差
別
が
な
い
。
地
上
に
あ
れ
ば
人
と
呼
び
、
虚
空
に
あ
れ
ば
天
と
呼
ぶ
の
で

あ
る
〉
と
言
う
。『
無
量
寿
経
』
の
文
も
こ
の
よ
う
に
理
解
せ
よ
」
と
。

（
409
）
同
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
或
は
浄
土
あ
り
、
二
乗
お
よ
び
天
人

の
名
あ
り
。
妙
喜
世
界
等
の
ご
と
し
。
或
は
浄
土
あ
り
、
二
乗
あ
る
も
人
な
し
。
極
楽
世
界
の
ご
と
し
。

乃
至 

ゆ
ゑ
に
無
量
寿
経
に
云
ふ
、〈
そ
の
諸
の
声
聞
・
菩
薩
・
人
天
は
、
智
恵
高
明
に
し
て
神
通
洞
達
す
。

み
な
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
に
異
状
な
し
。
た
だ
余
方
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
天
人
の
名
あ
り
〉
と
は
、

そ
の
義
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
二
乗
お
よ
び
天
人
の
名
が
あ
る
浄
土
と
し
て
、
妙
喜
世

界
等
が
あ
る
。
ま
た
二
乗
は
あ
る
が
人
は
な
い
浄
土
と
し
て
は
、
極
楽
世
界
が
あ
る
。
…
中
略
… 『
無
量
寿

経
』
に
、〈
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
・
人
天
は
、
智
恵
や
神
通
力
が
並
外
れ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
形

状
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
余
方
に
因
順
し
て
天
人
の
名
だ
け
が
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
る
」
と
。

（
410
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
五
頁
下
）、「
問
う
。『
大
智
度
論
』
に
は
、
分
段
生
死

の
身
を
虫
身
肉
身
と
言
い
、『
大
品
般
若
経
』
に
は
、
不
退
転
の
菩
薩
の
身
中
に
は
八
万
の
虫
は
い
な
い

と
言
う
。
極
楽
で
は
分
段
生
死
の
身
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
虫
身
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
の
に
『
阿
弥

陀
経
』
に
は
極
楽
に
は
三
悪
趣
な
し
と
言
う
。
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
か
。
答
え
、
極
楽
で
は
分
段
の
身
を

受
け
る
け
れ
ど
も
、
八
万
の
虫
は
な
い
。『
大
智
度
論
』
や
『
大
品
般
若
経
』
に
言
う
の
は
穢
土
の
こ
と

で
あ
る
。
穢
土
で
も
、
色
界
の
諸
天
に
は
八
万
の
虫
は
な
い
。
壊
劫
の
末
に
は
三
災
が
起
こ
っ
て
ま
ず
三
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旧
本
（『
平
等
覚
経
』）
に
云
う
、〈
極
楽
に
は
、
須
弥
山
は
な
い
。
よ
っ
て
日
・
月
・
星
辰
や
第
一
四
天 

王
・
第
二
忉
利
天
は
皆
、
虚
空
に
あ
る
〉
と
。

　
第
二
に
、
身
体
的
欠
陥
が
な
い
か
ら
譏
嫌
が
な
い
と
言
う
。
よ
っ
て
往
生
人
は
、
そ
の
顔
貌
の
端
正
な

こ
と
世
に
も
ま
れ
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
は
、
穢
土
の
人

天
と
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
。〈
み
な
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
体
を
受
く
〉
と
は
、
母
胎
に
よ
っ

て
生
育
さ
れ
る
身
で
は
な
い
の
で
、
自
然
と
言
う
。
飲
食
に
よ
っ
て
長
養
さ
れ
る
身
で
は
な
い
の
で
、
虚

無
と
言
う
。老
死
に
よ
っ
て
滅
び
る
身
で
は
な
い
の
で
、無
極
と
言
う
。一
念
一
念
に
生
滅
す
る
け
れ
ど
も
、

終
わ
り
尽
き
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
身
の
ま
ま
で
成
仏
に
至
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

（
406
）
同
経
連
義
述
賛
璟マ

マ

興
中
に
云
う
、（
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
、『
大
正
蔵
』

三
七
、
一
五
七
頁
中
）、「
一
説
に
よ
る
と
、
経
に
、〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

極
楽
に
生
ま
れ
た
者
は
、凡
夫
と
い
え
ど
も
人
天
趣
で
は
な
い
。
よ
っ
て
浄
土
は
三
界
に
は
摂
ま
ら
な
い
。

『
大
智
度
論
』
に
、〈
欲
が
な
い
か
ら
、
地
上
に
住
す
る
か
ら
、
物
質
が
あ
る
か
ら
、
欲
界
・
色
界
・
無
色

界
で
は
な
い
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。
本
願
に
は
三
途
が

な
い
と
言
う
の
み
で
あ
り
、
人
天
な
し
と
は
誓
わ
れ
て
い
な
い
。
三
界
の
外
に
衆
生
が
あ
る
と
い
う
の
は

仏
説
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
人
天
は
あ
っ
て
も
そ
の
差
別
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
た
だ
穢
土
の
業

に
よ
っ
て
人
と
天
と
に
分
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名
の
み
が
あ
る
と
説
か
れ
る
の

で
あ
る
。
諸
天
は
皆
虚
空
に
あ
る
。
帛
延
訳
『
平
等
覚
経
』
に
、〈
四
天
王
天
・
忉
利
天
が
虚
空
に
住
止
す 

る
〉
と
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

（
407
）
平
等
覚
経
上
に
云
う
（
巻
一
、『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
八
四
頁
上
）、「
往
生
人
の
身
体
は
、
人
間 

の
も
の
で
も
天
上
の
も
の
で
も
な
い
。
積
み
重
ね
た
徳
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、自
然
虚
無
の
身
体
で
、

こ
の
上
な
く
す
ば
ら
し
い
」（
要
約
）
と
。

（
408
）
観
経
記
興
上
に
云
ふ
（
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
、
古
逸
）、「
平
等
経
の
ご
と
き
に
は
、〈
そ
の
身
体

は
世
間
人
の
身
体
に
あ
ら
ず
、
ま
た
天
人
の
身
体
に
も
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
体
を
受
く
〉
と
い
ふ
。

ま
た
文
の
終
に
は
、〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
い
ふ
。
ゆ
ゑ
に
両
巻
に
、〈
余
方
に
因
順
す
る
が

ゆ
ゑ
に
人
天
の
名
あ
り
。
超
世
希
有
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
身
、
無
極

の
体
を
受
く
〉
と
云
ふ
。
問
ふ
。
も
し
天
人
に
あ
ら
ず
と
云
は
ば
、
何
の
ゆ
ゑ
に
経
に
、〈
阿
難
、
仏
に
白 

す
、《
須
弥
山
な
く
ば
、
そ
の
四
天
王
天
お
よ
び
忉
利
天
は
、
何
に
よ
っ
て
住
す
る
や
》
と
。
仏
、
第
三
炎 

天
、
色
究
竟
天
を
挙
げ
て
通
ず
〉
と
云
ふ
や
。
ま
た
後
の
文
に
、〈
仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、《
な
ん
ぢ
彼
の
国

を
見
る
に
、
地
よ
り
已
上
浄
居
天
ま
で
、
そ
の
中
の
所
有
の
微
妙
厳
浄
自
然
の
物
、
悉
く
見
る
と
な
す
や

い
な
や
》〉
と
云
ふ
や
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
文
、
い
か
ん
が
通
ず
べ
き
。
答
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
疑
の

た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
宗
を
立
て
て
、〈
余
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
ゑ
に
人
天
の
名
あ
り
〉
と
言
ふ
。
す
で
に
宗

を
聞
き
て
、
重
ね
て
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
大
集
に
云
ふ
、〈
浄
光
仏
国
の
人
は
、
天
と
差
別
あ
る
こ
と

な
く
、
地
に
在
ら
ば
人
と
な
し
、
虚
空
を
天
と
な
す
〉
と
。
今
こ
こ
に
引
く
所
、
た
だ
こ
れ
解
す
べ
し
」 

と
。

【
現
代
語
訳
】
龍
興
『
観
経
記
』
巻
上
に
云
う
、「『
平
等
覚
経
』
に
は
、〈
そ
の
身
体
は
、
人
間
の
身
体
で

も
天
人
の
身
体
で
も
な
い
、
皆
自
然
に
実
体
を
離
れ
た
身
体
を
受
け
て
い
る
〉
と
言
い
、
ま
た
文
末
に
、

〈
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
〉
と
言
う
。
よ
っ
て
『
無
量
寿
経
』
に
は
、〈
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名

だ
け
が
あ
る
が
、
世
間
と
は
か
け
離
れ
て
素
晴
ら
し
く
、
天
で
も
な
く
、
人
で
も
な
い
。
皆
自
然
に
実
体

を
離
れ
た
悟
り
の
身
体
を
受
け
て
い
る
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
も
し
天
人
で
は
な
い
と
言
う
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
無
量
寿
経
』
に
、
阿
難
が
仏
に
、〈
須
弥
山

が
な
い
の
な
ら
ば
、
四
天
王
天
や
忉
利
天
は
何
に
よ
っ
て
住
す
る
の
で
す
か
〉
と
問
い
、
仏
は
、
第
三
炎

天
や
色
究
竟
天
を
引
き
合
い
に
出
し
て
会
通
さ
れ
た
の
か
。
あ
る
い
は
巻
下
で
は
、
仏
が
阿
難
に
、〈
地

居
天
か
ら
浄
居
天
ま
で
の
微
妙
厳
浄
の
自
然
の
荘
厳
が
す
べ
て
見
え
る
か
〉
と
問
わ
れ
の
は
な
ぜ
か
。
こ

れ
ら
の
文
を
ど
の
よ
う
に
会
通
す
べ
き
か
。
答
え
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
る
た
め
、『
無
量
寿
経
』

に
宗
要
を
示
し
て
、〈
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名
だ
け
が
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
宗
要
を
聞

い
た
上
は
、
疑
い
を
重
ね
て
は
な
ら
な
い
。『
大
集
経
』（
巻
四
、『
大
正
蔵
』
一
三
、
二
五
頁
中
）
に
は
、 

〈
浄
光
仏
国
の
人
は
、
天
と
差
別
が
な
い
。
地
上
に
あ
れ
ば
人
と
呼
び
、
虚
空
に
あ
れ
ば
天
と
呼
ぶ
の
で

あ
る
〉
と
言
う
。『
無
量
寿
経
』
の
文
も
こ
の
よ
う
に
理
解
せ
よ
」
と
。

（
409
）
同
経
疏
誾
下
に
云
ふ
（
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
、
古
逸
）、「
或
は
浄
土
あ
り
、
二
乗
お
よ
び
天
人

の
名
あ
り
。
妙
喜
世
界
等
の
ご
と
し
。
或
は
浄
土
あ
り
、
二
乗
あ
る
も
人
な
し
。
極
楽
世
界
の
ご
と
し
。

乃
至 

ゆ
ゑ
に
無
量
寿
経
に
云
ふ
、〈
そ
の
諸
の
声
聞
・
菩
薩
・
人
天
は
、
智
恵
高
明
に
し
て
神
通
洞
達
す
。

み
な
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
に
異
状
な
し
。
た
だ
余
方
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
天
人
の
名
あ
り
〉
と
は
、

そ
の
義
な
り
」
と
。

【
現
代
語
訳
】
道
誾
『
観
経
疏
』
巻
下
に
云
う
、「
二
乗
お
よ
び
天
人
の
名
が
あ
る
浄
土
と
し
て
、
妙
喜
世

界
等
が
あ
る
。
ま
た
二
乗
は
あ
る
が
人
は
な
い
浄
土
と
し
て
は
、
極
楽
世
界
が
あ
る
。
…
中
略
… 『
無
量
寿

経
』
に
、〈
極
楽
の
声
聞
・
菩
薩
・
人
天
は
、
智
恵
や
神
通
力
が
並
外
れ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
形

状
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
余
方
に
因
順
し
て
天
人
の
名
だ
け
が
あ
る
〉
と
説
か
れ
る
の
は
、
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
る
」
と
。

（
410
）
群
疑
論
六
に
云
う
（『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
五
頁
下
）、「
問
う
。『
大
智
度
論
』
に
は
、
分
段
生
死

の
身
を
虫
身
肉
身
と
言
い
、『
大
品
般
若
経
』
に
は
、
不
退
転
の
菩
薩
の
身
中
に
は
八
万
の
虫
は
い
な
い

と
言
う
。
極
楽
で
は
分
段
生
死
の
身
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
虫
身
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
の
に
『
阿
弥

陀
経
』
に
は
極
楽
に
は
三
悪
趣
な
し
と
言
う
。
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
か
。
答
え
、
極
楽
で
は
分
段
の
身
を

受
け
る
け
れ
ど
も
、
八
万
の
虫
は
な
い
。『
大
智
度
論
』
や
『
大
品
般
若
経
』
に
言
う
の
は
穢
土
の
こ
と

で
あ
る
。
穢
土
で
も
、
色
界
の
諸
天
に
は
八
万
の
虫
は
な
い
。
壊
劫
の
末
に
は
三
災
が
起
こ
っ
て
ま
ず
三
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悪
趣
が
滅
び
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
人
間
の
身
に
す
ら
八
万
の
虫
は
い
な
い
。
ま
し
て
浄
土
の
清
浄
の
身

体
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
」（
要
約
）
と
。

【
考
察
】

　
本
項
「
55 
五
趣
無
有
」
に
は
、
極
楽
に
五
趣
が
あ
る
か
い
な
か
、
特
に
人
・
天
二
趣
の
あ
り
方
に
つ

い
て
論
ず
る
た
め
の
要
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
阿
弥
陀
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
は
、
極
楽
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
趣
は
、
そ
の
名
さ
え
存

在
し
な
い
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
「
国
中
人
天
」
等
と
い
う
文
言
が
あ
っ
て
、
人
・
天
の
二
趣
は
存
在
す

る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
項
の
三
界
摂
不
論
か
ら
派
生
す
る
問
題
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
『
往
生
要
集
』
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
源
信
は
極
楽
を
三
界
の
外
と
見
て
い
る
の
で
、
極
楽
に
三
界
六
道
の

人
・
天
が
存
在
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」

は
、
六
道
の
苦
相
を
説
く
章
で
あ
り
、
人
道
・
天
道
の
項
に
お
い
て
も
、
そ
の
穢
相
を
示
す
こ
と
に
専
念

し
て
い
て
、
そ
れ
が
善
趣
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
一
切
述
べ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
を
十
分
に
承
知
し
た
上
で
、『
安
養
集
』
は
こ
こ
に
「
55 
五
趣
無
有
」
と
い
う
論
題
を
設
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
（
400
）（
401
）（
403
）
は
、
無
三
悪
趣
を
説
く
『
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
の
経
文
、（
402
）
義
寂
『
無

量
寿
経
述
義
記
』
は
『
無
量
寿
経
』
第
一
願
の
釈
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、（
404
）『
無
量
寿
経
』
に
は
、「
余
方
に
因
順
し
て
人
天
の
名
あ
り
」
と
説
か
れ
、
以
下
そ 

の
「
因
順
余
方
」
を
根
拠
と
し
て
極
楽
の
人
天
の
あ
り
方
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
要
文
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。

　
（
405
）
義
寂
『
無
量
寿
経
述
義
記
』
は
、「
因
順
余
方
」
に
、
因
業
に
よ
る
と
形
状
に
よ
る
と
の
二
つ

の
意
義
を
挙
げ
、
浄
土
の
人
天
は
穢
土
の
人
天
と
は
異
な
る
こ
と
を
言
う
。

　
（
406
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
は
、
極
楽
は
あ
く
ま
で
も
三
界
内
の
浄
土
で
あ
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
穢
土
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
浄
土
に
も
人
天
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
（
407
）『
平
等
覚
経
』
は
、（
404
）『
無
量
寿
経
』
と
同
一
箇
所
の
異
訳
で
あ
る
。
そ
れ
を
用
い
て
、

（
408
）
龍
興
『
観
経
記
』
に
は
、
往
生
人
の
身
体
は
、
穢
土
の
身
体
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
言
い
、『
大
集
経
』
を
用
い
て
、
地
上
の
者
を
人
と
呼
び
、
虚
空
の
者
を
天
と
呼
ぶ
だ
け
で
あ
る
と
い

う
説
を
提
示
し
て
い
る
。

　
（
409
）
道
誾
『
観
経
疏
』
は
、
極
楽
に
は
二
乗
は
あ
る
け
れ
ど
も
人
趣
は
な
い
と
言
う
。

　
（
410
）『
群
疑
論
』
は
、
極
楽
で
は
分
段
身
は
受
け
る
け
れ
ど
も
、
穢
土
の
虫
身
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
と
言
う
。

　
前
項
「
三
界
摂
不
摂
」
の
項
に
は
、
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
文
ば
か
り
が
集
め
ら
れ
て
い
た
が
、
本
項

で
は
、（
406
）
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』（
409
）
道
誾
『
観
経
疏
』
等
、
極
楽
を
三
界
内
と
す
る
見

地
か
ら
人
天
の
あ
り
方
を
論
じ
た
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
所
に
、
議
論
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が

看
取
さ
れ
よ
う
。
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　雑
浄
穢
同
処
異
処

（
411
）
群
疑
論
懐
咸マ

マ

一
に
云
う
（
懐
感
、『
大
正
蔵
』
四
七
、
三
四
頁
中
～
三
五
頁
中
）、「
問
う
。
極
楽
に

は
穢
土
は
あ
る
の
か
い
な
か
。
答
え
。
二
説
あ
る
。
第
一
に
、
極
楽
は
た
だ
浄
土
の
み
で
、
穢
土
は
な
い

と
す
る
。
浄
と
穢
と
は
同
処
同
時
に
は
並
立
し
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
第
二
に
、
浄
土
と
穢
土
と
が

同
処
同
時
に
並
立
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
盧
舎
那
仏
の
蓮
華
座
に
穢
土
の
相
が
あ
る
よ
う
に
、
浄
穢

は
互
い
に
障
礙
せ
ず
、
所
見
に
応
じ
て
浄
穢
不
同
と
見
る
の
が
大
乗
の
立
場
で
あ
る
。『
摂
大
乗
論
』
等

に
説
か
れ
る
。
た
だ
し
西
方
極
楽
浄
土
は
、
た
だ
浄
の
み
に
し
て
穢
相
は
な
い
。

　
問
う
。
道
安
の
『
浄
土
論
』
に
、
浄
と
穢
と
は
、
一
質
す
な
わ
ち
本
体
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
見
る
者
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
異
質
す
な
わ
ち
本
体
が
別
々
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ
見

た
目
も
異
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
無
質
す
な
わ
ち
本
体
が
な
い
も
の
が
、
見
え
て
い
る
だ
け
の
か
、
と
問

い
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。〈
一
質
で
は
な
い
か
ら
、
浄
穢
に
満
ち
欠
け
が
あ
る
。
異
質
で
は
な
い

か
ら
そ
の
根
元
を
探
る
と
一
つ
に
な
る
。
無
質
で
は
な
い
か
ら
因
縁
に
よ
っ
て
種
々
に
変
化
す
る
〉
と
。

こ
の
文
義
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。
答
え
。
浄
土
と
穢
土
と
は
、
浄
業
と
穢
業
と
に
よ
っ
て
自
心
を
変
化
さ

せ
、
浄
穢
の
相
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
心
が
浄
な
ら
ば
土
は
浄
で
あ
り
、
心

が
穢
な
ら
ば
土
も
穢
で
あ
る
。だ
か
ら
一
質
で
は
な
い
か
ら
浄
穢
に
満
ち
欠
け
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

『
維
摩
経
』（
巻
上
、『
大
正
蔵
』
一
四
、五
三
八
頁
下
）
に
、
仏
が
足
で
地
面
を
踏
ま
れ
る
と
、
浄
が
満
ち

て
穢
が
欠
け
る
と
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。ま
た
浄
穢
の
両
心
が
浄
穢
の
二
土
を
現
ず
る
の
だ
か
ら
、

浄
穢
は
同
処
同
時
に
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
異
質
で
は
な
い
か
ら
そ
の
根
元
を
探
る
と

一
つ
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
無
質
で
は
な
い
か
ら
因
縁
に
よ
っ
て
種
々
に
変
化
す
る
と
は
、
浄
土
と

穢
土
と
は
、
同
処
に
現
れ
る
け
れ
ど
も
そ
の
相
が
異
な
っ
て
い
る
、
浄
業
と
穢
業
の
違
い
に
よ
っ
て
種
々

に
変
現
す
る
の
で
あ
る
。そ
れ
は
因
縁
所
生
の
依
他
起
性
と
し
て
土
の
相
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

遍
計
所
執
性
に
よ
っ
て
本
体
の
な
い
物
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
無
質
で
は
な
い
か
ら
因
縁
に

よ
っ
て
種
々
に
変
化
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
浄
穢
二
土
が
同
処
な
ら
ば
、同
所
同
時
に
異
質
の
物
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
え
。
極
微
の
実
体
に
お
い
て
は
同
所
同
時
に
二
つ
の
物
が
存
在
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
説
一
切
有
部

の
見
解
で
、
大
乗
と
は
立
場
が
異
な
る
。
大
乗
で
は
、
時
間
や
空
間
は
不
定
で
あ
る
。
心
に
よ
っ
て
浄
穢

−172−−173−

が
現
れ
る
と
い
う
、
唯
識
の
妙
旨
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
物
質
的
な
障
礙
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
穢
心
が
現
ず
る
世
界
は
、
穢
土
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
穢
心
が
浄
土
の
相
を
現
ず
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
答
え
。
本
体
が
浄
に
し
て
穢
相
を
現
ず
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の
逆
も
可
能
で
あ
る
。
一
心

の
上
に
浄
穢
の
相
を
現
ず
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
衆
生
に
浄
土
の
相
を
現
じ
さ
せ
る
と

い
う
場
合
は
、
有
漏
の
凡
夫
が
清
浄
の
仏
土
を
現
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
力
を
増
上
縁
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
有
漏
の
心
に
浄
土
を
現
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
に
は
大
神
力
が
あ
る
の
で
、
浄
・
穢
の

相
を
自
在
に
示
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
た
び
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
諸
仏
の
力
に
よ

る
の
で
あ
る
か
ら
、凡
夫
の
浅
智
恵
に
よ
っ
て
疑
難
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
教
え
の
通
り
に
修
行
せ
よ
」

（
要
約
）
と
。

安
養
集
巻
第
五

　右
は
宝
園
院
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
む
る
も
の
な
り

明
暦
二
丙
申
歳
九マ

マ

月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵

　印

【
考
察
】

　
本
項
に
は
、『
群
疑
論
』
巻
一
の
文
が
一
文
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
群
疑
論
』
巻
一
に
は
、
冒
頭
か

ら
仏
土
論
が
展
開
さ
れ
、
三
身
三
土
義
、
三
界
摂
不
等
が
議
論
さ
れ
、
最
後
に
浄
穢
同
異
の
問
題
が
扱

わ
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
、
そ
の
す
べ
て
を
三
つ
に
分
割
し
て
引
用
し
て
い
る
。
巻
六
「
58 

国
土
」

（
424
）
に
三
身
三
土
と
極
楽
報
化
の
判
別
、（
430
）
に
三
界
摂
不
の
文
が
掲
げ
ら
れ
、
本
項
（
411
）
に
は
、

最
後
の
浄
穢
同
異
を
論
じ
た
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
極
楽
は
浄
土
と
穢
土
と
が
相
雑
し
た
世
界
で
あ

る
と
い
う
見
地
か
ら
、
そ
の
浄
穢
の
関
係
を
論
ず
る
問
答
で
あ
る
。
懐
感
は
法
相
教
学
に
依
拠
し
て
、
浄

穢
は
心
の
所
現
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
『
群
疑
論
』
に
よ
っ
て

一
論
題
を
立
て
た
の
は
、
法
相
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
で
巻
五
が
終
わ
る
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。
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が
現
れ
る
と
い
う
、
唯
識
の
妙
旨
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
物
質
的
な
障
礙
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
う
。
穢
心
が
現
ず
る
世
界
は
、
穢
土
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
穢
心
が
浄
土
の
相
を
現
ず
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
答
え
。
本
体
が
浄
に
し
て
穢
相
を
現
ず
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の
逆
も
可
能
で
あ
る
。
一
心

の
上
に
浄
穢
の
相
を
現
ず
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
衆
生
に
浄
土
の
相
を
現
じ
さ
せ
る
と

い
う
場
合
は
、
有
漏
の
凡
夫
が
清
浄
の
仏
土
を
現
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
力
を
増
上
縁
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
有
漏
の
心
に
浄
土
を
現
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
に
は
大
神
力
が
あ
る
の
で
、
浄
・
穢
の

相
を
自
在
に
示
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
た
び
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
諸
仏
の
力
に
よ

る
の
で
あ
る
か
ら
、凡
夫
の
浅
智
恵
に
よ
っ
て
疑
難
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
教
え
の
通
り
に
修
行
せ
よ
」

（
要
約
）
と
。

安
養
集
巻
第
五

　右
は
宝
園
院
本
を
も
っ
て
こ
れ
を
書
写
せ
し
む
る
も
の
な
り

明
暦
二
丙
申
歳
九マ

マ

月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵

　印

【
考
察
】

　
本
項
に
は
、『
群
疑
論
』
巻
一
の
文
が
一
文
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
群
疑
論
』
巻
一
に
は
、
冒
頭
か

ら
仏
土
論
が
展
開
さ
れ
、
三
身
三
土
義
、
三
界
摂
不
等
が
議
論
さ
れ
、
最
後
に
浄
穢
同
異
の
問
題
が
扱

わ
れ
て
い
る
。『
安
養
集
』
は
、
そ
の
す
べ
て
を
三
つ
に
分
割
し
て
引
用
し
て
い
る
。
巻
六
「
58 

国
土
」

（
424
）
に
三
身
三
土
と
極
楽
報
化
の
判
別
、（
430
）
に
三
界
摂
不
の
文
が
掲
げ
ら
れ
、
本
項
（
411
）
に
は
、

最
後
の
浄
穢
同
異
を
論
じ
た
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
極
楽
は
浄
土
と
穢
土
と
が
相
雑
し
た
世
界
で
あ

る
と
い
う
見
地
か
ら
、
そ
の
浄
穢
の
関
係
を
論
ず
る
問
答
で
あ
る
。
懐
感
は
法
相
教
学
に
依
拠
し
て
、
浄

穢
は
心
の
所
現
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、『
往
生
要
集
』
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。『
安
養
集
』
が
こ
こ
に
『
群
疑
論
』
に
よ
っ
て

一
論
題
を
立
て
た
の
は
、
法
相
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
で
巻
五
が
終
わ
る
。
奥
書
は
各
巻
共
通
で
あ
る
。

−173−54


